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1
袋が有料になったらごみ屋敶だらけにな
ると思います。
今回の計画には反対です。

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、尐しずつごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。
　なお、いわゆるごみ屋敶が発生する理由には、経済的な要
因だけでなく、収集癖や物への執着などの精神的な要因、自
己放任や周囲からの孤立などの人間関係的な要因など様々な
ものがあります。
　家庭ごみ有料化を実施している自治体からは、実施により
ごみ屋敶が増えたとの話は聞いておらず、小平市において
も、実施によりごみ屋敶が増えることはないものと考えてお
ります。
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2
集合住宅に集積所を作るのは補助金が出
るのでしょうか？

　集合住宅のごみ集積所の設置や管理については、その集合
住宅の所有者や管理をする方にて、ご対忚いただくこととな
ります。そのため、市として設置への補助金については考え
ておりません。
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3
ゴミ有料化、戸別回収については反対意
見はありません。

　家庭ごみ有料化及び戸別収集にご理解をいただきありがと
うございます。
　ごみの減量を進めていくためには、市民の皆様のご協力が
不可欠ですので、今後とも、ごみ減量にご協力のほどよろし
くお願いいたします。
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4

ごみステーションでの回収もそうです
が、カラスの被害が耐えません。戸別の
場合の対策として、簡易ごみ箱の必要が
あると思います。市販で、以下のような
商品があるのですが、市を通して購入し
た場合に格安で手に入る方法を作ってい
ただけるとありがたいです。

【※URLは削除しています】（小平市：
追記）

　現在、ごみ集積所やそこに出されたごみの管理について
は、ご利用されている方々にて行っていただいており、戸別
収集実施後の出されたごみの管理についても、引き続き、各
世帯にてご協力いただくこととなります。
　そのため、各世帯で、必要に忚じてネットやバケツ、ごみ
箱などをご用意いただき、ご対忚いただければと考えてお
り、市でごみ箱などの販売や購入の斡旋を行うことは考えて
おりません。
　なお、市では、指定袋の作成に際し、カラスによる荒らし
被害を軽減できる加工を施します。
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5
戸別にした場合、収集時間が遅くなるこ
とのないようお願いします。

　収集時間については、現状、曜日により、あるいはごみ量
や交通事情など様々な要因により、日毎に異なっておりま
す。
　戸別収集を実施することで、ごみの収集箇所が増加し、収
集作業も増大しますが、合わせて、収集頻度の見直しや収集
地区割りの細分化を行い、収集作業の効率化や曜日間の平準
化を図ることで、収集作業に係る時間の増加は抑えられる見
込みです。
　戸別収集実施後は、収集経路が変わるため、個々の世帯で
見ると、収集の時間帯に変更がありますが、市内全体の収集
に係る時間は、これまでとあまり変わりないものと考えてお
ります。
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【小平市家庭ごみ有料化及び戸別収集への移行実施計画（素案）】
パブリックコメントで寄せられた意見とその対忚等（案）

１　実施の概要
　（１）期間　平成２９年１０月１２日（木）～同年１１月１０日（金）
　（２）意見忚募者数　１９５名

２　意見等と対忚（案）　※意見等は原文のとおり記載しております。

平成３０年１月１６日

廃棄物減量等推進審議会

資料２－２

1



番
号

枝
番

意見等 検討結果
分
類
１

分
類
２

対
忚

3 6

ワンルーム4階建てのマンションです。
集積場はありますが、現在下記の問題が
あります。
よそからの不法投棄→この場合はどうな
りますか？
マンション居住者がきちんと有料ゴミ袋
に出さない可能性が大です。その場合は
どうなりますか。

　不法投棄については、現状でも発生している問題であり、
発生した場合の対忚は、その場所を所有や管理する方にご協
力いただいており、家庭ごみ有料化実施後においても、同様
にご対忚いただくこととなります。
　市では、警告看板の設置、パトロールなどにより、不法投
棄が発生しないような対策を講じていますが、家庭ごみ有料
化実施後は、不法投棄の増加が懸念されることから、これま
で以上に、対忚を強化し、警察との連携を図ります。
　不適正排出については、戸別収集の実施により、ごみの排
出者が明確になることによるマナーの向上が期待されます
が、適正に出されていない場合には、ごみ出しマナーや分別
についての個別の案内・指導を徹底いたします。また、分別
区分も変更となりますので、様々な媒体を用いて、ごみや資
源の出し方に関する情報を周知してまいります。
　集合住宅の所有者や管理人に対しては、入居者のごみ出し
マナー向上に取り組んでいただけるよう、働きかけを行って
まいります。
　なお、市では、指定袋に記名欄を設けることを検討してお
ります。市として、記名を義務付けるものではありません
が、例えば、自治会や集合住宅の内部でのルールとして、名
前や部屋番号の記載を求める場合などに、ご利用いただくこ
とを考えております。
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4 7

素案では、容器包装、プラスチック用袋
も有料になっていますが、リサイクルす
るはずのプラスチックがなぜ有料化の対
象となるのか。
多くの有料化自治体はプラスチックは無
料にしているどうして小平はできないの
か。検討の経緯と結論をきちんと公表す
べき

　容器包装プラスチックについて、小平市では、容器包装リ
サイクル法に基づき、分別を行い、資源化を徹底すること
で、ごみの削減に努めておりますが、収集や選別の作業に多
大な経費がかかっていることを踏まえ、リサイクルだけでな
く、使い捨て容器の使用の抑制や、簡易な包装の推進などの
リデュース（発生抑制）も進めていく必要があります。
　また、無料とした場合には、容器包装プラスチックの袋
に、有料である燃えるごみや燃えないごみが多く混入されて
しまう恐れもあります。
　そのため小平市では、容器包装プラスチックを有料化の対
象に含め、手数料については、分別を徹底し、リサイクルを
推進するため、燃えるごみや燃えないごみよりも安価に設定
いたします。
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8

ストーカーまがいの悪質な方が近隣に居
るため現在も普通にゴミ出しが出来なく
て困っております。各戸の敶地内にゴミ
出しをしたとしても、通り沿いに出すだ
けで悪質な行為をする方が居る地域もあ
ります。個人の情報が特定されたくない
ので集積所という選択肢も残してほしい
です。
自宅前のゴミ出しは困る事があります。
早朝～深夜に仕事などで出てしまうと悪
質行為をする方が居り何されているかわ
からない上、共働き世帯なので深夜帰宅
でゴミネットの管理が出来ないために、
留守であるとわかり防犯上不安です。安
心して暮らしたいので、集積所も残して
ほしいです。

　基本的には、敶地内で、道路からごみを取りやすい場所に
ごみを出していただければと考えております。
　戸別収集の具体的なごみの排出場所については、今後、各
世帯の調査を行い、状況に忚じてきめ細かに対忚させていた
だきます。
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9

人通りの多い通り沿いでのゴミ出しとな
るのであれば、生活そのものであるゴミ
袋の中身がわからないような色にしてプ
ライバシーを守ることも考えてほしいで
す。

　指定袋については、プライバシーへの配慮については十分
に認識しておりますが、収集時の中身の確認のため、一定程
度の透過性は必要となります。そのため、市では、これまで
ご利用いただいていた袋と同様に、指定袋についても半透明
とすることを考えております。
　なお、各戸の具体的な排出場所については、調査を行う予
定です。排出場所へのご要望などがある場合には、その際に
個別にご相談ください。また、各戸にてネットやバケツなど
をご用意いただき、出していただいても構いません。
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6 10

ごみの有料化、戸別収集に賛成です。
ごみをたくさん出す人が忚分の負担をす
るのは当然だと思います。
戸別収集はなるべく早く実施して欲しい
です。現状ではごみ出しのルールを守ら
ない人が、かなりいるのですが、誰が出
したごみか分かりません。
有料化、戸別収集により、ごみの量を減
らす、ごみ出しのマナーを守るのに効果
があると思います。

　家庭ごみ有料化及び戸別収集にご理解をいただきありがと
うございます。
　ごみの減量を進めていくためには、市民の皆様のご協力が
不可欠ですので、今後とも、ごみ減量にご協力のほどよろし
くお願いいたします。
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11

近所のゴミ出しのマナーが良くないので
戸別収集賛成です。
その為には有料でも仕方ないと思いま
す。

　家庭ごみ有料化及び戸別収集にご理解をいただきありがと
うございます。
　ごみの減量を進めていくためには、市民の皆様のご協力が
不可欠ですので、今後とも、ごみ減量にご協力のほどよろし
くお願いいたします。
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12
３１年と言わず出来るだけ早くしてくだ
さい。

　家庭ごみ有料化及び戸別収集の実施時期については、「小
平市一般廃棄物処理基本計画」において、家庭ごみ有料化実
施の前提条件としております、容器包装プラスチックの全量
資源化が、平成３１年４月に予定している、「小平・村山・
大和衛生組合資源物中間処理施設」の稼働に伴い、可能とな
ることから、時期を合わせて設定しております。
　また、実施にあたっては、市民の皆様への丁寧できめ細か
い説明、指定袋の作成、新たな収集体制の構築など多くの準
備が必要となりますので、平成３１年４月からの実施とさせ
ていただいております。
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8 13

家庭ごみ有料化・戸別収集に関して伺い
ます。戸建住宅の場合、ごみを出す場所
が各戸の敶地内に変更になると書かれて
いますが、カラス対策（ごみ袋の中身を
カラスが散らかすことへの対策）は市が
行ってくれるのですか？

　現在、ごみ集積所やそこに出されたごみの管理について
は、ご利用されている方々にて行っていただいており、戸別
収集実施後の出されたごみの管理についても、引き続き、各
世帯にてご協力いただくこととなります。
　そのため、各世帯で、必要に忚じてネットやバケツ、ごみ
箱などをご用意いただき、ご対忚いただければと考えており
ます。
　なお、市では、指定袋の作成に際し、カラスによる荒らし
被害を軽減できる加工を施します。
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9 14

雤の日も風の強い日もゴミの収集に来て
いただき、ありがとうございます。
中島町に住んでいます。毎日沢山のゴミ
収集車とすれ違います。住民の車より収
集車が多く走っている気がします。
ゴミ有料化は、賛成です。ただ、ずっと
焼却所を負担している中島町は、今まで
通り無料にしてください。お願いしま
す。

　家庭ごみ有料化にご理解をいただきありがとうございま
す。
　中島町及び近隣住民の皆様におかれましては、施設の設
置・稼働や収集車両の走行など、多大なご負担をお掛けして
いることは十分に認識しております。
　しかしながら、家庭ごみ有料化については、市全体とし
て、ごみを減量していくために実施するものであり、また、
ごみの減量により、中島町及び近隣住民の皆様の負担の軽減
にもつながるものと考えておりますので、ご協力をお願いい
たします。
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15
ゴミ袋の有料化については賛成です。
ただオムツ以外にも生理用品も無料にし
て欲しいです。

　紙おむつを有料化の対象から除外することについては、子
育て世帯や介護世帯への支援を目的としており、その他の
ペット用おむつや生理用品などを有料化の対象から除外する
ことは考えておりません。
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化
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16

また、年間所得が平均以下の方や、障が
い者の方や障がい者扶養の有無などで月
間何枚は配布するなどの配慮は必要だと
思いますがどうなりますか？

　生活保護受給世帯や障がい者がいる世帯、児童扶養手当受
給世帯などの社会的配慮が必要な世帯に対し、一定の条件を
満たしている場合には、経済的負担の軽減を考慮し、所定の
枚数の指定袋を交付する方法により、手数料の一部を減免い
たします。
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11 17

ゴミの有料化をしてないことが、一般市
民が最も身近に感じられる小平市の他の
市との違う優位性、魅力の一つだと思い
ます。有料化によるメリットはわかりま
すが、小平市の大きな魅力を失うことに
なるかと思いますし、費用削減をもっと
他でできることがあるのではないかと思
います。
他の市がやっているからではなく、小平
市の独自の魅力をもっと伸ばすことに力
を注ぐべきだと思います。ですので、ご
みの有料化は反対です。

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、尐しずつごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。

有
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12 18

戸別収集は反対です。わざわざ集積所が
作られているのに、各家庭の前にゴミを
置いておくなんて、朝すぐに収集される
地域はまだいいですが、そうでない所は
街の美観向上どころか下がりまくりだと
思います。国分寺を通るたびに、家の前
にゴミ袋が置いてあって汚らしくてよく
ないなと思っていたのに、小平もそう
なってしまうのかと思うと残念です。本
当にやめていただきたいです。

　ごみ集積所については、地域によっては、地域の皆様のご
協力やご負担により、ごみ出しや管理が適切に行われている
こと、また、地域コミュニティの形成に一部寄与しているこ
とは、市としても十分に認識しております。
　一方で、多くの地域において、ごみ出しマナーに関するト
ラブルの発生や、ごみ集積所の管理に係る負担が一部の方に
偏っているなどの課題もあり、市にも数多くの相談や課題の
解決への要望が寄せられており、戸別収集に早く移行して欲
しいといった要望が年々多くなっていると認識しておりま
す。
　そのため、市としては、ごみ集積所の利用に係る課題の解
決を優先し、戸別収集への移行を提案させていただいており
ます。
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14 20
「やなぎくぼ森の広場」のゴミ等の対忚
についてお聞かせください

　個別の案件については、直接、市にお問い合わせくださ
い。

そ
の
他

そ
の
他

反
映
し
な
い

1913

　現在、戸建て17棟同時に建設された時
に作られたブロックで囲われた集積所を
利用しています。特に当番等はありませ
んが、住み始めて十数年、マナー等に問
題なく利用中です。
　今回、意見させていただきたいのは
『戸建住宅は集積所から敶地内に変更』
という点についてです。『戸建てだから
戸別収集』と決め付けず、場所が確保さ
れている集積所の場合は継続利用して良
しということを明記していただきたいで
す。
　仮に、バラバラと暗黙で集積所利用が
良しとなったとしても、現在示されてい
る『戸建ては戸別収集』ということが決
定とされると、きちんとした集積所が
あったとしても自宅前に出して良いなら
出すという人が出てくる可能性は否定で
きず、今後引っ越し等で住民が変われば
集積所利用ということを統一するのも困
難となるかもしれません。そうなると、
地域住民間でのゴミ出しトラブルが発生
する可能性もあり、収集される業者の
方々には集積所だけでなく各世帯を見て
回っていただかなければ収集し忘れると
いう問題も発生すると思われます。
　またゴミ出しの場所を『戸建ては敶地
内に』との点については、置きづらい家
や玄関先には置きたくないということも
あると思われ、敶地内ではなく道路にゴ
ミを置くことの方が多くなるということ
は容易に予想され『街の美観』という点
においても、戸別収集は道路にはみ出さ
ない集積所利用の現在より务ることとな
るのは間違いありません。
　例えば『戸建てであっても、道路には
み出さず区画整理された集積所または収
集ボックス等がある所はその集積所を利
用すること』等の一文があれば、そうし
た問題が発生しづらくなり、問題なく利
用されている集積所は利用継続可能とな
るかもしれません。
　そういった集積所は小平市の認可を受
けた場所のみとした方が曖昧さがなくな
りトラブルも発生しないようにも思いま
す。ひとつひとつを見て回り認可するし
ないを決定するという作業は大変だとは
思いますが、無料だったゴミ処理を有料
化し、ルール変更を住民に求めるのであ
ればそれも必要ではないでしょうか？
　地域住民で自为的に、ゴミ集積所とし
てお金を出し合い大きな物置小屋を設置
して自治に取り組み、円滑に清潔にされ
てきた方々もいらっしゃることを忘れず
に、ご検討よろしくお願いいたします。

参
考

実
施
方
法

戸
別
収
集

　ごみ集積所の管理については、利用者の皆様でご協力いた
だいているところもありますが、一方で、十分な管理がされ
ておらず、ごみ出しマナーが守られていなかったり、カラス
などによる被害が発生している集積所も多くあります。ま
た、高齢化の進展により、ごみ集積所へのごみ出しが困難な
世帯が増加することが予想されるとともに、現状では適切な
維持管理がされている集積所でも、転出・転入や高齢化の進
展などライフスタイルの変化によって、将来的に集積所の維
持管理が困難になる可能性があります。
　そのため、継続的に安定した収集体制を構築するため、戸
建住宅については、道路形態など特殊な事情がある場合を除
き、原則すべて、集積所を廃止し、戸別収集を実施いたしま
す。
　基本的には、敶地内で、道路からごみを取りやすい場所に
ごみを出していただければと考えております。
　戸別収集の具体的なごみの排出場所については、今後、各
世帯の調査を行い、状況に忚じてきめ細かに対忚させていた
だきます。
　また、街の美観について、現在、市内には数多くの道路上
のごみ集積所が設けらております。そのため、戸別収集を実
施した場合には、市内全体で見ますと、道路上のごみ集積所
が廃止され、街の美観の向上が図れるものと考えておりま
す。
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15 21

戸建住宅に住んでいますが、ゴミ回収が
各戸敶地内というのは困ります。現在、
集積所には扉や屋根があり、カラスや
雤、風から守られてます。
屋根のない他の家の集積所もネットが貼
られ、風やカラスからゴミが守られてま
す。
これが各戸となると、カラスがきそうな
気がしますし、また、風が強い日など、
よその家のゴミが飛んで来そうな気がし
ます。各戸になると、かえって道にゴミ
があふれ、汚くなると思います。きちん
としたゴミ集積所がある戸建住宅はその
ままの集積所で回収でいいんじゃ
ないでしょうか？
また、燃えないゴミ、特にガラスなど危
険物を各戸の前に出すのはかえって危険
じゃないでしょうか？
戸建回収方法はもう一度、検討してもら
いたいです。
ゴミを違法に捨てる人はどこにでも捨て
ます。

　ごみ集積所については、地域によっては、地域の皆様のご
協力やご負担により、ごみ出しや管理が適切に行われている
こと、また、地域コミュニティの形成に一部寄与しているこ
とは、市としても十分に認識しております。
　一方で、多くの地域において、ごみ出しマナーに関するト
ラブルの発生や、ごみ集積所の管理に係る負担が一部の方に
偏っているなどの課題もあり、市にも数多くの相談や課題の
解決への要望が寄せられており、戸別収集に早く移行して欲
しいといった要望が年々多くなっていると認識しておりま
す。
　そのため、市としては、ごみ集積所の利用に係る課題の解
決を優先し、戸別収集への移行を提案させていただいており
ます。

戸
別
収
集

目
的
・
効
果

参
考

16 22

私は　表２－１－４　減免措置の対象世
帯と指定袋の交付枚数（案）の⑥に該当
する者ですが、その詳細は在宅医療（腹
膜透析）を行っている為、家庭ごみの大
半はそれに関する廃棄物となります。
血液透析での使用済みゴミは医療機関か
ら処理する分が、腹膜透析は家庭からと
なります。
従って、その点、多めに配慮頂きたい。
※必要が有れば、現物・資料にて個別に
説明します。
以上、御検討　御願い申し上げます。

　生活保護受給世帯や障がい者がいる世帯、児童扶養手当受
給世帯などの社会的配慮が必要な世帯に対し、一定の条件を
満たしている場合には、経済的負担の軽減を考慮し、所定の
枚数の指定袋を交付する方法により、手数料の一部を減免い
たします。
　なお、配布する指定袋の枚数及び容量については、平均的
な世帯が、１割程度のごみ減量を行った場合には、全て賄え
る程度のものとなっております。
　また、市では、在宅医療廃棄物について、関係機関との連
携強化による、収集体制の構築についても、検討してまいり
ます。

有
料
化

そ
の
他
実
施
方
法

参
考

23
Ｑ１　人口（ゴミ）減尐の現実に何故今
有料化か？

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

24

Ｑ２　市、地域全体でのリサイクル方式
を先ず計画しないのか？将来の小平の姿
を描いて市全体のリサイクル還元に取り
組まないのは？

市のリサイクル方式については、小平市一般廃棄物処理基
本計画（改訂）素案の第５章「市が実施する施策」におい
て、容器包装プラスチックの資源化推進、小型家電リサイク
ルの促進、陶磁器リサイクルの促進などの施策を記載してお
ります。

市民や事業者の皆様のご協力をいただきながら、リサイク
ルの推進のほか、資源物も含めた廃棄物の総量を減量し、同
計画に掲げる数値目標の実現に向けて取組を推進してまいり
ます。

そ
の
他

そ
の
他

参
考

25
Ｑ３　税金は市に委託しているので、そ
れ以上市から手軽に負担をと考えないで
市政、財政を考えないのは？

　市では、家庭ごみ有料化の目的の一つを、ごみの減量によ
る、ごみの収集や処理に係る経費の削減としております。
　　また、家庭ごみ有料化の実施により、ごみ処理経費の一
部を、ごみの排出量に忚じて皆様にご負担いただくことは、
負担の公平性につながるものであると考えております。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

17
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26

Ｑ４　パブリックコメントが基本方針策
定前に無いのが不思議、市民説明会の時
にはもう進行状態になっていることが多
い、何故？

　家庭ごみ有料化及び戸別収集への移行については、平成２
６年３月策定の「小平市一般廃棄物処理基本計画」におい
て、重点施策の一つとして位置付け、実施に向けた準備を進
めることとしております。
　「小平市一般廃棄物処理基本計画」の策定にあたっては、
事前にパブリックコメントを実施しております。
　また、平成２８年度には市内２，０００世帯を対象にした
市民アンケートを実施し、市民の皆様の意見を広く聴取し、
市民公募の委員を含めた、「小平市廃棄物減量等推進審議
会」のご意見も頂戴しながら、この度、「小平市家庭ごみ有
料化及び戸別収集への移行実施計画（素案）」を策定してお
ります。
　本実施計画については、市民説明会やパブリックコメント
により頂戴したご意見を踏まえ、より皆様のご協力が得られ
るようなものとしてまいります。

そ
の
他

説
明
会
・
パ
ブ
コ
メ
実
施
方
法

参
考

27

１０月12日の市報について
（１）ごみの分別について
　　１）ボランティアごみとはなにか？
　　２）枝木・落ち葉とあるが、実の着
く樹木の分別はどうなりますか？
　　　　今までは分別していなかった。
分別すれば住民の負担になる。

　ボランティアごみとは、ボランティア清掃により回収され
たごみのことです。
　枝木、落ち葉、樹木の実については、いずれも燃えるごみ
となりますが、枝木については、現在も分別いただき、長さ
５０ｃｍ未満、直径３０ｃｍ未満の束にしていただいてお
り、家庭ごみ有料化実施後についても、同様の方法でお出し
いただくことで、無料で収集いたします。
　落ち葉については、家庭ごみ有料化実施後は分別いただ
き、落ち葉だけを透明もしくは半透明の袋に入れてお出しい
ただくことで、無料で収集いたします。
　樹木の実については、燃えるごみとして有料で収集いたし
ます。

有
料
化

対
象
範
囲
・
分
別

参
考

28

　　３）企業は、いろいろな容器をつか
う。例えばトレイの容器の上と下とは異
なる。
　　４）菓子袋もさまざま。
　　５）プラスチックとガラスと区別が
つかないものもある。
　　６）消費者としてはその区別は難し
く、どうしてごみが回収されないか説明
が不充分。

　有料化の対象となる「容器包装プラスチック」とは、洗剤
のボトルやお弁当の容器、カップ麺の容器など、プラスチッ
ク製の容器包装であり、それぞれの容器に「プラマーク」が
ついているものを指します。
　家庭ごみ有料化及び戸別収集への移行と同時に、容器包装
プラスチックの全量資源化が可能となり、これまで煩雑で
あった容器包装プラスチックの分別が、全て資源化すること
となりますので、市民の皆様には、広く行き届くよう、わか
りやすく情報提供を行ってまいります。

有
料
化

対
象
範
囲
・
分
別

参
考

29
　　７）鳥や猫に対する網は誰が用意し
負担する。

　現在、ごみ集積所やそこに出されたごみの管理について
は、ご利用されている方々にて行っていただいており、戸別
収集実施後の出されたごみの管理についても、引き続き、各
世帯にてご協力いただくこととなります。
　そのため、各世帯で、必要に忚じてネットやバケツ、ごみ
箱などをご用意いただき、ご対忚いただければと考えており
ます。
　なお、市では、指定袋の作成に際し、カラスによる荒らし
被害を軽減できる加工を施します。

戸
別
収
集

鳥
獣
対
策

参
考

30

（２）ごみ収集の在り方について
　　１）ごみの個別収集は狭い道路を塞
ぐ事になり回収時間もかかる。清掃車が
通れなる。
　　2）個別家庭は老人が多くデイサー
ビス・宅配便を利用する人が多い。
　　３）小平市の私道・市道には行き止
まりが多い。
（３）回収に関わる事について
　　１）回収に時間がかかるとなれば、
清掃車を増やすか、回収時間を延ばす必
要がある。
　　２）緊急車両が通れなくなる可能性
がある。

　今後とも、ごみの収集にあたっては、周辺の交通の妨げと
ならないよう、細心の注意を払いながら行ってまいります。
　また、道路形態などの事情により、戸別収集の実施が難し
い場合には、各世帯の具体的な排出場所の調査を行いますの
で、その際に個別にご相談ください。
　収集時間については、現状、曜日により、あるいはごみ量
や交通事情など様々な要因により、日毎に異なっておりま
す。
　戸別収集を実施することで、ごみの収集箇所が増加し、収
集作業も増大しますが、合わせて、収集頻度の見直しや収集
地区割りの細分化を行い、収集作業の効率化や曜日間の平準
化を図ることで、収集作業に係る時間の増加は抑えられる見
込みです。
　戸別収集実施後は、収集経路が変わるため、個々の世帯で
見ると、収集の時間帯に変更がありますが、市内全体の収集
に係る時間は、これまでとあまり変わりないものと考えてお
ります。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

18

17

7



番
号

枝
番

意見等 検討結果
分
類
１

分
類
２

対
忚

31

　　３）ごみ回収の負担を最終的には
誰？迷惑を感ずるのは誰？
家庭ごみの戸別収集を問題視するのでは
ない。戸別収集に伴う市民の影響、状況
などを鑑みて慎重に審議して条例化を決
めて欲しい。市民の立場に立って考える
よう要望します。

　ごみ集積所については、地域によっては、地域の皆様のご
協力やご負担により、ごみ出しや管理が適切に行われている
こと、また、地域コミュニティの形成に一部寄与しているこ
とは、市としても十分に認識しております。
　一方で、多くの地域において、ごみ出しマナーに関するト
ラブルの発生や、ごみ集積所の管理に係る負担が一部の方に
偏っているなどの課題もあり、市にも数多くの相談や課題の
解決への要望が寄せられており、戸別収集に早く移行して欲
しいといった要望が年々多くなっていると認識しておりま
す。
　そのため、市としては、ごみ集積所の利用に係る課題の解
決を優先し、戸別収集への移行を提案させていただいており
ます。

戸
別
収
集

目
的
・
効
果

参
考

19 32

戸別収集についての質問です。
大手の住宅建設会社（○○や○○等）が
建設し、分譲している集合戸建住宅地
は、景観の統一を重視していることもあ
り、しっかりとした集積所を設けていま
す。このような場合でも、戸別収集とな
るのか。戸別収集となる場合は、どのよ
うな対忚となるのか建設会社への確認が
必要となりますが、市の方から会社への
連絡は入れてくれるのか。ご意見がほし
いです。

【※特定の企業名は伏せています】（小
平市：追記）

　ごみ集積所の管理については、利用者の皆様でご協力いた
だいているところもありますが、一方で、十分な管理がされ
ておらず、ごみ出しマナーが守られていなかったり、カラス
などによる被害が発生している集積所も多くあります。ま
た、高齢化の進展により、ごみ集積所へのごみ出しが困難な
世帯が増加することが予想されるとともに、現状では適切な
維持管理がされている集積所でも、転出・転入や高齢化の進
展などライフスタイルの変化によって、将来的に集積所の維
持管理が困難になる可能性があります。
　そのため、継続的に安定した収集体制を構築するため、戸
建住宅については、道路形態など特殊な事情がある場合を除
き、原則すべて、集積所を廃止し、戸別収集を実施いたしま
す。
　戸別収集の具体的なごみの排出場所については、今後、各
世帯の調査を行い、きめ細かに対忚させていただきますの
で、ご協力をよろしくお願いいたします。
　市が所有する集積所については、売却や他の用途への転用
などについて検討し、市有財産を有効に活用するよう努めま
す。

戸
別
収
集

集
積
所
の
取
扱

参
考

33
とてもよいことだと思う。できれば袋代
を低価にして欲しい。

　家庭ごみ有料化及び戸別収集にご理解をいただきありがと
うございます。
　小平市の家庭ごみ有料化による手数料水準については、ご
みの減量効果、市民の受容性、近隣自治体の水準との均衡の
３点を考慮し、設定しております。
　ごみの減量効果については、手数料が高くなるほど、ごみ
減量効果も高くなる傾向が出ております。市民の受容性につ
いては、平成２９年１月の市民アンケートの結果では、１世
帯当たりの受容可能な負担額について、月額で「３００円以
上５００円未満」との回答が最も多くありました。そこで、
燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓ、容器包装プラスチック
を１円/ℓと仮定し、１世帯当たりの平均的な負担額を試算し
たところ、月額で４６６円となり、多くの市民が受容できる
額となっております。
　また、近隣で近年に家庭ごみ有料化を実施した、国分寺
市、立川市、東大和市、国立市、東久留米市では、小平市と
同様に、月額５００円程度の負担額となるよう手数料を設定
しており、燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓとしておりま
す。容器包装プラスチックについても、東大和市、国立市、
東久留米市が有料としており、国立市、東久留米市が１円/
ℓ、東大和市が２円/ℓとしております。
　以上のことから、小平市では、燃えるごみ・燃えないごみ
を２円/ℓ、容器包装プラスチックを１円/ℓと設定しておりま
す。

有
料
化

手
数
料
・
負
担
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34

これを機に生ごみ等を簡単に、安全に
（悪臭などでないような仕方で）肥料に
してみたい。これからの２～３年間の間
に、どんどん教えて欲しい。
庭に有肥料の野菜や花が生産出来そうで
楽しく思う。袋の種類お店のビニール袋
をもらわないで小さな袋になれば小家族
は助かるし無駄がなくなると思う。

　家庭ごみ有料化及び戸別収集にご理解をいただきありがと
うございます。
　市では、生ごみを食物資源と位置づけ、家庭から出る食物
資源を回収し堆肥化する食物資源循環事業や、食物資源（生
ごみ）処理機器の購入費補助制度を行っております。また、
ダンボールコンポスト講習会の開催など、生ごみの減量に向
けた様々な取組を実施しておりますので、ぜひご参加くださ
い。

有
料
化

食
物
資
源

参
考
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35

ゴミ収集の有料化は隣町の西東京市でも
実施されていることで、妥当なことと思
われます。
しかしながら、戸別収集にはなお疑問が
残ります。
戸別収集の趣旨はゴミを出した人の明確
化にあるとのことでした。
この点、集合住宅の居住者は従来通り集
積所にゴミを出せばよく、戸別収集の義
務がありません。
これでは戸建ての居住者のみに戸別収集
を強いる結果となり、かつ、戸別収集の
趣旨も達成できないのではありませんで
しょうか。
また、戸別収集のもう一つの趣旨に景観
の美化があります。
各家庭の敶地内とはいえ、収集日に住宅
地いっぱいにゴミが並ぶ光景を美化とは
どうしても思えません。

　戸別収集の実施による、ごみを出した方の明確化について
は、負担を強いるものではなく、明確化によるごみ出しマ
ナーの向上につながるものであり、その他、日々のごみ出し
の手間の軽減、集積所の管理に係る負担の軽減など、メリッ
トがあるものと考えております。
　また、景観の美化については、現在のごみ集積所へのごみ
出しにあたっても、地域によっては十分な管理がなされてお
らず、ごみ出しマナーが守られていない場合や、カラスなど
の被害によりごみが散らかってしまったままの場合など、景
観を損ねている状況があります。
　そのため、戸別収集の実施により、各世帯が責任を持って
ごみ出しを行うことで、景観の美化につながるものと考えて
おります。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

36

さらに、ゴミ捨てのマナー向上が本素案
の目的の一つです。
まともな教育を受けた日本人であればこ
れを理解することはできましょう。
ただ、ゴミの分別そのものを理解しない
外国人がいることも事実です。
ゴミ捨てのマナーを1から教える努力が
必要と言うことも市には忘れないでもら
いたいものです。

　平成３１年４月からは、家庭ごみ有料化及び戸別収集への
移行、軟質の容器包装プラスチックの分別区分の変更、収集
スケジュールの変更など、ごみと資源の出し方が大幅に変更
になります。
　そのため、市報への掲載の他、収集のカレンダーとパンフ
レットが一体となった冊子を作成し、事前に市内全戸に配布
いたします。カレンダーやパンフレットについては、わかり
やすくごみと資源をお出しいただけるよう、内容や表現の見
直しについて検討いたします。
　また、スマートフォンからも手軽に情報が得られるよう、
ごみ分別アプリの更なる活用についても検討いたします。
　その他、新しい制度への移行が円滑に進むよう、地域に出
向いての説明会や各種周知啓発により、外国人の方も含めて
市民の皆様にわかりやすく情報提供を行ってまいります。

そ
の
他

周
知
・
案
内

参
考

22 37

1 集合住宅（ワンルームマンション）
　現在使用中のネットを撤去して
　敶地内に集積所を設けているか確認し
て下さい
　２　戸建住宅
　各戸の敶地内は無理だと思います（道
路になるでしょう）
　　出す場所の近隣トラブル防止のため
　　　場所を決めマーカーしてほしい
　ネットを各家庭に配布して生ごみは強
制してほしい

　戸別収集の実施にあたっては、市内の集合住宅への調査を
行い、敶地内に専用の集積所を設けていない場合には、所有
者や管理人に対し、新たに専用の集積所を設けるよう、働き
かけてまいります。
　基本的には、敶地内で、道路からごみを取りやすい場所に
ごみを出していただければと考えております。
　戸別収集の具体的なごみの排出場所については、今後、各
世帯の調査を行い、状況に忚じてきめ細かに対忚させていた
だきます。
　また、現在、ごみ集積所やそこに出されたごみの管理につ
いては、ご利用されている方々にて行っていただいており、
戸別収集実施後の出されたごみの管理についても、引き続
き、各世帯にてご協力いただくこととなります。
　そのため、各世帯で、必要に忚じてネットやバケツ、ごみ
箱などをご用意いただき、ご対忚いただければと考えてお
り、ネットの配布は検討おりません。
　なお、市では、指定袋の作成に際し、カラスによる荒らし
被害を軽減できる加工を施します。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考
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38

家庭ゴミ有料化・個別収集について　教
えて下さい
　何時もは　ゴミ等の収集頂きまして
本当に有難うございます。
　今回の　「家庭ゴミ有料化・個別収集
について」　市報見ましたが　幾つか解
らない点　教えて下さい。
１.  この　家庭ゴミ有料化・個別収集
について
　もう　実施計画の段階ですが
　何時・だれだれが・どんな経緯で・
「有料化・個別収集」と　決めたので
しょうか?
　市民達の　意見・アンケート等の声を
聞いたのでしょうか？

　家庭ごみ有料化及び戸別収集への移行の経緯については、
実施計画（素案）の第１章－１－（３）（※２ページ）に記
載しているとおりです。
　また、アンケート調査については、平成２８年度に、市内
の２，０００世帯を対象とした「小平市ごみ・資源に関する
アンケート調査」を実施しております。

そ
の
他

周
知
・
案
内

参
考

39

２.  ゴミ有料化は　理解できますが
個別収集は如何なモノでしょうか？
　東村山市の近くに住んでます-「個別
収集車」に　車で・出合いました。
　狭い道で・一軒～一軒集めて　２０ｍ
位移動して～　又、一軒～一軒集めて
２０ｍ位移動して～いました
　高齢のため　バックも困難なため　か
なり待たされました。
　もう一度　交通問題など　考慮・検討
して　個別収集についての実施を　再検
討頂き度

　ごみ集積所については、地域によっては、地域の皆様のご
協力やご負担により、ごみ出しや管理が適切に行われている
こと、また、地域コミュニティの形成に一部寄与しているこ
とは、市としても十分に認識しております。
　一方で、多くの地域において、ごみ出しマナーに関するト
ラブルの発生や、ごみ集積所の管理に係る負担が一部の方に
偏っているなどの課題もあり、市にも数多くの相談や課題の
解決への要望が寄せられており、戸別収集に早く移行して欲
しいといった要望が年々多くなっていると認識しておりま
す。
　そのため、市としては、ごみ集積所の利用に係る課題の解
決を優先し、戸別収集への移行を提案させていただいており
ます。
　なお、ごみの収集にあたっては、周辺の交通の妨げとなら
ないよう、細心の注意を払いながら行ってまいります。

戸
別
収
集

目
的
・
効
果

参
考

40

３.  市報第1445号では
　現在・リサイクルしている　缶　瓶
ペットポトル　　書物・紙・ダンボール
など　布団など　は説明がありませんが
これも　個別収集と　なるのでしょう
か？
　個別取集になった場合の　カラス対策
など　有料袋の-強度なども　検討頂き
度
　粗大ゴミは　従来どうりですか

　ごみや資源のすべての品目が、戸別収集の対象となりま
す。
　現在、ごみ集積所やそこに出されたごみの管理について
は、ご利用されている方々にて行っていただいており、戸別
収集実施後の出されたごみの管理についても、引き続き、各
世帯にてご協力いただくこととなります。
　そのため、各世帯で、必要に忚じてネットやバケツ、ごみ
箱などをご用意いただき、ご対忚いただければと考えており
ます。
　市では、指定袋の作成に際し、カラスによる荒らし被害を
軽減できる加工を施します。
　なお、粗大ごみの出し方については、これまでどおり有料
となります。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

41

４.  その他
　木の剪定した枝なども　当然有料袋に
入れるんですね
　道路などに　公共施設からの落ち葉は
近くの人がサービスでやっていましたが
-今後・有料化になれば　どうするか等
検討頂き度
　実務学校の近くに住んでますが　植木
類のなかに放り込まれた　缶　弁当箱等
任意でかたずけてますが有料化になれば
止めます。　この結果・美化が損なわれ
ます。
　そして有料化した場合の　マイナス面
も　再検討頂き度。
以上　コウルサイ事を　羅列しましたが
宜しく

　枝木については、これまでどおり、長さ５０ｃｍ・直径３
０ｃｍ未満で、ひもで束ねてお出しください。落ち葉や草に
ついては、透明または半透明の袋で、他のごみが混入してい
ない状態でお出しください。１回につき、原則５束もしくは
５袋までは無料で収集いたします。
　また、ボランティア清掃にて回収されたごみについては、
透明または半透明の袋で、正しく分別され、他のごみが混入
していない状態で、市で配布するシールをごみ袋に貼り付け
て出していただければ、無料にて収集いたします。
　シールの配布については、清掃を行う場所などによって、
所管の部署が異なります。詳しくは、今後、ごみと資源の分
別や出し方のカレンダー・パンフレット、市報などでご案内
いたします。

有
料
化

対
象
範
囲
・
分
別

反
映
済
み
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24 42

環境部資源循環課様
私は小平市に住む、フリーのアニメー
ターです。
給料が出来高制で体調次第で給料が決ま
ります。
家庭ごみを有料化しないでほしいです。
どうか何卒宜しくお願い致します。

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

25 43

家庭ごみの有料化について。
そもそも税金内でやるべきものなのにい
つまでも財政を改善せず無駄な社会保障
や医療費を垂れ流していますよね。
改善出来ないから、財源が確保出来ない
からって国民、市民に責任転嫁をするの
であれば、まずは公務員が身を切ったり
企業に簡易包装を義務付けてからにする
のが筋でしょう。
日本の異常包装は世界的に有名ですよ
ね。
生鮮食品のトレイや食品の紙箱などな
ど、無駄なごみばかりが出ます。なんで
無駄なものを買わされて市民が負担しな
きゃいけないんでしょうか。
これについてはきちんと市民に説明して
ください。
また、有料化したらごみが出る商品は買
わなくなる方が増えますよね。企業を倒
産に追い込み、日本経済を破綻させたい
んですか？
物事をやる順序が違いますよ。
毎度毎度感じることですが政治家や公務
員って物事の筋道が立てられなさすぎで
す。
日本という国は市民が、国民が反対して
もどうせ強行する国です。反対しても無
駄なのはわかっています。だから選挙に
も行かないし年金も納めない国民が多く
なってしまった。
日本は先進国でも民为为義でもなく後進
国の社会为義、独裁国家ですね。

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。
　家庭ごみ有料化と合わせて、ごみの処理について、製造事
業者や販売事業者にも一定の責任があるという「拡大生産者
責任」の考え方に基づき、小売店などの民間事業者に対し、
資源の店頭回収の拡大や、簡易包装の推進、レジ袋の削減な
ど、更なるリサイクルが行えるような環境整備に努める働き
かけを行うとともに、市が、３Ｒの推進に関する取り組みを
行っている民間事業者を認定し、広報する仕組みについても
検討を行うなど、事業者との連携を強化し、協力体制の構築
を図ってまいります。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

44

小平市に住んで２年になります。住まい
を探すにあたってゴミが無料だったのが
魅力で小平市に住みました。今回の素案
は大変がっかりしています。
多摩2市しかもうゴミ無料でないのであ
れば、有料化する方に進まず、小平の売
りとしてゴミは永久無料はいかがでしょ
うか？
ただ財政難ではあると思うので、他の
サービス面で我慢しないといけないこと
があるとも思います。
ゴミを分別して出さないことに関しては
有料化・個別回収で改善するのではな
く、もっと分かりやすく伝える方法がま
だまだあると思います。
是非素案の前に立ち戻り考え直して頂き
たいです。

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考
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45

役所はパプリックコメントを見ても素案
を変えることがないように感じていま
す。そうでない小平市を見せて頂きたい
と思っています。よろしくお願いしま
す。

　本実施計画の策定にあたっては、その素案に対する、市民
説明会やパブリックコメントにて頂戴した、皆様のご意見を
踏まえながら、市民の皆様のご協力をより得られるようなも
のとしてまいります。

そ
の
他

説
明
会
・
パ
ブ
コ
メ
実
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46

【プラ容器について】
プラ容器は資源にするのだから無料化を
検討してください。
収集・選別作業経費については、有料化
したから減尐するわけではないし、使い
捨て容器の抑制についても店でプラ容器
で販売しているものを購入しているだけ
ですから減らしようがないです。(自宅
で毎日使い捨て容器を使用しているとは
考えにくく、プラ容器以外を購入すると
いう選択の余地がない)
そもそも「一般廃棄物処理有料化の手引
き」においては、可燃・不燃と資源ごみ
の分別の促進・資源回収量の増加を期待
しているのだからプラ容器も無料回収し
たほうが資源化を促進するのではないで
しょうか。
山谷修作氏の「全国市区町村の家庭ごみ
有料化実施状況 （2017年10月現在）」
によると、全国的に見ても有料化されて
いる市は21%程度ですし、多摩地区で家
庭ごみを有料化している24市の内、40%
にあたる8市が無料(プラ容器を可燃・不
燃で収集している4市を除く)となってい
ることから、無料化でも特に問題がある
とは思えません。
また有料化の場合でも、小平市は可燃・
不燃の50%で金額設定されていますが、
「一般廃棄物処理有料化の手引き」にお
いて資源ごみの低額水準・無料という趣
旨に反している可燃・不燃と料金が同じ
市を除く4市を除くと、直近11市の平均
は23.81%、多摩地区全体では22%です。

　容器包装プラスチックについて、小平市では、容器包装リ
サイクル法に基づき、分別を行い、資源化を徹底すること
で、ごみの削減に努めておりますが、収集や選別の作業に多
大な経費がかかっていることを踏まえ、リサイクルだけでな
く、使い捨て容器の使用の抑制や、簡易な包装の推進などの
リデュース（発生抑制）も進めていく必要があります。
　また、無料とした場合には、容器包装プラスチックの袋
に、有料である燃えるごみや燃えないごみが多く混入されて
しまう恐れもあります。
　そのため小平市では、容器包装プラスチックを有料化の対
象に含め、手数料については、分別を徹底し、リサイクルを
推進するため、燃えるごみや燃えないごみよりも安価に設定
いたします。
　容器包装プラスチックの減量については、ごみの処理につ
いて製造事業者や販売事業者にも一定の責任があるという
「拡大生産者責任」の考え方に基づき、小売店などの民間事
業者に対し、資源の店頭回収の拡大や、簡易包装の推進、レ
ジ袋の削減など、更なるリサイクルが行えるような環境整備
に努める働きかけを行ってまいります。
　他にも、市が、３Ｒの推進に関する取り組みを行っている
民間事業者を認定し、広報する仕組みについても検討を行う
など、事業者との連携を強化し、協力体制の構築を図ってま
いります。
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【可燃/不燃ごみの料金設定について】
小平市の移行実施計画書において、直近
有料化した1Lあたり2円が最も多いとい
う記載がありましたが、11市中7市では
63%程度に過ぎません。11市の平均で考
えると1.85円です。また有料化している
多摩24市の平均は1.74円です。
全国では、山谷修作氏の「全国市区町村
の家庭ごみ有料化実施状況 （2017年10
月現在）」によると1L1円(大袋1枚40円)
が最も多い価格帯で、平均すると1L
1.01円です。(大袋1枚、10円未満は9.9
円、90円以上は100円で計算)
2円設定の根拠は小平市の隣接市が2円設
定の市が多いというだけです。
【総括】
有料化負担額アンケートで500円なら受
容できるという回答が多かったそうです
が、それは受容可能なぎりぎりの水準に
なるよう小平市が金額設定してもよいと
いう根拠にはなりません。
ごみの有料化は、市民の負担を増やすこ
とになるのですから料金設定は、熟慮が
必要だと思います。

　小平市の家庭ごみ有料化による手数料水準については、ご
みの減量効果、市民の受容性、近隣自治体の水準との均衡の
３点を考慮し、設定しております。
　ごみの減量効果については、手数料が高くなるほど、ごみ
減量効果も高くなる傾向が出ております。市民の受容性につ
いては、平成２９年１月の市民アンケートの結果では、１世
帯当たりの受容可能な負担額について、月額で「３００円以
上５００円未満」との回答が最も多くありました。そこで、
燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓ、容器包装プラスチック
を１円/ℓと仮定し、１世帯当たりの平均的な負担額を試算し
たところ、月額で４６６円となり、多くの市民が受容できる
額となっております。
　また、近隣で近年に家庭ごみ有料化を実施した、国分寺
市、立川市、東大和市、国立市、東久留米市では、小平市と
同様に、月額５００円程度の負担額となるよう手数料を設定
しており、燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓとしておりま
す。容器包装プラスチックについても、東大和市、国立市、
東久留米市が有料としており、国立市、東久留米市が１円/
ℓ、東大和市が２円/ℓとしております。
　以上のことから、小平市では、燃えるごみ・燃えないごみ
を２円/ℓ、容器包装プラスチックを１円/ℓと設定しておりま
す。
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【その他】
意見を述べるのに住所を番地まで記載す
るのは、個人を特定する為以外に何か理
由があるのでしょうか

　氏名や住所の明記については、意見公募の対象者であるこ
とを確認するため、また市の施策へのご意見を頂戴するた
め、市として必須項目に定めているものです。
　取得した個人情報は、個人情報保護条例に基づき、他の目
的に利用・提供しないとともに、適正に管理します。
　なお、今回は、広く意見を取り入れるため、住所の番地な
ど必須項目の記載がないものについても、提出意見として取
り扱います。
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ゴミを適当に出している人がいるので、
有料化はいいと思いますが、小平に市民
税を払っている人には、ゴミ袋を月に何
枚、年に何十枚とかを無料に配れば(市
役所とかに取りに行く)、無駄なゴミも
減って市民税を払っているの人は納得す
ると思います。

　家庭ごみ有料化の目的には、「意識の向上によるごみの減
量や３Ｒの推進」の他、「負担の公平性の確保」や、「ごみ
処理に係る経費の削減」を挙げております。
　ごみ処理経費全体の中には、固定費だけでなく、ごみの量
に忚じて変動する部分もあることを踏まえまして、家庭ごみ
有料化の実施により、ごみ処理経費の一部を、ごみの排出量
に忚じて皆様にご負担いただくことは、負担の公平性につな
がるものであると考えております。
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立川市から結婚を期に小平市へ転入し、
驚きと嬉しさがあったのはゴミ袋がスー
パーやコンビニの袋で良かったところで
す。
みなさんきちんとゴミ捨て場に捨ててい
てとても住みよい町だと思いました。な
のに、急にゴミ袋有料化の話が出てとて
も驚きそして残念に思っています。
立川市では、燃えるゴミはゴミ袋有料で
すがプラスチックは無料でした。小平市
が全てのゴミを有料化することにひどく
憤りを感じます。

　容器包装プラスチックについて、小平市では、容器包装リ
サイクル法に基づき、分別を行い、資源化を徹底すること
で、ごみの削減に努めておりますが、収集や選別の作業に多
大な経費がかかっていることを踏まえ、リサイクルだけでな
く、使い捨て容器の使用の抑制や、簡易な包装の推進などの
リデュース（発生抑制）も進めていく必要があります。
　また、無料とした場合には、容器包装プラスチックの袋
に、有料である燃えるごみや燃えないごみが多く混入されて
しまう恐れもあります。
　そのため小平市では、容器包装プラスチックを有料化の対
象に含め、手数料については、分別を徹底し、リサイクルを
推進するため、燃えるごみや燃えないごみよりも安価に設定
いたします。
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51

市報の質問と回答欄に、〈日常生活の中
からなるべくごみを出さないようにする
努力～〉とありますが、おそらく今より
ひどくなると思います。
スーパーやコンビニのゴミ箱に家庭ゴミ
を捨てに来る人が増えたり、道端に平気
で捨てたりなど、『家に持ち帰ったらゴ
ミ代がかかる』と家以外で捨てる人は必
ず出てきます。

　市では、既に家庭ごみ有料化及び戸別収集を実施している
自治体での実績や事例について研究をしており、ほとんどの
先行自治体において、ごみの減量やごみ出しマナーの向上に
つながっております。
　街中のごみ箱や道端へ不法投棄といった課題もあります
が、小売店舗との連携やパトロールの強化などの対忚を行
い、更なるごみ出しマナーの向上を図ってまいります。
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52
市民に向けて急に出た話が、たった9回
の説明会で済まされるのもおかしいです
し誠意を感じない。

　この度、全１２回行いました市民説明会は、実施計画の素
案について、説明を行うとともに市民の皆様のご意見を頂戴
する場として開催したものです。
　家庭ごみ有料化及び戸別収集への移行に向けては、平成３
０年度に改めて市民説明会を開催いたします。
　市では、制度の内容や新しいごみと資源の出し方などにつ
いての情報が、多くの方に行き届くよう、自治会や尐人数の
集まりなど、地域に出向いての説明を行っております。
　日程を調整し、会場のご手配をいただいた上で、お伺いを
させていただきますので、ぜひご連絡ください。
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市役所内の人たちは半分は市外に住んで
いる職員ですし、ゴミ箱に分類せずに捨
ててもゴミ回収のおばちゃんたちがきち
んと分けてくれる。
そんな職員がきちんと分類や自分たちで
苦労をしてないのに市民にだけ負担をか
けるのはおかしい。

　市役所や市の施設における、ごみの減量や分別の徹底につ
いては、これまでも取組を進めておりますが、引き続き推進
してまいます。
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例えば資源循環課や東西出張所の窓口に
来ればゴミ袋は無料とかそういった措置
があるのか。静岡県沼津市のコンビニ袋
が市指定ゴミ袋になっているように、小
平市も市民のニーズにあったゴミ袋の対
忚を考えているのか。
同じ有料化でも市報にあった一方的な有
料化では納得できない。

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。
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　容器包装プラスチックについて、小平市では、容器包装リ
サイクル法に基づき、分別を行い、資源化を徹底すること
で、ごみの削減に努めておりますが、収集や選別の作業に多
大な経費がかかっていることを踏まえ、リサイクルだけでな
く、使い捨て容器の使用の抑制や、簡易な包装の推進などの
リデュース（発生抑制）も進めていく必要があります。
　また、無料とした場合には、容器包装プラスチックの袋
に、有料である燃えるごみや燃えないごみが多く混入されて
しまう恐れもあります。
　なお、小平市一般廃棄物処理基本計画においても、家庭ご
み有料化の項目の中で、「資源物についても、発生抑制を図
るため、ごみより低額な手数料を設定することなどを検討し
ます。」としております。
　そのため小平市では、容器包装プラスチックを有料化の対
象に含め、手数料については、分別を徹底し、リサイクルを
推進するため、燃えるごみや燃えないごみよりも安価に設定
いたします。
　容器包装プラスチックの減量については、ごみの処理につ
いて製造事業者や販売事業者にも一定の責任があるという
「拡大生産者責任」の考え方に基づき、小売店などの民間事
業者に対し、資源の店頭回収の拡大や、簡易包装の推進、レ
ジ袋の削減など、更なるリサイクルが行えるような環境整備
に努める働きかけを行ってまいります。
　他にも、市が、３Ｒの推進に関する取り組みを行っている
民間事業者を認定し、広報する仕組みについても検討を行う
など、事業者との連携を強化し、協力体制の構築を図ってま
いります。

『燃えるごみ』『燃えないごみ』の有料
化は仕方ないと思いますが、不燃性資源
である『容器包装プラスチック』まで有
料化するのは納得がいきません。
一般廃棄物処理基本計画とも矛盾してい
ます。
現在、私たち市民はプラスチック容器を
資源として活用できるように、ごみとは
分別し、お皿と同じように洗剤で洗い、
綺麗に汚れを取り除いた状態で、指定さ
れた日に出しています。
プラスチック資源は、ごみとは違い手間
がかかっているのです。
それでも資源とし、リサイクルされるべ
きだと思うので日々手間をかけていま
す。
また、プラスチック容器は、今多くの食
材に使用されております、肉、魚、卵、
野菜（きのこ類やトマトなど）、健全な
食生活を送る上で減らす（買わない）努
力も困難です。
スーパーなどのリサイクルステーション
に持ち込むのも、子どもがいたり、高齢
者だったりすると現実的ではない。
何がどうして『容器包装プラスチック』
まで有料化しようという発想になるの
か、本当に市民の生活環境を想定して検
討されてるのでしょうか？
単なる税金徴収の目的ですか？
この発案をされた方は、自分で買い物
し、自分で資源を分別し、自分で資源を
洗浄し、リサイクルに出していますか？
『容器包装プラスチック』を有料化する
ことで、3Ｒの推進、プラスチックの資
源化推進にどうつながるのでしょうか？
現在、これからを資源としてして扱わ
ず、『燃えるごみ』や『燃えないごみ』
として出してしまってる人への意識向上
のためなら、『燃えるごみ』『燃えない
ごみ』の有料化で、その改善を目的とす
る施策としては十分。
むしろ、『容器包装プラスチック』を無
料のままにして、『燃えるごみ』『燃え
ないごみ』を有料化した方が、ごみと資
源の差別化が図られ、資源化推進には有
効だと考えられます。
以上の理由から『容器包装プラスチッ
ク』の有料化は、一般廃棄物処理基本計
画の内容とも矛盾しており、全くもって
納得がいきません。
断固反対します。
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ごみ袋の値段設定が高すぎる。ゴミ袋を
指定している自治体の４５リットルゴミ
袋の一枚あたりの値段は平均３８円、小
平市の８０円というのは２倍に当たる。
小平市の総世帯数は８８，０１６世帯、
月に４０リットルゴミ袋を１枚使用した
として、７，０４１，２８０円である。
実際は３～４枚使用するだろう。年間に
すると億単位の額である。本当に適正な
コストなのか大変疑問である。どのよう
な経緯で価格を設定したのか、明確に示
すとともに、ゴミ袋の価格の見直しを要
望する。

　小平市の家庭ごみ有料化による手数料水準については、ご
みの減量効果、市民の受容性、近隣自治体の水準との均衡の
３点を考慮し、設定しております。
　ごみの減量効果については、手数料が高くなるほど、ごみ
減量効果も高くなる傾向が出ております。市民の受容性につ
いては、平成２９年１月の市民アンケートの結果では、１世
帯当たりの受容可能な負担額について、月額で「３００円以
上５００円未満」との回答が最も多くありました。そこで、
燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓ、容器包装プラスチック
を１円/ℓと仮定し、１世帯当たりの平均的な負担額を試算し
たところ、月額で４６６円となり、多くの市民が受容できる
額となっております。
　また、近隣で近年に家庭ごみ有料化を実施した、国分寺
市、立川市、東大和市、国立市、東久留米市では、小平市と
同様に、月額５００円程度の負担額となるよう手数料を設定
しており、燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓとしておりま
す。容器包装プラスチックについても、東大和市、国立市、
東久留米市が有料としており、国立市、東久留米市が１円/
ℓ、東大和市が２円/ℓとしております。
　以上のことから、小平市では、燃えるごみ・燃えないごみ
を２円/ℓ、容器包装プラスチックを１円/ℓと設定しておりま
す。
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戸建に住んでおりますが、隣地に集合住
宅（4軒）があります。私の家とその隣
地の境目にゴミ集積所がありますが、集
合住宅の住民の中にはゴミ出しマナーが
悪い方がいます。夜に出す、或いは分別
しない等です。その度に私から管理会社
（新宿にある会社です）に改善をお願い
して良くなるのですが住民が変わるとそ
の繰り返しです。今は戸建住民が集積所
の清掃を当番で行っており、隣地住民は
行っていません。この度のゴミ有料化の
趣旨は大いに賛同できますが、管理会社
が常に集積所の見回りに来ているわけで
はありませんし、他の戸建住民の清掃当
番が無くなりますので有料化後のゴミ出
しマナーが更に悪くなることに懸念を感
じます。そうした事態が起こる前に市の
側から管理会社に対して集積所の場所を
変更する等の御指導を行って頂けるので
しょうか。そうした御対忚を行って頂け
るのならより理解を示せますが、難しい
ということであればゴミ有料化への理解
を示すことは難しいと申し上げざるを得
ません。最後ですが、他の戸建の方は今
まで集積所までゴミを運んでこられたも
のが、自宅前で集積いただくことになる
以上、理解を示されるので私どもとは理
解が異なることにも懸念を感じます。本
件、御理解いただきまして、よくよく御
検討のほどお願い申し上げます。

　戸別収集の実施により、ごみの排出者が明確になることに
よるマナーの向上が期待されますが、適正に出されていない
場合には、ごみ出しマナーや分別についての個別の案内・指
導を徹底いたします。また、分別区分も変更となりますの
で、様々な媒体を用いて、ごみや資源の出し方に関する情報
を周知してまいります。
　集合住宅の所有者や管理人に対しては、入居者のごみ出し
マナー向上に取り組んでいただけるよう、働きかけを行って
まいります。
　なお、市では、指定袋に記名欄を設けることを検討してお
ります。市として、記名を義務付けるものではありません
が、例えば、自治会や集合住宅の内部でのルールとして、名
前や部屋番号の記載を求める場合などに、ご利用いただくこ
とを考えております。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

33 58

収入が、ごくわずかなのに、高いゴミ収
集代とは、、、、、。
＜資源回収の日＞ビン、あき缶、古布、
ダンボール、新聞、ペットボトル、プラ
スチック、電池、紙類、他
これは、今までどうりでしょうか？

　容器包装プラスチックを除く、ビンやカン、ペットボト
ル、紙類などのその他の資源については、無料にて収集いた
します。

有
料
化

対
象
範
囲
・
分
別

参
考
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59

市報の特集号拝読しました。
ごみの削減、環境美化、リサイクル促進
の趣旨には異存ありませんがいくつか質
問させてください。
我が家は３０年前に当地で開発販売され
た９戸の建売住宅のうちの一軒です。
そのうちの２戸に隣接し道路に面した共
有の敶地にごみ集積所が当初から設置さ
れており９件で持ち回りで管理しており
ます。最大の問題は生ごみのカラス対策
でした。
市役所で頂いた網をかぶせて石を置いて
いてもカラスは複数でごみ袋を引っ張り
だし道路一面に生ごみが散らばり悲惨な
状況を繰り返していました。
そこで試行錯誤の末、添付写真のように
鉄パイプで抑えることによりごみが入れ
やすく取り出しやすくカラスには荒らさ
れない方策を考案し近所の集積所にも普
及しつつあります。
そこで質問と意見です。
・このような共有敶地内の集積所も廃止
しあえて戸別収集に変更するのですか？

【※添付写真は載せていません】（小平
市：追記）

　ごみ集積所の管理については、利用者の皆様でご協力いた
だいているところもありますが、一方で、十分な管理がされ
ておらず、ごみ出しマナーが守られていなかったり、カラス
などによる被害が発生している集積所も多くあります。ま
た、高齢化の進展により、ごみ集積所へのごみ出しが困難な
世帯が増加することが予想されるとともに、現状では適切な
維持管理がされている集積所でも、転出・転入や高齢化の進
展などライフスタイルの変化によって、将来的に集積所の維
持管理が困難になる可能性があります。
　そのため、継続的に安定した収集体制を構築するため、戸
建住宅については、道路形態など特殊な事情がある場合を除
き、原則すべて、集積所を廃止し、戸別収集を実施いたしま
す。
　戸別収集の具体的なごみの排出場所については、今後、各
世帯の調査を行い、きめ細かに対忚させていただきますの
で、ご協力をよろしくお願いいたします。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

60

・戸別収集にした場合のカラス対策はど
うするのですか？
・玄関先に大きなポリバケツでも置けと
いうのでしょうか？
・街の美観を損ねることこの上もありま
せん。

　現在、ごみ集積所やそこに出されたごみの管理について
は、ご利用されている方々にて行っていただいており、戸別
収集実施後の出されたごみの管理についても、引き続き、各
世帯にてご協力いただくこととなります。
　そのため、各世帯で、必要に忚じてネットやバケツ、ごみ
箱などをご用意いただき、ご対忚いただければと考えており
ます。
　なお、市では、指定袋の作成に際し、カラスによる荒らし
被害を軽減できる加工を施します。

戸
別
収
集

鳥
獣
対
策

反
映

61

・現在はごみ収集車が来てあっという間
に積み込んでいきますが戸別収集になる
と収集車の移動、門扉の開閉、ごみ箱の
開閉、ごみの積み込み等作業員の手間は
何倍にもなることでしょう。
ご回答よろしくお願いします。

　戸別収集を実施することで、ごみの収集箇所が増加し、収
集作業も増大しますが、合わせて、収集頻度の見直しや収集
地区割りの細分化を行い、収集作業の曜日間の平準化や効率
化を図ります。

戸
別
収
集

収
集
時
間

参
考

62

家庭ごみ有料化に向けて

過去に廃棄物減量等審議委員を2期務め
たものですが質問と提案がございます。
質問、過去に数度家庭ごみ有料化の提言
書を市長にだしましたが
「ごみの回収は市民サービスの根幹だか
ら有料化はしない」との回答を得て
有料化が見送られた経緯があります。
なぜ今有料化に踏み切ったかを市長から
お聞きしたいです。

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　更には、これまで課題となっていた、軟質のものも含め
た、全量の容器包装プラスチックの資源化については、小
平・村山・大和衛生組合が３市で共同して容器包装プラス
チックとペットボトルの資源化処理を行う施設の建設を進め
ており、平成３１年４月の稼働を予定しております。
　以上のことから、平成２９年４月に『「家庭ごみ有料化及
び戸別収集への移行」についての基本方針』を策定し、平成
３１年度を目途に家庭ごみ有料化及び戸別収集への移行を実
施するとした方向性を打ち出しており、９月に市の考え方や
実施内容をまとめた「家庭ごみ有料化及び戸別収集への移行
実施計画」の素案を策定した次第です。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

63

他市でも実行しているところがあります
ので有料化するならばカラスの害がない
夜間回収を是非希望します。
以上です。

　夜間収集については、経費、収集時の騒音、搬入先の施設
との調整、搬入先の周辺住民への配慮など、実施にむけた課
題が数多くあるため、現時点では検討しておりません。

戸
別
収
集

収
集
時
間

参
考

35

34
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36 64

容器包装プラスチックゴミはかさばる
し、食品を買っても日用品を買っても消
費活動の上で必ずついて回る物です。
フードロスのように気を付けて減らせる
ゴミではないと思います。有料化の目的
の中にある、”努力次第で負担を軽減”
に当てはまらないですし、資源にもなる
ものなので無料で回収するべきだと思い
ます。

　容器包装プラスチックについて、小平市では、容器包装リ
サイクル法に基づき、分別を行い、資源化を徹底すること
で、ごみの削減に努めておりますが、収集や選別の作業に多
大な経費がかかっていることを踏まえ、リサイクルだけでな
く、使い捨て容器の使用の抑制や、簡易な包装の推進などの
リデュース（発生抑制）も進めていく必要があります。
　また、無料とした場合には、容器包装プラスチックの袋
に、有料である燃えるごみや燃えないごみが多く混入されて
しまう恐れもあります。
　そのため小平市では、容器包装プラスチックを有料化の対
象に含め、手数料については、分別を徹底し、リサイクルを
推進するため、燃えるごみや燃えないごみよりも安価に設定
いたします。
　容器包装プラスチックの減量については、ごみの処理につ
いて製造事業者や販売事業者にも一定の責任があるという
「拡大生産者責任」の考え方に基づき、小売店などの民間事
業者に対し、資源の店頭回収の拡大や、簡易包装の推進、レ
ジ袋の削減など、更なるリサイクルが行えるような環境整備
に努める働きかけを行ってまいります。
　他にも、市が、３Ｒの推進に関する取り組みを行っている
民間事業者を認定し、広報する仕組みについても検討を行う
など、事業者との連携を強化し、協力体制の構築を図ってま
いります。

有
料
化

手
数
料
・
負
担
額

参
考

65 賛成です。

　家庭ごみ有料化及び戸別収集にご理解をいただきありがと
うございます。
　ごみの減量を進めていくためには、市民の皆様のご協力が
不可欠ですので、今後とも、ごみ減量にご協力のほどよろし
くお願いいたします。

そ
の
他

そ
の
他

参
考

66
戸建のゴミ集積所の使い道について、是
非、近隣の家庭に売却してください。

　市が所有する集積所については、売却や他の用途への転用
などについて検討し、市有財産を有効に活用するよう努めま
す。

戸
別
収
集

集
積
所
の
取
扱

参
考

67

・戸別収集には賛成します。（不法投棄
防止に役立つ）。
・有料となるのは、止むを得ないと思い
ます。

　家庭ごみ有料化及び戸別収集にご理解をいただきありがと
うございます。
　ごみの減量を進めていくためには、市民の皆様のご協力が
不可欠ですので、今後とも、ごみ減量にご協力のほどよろし
くお願いいたします。

戸
別
収
集

目
的
・
効
果

参
考

68

　但し、袋の容量には、３０リットル
（６０円）を加えて欲しい。今までずっ
とそれで出していた。
　スーパーマーケットの袋売場でも、一
番良く売れているように見え、多くの
人、家庭で使っていると思います。ぜひ
よろしく。

　指定袋の容量については、多摩地域のほとんどの自治体と
同様に、燃えるごみ・燃えないごみ用袋については、５ℓ、
１０ℓ、２０ℓ、４０ℓの４つのサイズを、容器包装プラス
チック用袋については、１０ℓ、２０ℓ、４０ℓの３つのサイ
ズを作成する予定です。
　５ℓより小さなサイズや、３０ℓサイズなどその他のサイズ
のご要望も頂いておりますが、５ℓより小さいサイズや３０ℓ
サイズについては、多摩地域でも作成している自治体は尐な
く、また３０ℓについては、２種類のサイズを組み合わせて
いただくことで、ご対忚いただくことも可能なため、このよ
うな提案をさせていただいております。
　ただし、指定袋の容量も含めた家庭ごみ有料化の実施内容
については、実施後も定期的に見直しについての検討を行い
ますので、要望が多い場合には、その中で改めて検討を行い
ます。

有
料
化

指
定
有
料
袋

参
考

38

37
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69

「容器包装・プラスチック用袋」を独立
した種類としたのは分かりにくい。今迄
は燃えるゴミにしていた。PRと周知徹底
必要。

　容器包装プラスチックについては、ラップやお菓子の袋な
ど手で丸められるような軟質のものを除いて、これまでも燃
えるごみではなく、資源として収集を行っております。
　なお、平成３１年４月の小平・村山・大和衛生組合資源物
中間処理施設の稼働に伴い、以降は軟質のものも含めた全量
の容器包装プラスチックの資源化が可能となります。
　容器包装プラスチックについて、小平市では、容器包装リ
サイクル法に基づき、分別を行い、資源化を徹底すること
で、ごみの削減に努めておりますが、収集や選別の作業に多
大な経費がかかっていることを踏まえ、リサイクルだけでな
く、使い捨て容器の使用の抑制や、簡易な包装の推進などの
リデュース（発生抑制）も進めていく必要があります。
　また、無料とした場合には、容器包装プラスチックの袋
に、有料である燃えるごみや燃えないごみが多く混入されて
しまう恐れもあります。
　そのため小平市では、容器包装プラスチックを有料化の対
象に含め、手数料については、分別を徹底し、リサイクルを
推進するため、燃えるごみや燃えないごみよりも安価に設定
しており、指定袋についても、燃えるごみや燃えないごみ用
とは種類を分けております。
　市民の皆様には、新しいごみの出し方や分別の区分につい
ての情報が、漏れなく行き届くよう、ＰＲと周知を徹底して
まいります。

有
料
化

対
象
範
囲
・
分
別

参
考

38

　戸別収集の実施により、ごみの排出者が明確になることに
よるマナーの向上が期待されますが、適正に出されていない
場合には、ごみ出しマナーや分別についての個別の案内・指
導を徹底いたします。また、分別区分も変更となりますの
で、様々な媒体を用いて、ごみや資源の出し方に関する情報
を周知してまいります。
　集合住宅の所有者や管理人に対しては、入居者のごみ出し
マナー向上に取り組んでいただけるよう、働きかけを行って
まいります。
　指定袋に入れずに出す、分別がされていないなどの、不適
正に出されたごみは、収集はせず、収集できない旨のシール
を貼り、理由を明示します。また、不適正なごみ出しが多い
場合には、集合住宅の所有者や管理人への更なる働きかけを
行ってまいります。
　なお、市では、指定袋に記名欄を設けることを検討してお
ります。市として、記名を義務付けるものではありません
が、例えば、自治会や集合住宅の内部でのルールとして、名
前や部屋番号の記載を求める場合などに、ご利用いただくこ
とを考えております。

そ
の
他

不
法
投
棄
・
不
適
正
排
出

参
考

市報 家庭ゴミ有料化・戸別収集特集号
を読みました。
近隣の市でも実施しているので当然のこ
となのかなと思います。
新しく変わるルールを理解してゴミ出し
をしなければいけないと思いました。
ひとつ心配なことがあります。
うちは賃貸の集合住宅なのですが、今現
在でもゴミ出しのマナーが大変に悪く、
粗大ゴミをゴミ集積所に手続きもせず何
年も置きっぱなしになっています。
新青梅街道沿いの建物なので汚いのが丸
見えで本当に不快です。
有料化してからも有料の袋を使わず今ま
でとおり捨て、収集されなければそのま
ま放置されてしまい益々民度の低い住民
が住んでいるんだなという目で見られて
しまうことが憂鬱で仕方ないです。
誰かが片付けたりすれば、ラッキーとば
かりにずっとルールを守らないで押し通
してしまうでしよう。
ルールを守らないゴミは中を開けて誰が
出したのか突き止めますと実施前に告知
してもらうとか対策を切にお願いしま
す。
階段でたばこを吸ってそのまま吸殻を捨
てていたり、買い食いしたコンビニの袋
や食べかすを共用廊下に捨てたり、ポス
トに入っていたチラシを床に撒き散らし
て平気でいたりと、とにかく酷いありさ
まなので、有料化でゴミ袋をわざわざ買
うなど絶対しなさそうで今からものすご
いストレスです。
どうかみんなが平等に守らざるを得ない
やり方での実施をよろしくお願いしま
す。

7039
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71

ゴミ袋有料化について
お世話になります。
意見をさせていただきます。
要望
30リットルのゴミ袋の需要が高い。
⇨備え付けのゴミ箱の大きさが30リット
ルが为要で他市でも30リットル相当のサ
イズが流通している。

　指定袋の容量については、多摩地域のほとんどの自治体と
同様に、燃えるごみ・燃えないごみ用袋については、５ℓ、
１０ℓ、２０ℓ、４０ℓの４つのサイズを、容器包装プラス
チック用袋については、１０ℓ、２０ℓ、４０ℓの３つのサイ
ズを作成する予定です。
　５ℓより小さなサイズや、３０ℓサイズなどその他のサイズ
のご要望も頂いておりますが、５ℓより小さいサイズや３０ℓ
サイズについては、多摩地域でも作成している自治体は尐な
く、また３０ℓについては、２種類のサイズを組み合わせて
いただくことで、ご対忚いただくことも可能なため、このよ
うな提案をさせていただいております。
　ただし、指定袋の容量も含めた家庭ごみ有料化の実施内容
については、実施後も定期的に見直しについての検討を行い
ますので、要望が多い場合には、その中で改めて検討を行い
ます。

有
料
化

指
定
有
料
袋

参
考

72

燃えると燃えない袋の共通化に不安
⇨燃えない袋の需要は尐ないが、見た目
で分けないことにはマナー違反が起きる
と思う。
回収側も中身の確認が求められる。
以上、よろしくお願いします。

　実施計画の素案においては、燃えるごみと燃えないごみは
共通の袋としておりましたが、分別時に混同を防ぐため、袋
を分けてほしいとの要望を多く頂いていることを踏まえ、燃
えるごみ用袋と燃えないごみ用袋を別々に作成することとし
ました。
　そのため、小平市の指定袋は、燃えるごみ用、燃えないご
み用、容器包装プラスチック用の３種類（色）となります。

有
料
化

指
定
有
料
袋

反
映

41

40

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。
　以上のことから、住民投票の実施については考えてはおり
ませんが、この度行いました市民説明会やパブリックコメン
トにて頂戴した皆様のご意見を踏まえながら、本実施計画を
市民の皆様のご協力をより得られるようなものとしてまいり
ます。
　なお、家庭ごみ有料化及び戸別収集への移行に向けては、
平成３０年度に改めて市民説明会を開催するとともに、
　市では、制度の内容や新しいごみと資源の出し方などにつ
いての情報が、多くの方に行き届くよう、自治会や尐人数の
集まりなど、地域に出向いての説明を行っております。
　日程を調整し、会場のご手配をいただいた上で、お伺いを
させていただきますので、ぜひご連絡ください。
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「意見要旨」
1.財源が不足するのであれば，市民税を
増税しても構わないので，現行の無料収
集を維持して欲しい。
2.有料収集を実施するかについて，住民
投票を行って市民の信を問うて欲しい。

「意見理由」
◆1.について：家庭ごみの排出量は環境
意識の高まりと共に減尐に転じている。
また日の出町の最終処分場へ埋却される
焼却灰の量も，リサイクルセメントへの
活用が進んだ結果大幅に尐している。
よって環境に配慮する上で，ごみ収集の
有料化を実施する必然的な理由はない。
　そもそも有料化が必要な最大の理由
は，財政的な問題であるのだから，市民
税を増税して対忚するのが妥当である。
家庭ごみは裕福な世帯でも貧しい世帯で
も発生するものであるが，ごみ袋の値段
は貧富の差なく同じ金額を負担しなけれ
ばならず，市民税と比べ逆進性が高い。
貧困対策が叫ばれている中，貧しい世帯
に負担が増える政策は避けるべきであ
る。
◆2.について：以前小平市では府中街道
の拡幅にかかる住民投票を実施したが，
これは小平市中部の住民にとっては重要
な問題であるが，東西に広い市内のう
ち，西部や東部の住民にとっては縁遠い
問題であった。このような一部地域にか
かる問題でも住民投票を実施したのであ
れば，まして全市民に関わるごみの有料
化については，住民投票で市民の信を問
うべきである。もし住民投票をするのが
手間であるというのであれば，平成31年
4月に行われる市議会議員選挙で，为要
政策として信を問うてから実施すべきで
ある。
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「意見要旨」
3.軽度障害者に対する支援も実施して欲
しい。

「意見理由」
◆3.について：生活保護世帯や重度障害
者世帯に対しては，ごみ袋の一定量無償
配布などの援助が行われる計画である
が，軽度障害者世帯に対しての援助は一
切ない。
私は発達障害のため精神障害者3級の認
定を受けている。知的障害や身体障害が
ないので，傍からは生活に何の問題もな
い者と見なされることが多いが，実際に
は物忘れが酷いことや易疲労性で生活に
難儀することが多い。ごみ出しも忘れて
しまうことが多く，玄関にごみが溜まる
といったことがよく起きている。ごみを
出しやすい現状でも問題を抱えており，
有料化及び収集回数の大幅削減が行われ
れば，問題はなお深刻になる。
このように軽度障害者でも問題を抱えて
いるので，有料化を実施するのであれ
ば，軽度障害者への援助も実施して頂き
たい。

　市では、高齢者や障がい者でごみ出しが困難な方に対し、
ご自宅の玄関先までごみを取りに行く、「ふれあい収集」を
実施しています。家庭ごみ有料化や戸別収集実施後も引き続
き継続しますので、ご希望の方は担当部署にご相談くださ
い。
　なお、ごみの分別や玄関先へのごみ出しが困難世帯への支
援については、他の自治体の事例を参考としながら、様々な
部署と連携し、検討してまいります。

有
料
化

そ
の
他
実
施
方
法

参
考

75

「意見要旨」
4.集合住宅に住む者に対しては，個別収
集の恩恵を得られない分の補填をして欲
しい。

「意見理由」
◆4.について：私は集合住宅に住んでい
るが，計画では今までどおり敶地内の収
集所へのごみ出しとなっており，制度変
更による恩恵は全くない。集合住宅に住
んでいる者も小平市民であり，戸別住宅
に住んでいる者に务る扱いを受ける理由
はないはずである。ついては，ごみ袋の
一定量無償配布など補填政策を実施して
頂きたい。

　家庭ごみ有料化と合わせて戸別収集を実施することで、集
積所を利用する集合住宅においても、ごみの減量や分別の徹
底が促され、集積所の美観の向上や、集積所の管理に係るト
ラブルも現在より減尐することが見込まれるなど、メリット
のあるものと考えております。
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「意見要旨」
5.燃えないごみ・資源回収の収集回数削
減は再検討して欲しい。

「意見理由」
◆5.について：私が住んでいる所は，世
帯数に対して収集所の大きさが限られて
いることもあり，現状でも収集所が満杯
になってしまうことが尐なくない。計画
通り収集回数が大幅削減となれば，収集
所からごみがあふれ出す事態になってし
まう。収集回数については，住民の必要
に沿うよう設定して頂きたい。

　収集頻度の見直しは、収集作業の効率化を図り、収集の作
業時間や経費の増加を抑制するため行うものです。
　燃えないごみの収集頻度については、従来の毎週１回か
ら、４週に１回に変更となりますが、小平・村山・大和衛生
組合にごみを搬入している武蔵村山市と東大和市が、４週に
１回または毎月１回としており、収集頻度を合わせるように
しております。
　また、小平市は、市民１人あたりの燃えないごみの量が、
武蔵村山市や東大和市と比べて非常に多くなっております。
現状、燃えないごみの中に、容器包装プラスチックが多く混
入しており、家庭ごみ有料化による発生抑制や、容器包装プ
ラスチックの全量資源化による分別の徹底により、燃えない
ごみの量を大きく減らしていけるものと考えております。
　そのため、武蔵村山市や東大和市と同様、小平市において
も、４週に１回の収集でご不便なく、ご対忚いただけるもの
と考えております。
　資源の収集頻度については、容器包装プラスチックを除い
て、従来の毎週１回から２週に１回と変更となりますが、こ
れまでは可燃性の資源、不燃性の資源のそれぞれを同じ日に
まとめて出していただいておりましたが、今後は資源の品目
により、出す日が異なることとなりますので、日毎の集積所
に出されるごみの量はこれまでより減りるものと考えており
ます。
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「意見要旨」
6.不法投棄を処罰する条例を制定し，想
定されるごみの不法投棄を警察が取り締
まれる体制を作って欲しい。

「意見理由」
◆6.について：個別収集になればごみ投
棄に対する責任感が増え，ごみの不法投
棄が減ると市当局はお考えのようだが，
各戸の敶地にごみを出す形となれば，悪
意のある者が他人の敶地（特に空き家の
前）にごみを放置する事態が予想され
る。よって，市条例で不法投棄を処罰で
きるようにして，警察権力によって不法
投棄を取り締まれるようにすべきであ
る。

　不法投棄への罰則は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法
律」において定められており、事例によっては、警察と連携
し対忚を行っております。
　条例においても罰則を設けるかについては、他の自治体で
の事例を参考に、実効性について見極めながら研究してまい
ります。

そ
の
他

不
法
投
棄
・
不
適
正
排
出

参
考

42 78

回収方法は現在と同じく集積所回収にし
て頂き、回収手数料は４０ℓごみ袋１０
枚入りで１００円前後にして頂かない
と、家計負担が大きすぎます。

　小平市の家庭ごみ有料化による手数料水準については、ご
みの減量効果、市民の受容性、近隣自治体の水準との均衡の
３点を考慮し、設定しております。
　ごみの減量効果については、手数料が高くなるほど、ごみ
減量効果も高くなる傾向が出ております。市民の受容性につ
いては、平成２９年１月の市民アンケートの結果では、１世
帯当たりの受容可能な負担額について、月額で「３００円以
上５００円未満」との回答が最も多くありました。そこで、
燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓ、容器包装プラスチック
を１円/ℓと仮定し、１世帯当たりの平均的な負担額を試算し
たところ、月額で４６６円となり、多くの市民が受容できる
額となっております。
　また、近隣で近年に家庭ごみ有料化を実施した、国分寺
市、立川市、東大和市、国立市、東久留米市では、小平市と
同様に、月額５００円程度の負担額となるよう手数料を設定
しており、燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓとしておりま
す。容器包装プラスチックについても、東大和市、国立市、
東久留米市が有料としており、国立市、東久留米市が１円/
ℓ、東大和市が２円/ℓとしております。
　以上のことから、小平市では、燃えるごみ・燃えないごみ
を２円/ℓ、容器包装プラスチックを１円/ℓと設定しておりま
す。
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小平市には、道路にゴミ（ビン、缶、煙
草の汲いガラ紙くず等）ポイ捨てはいけ
ない条例はあるのでしょうか・・・
２年前位いにはないときいていました。
近くの国分寺市にはとうにあり、近在の
市にもあるそうです
鷹の台駅から水車通りへの道路沿いに住
んでいますが、今だに、ポイ捨てのもの
片づけて家のゴミに入れています。
周知宣伝をよろしくしていただきたく思
います。尐しでも道路は、気持よく通っ
ていただきたくて・・・・・

　道路の清掃にご協力をいただきありがとうございます。
　市では、市内の環境美化について、市報やホームページな
どで周知を図るとともに、喫煙マナーアップキャンペーンな
どの取組を通じて、一人ひとりのマナー向上に努めておりま
す。現在、ポイ捨てに関する禁止条例などは制定しておりま
せんが、ポイ捨てに対して注意を呼びかける看板を配布して
おりますので、ご活用いただければと存じます。
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　戸別収集の実施により、ごみの排出者が明確になることに
よるマナーの向上が期待されますが、適正に出されていない
場合には、ごみ出しマナーや分別についての個別の案内・指
導を徹底いたします。また、分別区分も変更となりますの
で、様々な媒体を用いて、ごみや資源の出し方に関する情報
を周知してまいります。
　集合住宅の所有者や管理人に対しては、入居者のごみ出し
マナー向上に取り組んでいただけるよう、働きかけを行って
まいります。
　なお、市では、指定袋に記名欄を設けることを検討してお
ります。市として、記名を義務付けるものではありません
が、例えば、自治会や集合住宅の内部でのルールとして、名
前や部屋番号の記載を求める場合などに、ご利用いただくこ
とを考えております。

戸別収集の出し方「集合住宅の場合」に
関して
（１）現状の問題点
①収集日を平気で無視してごみ出しをす
る。ネット掛けをせずにごみを放置する
等により、風、ネコ、カラスによるごみ
の散乱。
②集合住宅住民及び大家・管理会社によ
る集積所清掃の欠如によるごみの臭気。
※小規模集合住宅（特に独身者向け）で
これらの問題が多数発生。大家及び管理
会社による見廻りや清掃等の管理不足の
中で、その対忚は近隣の心ある住民の清
掃活動に委ねている現状。
（２）戸別収集への移行後に増加すると
思われる問題点
③集合住宅集積所へのごみの不法投棄
以上の問題点①②③を解消するためには
今まで以上に集合住宅住民の責任ある行
動と大家及び管理会社によるごみ収積場
管理が重要となる。
＜意見の趣旨＞
集合住宅（特に小規模独身者向け）に対
して
行政による集合住宅住民への積極的な啓
蒙活動。大家及び管理会社の管理責任の
明確化と公表。加えて大家及び管理会社
が違反した場合の罰則の明確化と公表等
が必要と考えます。
罰則の公表に関しては（戸建住宅住民に
対する罰則も併記する必要があります
が）
具体的事例を表記して公表するととも
に、大家及び管理会社への強力な行政指
導の継続的実施（移行後も）が望まれま
す。
以上
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※高過ぎる弊害
・袋の値段が高すぎる。1/2～1/4が妥
当。
・集合住宅では指定以外のを使用する違
反者が増える。
・戸建を含め不法投棄が増える。
・袋の値段の納得できる根拠を示すべ
き。
・他市と同額では納得できない。
状況が異なる

　小平市の家庭ごみ有料化による手数料水準については、ご
みの減量効果、市民の受容性、近隣自治体の水準との均衡の
３点を考慮し、設定しております。
　ごみの減量効果については、手数料が高くなるほど、ごみ
減量効果も高くなる傾向が出ております。市民の受容性につ
いては、平成２９年１月の市民アンケートの結果では、１世
帯当たりの受容可能な負担額について、月額で「３００円以
上５００円未満」との回答が最も多くありました。そこで、
燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓ、容器包装プラスチック
を１円/ℓと仮定し、１世帯当たりの平均的な負担額を試算し
たところ、月額で４６６円となり、多くの市民が受容できる
額となっております。
　また、近隣で近年に家庭ごみ有料化を実施した、国分寺
市、立川市、東大和市、国立市、東久留米市では、小平市と
同様に、月額５００円程度の負担額となるよう手数料を設定
しており、燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓとしておりま
す。容器包装プラスチックについても、東大和市、国立市、
東久留米市が有料としており、国立市、東久留米市が１円/
ℓ、東大和市が２円/ℓとしております。
　以上のことから、小平市では、燃えるごみ・燃えないごみ
を２円/ℓ、容器包装プラスチックを１円/ℓと設定しておりま
す。
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有料化と個別収集に反対します。
高齢者などの負担を軽くするというが、
袋を買うために使う労力の方が負担で
す。不法投棄も増えるのではないか。

　指定袋の取扱店については、現在、粗大ごみ処理シールを
取り扱っている販売店のほか、市内の小売店、スーパーマー
ケット及びコンビニエンスストアなどにも広く依頼してまい
ります。
　そのため、日常の外出やお買い物のついでにご購入できる
こととなり、指定袋の購入にかかる負担は可能な限り軽減で
きるものと考えております。
　不法投棄については、現状でも発生している問題であり、
発生した場合の対忚は、その場所を所有や管理する方にご協
力いただいており、家庭ごみ有料化実施後においても、同様
にご対忚いただくこととなります。
　市では、警告看板の設置、パトロールなどにより、不法投
棄が発生しないような対策を講じていますが、家庭ごみ有料
化実施後は、不法投棄の増加が懸念されることから、これま
で以上に、対忚を強化し、警察との連携を図ります。
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個別収集は作業する方の労力が大変で
す。多大な労力と時間がかかるのではな
いでしょうか。

　戸別収集を実施することで、ごみの収集箇所が増加し、収
集作業も増大しますが、合わせて、収集頻度の見直しや収集
地区割りの細分化を行い、収集作業の曜日間の平準化や効率
化を図ります。
　戸別収集の実施に向けて、市としても、収集運搬事業者と
も連携し、他の自治体の事例を参考にしながら、十分な準備
を進めまいります。
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有料化そのものはOKですが障害者や要介
ご者のいる家庭にはゴミ袋の支給もしく
はガソリン税のようにレシートを持参し
還付等フォローをお願いします。

　生活保護受給世帯や障がい者がいる世帯、児童扶養手当受
給世帯などの社会的配慮が必要な世帯に対し、一定の条件を
満たしている場合には、経済的負担の軽減を考慮し、所定の
枚数の指定袋を交付する方法により、手数料の一部を減免い
たします。

有
料
化

そ
の
他
実
施
方
法

反
映
済
み

85
そしてこれで収入が上がりますから東武
プールにスライダーを設置してくださ
い。

　手数料収入の使い道については、特定財源として、家庭ご
み有料化及び戸別収集に伴う経費や、３Ｒの推進施策に活用
することとしております。
　また、手数料収入額とその使い道などの情報は、定期的に
公開いたします。

そ
の
他

経
費
・
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支
見
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み
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映
し
な
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86

要望１：ゴミ削減はすでに長年取り組ん
でおり、燃えないゴミは週あたり４リッ
トル、燃えないゴミはほとんど排出しな
い（数ヶ月に一回たまったものを捨てる
程度）。よって有料ゴミ袋は２リットル
サイズを追加してほしい。

　指定袋の容量については、多摩地域のほとんどの自治体と
同様に、燃えるごみ・燃えないごみ用袋については、５ℓ、
１０ℓ、２０ℓ、４０ℓの４つのサイズを、容器包装プラス
チック用袋については、１０ℓ、２０ℓ、４０ℓの３つのサイ
ズを作成する予定です。
　５ℓより小さなサイズや、３０ℓサイズなどその他のサイズ
のご要望も頂いておりますが、５ℓより小さいサイズや３０ℓ
サイズについては、多摩地域でも作成している自治体は尐な
く、また３０ℓについては、２種類のサイズを組み合わせて
いただくことで、ご対忚いただくことも可能なため、このよ
うな提案をさせていただいております。
　ただし、指定袋の容量も含めた家庭ごみ有料化の実施内容
については、実施後も定期的に見直しについての検討を行い
ますので、要望が多い場合には、その中で改めて検討を行い
ます。

有
料
化

指
定
有
料
袋

参
考
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要望２：ビニールや包装ラップ等はこれ
までどおり燃えるゴミとして捨てられる
ようにしてほしい。

　容器包装リサイクル法では、容器包装廃棄物を、消費者は
分別しての排出、市町村は分別収集、事業者は再商品化とい
う、３者の役割分担を定め、一体となった容器包装廃棄物の
削減への取り組みを義務づけております。
　そのため市では、容器包装プラスチックを焼却するのでは
なく、分別収集しリサイクルしております。平成３１年４月
からは、小平・村山・大和衛生組合、武蔵村山市及び東大和
市と共同して、容器包装プラスチックとペットボトルの選別
処理を行う「小平・村山・大和衛生組合資源物中間処理施
設」が稼働することに伴い、これまでリサイクルしていな
かったレジ袋やお菓子の包装など軟質のものも含めた、全量
の容器包装プラスチックのリサイクルが可能となります。
　今後とも、ごみの減量と３Ｒの推進のため、容器包装プラ
スチックの資源化を進めてまいりますので、ご協力いただき
ますようお願いいたします。

有
料
化

対
象
範
囲
・
分
別

参
考

49 88
尐子化の時代、紙おむつを有料化にする
ことはやめていただきたい。
若い子には不担になると思う。

　子育て世帯や介護世帯への支援のため、紙おむつについて
は、透明または半透明の袋で、他のごみが混入していない状
態でお出しいただければ、無料で収集いたします。

有
料
化

対
象
範
囲
・
分
別

反
映
済
み

50 89

・市のごみ分別収集に長い間係りをもっ
てきた学園東町生活学校（旧）の一員で
す。
・小平市は緑豊かな美しい自然の残る所
と市民は誇りに思っております。家はア
カシア通りに面した樹木の多い庭です。
枝木・落ち葉は原則無料ということ　よ
ろしくお願いします。

　日頃より、ごみの分別や減量への取組にご協力いただきあ
りがとうございます。
　枝木については、これまでどおり、長さ５０ｃｍ・直径３
０ｃｍ未満で、ひもで束ねてお出しください。落ち葉や草に
ついては、透明または半透明の袋で、他のごみが混入してい
ない状態でお出しください。１回につき、原則５束もしくは
５袋までは無料で収集いたします。
　また、ボランティア清掃にて回収されたごみについては、
透明または半透明の袋で、正しく分別され、他のごみが混入
していない状態で、市で配布するシールをごみ袋に貼り付け
て出していただければ、無料にて収集いたします。
　シールの配布については、清掃を行う場所などによって、
所管の部署が異なります。詳しくは、今後、ごみと資源の分
別や出し方のカレンダー・パンフレット、市報などでご案内
いたします。
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料
化
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象
範
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・
分
別
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51 90

ゴミのうち、生ごみがカラスに荒らされ
る問題があります。現在は共同収集場所
に網をかけるなどしていますが、昨今、
カラスも賢くなったからか、これを突破
して荒らすことが増えました。戸別とす
ると、この対策を戸別に行う必要があり
ますが、ごみの多寡にかかわらず対策装
置とその経費が掛かりますので、戸別に
するとこれまでより何倍も対策費がかか
りますが、どのようにお考えでしょう
か。カラス対策装置付のごみ集積庫の無
料配布か、有料設置などの方法を希望し
ます。後者の有料の場合、対策をしない
一軒のお宅のごみが、カラスによりばら
まかれると、対策をした近所も大変迷惑
しますが、カラス対策をしないほうが安
くつくとなれば、対策をした人がバカを
見るような制度でないことを祈ります。

　現在、ごみ集積所やそこに出されたごみの管理について
は、ご利用されている方々にて行っていただいており、戸別
収集実施後の出されたごみの管理についても、引き続き、各
世帯にてご協力いただくこととなります。
　そのため、各世帯で、必要に忚じてネットやバケツ、ごみ
箱などをご用意いただき、ご対忚いただければと考えており
ます。
　なお、市では、指定袋の作成に際し、カラスによる荒らし
被害を軽減できる加工を施します。

戸
別
収
集

鳥
獣
対
策

反
映

91

ごみ有料化は賛成しますが、資源ごみも
有料はいかがなものでしょうか？近隣の
市では資源ごみは無料のところが多いよ
うですが？

　容器包装プラスチックについて、小平市では、容器包装リ
サイクル法に基づき、分別を行い、資源化を徹底すること
で、ごみの削減に努めておりますが、収集や選別の作業に多
大な経費がかかっていることを踏まえ、リサイクルだけでな
く、使い捨て容器の使用の抑制や、簡易な包装の推進などの
リデュース（発生抑制）も進めていく必要があります。
　また、無料とした場合には、容器包装プラスチックの袋
に、有料である燃えるごみや燃えないごみが多く混入されて
しまう恐れもあります。
　そのため小平市では、容器包装プラスチックを有料化の対
象に含め、手数料については、分別を徹底し、リサイクルを
推進するため、燃えるごみや燃えないごみよりも安価に設定
いたします。

有
料
化

対
象
範
囲
・
分
別

参
考

92

ごみ袋のサイズですが、20Lから40Lにと
んでいますが30Lも欲しいですね、世帯
によっては人数も様々ですのでサイズは
きめ細かくしてほしいとおもいます。

　指定袋の容量については、多摩地域のほとんどの自治体と
同様に、燃えるごみ・燃えないごみ用袋については、５ℓ、
１０ℓ、２０ℓ、４０ℓの４つのサイズを、容器包装プラス
チック用袋については、１０ℓ、２０ℓ、４０ℓの３つのサイ
ズを作成する予定です。
　５ℓより小さなサイズや、３０ℓサイズなどその他のサイズ
のご要望も頂いておりますが、５ℓより小さいサイズや３０ℓ
サイズについては、多摩地域でも作成している自治体は尐な
く、また３０ℓについては、２種類のサイズを組み合わせて
いただくことで、ご対忚いただくことも可能なため、このよ
うな提案をさせていただいております。
　ただし、指定袋の容量も含めた家庭ごみ有料化の実施内容
については、実施後も定期的に見直しについての検討を行い
ますので、要望が多い場合には、その中で改めて検討を行い
ます。
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化
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定
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93

家庭ごみ有料化及び戸別収集への移行実
施計画（素案）への意見書
標記について、問い合わせです。
基本的に「個別収集」には賛成ですが、
次の２点が気になります。
（１）集積所では、網によって鳥害を防
いでいますが（現在も、上空では、いつ
もカラスが旋回しています）、ゴミを敶
地内に置く場合、この点についての対処
法は検討済みですか？「個々に対処せ
よ」は、無理ですが。

　現在、ごみ集積所やそこに出されたごみの管理について
は、ご利用されている方々にて行っていただいており、戸別
収集実施後の出されたごみの管理についても、引き続き、各
世帯にてご協力いただくこととなります。
　そのため、各世帯で、必要に忚じてネットやバケツ、ごみ
箱などをご用意いただき、ご対忚いただければと考えており
ます。
　なお、市では、指定袋の作成に際し、カラスによる荒らし
被害を軽減できる加工を施します。
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94

（２）袋の値段が尐し高いのではないで
すか？かつて住んでいた自治体では、集
積所に運びますが、40リットル10枚で
100円位でした。

　小平市の家庭ごみ有料化による手数料水準については、ご
みの減量効果、市民の受容性、近隣自治体の水準との均衡の
３点を考慮し、設定しております。
　ごみの減量効果については、手数料が高くなるほど、ごみ
減量効果も高くなる傾向が出ております。市民の受容性につ
いては、平成２９年１月の市民アンケートの結果では、１世
帯当たりの受容可能な負担額について、月額で「３００円以
上５００円未満」との回答が最も多くありました。そこで、
燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓ、容器包装プラスチック
を１円/ℓと仮定し、１世帯当たりの平均的な負担額を試算し
たところ、月額で４６６円となり、多くの市民が受容できる
額となっております。
　また、近隣で近年に家庭ごみ有料化を実施した、国分寺
市、立川市、東大和市、国立市、東久留米市では、小平市と
同様に、月額５００円程度の負担額となるよう手数料を設定
しており、燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓとしておりま
す。容器包装プラスチックについても、東大和市、国立市、
東久留米市が有料としており、国立市、東久留米市が１円/
ℓ、東大和市が２円/ℓとしております。
　以上のことから、小平市では、燃えるごみ・燃えないごみ
を２円/ℓ、容器包装プラスチックを１円/ℓと設定しておりま
す。

有
料
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54 95

国分寺市がとても厳しいためにこちらに
住んでいるのにこちらまで厳しくされて
も困る。
現在尐ない金額で暮らせるようにと頑
張っているのに出費が増えてしまう。
有料化は反対です。

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。

有
料
化

目
的
・
効
果
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戸別収集でのカラス対策はどうされるの
でしょうか？現在の収集方法でもゴミの
カラスによる散乱が著しくあり、これを
個別で収集するとなると、カラスによる
ゴミの散乱が今よりも大変な状況になる
と考えられます。例えば、特別なゴミ箱
等を個別に設置するなどの対策が必要と
考えられますが、これに対しての対策は
何かお考えでしょうか？

　現在、ごみ集積所やそこに出されたごみの管理について
は、ご利用されている方々にて行っていただいており、戸別
収集実施後の出されたごみの管理についても、引き続き、各
世帯にてご協力いただくこととなります。
　そのため、各世帯で、必要に忚じてネットやバケツ、ごみ
箱などをご用意いただき、ご対忚いただければと考えており
ます。
　なお、市では、指定袋の作成に際し、カラスによる荒らし
被害を軽減できる加工を施します。
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鳥
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説明会の開催日が地域によって平日だっ
たり土日だったりとバラバラなのは何故
なのか。聴きたい場合は都合の良い時に
他の地域に足を運んで聴いてと言うスタ
ンスでしょうか。そこまで行く事が出来
無い市民の事を考えているとは思えませ
ん。
こういう説明会を開催することを企画し
た経緯を教えて頂きたい。

　市民説明会の開催にあたっては、様々なライフスタイルに
対忚し、多くの方に参加していただけるよう、日程を平日や
土曜日・日曜日・祝祭日に、時間も午前・午後・夜間に、会
場も各地域の公民館にと、分散して設定しております。
　全１２回の市民説明会への参加が出来なかった方も多くい
ることは認識しており、自治会や尐人数の集まりなど、地域
に出向いての説明も行っております。
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98 個別回収、有料化には大賛成です。

　家庭ごみ有料化及び戸別収集にご理解をいただきありがと
うございます。
　ごみの減量を進めていくためには、市民の皆様のご協力が
不可欠ですので、今後とも、ごみ減量にご協力のほどよろし
くお願いいたします。
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99
ただもっと負担額を減らして欲しいで
す。なぜ焼却炉がない市と同じなのか納
得いきません。

　小平市の家庭ごみ有料化による手数料水準については、ご
みの減量効果、市民の受容性、近隣自治体の水準との均衡の
３点を考慮し、設定しております。
　ごみの減量効果については、手数料が高くなるほど、ごみ
減量効果も高くなる傾向が出ております。市民の受容性につ
いては、平成２９年１月の市民アンケートの結果では、１世
帯当たりの受容可能な負担額について、月額で「３００円以
上５００円未満」との回答が最も多くありました。そこで、
燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓ、容器包装プラスチック
を１円/ℓと仮定し、１世帯当たりの平均的な負担額を試算し
たところ、月額で４６６円となり、多くの市民が受容できる
額となっております。
　また、近隣で近年に家庭ごみ有料化を実施した、国分寺
市、立川市、東大和市、国立市、東久留米市では、小平市と
同様に、月額５００円程度の負担額となるよう手数料を設定
しており、燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓとしておりま
す。容器包装プラスチックについても、東大和市、国立市、
東久留米市が有料としており、国立市、東久留米市が１円/
ℓ、東大和市が２円/ℓとしております。
　以上のことから、小平市では、燃えるごみ・燃えないごみ
を２円/ℓ、容器包装プラスチックを１円/ℓと設定しておりま
す。
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またプラスチックまで有料は負担額が多
く、資源までお金とるとは。燃えないゴ
ミとの分別リサイクル意識も減ると思い
ます。市民のためにもっとよく考えてく
ださい。

　容器包装プラスチックについて、小平市では、容器包装リ
サイクル法に基づき、分別を行い、資源化を徹底すること
で、ごみの削減に努めておりますが、収集や選別の作業に多
大な経費がかかっていることを踏まえ、リサイクルだけでな
く、使い捨て容器の使用の抑制や、簡易な包装の推進などの
リデュース（発生抑制）も進めていく必要があります。
　また、無料とした場合には、容器包装プラスチックの袋
に、有料である燃えるごみや燃えないごみが多く混入されて
しまう恐れもあります。
　そのため小平市では、容器包装プラスチックを有料化の対
象に含め、手数料については、分別を徹底し、リサイクルを
推進するため、燃えるごみや燃えないごみよりも安価に設定
いたします。
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現在、自宅のすぐ前に集積所があるが、
今でも分別されていないゴミや不法投棄
されたゴミが「回収できません」の張り
紙が貼られ放置されていることがあり、
迷惑することがままあるわけだが、指定
ゴミ袋での収集や戸別収集に移行するこ
とで、他の敶地に不法に投棄するものが
増えるのではないかと危惧する。
素案では不法投棄と不適切排出に対する
対処として、警告看板の設置、パトロー
ルのこれまで以上に対忚を強化とか、積
極的な指導といったものが示されている
が、警告看板が効果を発揮するとは到底
思えず、また、これまで以上のパトロー
ルの強化や積極的な指導と言うが、これ
までのパトロールをどのように強化し、
どのような指導をどう積極的にするのか
が示されていない。
だいたい、指導すると言っても不適切排
出者を誰がどのように特定するのか甚だ
疑問である。（それができるのであれ
ば、今でも「回収できません」の張り紙
で放置するのではなく、排出者を特定し
指導して欲しいものである）
また、ゴミ有料化後の不法投棄の増加が
懸念されると書いているが、不法投棄が
予想されているのであれば、実際に不法
投棄、不適切排出されてしまったゴミは
どのように処分するのか、具体策を示す
べきである。

　戸別収集の実施により、ごみの排出者が明確になることに
よるマナーの向上が期待されますが、適正に出されていない
場合には、ごみ出しマナーや分別についての個別の案内・指
導を徹底いたします。また、分別区分も変更となりますの
で、様々な媒体を用いて、ごみや資源の出し方に関する情報
を周知してまいります。
　集合住宅の所有者や管理人に対しては、入居者のごみ出し
マナー向上に取り組んでいただけるよう、働きかけを行って
まいります。
　なお、市では、指定袋に記名欄を設けることを検討してお
ります。市として、記名を義務付けるものではありません
が、例えば、自治会や集合住宅の内部でのルールとして、名
前や部屋番号の記載を求める場合などに、ご利用いただくこ
とを考えております。
　不法投棄については、現状でも発生している問題であり、
発生した場合の対忚は、その場所を所有や管理する方にご協
力いただいており、家庭ごみ有料化実施後においても、同様
にご対忚いただくこととなります。
　市では、警告看板の設置、パトロールなどにより、不法投
棄が発生しないような対策を講じていますが、家庭ごみ有料
化実施後は、不法投棄の増加が懸念されることから、これま
で以上に、対忚を強化し、警察との連携を図ります。
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下記産経のサイトについて明確な説明が
ない限り、素案には全てにおいて反対の
意を表します。

『東京・小平市、朝鮮大学校に補助金
関連団体経由で物品購入』
【※URLはページの表題に置き換えてい
ます】（小平市：追記）

　小平市ごみ減量推進実行委員会は、ごみ減量とリサイクル
の推進を目的に設立された任意団体で、市内の団体や事業
者、市民の方々にご参加いただいております。
　市から実行委員会へ交付される補助金は、市と共催で実施
するイベントや各種講習会等の経費に充てられており、朝鮮
大学校へ補助金を支出したという事実はございません。
　しかし、本年１０月に実行委員会の会計処理において不正
支出が判明したため、それに関わった委員に対して実行委員
会が返還請求を行い、現在そのすべては弁済されました。市
は引き続き実行委員会の会計処理に問題がないか確認作業を
行っております。
　なお、実行委員会は今回の件を受け役員を交代することと
しましたが、後任の役員を選出できず、本年度の活動をもっ
て解散することが決定しております。
　また、今回の件につきましては、小平市監査委員に対して
住民監査請求がなされています。監査結果につきましては、
後日公表されます。

そ
の
他

そ
の
他
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「ごみ」の有料化は、仕方ないと思いま
すが、「容器包装プラスチック」
については、分別ならびに資源化推進を
最大限に図るならば無料にすべきだと思
います。
調布市など無料にしている自治体は他に
あるわけだけだから可能だと思います。
半額とはいえ、有料だと、有料袋を３枚
用意するのも面倒なので単身者など「燃
えるごみ」に入れて出す人が多々いて資
源化推進に反する状況が生まれやすくな
ると考えられます。
ぜひ、容器包装プラ無料化の検討をお願
いします。

　容器包装プラスチックについて、小平市では、容器包装リ
サイクル法に基づき、分別を行い、資源化を徹底すること
で、ごみの削減に努めておりますが、収集や選別の作業に多
大な経費がかかっていることを踏まえ、リサイクルだけでな
く、使い捨て容器の使用の抑制や、簡易な包装の推進などの
リデュース（発生抑制）も進めていく必要があります。
　また、無料とした場合には、容器包装プラスチックの袋
に、有料である燃えるごみや燃えないごみが多く混入されて
しまう恐れもあります。
　そのため小平市では、容器包装プラスチックを有料化の対
象に含め、手数料については、分別を徹底し、リサイクルを
推進するため、燃えるごみや燃えないごみよりも安価に設定
いたします。

有
料
化
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象
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囲
・
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104

ごみ有料化に関しまして２点意見を申し
上げたく。
1つ目に、落ち葉の無料回収は助かりま
すが、公園や緑道に捨てられるごみはプ
ラなど多いため、
有料化でボランティアの方に負担がいく
事を懸念致します。公平の観点から一般
ごみとの差別化は
難しいと思いますが自治会には活動に忚
じて定期的にごみ袋を配るなど、ご配慮
を賜りたく。

　ボランティア清掃にて回収されたごみについては、透明ま
たは半透明の袋で、正しく分別され、他のごみが混入してい
ない状態で、市で配布するシールをごみ袋に貼り付けて出し
ていただければ、無料にて収集いたします。
　シールの配布については、清掃を行う場所などによって、
所管の部署が異なります。詳しくは、今後、ごみと資源の分
別や出し方のカレンダー・パンフレット、市報などでご案内
いたします。
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2つ目に、10/19産経新聞の朝刊の２５面
に「小平市ごみ減量推進実行委員会」を
通して朝鮮総連に
資金が流れている事が指摘されていま
す。信じたくはありませんが、小平市と
しましては、
同NPO法人の会計記録など詳細を調査い
ただき、開示する説明責任があるのでは
ないでしょうか。
市長は「市の中で問題行動はない」と説
明されていますが、北朝鮮の行動は拉致
や
日本領土上のミサイル通過など、大変な
問題を起こしています。
これからも補助金を出し続ける前に、今
まで支出したと云われる約５千万円の費
用対効果の説明を求めます。
宜しくお願い致します。
以上

　小平市ごみ減量推進実行委員会は、ごみ減量とリサイクル
の推進を目的に設立された任意団体で、市内の団体や事業
者、市民の方々にご参加いただいております。
　市から実行委員会へ交付される補助金は、市と共催で実施
するイベントや各種講習会等の経費に充てられており、朝鮮
大学校へ補助金を支出したという事実はございません。
　実行委員会は、こだいら環境フェスティバルなどのイベン
トの開催、ダンボールコンポスト講習会等の各種講習会の実
施、陶磁器リサイクル、未利用食品や廃油等の回収などにも
取り組んでまいりました。
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有料化は仕方のない事かと思いますが、
袋代が高い。戸別に集収するのであれ
ば、袋に名前を書いて出すとか、見える
位置に目印（シールなど）を貼るとか、
なるべく家庭に負担の尐ないものにして
ほしい。ゴミ袋を買うでもいいですが、
とにかく５リットル１０円/枚は高いと
思う

　小平市の家庭ごみ有料化による手数料水準については、ご
みの減量効果、市民の受容性、近隣自治体の水準との均衡の
３点を考慮し、設定しております。
　ごみの減量効果については、手数料が高くなるほど、ごみ
減量効果も高くなる傾向が出ております。市民の受容性につ
いては、平成２９年１月の市民アンケートの結果では、１世
帯当たりの受容可能な負担額について、月額で「３００円以
上５００円未満」との回答が最も多くありました。そこで、
燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓ、容器包装プラスチック
を１円/ℓと仮定し、１世帯当たりの平均的な負担額を試算し
たところ、月額で４６６円となり、多くの市民が受容できる
額となっております。
　また、近隣で近年に家庭ごみ有料化を実施した、国分寺
市、立川市、東大和市、国立市、東久留米市では、小平市と
同様に、月額５００円程度の負担額となるよう手数料を設定
しており、燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓとしておりま
す。容器包装プラスチックについても、東大和市、国立市、
東久留米市が有料としており、国立市、東久留米市が１円/
ℓ、東大和市が２円/ℓとしております。
　以上のことから、小平市では、燃えるごみ・燃えないごみ
を２円/ℓ、容器包装プラスチックを１円/ℓと設定しておりま
す。
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ゴミの有料化はあって良いと思います。
プラスチックゴミで菓子袋などの軟質の
ものも収集し資源化も良いと思いますが
こちらは無料（スーパーの袋など）が良
いと思います。有料にすると結局面倒に
なり仕分け前に”別に燃えるゴミでいい
や”と思ってしまう方もいると思いま
す。
資源化、分別率を上げるのであれば、プ
ラスチックゴミは無料が良いと思いま
す。ちなみに以前住んでいた武蔵野市は
そうでした。

　容器包装プラスチックについて、小平市では、容器包装リ
サイクル法に基づき、分別を行い、資源化を徹底すること
で、ごみの削減に努めておりますが、収集や選別の作業に多
大な経費がかかっていることを踏まえ、リサイクルだけでな
く、使い捨て容器の使用の抑制や、簡易な包装の推進などの
リデュース（発生抑制）も進めていく必要があります。
　また、無料とした場合には、容器包装プラスチックの袋
に、有料である燃えるごみや燃えないごみが多く混入されて
しまう恐れもあります。
　そのため小平市では、容器包装プラスチックを有料化の対
象に含め、手数料については、分別を徹底し、リサイクルを
推進するため、燃えるごみや燃えないごみよりも安価に設定
いたします。
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有料化については、近隣でも実施されて
いることもあり特に意見はございませ
ん。
ただ、戸別収集に関しては疑問を感じま
す。
ゴミの責任ということは理解できます
が、私は早朝にゴミを出して出勤、帰り
は深夜近くになることもあります。
もしゴミの収集までに猫やカラスなどに
荒らされたら、どうなるのでしょうか？
帰るまでそのままということは十分あり
得ます。
全戸、玄関前にネットを設置するので
しょうか？
収集員さんが掃除をしてくれるわけでは
ありませんよね？
また、うっかり収集から漏れてしまうこ
とはありませんか？

　現在、ごみ集積所やそこに出されたごみの管理について
は、ご利用されている方々にて行っていただいており、戸別
収集実施後の出されたごみの管理についても、引き続き、各
世帯にてご協力いただくこととなります。
　そのため、各世帯で、必要に忚じてネットやバケツ、ごみ
箱などをご用意いただき、ご対忚いただければと考えており
ます。
　なお、市では、指定袋の作成に際し、カラスによる荒らし
被害を軽減できる加工を施します。
　戸別収集の実施にあたっては、収集漏れが発生しないよ
う、事前に各世帯の排出場所調査を行うなど、収集運搬事業
者とも連携し、十分な準備を行ってまいりますが、万が一発
生した場合には、収集に伺うよう手配いたしますので、市ま
でご連絡ください。
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集合住宅では決まった場所に、とのこと
ですが、戸建てで一人暮らし、日中不在
という家もあるということをお考えいた
だければ幸甚です。
私の地域では、戸建てにお住いの方よ
り、集合住宅にお住いの方の方がゴミ出
しルールについての無視が多いです。
猫カラス対策と共に、そちらの対策をき
ちんとされた上での移行でしたらよろし
いのですが。

　集合住宅については、敶地内に集積所を設けている場合は
これまでと変わりません。
　これまで敶地内に集積所を設けておらず、お住まいの近く
の集積所に排出していた集合住宅については、新たに敶地内
に集積所を設けていただくことになります。
　家庭ごみ有料化と合わせて戸別収集を実施することで、集
積所を利用する集合住宅においても、ごみの減量や分別の徹
底が促され、集積所の美観の向上や、集積所の管理に係るト
ラブルも現在より減尐することが見込まれます。
　戸別収集の実施により、ごみの排出者が明確になることに
よるマナーの向上が期待されますが、適正に出されていない
場合には、ごみ出しマナーや分別についての個別の案内・指
導を徹底いたします。また、分別区分も変更となりますの
で、様々な媒体を用いて、ごみや資源の出し方に関する情報
を周知してまいります。
　集合住宅の所有者や管理人に対しては、入居者のごみ出し
マナー向上に取り組んでいただけるよう、働きかけを行って
まいります。
　なお、市では、指定袋に記名欄を設けることを検討してお
ります。市として、記名を義務付けるものではありません
が、例えば、自治会や集合住宅の内部でのルールとして、名
前や部屋番号の記載を求める場合などに、ご利用いただくこ
とを考えております。
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戸別収集につきぜひ確実に実現をお願い
します。
その際有料化はやむを得ないことであ
り、財源を有効にお使いいただきたいと
思います。

　家庭ごみ有料化及び戸別収集にご理解をいただきありがと
うございます。
　ごみの減量を進めていくためには、市民の皆様のご協力が
不可欠ですので、今後とも、ごみ減量にご協力のほどよろし
くお願いいたします。
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都市化及び生活実体の変化により、町内
会は有名無実となり、私の住居近くでは
ごみの管理もままなりません。
立地的又歴史的理由により、私の家向か
いが数十年来ごみ置き場となっており、
カラス害等でそこが荒らされた場合当家
が直接被害を受けるので、私の方で管理
片づけをやらざるを得ませんし、平等な
ふたんは致しますが、不平等なそれは致
しかねます。
戸別収集については収集の手間の増加、
排ガス等の問題などでいわゆる「意識の
高い」意見をいう方々がおられるようで
すが、そういった意識の高い方々にはぜ
ひ不平等についても目を向けていただき
たいと思っています。

　日頃より、ごみ集積所の管理にご協力いただきありがとう
ございます。
　ごみ集積所については、地域によっては、地域の皆様のご
協力やご負担により、ごみ出しや管理が適切に行われている
こと、また、地域コミュニティの形成に一部寄与しているこ
とは、市としても十分に認識しております。
　一方で、多くの地域において、ごみ出しマナーに関するト
ラブルの発生や、ごみ集積所の管理に係る負担が一部の方に
偏っているなどの課題もあり、市にも数多くの相談や課題の
解決への要望が寄せられており、戸別収集に早く移行して欲
しいといった要望が年々多くなっていると認識しておりま
す。
　そのため、市としては、ごみ集積所の利用に係る課題の解
決を優先し、戸別収集への移行を提案させていただいており
ます。
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一般論で申しわけありませんが、まずご
みの分類をあまり細かくすることはよく
ないと思います。小平市は現状適切なレ
ベルと考えます。つまり必要以上にやる
とめんどうであるゆえにやる気がなくな
るということになりますので。
またリサイクルは良いのですが、その結
果むしろエネルギを使いおかしな話です
が資源を使うということになりますと本
末てんとうになりますので、全体的な状
況をよく考えて実行すべきであることは
言うまでもありません。
例えばペットボトルキャップの収集によ
りかえってコストがかかっているとの話
もききます。
すなわちリサイクル＝善といった単純な
図式ではなく合理性に基づく計画をお願
いします。

　小平市で発生したごみは、中島町の小平・村山・大和衛生
組合に搬入し、焼却や破砕といった中間処理を行っておりま
す。また、中間処理後のごみは、日の出町の二ツ塚処分場に
搬入し、焼却灰はエコセメント化処理を、破砕物は埋立処理
を行っております。
　施設を受け入れていただいている中島町や日の出町の住民
への配慮や負担軽減のため、また、二ツ塚処分場を一日でも
長く使い続けられるよう延命化を図るため、資源となるもの
については、品目毎に細かく分別を行い、資源化を徹底する
ことで、ごみ量の削減に努めております。
　今後ともご協力いただきますようお願いいたします。
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65
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66 113

小平市は、市内にある朝鮮大学校の元職
員が幹部を務める団体に毎年約２００万
円の補助金を支出し、朝鮮大学校に市の
イベントのポスター制作や飲食物などの
発注していた、という報道がありまし
た。
ごみ有料化よりも先に削減すべき補助金
があるのではないでしょうか。
ごみ有料化はこの件についての説明責任
をきちんと果たしてからにしていただき
たいです。

　小平市ごみ減量推進実行委員会は、ごみ減量とリサイクル
の推進を目的に設立された任意団体で、市内の団体や事業
者、市民の方々にご参加いただいております。
　市から実行委員会へ交付される補助金は、市と共催で実施
するイベントや各種講習会等の経費に充てられており、朝鮮
大学校へ補助金を支出したという事実はございません。
　しかし、本年１０月に実行委員会の会計処理において不正
支出が判明したため、それに関わった委員に対して実行委員
会が返還請求を行い、現在そのすべては弁済されました。市
は引き続き実行委員会の会計処理に問題がないか確認作業を
行っております。
　なお、実行委員会は今回の件を受け役員を交代することと
しましたが、後任の役員を選出できず、本年度の活動をもっ
て解散することが決定しております。
　また、今回の件につきましては、小平市監査委員に対して
住民監査請求がなされています。監査結果につきましては、
後日公表されます。

そ
の
他

そ
の
他

反
映
し
な
い

67 114

プラスチックごみを有料化は大反対で
す。プラスチックごみは袋がぎゅうぎゅ
うになるまでためることはできますが、
燃えるごみは生ごみがあり絶対に出さな
いと困るものですから収集日には必ず出
されます。その際有料ごみ袋にまだ入る
隙間があればそこにためておいた燃えな
いゴミやプラスチックごみを詰め込んで
ぎゅうぎゅうにして出します。家庭内的
には有料のごみを減らすことになります
から。資源になりうる包装（軟質プラ）
を資源に組み込むのは燃えるゴミ減量に
役立ちますが、肝心のその資源を有料に
してしまえは必ず出さないといけない燃
えるゴミに混ぜ込んで捨てる傾向に走る
のは明白。私ならそうします。

　容器包装プラスチックについて、小平市では、容器包装リ
サイクル法に基づき、分別を行い、資源化を徹底すること
で、ごみの削減に努めておりますが、収集や選別の作業に多
大な経費がかかっていることを踏まえ、リサイクルだけでな
く、使い捨て容器の使用の抑制や、簡易な包装の推進などの
リデュース（発生抑制）も進めていく必要があります。
　また、無料とした場合には、容器包装プラスチックの袋
に、有料である燃えるごみや燃えないごみが多く混入されて
しまう恐れもあります。
　そのため小平市では、容器包装プラスチックを有料化の対
象に含め、手数料については、分別を徹底し、リサイクルを
推進するため、燃えるごみや燃えないごみよりも安価に設定
いたします。

有
料
化

対
象
範
囲
・
分
別

参
考

68 115

有料化になり、個別収集が始まった場
合、今のゴミ置き場はどうなりますか？
不法投棄や公園などで飲食したゴミを捨
てないようにゴミ置き場も撤去すべきだ
と思います。
ゴミ置き場の処遇まで事前にきちんと議
論をお願いします。

　市が所有する集積所については、売却や他の用途への転用
などについて検討し、市有財産を有効に活用するよう努めま
す。

戸
別
収
集

集
積
所
の
取
扱

参
考

69 116

容器包装プラスチックゴミはかさばる
し、食品を買っても日用品を買っても消
費活動の上で必ずついて回る物です。
フードロスのように気を付けて減らせる
ゴミではないと思います。有料化の目的
の中にある、”努力次第で負担を軽減”
に当てはまらないですし、資源にもなる
ものなので無料で回収するべきだと思い
ます。

　容器包装プラスチックについて、小平市では、容器包装リ
サイクル法に基づき、分別を行い、資源化を徹底すること
で、ごみの削減に努めておりますが、収集や選別の作業に多
大な経費がかかっていることを踏まえ、リサイクルだけでな
く、使い捨て容器の使用の抑制や、簡易な包装の推進などの
リデュース（発生抑制）も進めていく必要があります。
　また、無料とした場合には、容器包装プラスチックの袋
に、有料である燃えるごみや燃えないごみが多く混入されて
しまう恐れもあります。
　そのため小平市では、容器包装プラスチックを有料化の対
象に含め、手数料については、分別を徹底し、リサイクルを
推進するため、燃えるごみや燃えないごみよりも安価に設定
いたします。
　容器包装プラスチックの減量については、ごみの処理につ
いて製造事業者や販売事業者にも一定の責任があるという
「拡大生産者責任」の考え方に基づき、小売店などの民間事
業者に対し、資源の店頭回収の拡大や、簡易包装の推進、レ
ジ袋の削減など、更なるリサイクルが行えるような環境整備
に努める働きかけを行ってまいります。
　他にも、市が、３Ｒの推進に関する取り組みを行っている
民間事業者を認定し、広報する仕組みについても検討を行う
など、事業者との連携を強化し、協力体制の構築を図ってま
いります。

有
料
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280 117
手数料が高い。せめてもう尐し安くして
ください。

　小平市の家庭ごみ有料化による手数料水準については、ご
みの減量効果、市民の受容性、近隣自治体の水準との均衡の
３点を考慮し、設定しております。
　ごみの減量効果については、手数料が高くなるほど、ごみ
減量効果も高くなる傾向が出ております。市民の受容性につ
いては、平成２９年１月の市民アンケートの結果では、１世
帯当たりの受容可能な負担額について、月額で「３００円以
上５００円未満」との回答が最も多くありました。そこで、
燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓ、容器包装プラスチック
を１円/ℓと仮定し、１世帯当たりの平均的な負担額を試算し
たところ、月額で４６６円となり、多くの市民が受容できる
額となっております。
　また、近隣で近年に家庭ごみ有料化を実施した、国分寺
市、立川市、東大和市、国立市、東久留米市では、小平市と
同様に、月額５００円程度の負担額となるよう手数料を設定
しており、燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓとしておりま
す。容器包装プラスチックについても、東大和市、国立市、
東久留米市が有料としており、国立市、東久留米市が１円/
ℓ、東大和市が２円/ℓとしております。
　以上のことから、小平市では、燃えるごみ・燃えないごみ
を２円/ℓ、容器包装プラスチックを１円/ℓと設定しておりま
す。

有
料
化

手
数
料
・
負
担
額
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考

71 118
障がい者手帳を交付されている家には減
免措置をお願いできると金銭的に助かり
ます。

　生活保護受給世帯や障がい者がいる世帯、児童扶養手当受
給世帯などの社会的配慮が必要な世帯に対し、一定の条件を
満たしている場合には、経済的負担の軽減を考慮し、所定の
枚数の指定袋を交付する方法により、手数料の一部を減免い
たします。

有
料
化

そ
の
他
実
施
方
法

反
映
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み
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120

ゴミを有料にするのは仕方ないのかもし
れませんが、ゴミ袋が高すぎます。今後
消費税もあがるかもしれないのに、さら
にゴミまで有料にして、一枚十円単位で
は高すぎます。

　小平市の家庭ごみ有料化による手数料水準については、ご
みの減量効果、市民の受容性、近隣自治体の水準との均衡の
３点を考慮し、設定しております。
　ごみの減量効果については、手数料が高くなるほど、ごみ
減量効果も高くなる傾向が出ております。市民の受容性につ
いては、平成２９年１月の市民アンケートの結果では、１世
帯当たりの受容可能な負担額について、月額で「３００円以
上５００円未満」との回答が最も多くありました。そこで、
燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓ、容器包装プラスチック
を１円/ℓと仮定し、１世帯当たりの平均的な負担額を試算し
たところ、月額で４６６円となり、多くの市民が受容できる
額となっております。
　また、近隣で近年に家庭ごみ有料化を実施した、国分寺
市、立川市、東大和市、国立市、東久留米市では、小平市と
同様に、月額５００円程度の負担額となるよう手数料を設定
しており、燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓとしておりま
す。容器包装プラスチックについても、東大和市、国立市、
東久留米市が有料としており、国立市、東久留米市が１円/
ℓ、東大和市が２円/ℓとしております。
　以上のことから、小平市では、燃えるごみ・燃えないごみ
を２円/ℓ、容器包装プラスチックを１円/ℓと設定しておりま
す。

有
料
化

手
数
料
・
負
担
額

参
考

73

戸
別
収
集

集
積
所
の
取
扱

ゴミ有料化及び戸別収集には原則的に賛
成ですが、気になる点があります。それ
は既設のゴミステーション（新築時にコ
ンクリート壁で囲まれて我が家に併設）
の扱いです。
戸別収集後もそのままの形で残ってしま
うと、今まで以上にポイ捨てや粗大ゴミ
の不法投棄が増えてしまうリスクがある
と感じます。特に有料ゴミ袋の購入を嫌
がる近隣住民以外の人がゴミステーショ
ン跡地であることをコレ幸いとに持込ん
で放置することが予測されます。
そうなれば、毎日毎日、ポイ捨てゴミの
分別や、その為の有料ゴミ袋の余分な購
入、及び他人の粗大ゴミ収集の為に粗大
ゴミ券の購入など、今まで以上に負担が
集中してしまいます。（今でも放置され
たポイ捨てゴミや粗大ゴミの自費負担を
やむなく行っています。）
ついては戸別収集と同時に、我が家に限
らず住宅に隣接したゴミステーションの
コンクリート壁の撤去やペイント及び植
樹による花壇化など、ゴミステーション
跡地に見えない対策も講じて戴きたく存
じます。
これはゴミステーション跡地全てに同じ
リスクが潜んでいる問題だと感じます。
もし、市の管轄では撤去できないのであ
れば、隣接住宅の居住者に自費での撤去
や改造等の権限を与えていただくことは
出来ないでしょうか？（看板だけでは抑
制効果薄いです）
ゴミ有料化により、これまで以上にポイ
捨てや粗大ゴミの不法投棄が増えてしま
うことは、ゴミステーション隣接住宅に
とっては死活問題です。
環境美化やステーション隣接住人の負担
を軽減するという本来の目的の為にも、
何卒前向きに対策を検討願います。

72 119
　市が所有する集積所については、売却や他の用途への転用
などについて検討し、市有財産を有効に活用するよう努めま
す。

参
考
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121 さらにゴミ管理は地区ではできてます。

　ごみ集積所については、地域によっては、地域の皆様のご
協力やご負担により、ごみ出しや管理が適切に行われている
こと、また、地域コミュニティの形成に一部寄与しているこ
とは、市としても十分に認識しております。
　一方で、多くの地域において、ごみ出しマナーに関するト
ラブルの発生や、ごみ集積所の管理に係る負担が一部の方に
偏っているなどの課題もあり、市にも数多くの相談や課題の
解決への要望が寄せられており、戸別収集に早く移行して欲
しいといった要望が年々多くなっていると認識しておりま
す。
　そのため、市としては、ごみ集積所の利用に係る課題の解
決を優先し、戸別収集への移行を提案させていただいており
ます。

戸
別
収
集

目
的
・
効
果

参
考

122

有料にするなら、リサイクルできる缶、
ペットボトル、パックなども白いトレー
にこだわらず、スーパー等に回収できる
ようにもっと多く設置して下さい。ゴミ
減量とは具体的に説明して下さい。

　ごみの処理について、製造事業者や販売事業者にも一定の
責任があるという「拡大生産者責任」の考え方に基づき、家
庭ごみ有料化に伴い、小売店などの民間事業者に対し、資源
の店頭回収の拡大や、簡易包装の推進、レジ袋の削減など、
更なるリサイクルが行えるような環境整備に努める働きかけ
を行ってまいります。
　また、市が、３Ｒの推進に関する取り組みを行っている民
間事業者を認定し、広報する仕組みについても検討を行うな
ど、事業者との連携を強化し、協力体制の構築を図ってまい
ります。
　ごみを減量するためには、リデュース（発生抑制）が最も
重要となります。お買い物の際に、不必要なものは購入しな
い、簡易包装の商品を選択し過剰包装を断るなど、ごみとな
るものを家に持ち込まなくすることで、ごみを減らすもので
す。
　その他、資源となるものの分別を徹底し、上記のとおり、
なるべく販売店に戻すことで、ごみの減量が進むものです。

有
料
化

拡
大
生
産
者
責
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123

ゴミの有料化は良いと思います。しか
し、容器包装用袋は、今まで通り、手持
ちの袋で出すことはできないのでしょう
か？
有料化にするのは、燃えるゴミと燃えな
いゴミだけで良いのではないですか？

　容器包装プラスチックについて、小平市では、容器包装リ
サイクル法に基づき、分別を行い、資源化を徹底すること
で、ごみの削減に努めておりますが、収集や選別の作業に多
大な経費がかかっていることを踏まえ、リサイクルだけでな
く、使い捨て容器の使用の抑制や、簡易な包装の推進などの
リデュース（発生抑制）も進めていく必要があります。
　また、無料とした場合には、容器包装プラスチックの袋
に、有料である燃えるごみや燃えないごみが多く混入されて
しまう恐れもあります。
　そのため小平市では、容器包装プラスチックを有料化の対
象に含め、手数料については、分別を徹底し、リサイクルを
推進するため、燃えるごみや燃えないごみよりも安価に設定
いたします。
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料
化

対
象
範
囲
・
分
別

参
考

124
それから、分別の仕方など、武蔵野市な
どはだいぶ細かくやられています。その
ようにお願いしたいです。

　小平市で発生したごみは、中島町の小平・村山・大和衛生
組合に搬入し、焼却や破砕といった中間処理を行っておりま
す。また、中間処理後のごみは、日の出町の二ツ塚処分場に
搬入し、焼却灰はエコセメント化処理を、破砕物は埋立処理
を行っております。
　施設を受け入れていただいている中島町や日の出町の住民
への配慮や負担軽減のため、また、二ツ塚処分場を一日でも
長く使い続けられるよう延命化を図るため、資源となるもの
については、品目毎に細かく分別を行い、資源化を徹底する
ことで、ごみ量の削減に努めております。
　今後ともご協力いただきますようお願いいたします。
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74
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125

戸別収集には賛成します。ただし、その
場合、以下のことを強く希望します。
戸建て住宅用に現在使用されている集積
所、特に、道路に面した場所に設置され
ていたり、設備がブロック等で作られて
いるものは、戸別収集が実施される時点
で、「すぐに、完全に、撤去」して頂き
たい。設備がネットだけならば外せばい
いが、設備がブロックなどで囲われて固
定されている集積所の場合、現在でも通
りすがりにゴミの不法投棄をする人が後
を絶たず迷惑をしているのに、ゴミ捨て
場の設備が撤去されずにそのまま残され
ると、そこにポイ捨て・不法投棄をする
人が必ず出てきて、集積所に近い住民が
大きな迷惑を被ることが予想される。

　市が所有する集積所については、売却や他の用途への転用
などについて検討し、市有財産を有効に活用するよう努めま
す。
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別
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集

集
積
所
の
取
扱

参
考

126

容器包装プラ以外の資源ゴミは、指定袋
以外の袋（スーパー袋等）でも出せるよ
うにして欲しい。
（現在でも、高齢者は拠点や回収店に持
ち込むことに困難を感じている人が多
い。）

　容器包装プラスチックを除く、ビンやカン、ペットボト
ル、紙類などのその他の資源については、無料にて収集いた
します。

有
料
化

対
象
範
囲
・
分
別

参
考

127
指定袋はプライバシーが守られるような
配慮のあるものにして欲しい。（見られ
たくないゴミもある）

　指定袋については、プライバシーへの配慮については十分
に認識しておりますが、収集時の中身の確認のため、一定程
度の透過性は必要となります。そのため、市では、これまで
ご利用いただいていた袋と同様に、指定袋についても半透明
とすることを考えております。
　なお、各戸の具体的な排出場所については、調査を行う予
定です。排出場所へのご要望などがある場合には、その際に
個別にご相談ください。また、各戸にてネットやバケツなど
をご用意いただき、出していただいても構いません。

戸
別
収
集

指
定
有
料
袋

参
考

128

現在燃えるごみになっている軟質容器包
装プラまで包装容器プラとして回収対象
にされるようだが、軟質のものまで洗っ
て出させられるのは、やめて欲しい。
（水と洗剤と手間の量が甚だしい）

　容器包装リサイクル法では、容器包装廃棄物を、消費者は
分別しての排出、市町村は分別収集、事業者は再商品化とい
う、３者の役割分担を定め、一体となった容器包装廃棄物の
削減への取り組みを義務づけております。
　そのため市では、容器包装プラスチックを焼却するのでは
なく、分別収集しリサイクルしております。平成３１年４月
からは、小平・村山・大和衛生組合、武蔵村山市及び東大和
市と共同して、容器包装プラスチックとペットボトルの選別
処理を行う「小平・村山・大和衛生組合資源物中間処理施
設」が稼働することに伴い、これまでリサイクルしていな
かったレジ袋やお菓子の包装など軟質のものも含めた、全量
の容器包装プラスチックのリサイクルが可能となります。
　今後とも、ごみの減量と３Ｒの推進のため、容器包装プラ
スチックの資源化を進めてまいりますので、ご協力いただき
ますようお願いいたします。

有
料
化

対
象
範
囲
・
分
別

参
考
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129
収集頻度が素案のような尐ない回数で
は、生活に支障が出て困る。不法投棄や
ゴミ難民が増える可能性もある。

　戸別収集を実施することで、ごみの収集箇所が増加し、収
集作業も増大しますが、合わせて、収集頻度の見直しや収集
地区割りの細分化を行い、収集作業の曜日間の平準化や効率
化を図ります。
　燃えないごみの収集頻度については、従来の毎週１回か
ら、４週に１回に変更となりますが、小平・村山・大和衛生
組合にごみを搬入している武蔵村山市と東大和市が、４週に
１回または毎月１回としており、収集頻度を合わせるように
しております。
　また、小平市は、市民１人あたりの燃えないごみの量が、
武蔵村山市や東大和市と比べて非常に多くなっております。
現状、燃えないごみの中に、容器包装プラスチックが多く混
入しており、家庭ごみ有料化による発生抑制や、容器包装プ
ラスチックの全量資源化による分別の徹底により、燃えない
ごみの量を大きく減らしていけるものと考えております。
　そのため、武蔵村山市や東大和市と同様、小平市において
も、４週に１回の収集でご不便なく、ご対忚いただけるもの
と考えております。
　なお、燃えるごみについては、これまでどおり、週に２回
の収集となります。

そ
の
他

収
集
頻
度

参
考

130

ゴミ処分全般に関することだが、収集方
法を変更するのを機に、粗大ごみの持ち
込みが（月に1度でも）土日にできるよ
うに、また、市役所に寄らずに処理場に
直行で持ち込めるようにして欲しい。
（他の市区町村に比べ、小平市は大変不
便だと感じている。）
以上、よろしくお願いいたします。

　粗大ごみの小平・村山・大和衛生組合への持ち込みについ
ては、小平・村山・大和衛生組合や武蔵村山市、東大和市と
連携して検討を進めてまいります。

そ
の
他

そ
の
他

参
考

76 131

ゴミの有料化大賛成です　そして、個別
収集も是非合わせて実施してください
今まで、ずっと１人で回収所の後片付け
をやって来ました　声をかけたこともあ
りましたが、協力してくれる人が１人
だったので、個別収集を切望します

　家庭ごみ有料化及び戸別収集にご理解をいただきありがと
うございます。
　ごみの減量を進めていくためには、市民の皆様のご協力が
不可欠ですので、今後とも、ごみ減量にご協力のほどよろし
くお願いいたします。

戸
別
収
集

目
的
・
効
果

参
考

77 132

玉川上水路や緑地が気に入って転入し40
年が経過しました。自宅も2回建て直し
ましたが、生け垣・庭木は当初のまま
ズーッと温存し、春秋最低でも2回の剪
定は欠かしません。ゴミは多量で小出し
にして来ました。枝木・落葉は原則無料
とありますが原則の解釈に悩みます。今
迄自力でやってきましたが今後加齢の問
題もあり、業者委託も考慮すると手間賃
の他ごみ撤去料を別途請求されないか気
掛かりです。緑化運動と剪定枝の有料化
は矛盾すると思えます。

　枝木については、これまでどおり、長さ５０ｃｍ・直径３
０ｃｍ未満で、ひもで束ねてお出しください。落ち葉や草に
ついては、透明または半透明の袋で、他のごみが混入してい
ない状態でお出しください。１回につき、原則５束もしくは
５袋までは無料で収集いたします。
　ただし、庭木の剪定を業者に依頼した場合には、事業系ご
みとして有料となり、排出方法も異なりますので、枝木や落
ち葉等の引き取りまで合わせて剪定業者に依頼していただき
ますようお願いいたします。

有
料
化

対
象
範
囲
・
分
別

参
考

133

戸別収集になることにより収集効率が低
下し、作業員の方の業務量増加は、市の
経費負担の増加につながると考えられま
す。現在の集積所収集にかかる費用、戸
別収集にかかる費用の妥当性を判断する
うえでも、前後の見積もりの公開をお願
いいたします。集積所収集によって、マ
ナーが悪く、収集後に分別作業が発生し
ている場合は、その費用も見積もった費
用計上をお願いいたします。

　近年に戸別収集を実施している近隣の自治体の事例を見ま
すと、自治体により実施方法に差異があるため、バラつきが
ありますが、収集経費はおおむね１～３割の増加となってお
ります。小平市においても、同程度の増加を見込んでおり、
経費の増加の抑制するため、収集頻度の見直しや収集地区割
りの細分化を行い、収集作業の効率化を図ってまいります。
　なお、実施に係る経費などの情報は、定期的に公開してま
いります。

そ
の
他

経
費
・
収
支
見
込
み

参
考

134

また、戸別収集に変更することによっ
て、現状ある集積所スペースをどのよう
に使用していくかの方法をおたずねしま
す。

　市が所有する集積所については、売却や他の用途への転用
などについて検討し、市有財産を有効に活用するよう努めま
す。

戸
別
収
集

集
積
所
の
取
扱

参
考78
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135

最後に、戸別収集は特にマナー向上や分
別意識の醸成に効果的と考えますが、効
率性の低下という観点で、実施期間をマ
ナー向上までの一定期間という考え方の
検討はなされたのでしょうか。
以上3点についておたずねいたします。
よろしくお願いいたします。

　多くの地域において、ごみ出しマナーに関するトラブルの
発生や、ごみ集積所の管理に係る負担が一部の方に偏ってい
るなどの課題もあり、市にも数多くの相談や課題の解決への
要望が寄せられており、戸別収集に早く移行して欲しいと
いった要望が年々多くなっていると認識しております。
　そのため、市としては、ごみ集積所の利用に係る課題の解
決を優先し、戸別収集への移行を提案させていただいており
ます。
　なお、戸別収集の実施によるマナーの向上や分別意識の醸
成は、排出者が明確になることによるものであると考えてお
り、実施期間を限定することは考えておりません。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

79 136

当地区では、ゴミ集積所を別途確保(私
有地)し、ゴミボックス(鍵付)も設置の
上利用者で管理している。路上ではない
集積所においては従来通りの収集をお願
いしたい。
理由としては
今現在、収集時間がお昼頃と遅いため、
朝ゴミだし後の監視ができない世帯(共
働き)が多く、不法投棄やカラスに荒ら
される可能性も高まる。
住民自ら集積場所を確保し、自ら合意し
たルールで管理をしている場合、「集積
所の管理に関わる市民の負担のばらつき
を解消するため」といった市の関与は必
要ない！
当地区は、私有地に集積所を設けている
ので市の指摘する理由は当てはまらな
い！
敶地内に長時間放置する方が街の美観の
向上にならない！
現状より悪化させないでいただきたい！
現在、集積所やゴミボックスを別途設置
しているところは有料化後も現状収集で
お願いしたい！！！

　ごみ集積所の管理については、利用者の皆様でご協力いた
だいているところもありますが、一方で、十分な管理がされ
ておらず、ごみ出しマナーが守られていなかったり、カラス
などによる被害が発生している集積所も多くあります。ま
た、高齢化の進展により、ごみ集積所へのごみ出しが困難な
世帯が増加することが予想されるとともに、現状では適切な
維持管理がされている集積所でも、転出・転入や高齢化の進
展などライフスタイルの変化によって、将来的に集積所の維
持管理が困難になる可能性があります。
　そのため、継続的に安定した収集体制を構築するため、戸
建住宅については、道路形態など特殊な事情がある場合を除
き、原則すべて、集積所を廃止し、戸別収集を実施いたしま
す。
　戸別収集の具体的なごみの排出場所については、今後、各
世帯の調査を行い、きめ細かに対忚させていただきますの
で、ご協力をよろしくお願いいたします。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

137

一般廃棄物処理基本計画（改定）案に賛
成です。有料化がゴミを減らす努力に繋
がり、戸別収集にすることで責任の所在
がはっきりするのでルールを守る人が増
えると思います。

　家庭ごみ有料化及び戸別収集にご理解をいただきありがと
うございます。
　ごみの減量を進めていくためには、市民の皆様のご協力が
不可欠ですので、今後とも、ごみ減量にご協力のほどよろし
くお願いいたします。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

138

個人的には、福岡市の夜間回収は費用が
かさんでいても市民の満足度が高いこと
を知り、学ぶべきところがあると感じて
います。

　夜間収集については、経費、収集時の騒音、搬入先の施設
との調整、搬入先の周辺住民への配慮など、実施にむけた課
題が数多くあるため、現時点では検討しておりません。

戸
別
収
集

収
集
時
間

参
考

81 139

家庭ごみ有料化戸別収集に賛成します。
集積所の管理、清掃の当番が皆さん大変
のようです（共働きの人　勤めている人
等）

　家庭ごみ有料化及び戸別収集にご理解をいただきありがと
うございます。
　ごみの減量を進めていくためには、市民の皆様のご協力が
不可欠ですので、今後とも、ごみ減量にご協力のほどよろし
くお願いいたします。

戸
別
収
集

目
的
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果
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考
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140
①自宅軒端が集積所となっていますが、
廃棄する皆さんがマナを守っているの
で、何の不都合も生じていません。

　ごみ集積所の管理については、利用者の皆様でご協力いた
だいているところもありますが、一方で、十分な管理がされ
ておらず、ごみ出しマナーが守られていなかったり、カラス
などによる被害が発生している集積所も多くあります。ま
た、高齢化の進展により、ごみ集積所へのごみ出しが困難な
世帯が増加することが予想されるとともに、現状では適切な
維持管理がされている集積所でも、転出・転入や高齢化の進
展などライフスタイルの変化によって、将来的に集積所の維
持管理が困難になる可能性があります。
　そのため、継続的に安定した収集体制を構築するため、戸
建住宅については、道路形態など特殊な事情がある場合を除
き、原則すべて、集積所を廃止し、戸別収集を実施いたしま
す。

戸
別
収
集

目
的
・
効
果

参
考

141
②調布市は早くから戸別収集を実施して
いますが、有料ではありません。

　調布市では、平成１６年２月から戸別収集を実施し、同年
４月から家庭ごみ有料化を実施しております。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

142

③今回の衆議院選挙に於て、維新の党が
消費増税凍結を表示し、増税しなくても
大阪では既に教育費無償化を実施してい
ると为張しました。そんな方法をぜひ研
究していただきたい。
④高齢者の年金は目減の傾向にあり、医
療費、介護費の負担増が伝えられていま
す。お先まっくらな感じの最中、負担増
となる有料化に反対します。

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

143 ゴミ有料化に賛成です。

　家庭ごみ有料化にご理解をいただきありがとうございま
す。
　ごみの減量を進めていくためには、市民の皆様のご協力が
不可欠ですので、今後とも、ごみ減量にご協力のほどよろし
くお願いいたします。

そ
の
他

そ
の
他

参
考

144

但し、容器包装プラスチックについて
は、リサイクルされるのですから、有料
のゴミ袋でなく、他のリサイクル物品同
様に回収箱などで回収していただきたい
です。

　容器包装プラスチックについて、小平市では、容器包装リ
サイクル法に基づき、分別を行い、資源化を徹底すること
で、ごみの削減に努めておりますが、収集や選別の作業に多
大な経費がかかっていることを踏まえ、リサイクルだけでな
く、使い捨て容器の使用の抑制や、簡易な包装の推進などの
リデュース（発生抑制）も進めていく必要があります。
　また、無料とした場合には、容器包装プラスチックの袋
に、有料である燃えるごみや燃えないごみが多く混入されて
しまう恐れもあります。
　そのため小平市では、容器包装プラスチックを有料化の対
象に含め、手数料については、分別を徹底し、リサイクルを
推進するため、燃えるごみや燃えないごみよりも安価に設定
いたします。
　容器包装プラスチックの減量については、ごみの処理につ
いて製造事業者や販売事業者にも一定の責任があるという
「拡大生産者責任」の考え方に基づき、小売店などの民間事
業者に対し、資源の店頭回収の拡大や、簡易包装の推進、レ
ジ袋の削減など、更なるリサイクルが行えるような環境整備
に努める働きかけを行ってまいります。
　他にも、市が、３Ｒの推進に関する取り組みを行っている
民間事業者を認定し、広報する仕組みについても検討を行う
など、事業者との連携を強化し、協力体制の構築を図ってま
いります。
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145

普段分別に気を使っておりますが、冊子
「ごみと資源の出し方」を見ても、わか
らないものもたまにあります。わからな
い場合の問い合わせ先をスマホのアプリ
など調べられるように充実していただき
たいです。

　平成３１年４月からは、家庭ごみ有料化及び戸別収集への
移行、軟質の容器包装プラスチックの分別区分の変更、収集
スケジュールの変更など、ごみと資源の出し方が大幅に変更
になります。
　そのため、市報への掲載の他、収集のカレンダーとパンフ
レットが一体となった冊子を作成し、事前に市内全戸に配布
いたします。カレンダーやパンフレットについては、わかり
やすくごみと資源をお出しいただけるよう、内容や表現の見
直しについて検討いたします。
　また、スマートフォンからも手軽に情報が得られるよう、
ごみ分別アプリの更なる活用についても検討いたします。
　その他、新しい制度への移行が円滑に進むよう、地域に出
向いての説明会や各種周知啓発により、市民の皆様にわかり
やすく情報提供を行ってまいります。

そ
の
他

周
知
・
案
内

参
考

146

ゴミの回収が個人宅毎となり、大変にな
るので、焼却炉など回収場所に持ってい
けば無料になるなどの施策も検討いただ
きたいです。

　戸別収集の実施による、ごみを出した方の明確化について
は、負担を強いるものではなく、明確化によるごみ出しマ
ナーの向上につながるものであり、ごみ出しの手間の軽減、
集積所の管理に係る負担の軽減などのメリットもあるものと
考えております。
　焼却施設などへ無料で持ち込みとした場合には、分別がさ
れているかの確認が難しく、ごみの減量につながらないなど
の課題があるため、現時点では検討しておりません。

戸
別
収
集

目
的
・
効
果

参
考

147

リユースできるものは、収集したら、市
民に再利用してもらえるように、展示場
所を用意し、いつでも再利用を希望する
市民に引き取ってもらえるようにして頂
きたい。
リユースできるものの引き取り手がいな
い場合は、リサイクルショップやネット
で販売し、市の税収にするなども検討い
ただきたいです。

　リユース（再利用）については、現在、市のホームページ
や市役所内の掲示板を利用した生活用品交換コーナーを設け
ておりますが、今後のコーナーの拡充や、リユースのより一
層の推進については、民間での取組も考慮し、需要や費用対
効果などを見極めながら、検討してまいります。

そ
の
他

そ
の
他

参
考

148

資源ごみなのに、ゴミとして出す方が多
いと思われます。特に雑紙。資源は何か
ということをもっとアピールした方がよ
いと思います。

　市では、現状、燃えるごみの中に雑がみが多く踏まれてい
ることを踏まえ、雑がみリサイクルの促進のため、市民の皆
様への周知徹底に努めてまいります。

そ
の
他

周
知
・
案
内

反
映
済
み

149

戸別収集を行う理由として４点書かれて
いますが、どれも納得できないのです。
集合住宅は戸別収集の対象外とするのは
なぜですか。それではごみを出す人が明
確にはならない。また、集合住宅にも高
齢者や障害者はいます。戸建住宅よりも
ごみ出しは負担になっている人も多いは
ずです。

　戸別収集は、基本的に建物を単位にした収集ですので、集
合住宅については、まとめて１戸と考えて収集いたします。
　市では、高齢者や障がい者でごみ出しが困難な方に対し、
ご自宅の玄関先までごみを取りに行く、「ふれあい収集」を
実施しています。家庭ごみ有料化や戸別収集実施後も引き続
き継続しますので、ご希望の方は担当部署にご相談くださ
い。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

150

それから、街の美観を考えれば、そこら
じゅうの家の前にごみが置かれている方
が务ることは、小金井市を見てて思いま
す。管理員も集合住宅に毎日いるとは限
らないです。

　街の美観については、現在でも、地域によってはごみ集積
所の十分な管理がなされておらず、ごみ出しマナーが守られ
ていない場合や、カラスなどの被害によりごみが散らかって
しまったままの場合など、景観を損ねている状況がありま
す。
　そのため、戸別収集の実施により、ネットやバケツの利用
も含めて、各世帯が責任を持って出したごみの管理を行うこ
とで、美観の向上につながるものと考えております。

戸
別
収
集

目
的
・
効
果

参
考

83
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151

ごみと資源をしっかり分別してもらう為
には、容器包装プラスチックは有料にし
ないことがポイントとなると思います。
多尐、袋の値段に差を付けたところで菓
子袋などは今まで通り「燃えるごみ」に
出されてしまうことでしょう。

　容器包装プラスチックについて、小平市では、容器包装リ
サイクル法に基づき、分別を行い、資源化を徹底すること
で、ごみの削減に努めておりますが、収集や選別の作業に多
大な経費がかかっていることを踏まえ、リサイクルだけでな
く、使い捨て容器の使用の抑制や、簡易な包装の推進などの
リデュース（発生抑制）も進めていく必要があります。
　また、無料とした場合には、容器包装プラスチックの袋
に、有料である燃えるごみや燃えないごみが多く混入されて
しまう恐れもあります。
　そのため小平市では、容器包装プラスチックを有料化の対
象に含め、手数料については、分別を徹底し、リサイクルを
推進するため、燃えるごみや燃えないごみよりも安価に設定
いたします。
　平成３１年４月からは、家庭ごみ有料化及び戸別収集への
移行、軟質の容器包装プラスチックの分別区分の変更、収集
スケジュールの変更など、ごみと資源の出し方が大幅に変更
になります。
　そのため、市報への掲載の他、収集のカレンダーとパンフ
レットが一体となった冊子を作成し、事前に市内全戸に配布
いたします。カレンダーやパンフレットについては、わかり
やすくごみと資源をお出しいただけるよう、内容や表現の見
直しについて検討いたします。
　また、スマートフォンからも手軽に情報が得られるよう、
ごみ分別アプリの更なる活用についても検討いたします。
　その他、新しい制度への移行が円滑に進むよう、地域に出
向いての説明会や各種周知啓発により、市民の皆様にわかり
やすく情報提供を行ってまいります。

有
料
化

対
象
範
囲
・
分
別

参
考

152

それから、現在殆どの家庭がスーパーの
袋をゴミ出しに使っています。指定有料
袋は石油から作られるのか知りません
が、わざわざ作る事自体が資源の無駄遣
いになってしまうと思います。スーパー
でもらった袋をごみ袋に再利用すること
もリユース。スーパーの袋がごみ袋とし
て使えないとなると、そのままゴミにな
るか、有料袋を被せて２重にすればゴミ
は増えます。シールを検討してくださ
い。

　为な手数料の徴収方法には、「シール制」と「指定袋制」
があります。シール制には、レジ袋などをごみ袋として使用
できるというメリットがありますが、容量に見合ったシール
を貼ることが難しく、排出容量に見合った料金の徴収が困難
となります。また、シールがはがれてしまう可能性があるこ
となどのデメリットもあります。そのため、市では、家庭ご
み有料化を実施している、全国のほとんどの自治体や多摩地
域の全ての自治体で採用している「指定袋制」を採用いたし
ます。
　なお、有料化の対象となっていない品目については、従来
どおり、レジ袋などをご利用いただけますが、これまでより
も、レジ袋の使用回数は減尐するため、お買い物の際にはマ
イバッグを持参しレジ袋を受け取らないなど、レジ袋の削減
を推進してまいります。

有
料
化

そ
の
他
実
施
方
法

参
考

153 ・ごみ袋の料金が高いのでは。

　小平市の家庭ごみ有料化による手数料水準については、ご
みの減量効果、市民の受容性、近隣自治体の水準との均衡の
３点を考慮し、設定しております。
　ごみの減量効果については、手数料が高くなるほど、ごみ
減量効果も高くなる傾向が出ております。市民の受容性につ
いては、平成２９年１月の市民アンケートの結果では、１世
帯当たりの受容可能な負担額について、月額で「３００円以
上５００円未満」との回答が最も多くありました。そこで、
燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓ、容器包装プラスチック
を１円/ℓと仮定し、１世帯当たりの平均的な負担額を試算し
たところ、月額で４６６円となり、多くの市民が受容できる
額となっております。
　また、近隣で近年に家庭ごみ有料化を実施した、国分寺
市、立川市、東大和市、国立市、東久留米市では、小平市と
同様に、月額５００円程度の負担額となるよう手数料を設定
しており、燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓとしておりま
す。容器包装プラスチックについても、東大和市、国立市、
東久留米市が有料としており、国立市、東久留米市が１円/
ℓ、東大和市が２円/ℓとしております。
　以上のことから、小平市では、燃えるごみ・燃えないごみ
を２円/ℓ、容器包装プラスチックを１円/ℓと設定しておりま
す。

有
料
化

手
数
料
・
負
担
額

参
考

85

84

41



番
号

枝
番

意見等 検討結果
分
類
１

分
類
２

対
忚

154

・隣人のゴミ出しマナーが悪いので地域
のトラブルが多くなる。
◎ごみ出しは、隣地境界から１ｍ離すよ
う、市で定める事。
◎ごみは、絶対に道路に置かせないよ
う、市で定める事。

　基本的には、敶地内で、道路からごみを取りやすい場所に
ごみを出していただければと考えております。
　戸別収集の具体的なごみの排出場所については、今後、各
世帯の調査を行い、状況に忚じてきめ細かに対忚させていた
だきます。
　隣地境界から距離については、敶地の形態などの要因によ
り、困難となる場合も考えられるため、現状では、市として
１ｍ以上離すことを義務付けることは考えておりません。
　道路上へのごみ出しについては、現在は集積所として利用
している場所も多くありますが、交通安全や美観の向上、管
理の負担の軽減などため、戸別収集の実施に伴い廃止するこ
とといたします。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

86 155

お世話様になっています。
意見：廃棄物の処理、有料化は大賛成で
す。ですが、ペットボトルなどのリサイ
クルできる物に関しては、透明ビニール
袋に入れて出せば、有料袋でなくても可
能と思います。以前住んでいた八王子市
では、そのように扱っていました。

　家庭ごみ有料化にご理解をいただきありがとうございま
す。
　ペットボトルなどの、容器包装プラスチック以外の資源に
ついては、無料にて収集いたします。

有
料
化

対
象
範
囲
・
分
別

参
考

156

まず26市中24市の家庭ゴミ実施　残る武
蔵村山市　小平市が遅れた訳ではなく
今まで　市民にとって最良の選択だと判
断されたのではないでしょうか
他の市はどうであれ　まず小平市として
考えてほしい

　小平市の家庭ごみ有料化による手数料水準については、ご
みの減量効果、市民の受容性、近隣自治体の水準との均衡の
３点を考慮し、設定しております。
　ごみの減量効果については、手数料が高くなるほど、ごみ
減量効果も高くなる傾向が出ております。市民の受容性につ
いては、平成２９年１月の市民アンケートの結果では、１世
帯当たりの受容可能な負担額について、月額で「３００円以
上５００円未満」との回答が最も多くありました。そこで、
燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓ、容器包装プラスチック
を１円/ℓと仮定し、１世帯当たりの平均的な負担額を試算し
たところ、月額で４６６円となり、多くの市民が受容できる
額となっております。
　また、近隣で近年に家庭ごみ有料化を実施した、国分寺
市、立川市、東大和市、国立市、東久留米市では、小平市と
同様に、月額５００円程度の負担額となるよう手数料を設定
しており、燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓとしておりま
す。容器包装プラスチックについても、東大和市、国立市、
東久留米市が有料としており、国立市、東久留米市が１円/
ℓ、東大和市が２円/ℓとしております。
　以上のことから、小平市では、燃えるごみ・燃えないごみ
を２円/ℓ、容器包装プラスチックを１円/ℓと設定しておりま
す。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

157

ゴミ袋の購入先は　店の選択より　実施
を決断された小平市が各袋（大きさ）の
1枚売りの実施　もちろん持ち帰り袋は
禁止これもゴミのうち　マイバック持参
になりますが　落ち着くまで市役所で販
売　ごみの捨て方を希望する方のご指導
願います

　指定袋の取扱店については、現在、粗大ごみ処理シールを
取り扱っている販売店のほか、市内の小売店、スーパーマー
ケット及びコンビニエンスストアなどにも広く依頼してまい
ります。
　また、市民の皆さまの利便性を考慮し、近隣市での取扱も
依頼していきたいと考えております。
　なお、有料化の対象となっていない品目については、従来
どおり、レジ袋などをご利用いただけますが、これまでより
も、レジ袋の使用回数は減尐するため、お買い物の際にはマ
イバッグを持参しレジ袋を受け取らないなど、レジ袋の削減
を推進してまいります。
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158

買い物も市街に行く事も多く　特に魚な
どの購入等はトレー抜きでは購入できず
店の中で袋に詰め替えての作業となりま
す　他の市の皆様はすでに実施していま
す
白トレーはお店で　色付きは市の取り扱
いは　今の現状ですが　今後　店でト
レーに関して全部引き取ってほしい　店
の責任において　引き取れないトレーの
販売は小平市としては販売禁止の処置を
ゴミ問題は金銭問題とは　別のもの

　ごみの処理について、製造事業者や販売事業者にも一定の
責任があるという「拡大生産者責任」の考え方に基づき、家
庭ごみ有料化に伴い、小売店などの民間事業者に対し、資源
の店頭回収の拡大や、簡易包装の推進、レジ袋の削減など、
更なるリサイクルが行えるような環境整備に努める働きかけ
を行ってまいります。
　また、市が、３Ｒの推進に関する取り組みを行っている民
間事業者を認定し、広報する仕組みについても検討を行うな
ど、事業者との連携を強化し、協力体制の構築を図ってまい
ります。

有
料
化

拡
大
生
産
者
責
任

反
映
済
み

159

生ゴミの処理に関して　鳥対策は出来た
として　猫対策はどうなりますか
各家庭の　プラスチック　たとえば蓋つ
き　ポリペールの容器に入れるのは可能
ですか

　各世帯で、必要に忚じてネットやバケツ、ごみ箱などをご
用意いただき、ご対忚いただければと考えております。

戸
別
収
集

鳥
獣
対
策

参
考

88 160

北朝鮮のミサイル発射や核実験に資する
政策を推進する小平市が日本国民から批
判の的となっています。このままではゴ
ミ問題への協力意欲どころか、納税意欲
さえも失せて行く事でしょう！全くとん
でもない日本の敵「小平市」と成り下
がった！！

　小平市ごみ減量推進実行委員会は、ごみ減量とリサイクル
の推進を目的に設立された任意団体で、市内の団体や事業
者、市民の方々にご参加いただいております。
　市から実行委員会へ交付される補助金は、市と共催で実施
するイベントや各種講習会等の経費に充てられており、朝鮮
大学校へ補助金を支出したという事実はございません。

そ
の
他

そ
の
他

反
映
し
な
い

161

89

参
考

実
施
方
法

戸
別
収
集

　現在、市内には数多くの道路上のごみ集積所が設けられて
おります。
　ごみ集積所の管理については、利用者の皆様でご協力いた
だいているところもありますが、一方で、十分な管理がされ
ておらず、ごみ出しマナーが守られていなかったり、カラス
などによる被害が発生している集積所も多くあります。ま
た、高齢化の進展により、ごみ集積所へのごみ出しが困難な
世帯が増加することが予想されるとともに、現状では適切な
維持管理がされている集積所でも、転出・転入や高齢化の進
展などライフスタイルの変化によって、将来的に集積所の維
持管理が困難になる可能性があります。
　そのため、継続的に安定した収集体制を構築するため、戸
建住宅については、道路形態など特殊な事情がある場合を除
き、原則すべて、集積所を廃止し、戸別収集を実施いたしま
す。
　市が所有する集積所については、売却や他の用途への転用
などについて検討し、市有財産を有効に活用するよう努めま
す。

共有敶地内のごみ集積所を廃止する件に
ついては全く同意いたしかねます。
これまで一定規模の住宅地の開発に際し
ては共有敶地内にごみ置き場の設置を行
政指導？していただいたおかげで市内の
比較的新しい住宅地には必ずごみ置き場
が設置されていて住民の共同管理により
清潔に維持されております。御幸町地域
でのごみ集積所の写真を添付しましたの
で参考にしてください。
御幸町に３０年住んでおりますがごみ出
しでのトラブルはカラスの件以外は聞い
たことがありません。桜の頃花見客がご
みを捨てていったという苦情はありまし
たがこれはモラルの問題で戸別収集に
なっても変わりはありません。

「戸別収集について、希望に忚じて集積
所の利用の継続を認めた場合には、どの
家庭が集積所を利用し、どの家庭が戸別
収集となるのかの把握が難しく、収集作
業に混乱をきたす恐れがあるため」のコ
メントですが現状がすでに新しく開発さ
れた地区にはごみ集積所が設けられてお
り一部古い住宅街では道路際に集積され
ているところもあり戸別に置いてあると
ころもありますが特に混乱をきたしてい
るとは思えません。いつも迅速に収集し
ていただいており感謝しているところで
す。集積所の廃止理由にはまったくなり
ません。
ごみ集積所はその地域の住民が住宅を購
入する際にコストを負担して設置しごみ
収集の効率化に協力してきた貴重な生活
のインフラです。それを今になって突然
「トラブルのもと」とか「作業が混乱す
る」とかの不明瞭な理由で廃止するのは
とても納得がいきません。見識を疑いま
す。
廃止したごみ置場はどうするのですか？
小平市で買い取ってくれるのですか？
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162

戸別収集にした場合のもう一つ問題があ
ります。ごみ収集のためとはいえ人の家
の敶地内に作業員が頻繁に入ってくるこ
とに抵抗を感じる人も多いと思います。
敶地内にある私物を間違えて持っていか
れたら誰が責任を取るのですか？うっか
り敶地内に物も置けなくなります。作業
員に紛れて悪意のある人間が侵入しない
とも限りません。

　基本的には、敶地内で、道路からごみを取りやすい場所に
ごみを出していただければと考えております。
　戸別収集の具体的なごみの排出場所については、今後、各
世帯の調査を行い、状況に忚じてきめ細かに対忚させていた
だきます。

戸
別
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集
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古い戸建て住宅にはごみ収集車も入らな
い細い路地もありますが今は通りまで
持ってきて集積していますが戸別収集に
なれば奥の奥まで作業員が走り回らなけ
ればなりません。非効率甚だしいです。
効率化志向の世の中でいかにも時代逆行
のようで滑稽でもあります。

　戸別収集を実施することで、ごみの収集箇所が増加し、収
集作業も増大しますが、合わせて、収集頻度の見直しや収集
地区割りの細分化を行い、収集作業の曜日間の平準化や効率
化を図ります。
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確かに目の前までごみを取りに来てくれ
るのはありがたい話ですが高齢者や障碍
者云々の話は別の問題で地域の連帯や協
力で解決すべき話で集積所廃止の理由に
は全くなりません。

　地域の連帯や協力により支援を行うことは望ましいことと
考えますが、市内全体でみると、地域による支援が困難な場
合も数多くあります。
　そのため、戸別収集の実施を要望する声が市にも多く寄せ
られていることを踏まえ、戸別収集を実施することとしてお
ります。

戸
別
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集

目
的
・
効
果

参
考

165

戸別にばらしておきながら「カラス対策
は個人の責任で行いなさい」とはあまり
にも無責任ではありませんか。戸別にす
るなら着脱可能な小平市仕様の防烏ネッ
トやポリバケツを無料で支給しますぐら
いの具体策を示すべきでしょう。

この問題は小平市のみの話ではないので
メディアに一報すれば自治体の施策を比
較する上での格好の話題になることうけ
あいです。

よろしくご検討のうえ回答お願いしま
す。

　現在、ごみ集積所やそこに出されたごみの管理について
は、ご利用されている方々にて行っていただいており、戸別
収集実施後の出されたごみの管理についても、引き続き、各
世帯にてご協力いただくこととなります。
　そのため、各世帯で、必要に忚じてネットやバケツ、ごみ
箱などをご用意いただき、ご対忚いただければと考えており
ます。
　なお、市では、指定袋の作成に際し、カラスによる荒らし
被害を軽減できる加工を施します。

戸
別
収
集

鳥
獣
対
策

反
映

89

44



番
号

枝
番

意見等 検討結果
分
類
１

分
類
２

対
忚

［初めに］
　小平市の一般廃棄物の処理計画は「廃
棄物処理法」という法律により、小平市
区域内から発生するごみの適正処理につ
いは、小平市一般廃棄物処理基本計画に
より処理されています。また、この会計
は一般会計の中で処理されています。
［有料化］
　「ごみの有量化とは」、ごみの排出量
に忚じて料金を取ることでごみの排出量
を削減する方法で、一般にごみ袋を有料
化する方法が用いられています。
　住民は、小平市が指定したごみ袋を購
入してごみを出します。ごみ袋料金は自
治体によって異なりますが、ごみ袋の１
枚当たり10～50円程度の料金で設定され
ているところが大半です。　※一般家庭
では月額500円位と想定
　ごみを有料化(予定)すること以前は、
家庭ごみの回収費用は税金で負担される
ため、ごみを増やしても住民の負担額は
かわりません。
　ごみ袋が有料化されると、ごみを減
らすほど負担額も減るので、ごみを削
減しようとする動機付になります。
　たとえば、生ごみ処理機で堆肥にし、
分別を徹底してごみを減量化しようとす
る効果が期待されます。
［戸別収集］
　家庭ごみの個別収集と有料化は、ごみ
の発生抑制・減量化を推進させるため、
ごみ問題に対する住民の意識が向上し、
ごみ削減への意識改革が行われる効果も
考えられます。さらに、自治体から見る
とごみ袋を有料化すると収入を得る効果
もあります。
　小平市が有料化を実施するうえでの、
最も大きな課題は住民の理解を得ること
です。
［重点・啓発活動］
1)ごみ処理政策の基本
　今後のごみ減量とリサイクル推進に
は、ごみの分別とリサイクルを更に進
め、市民・事業者が「ごみを発生させな
いことや、抑制、再使用、リサイクル」
を意識し、ごみの発生そのものを減らす
ライフスタイルへの転換です。
2)現状と課題
　行政(環境部)発行の関係資料を参考
に、課題や問題点の改善をめざす。
3)具体的テーマ
　○ごみの減量と資源化を今後どうする
べきかという現実的なこと。
　○事業系ごみの対策。
　○資源化への推進策。
　○収集・運搬と有料化の周知方法。
4)現実的な諸課題の対忚
　○ごみ処理中間施設(小・村・大)の更
新と、住民への理解を高める。
　○最終処分量のさらなる減量・資源化
の推進。
5)「廃棄物処理基本計画」の推進
　○ごみ処理基本計画と有料化移行実施
計画の実効性を高かめ、計画(素案)に対
するフォローアップをおこなう。また、
市民・事業者・行政の政策を策定し、市
民関係者に周知を図り、関連計画を推進
する。
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　家庭ごみ有料化及び戸別収集への移行にあたっては、ごみ
の減量や３Ｒの推進が達せられるよう、情報提供や周知の徹

底を図ってまいります。
　また、家庭ごみ有料化及び戸別収集だけでなく、その他の
取組も合わせて進めてまいりますので、今後とも、ご協力の

ほどよろしくお願いいたします。
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化
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6)廃棄物処理計画と有料化・戸別収集の
政策と課題
 ①市民のごみに対する関心・・・分別
やごみの減らし方
 ②ごみ減量に市民の関心と協力・・・
市民啓発の徹底と具体策(事前の周知)
 ③有料化をめぐって、行政と住民が正
面から向き合う視点
 ④有料化の効果と使途・・・指定収集
袋の販売方法について検討し、円滑な制
度の運用を行う
 ⑤ごみの回収の方法や業者、住
民・・・分別不備、容器包装法、ブラ制
容器類の取扱
 ⑥行政・議会での対忚策・・・条例を
つくるのか　・
 ⑦戸別収集と集合住宅対策・・・集積
場所と方法
 ⑧有料ごみ袋の販売とサイズ・・・
スーパー、コンビニ、一般商店　他
 ⑨有料化への現時点での問題点・・・
混乱させない
※小平市(環境部)の制度設計と推進体制
の連携強化・・・部・課を超えた連携
と、地域団体、事業への協力要請。

91 167

うちには木が１本もありません。しかし
台風や強風の朝はものすごい葉が庭に入
り込み掃除するのがとても大変でしたが
ご近所つきあいがあるので燃えるゴミの
日にだしてました。しかし、有料になる
と袋代がかかります。どういった対忚す
れば御互い気持ちよく生活できるか教え
て下さい。
別件ですがオムツが有料化というのが納
得できません。尐子化が進み子育て支援
もだいぶ豊かになり保育園も増えとても
助かってますがオムツ有料化というのは
産むな！ということを遠まわしに言われ
てるみたいでとても遺憾そして残念に思
います。恐らく子育てしてる母親はみん
な感じると思います。どうにかオムツの
有料化は取り下げてほしいです。

　枝木については、これまでどおり、長さ５０ｃｍ・直径３
０ｃｍ未満で、ひもで束ねてお出しください。落ち葉や草に
ついては、透明または半透明の袋で、他のごみが混入してい
ない状態でお出しください。１回につき、原則５束もしくは
５袋までは無料で収集いたします。
　子育て世帯や介護世帯への支援のため、紙おむつについて
は、透明または半透明の袋で、他のごみが混入していない状
態でお出しいただければ、無料で収集いたします。

有
料
化
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象
範
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・
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映
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168

この計画全体については賛成です。
施行前に、もう一度市報などによって収
集方法の徹底を行うことをお願いしま
す。

　家庭ごみ有料化及び戸別収集にご理解をいただきありがと
うございます。
　ごみの減量を進めていくためには、市民の皆様のご協力が
不可欠ですので、今後とも、ごみ減量にご協力のほどよろし
くお願いいたします。
　実施にあたっては、様々な媒体や機会を活用して、新たな
ごみや資源の出し方などについての周知徹底に努めてまいり
ます。
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　家庭ごみ有料化及び戸別収集への移行にあたっては、ごみ
の減量や３Ｒの推進が達せられるよう、情報提供や周知の徹

底を図ってまいります。
　また、家庭ごみ有料化及び戸別収集だけでなく、その他の
取組も合わせて進めてまいりますので、今後とも、ご協力の

ほどよろしくお願いいたします。
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169

また、もう一つ意見というかお願いがあ
ります。
手数料の徴収開始時期についてです。
有料化の半年くらい前から手数料の徴収
＝指定袋の販売を始めてください。
そして、販売を開始するようになったな
らば、それを周知してください。
理由：我が家は、現在、家庭ごみのごみ
袋としてレジ袋は使用せずに、市販のご
み袋を購入し使用しています。
小平市指定のごみ袋使用が始まると、買
い置きした市販のごみ袋は使えずに無駄
になります。
有料化が始まる前に、指定の袋（有料）
を販売していただき、それを購入、かつ
有料化前の使用が可ならば、市指定のご
み袋を使うことで、市販のごみ袋を買い
置きしてそれを余らせ無駄にすることが
なくなります。
＊市販のごみ袋は種類によって２０枚・
５０枚などと、ごみ収集の時に使用する
のに数か月以上かかる場合があります。

　指定袋の販売時期については、家庭ごみ有料化実施の１か
月前頃からを予定しております。
　もともとお使いいただいている市販のごみ袋については、
家庭ごみ有料化実施後も、容器包装プラスチックを除く、そ
の他の資源をお出しいただく際にご利用いただけます。
　指定袋の販売店や開始の時期などについては、改めて、市
報などで皆様への周知を図ってまいります。

有
料
化

指
定
有
料
袋

参
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手数料について・・手数料が高すぎま
す。スーパーの袋が有料になり、袋を２
円とするだけでも効果はあります。みん
なマイバックを持ち努力しています。ご
み袋をここまで高い値段にされると生活
が苦しいです。子供がいると、いくら努
力をしてもごみは一人世帯よりも出ま
す。収入は変わりません。尐子化が進ん
でいるのに、ごみが有料化になり、どん
どん生活は苦しくなり、子供をまた産も
うとは思えないです。子供を育てるのに
はお金がかかります。これ以上増税する
のはやめてください。

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。
　なお、小平市の家庭ごみ有料化による手数料水準について
は、ごみの減量効果、市民の受容性、近隣自治体の水準との
均衡の３点を考慮し、設定しております。
　ごみの減量効果については、手数料が高くなるほど、ごみ
減量効果も高くなる傾向が出ております。市民の受容性につ
いては、平成２９年１月の市民アンケートの結果では、１世
帯当たりの受容可能な負担額について、月額で「３００円以
上５００円未満」との回答が最も多くありました。そこで、
燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓ、容器包装プラスチック
を１円/ℓと仮定し、１世帯当たりの平均的な負担額を試算し
たところ、月額で４６６円となり、多くの市民が受容できる
額となっております。
　また、近隣で近年に家庭ごみ有料化を実施した、国分寺
市、立川市、東大和市、国立市、東久留米市では、小平市と
同様に、月額５００円程度の負担額となるよう手数料を設定
しており、燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓとしておりま
す。容器包装プラスチックについても、東大和市、国立市、
東久留米市が有料としており、国立市、東久留米市が１円/
ℓ、東大和市が２円/ℓとしております。
　以上のことから、小平市では、燃えるごみ・燃えないごみ
を２円/ℓ、容器包装プラスチックを１円/ℓと設定しておりま
す。
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もし、有料化するのであれば子育て世帯
への減免措置をして下さい。

　市では、子育て世帯への支援のため、紙おむつを有料化の
対象から除外し、無料で収集することとしております。
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172

プラスチック用袋について・・「ごみの
減量、資源化徹底の取組」を実施の目的
にしていますが、では何故、資源ごみも
有料化するのかわかりません。資源ごみ
は無料にするべきです。ごみを有料化し
ている自治体も資源ごみは無料にしてい
る自治体は多くあり、資源化が促進され
ています。資源化促進を目的に上げてい
ながら、有料にしていることに矛盾があ
ります。ごみを減らす為に資源ごみにす
る努力をしたくても、資源ごみでさえも
有料では市民はどうすればよいのでしょ
うか。

　容器包装プラスチックについて、小平市では、容器包装リ
サイクル法に基づき、分別を行い、資源化を徹底すること
で、ごみの削減に努めておりますが、収集や選別の作業に多
大な経費がかかっていることを踏まえ、リサイクルだけでな
く、使い捨て容器の使用の抑制や、簡易な包装の推進などの
リデュース（発生抑制）も進めていく必要があります。
　また、無料とした場合には、容器包装プラスチックの袋
に、有料である燃えるごみや燃えないごみが多く混入されて
しまう恐れもあります。
　そのため小平市では、容器包装プラスチックを有料化の対
象に含め、手数料については、分別を徹底し、リサイクルを
推進するため、燃えるごみや燃えないごみよりも安価に設定
いたします。
　なお、容器包装プラスチックを除く、ビンやカン、ペット
ボトル、紙類などのその他の資源については、無料にて収集
いたします。
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個別回収について・・現在、我が家の地
域のごみが取集されている時間は午後で
す。個別回収になり、朝ごみを出して、
午後に回収では困ります。その間にカラ
ス被害があったり、夏場は匂いの問題も
あります。自費でごみバケツを買うので
しょうか。これも金銭の負担を強いられ
ます。個別回収化された自治体を見る
と、カラス被害により道路にごみが散乱
しているところをよく見ます。仕事から
帰宅するまで、家の前にごみが散乱して
いるのでしょうか。そのような状態は大
変困ります。現在の集積所を生かしては
もらえませんか？責任の明確化を重視す
るのであれば、排出したごみに名前を記
入するのではだめですか？名前の記入で
責任の明確化を実施している自治体はあ
ります。
検討いただきますようお願いします。

　収集時間については、現状、曜日により、あるいはごみ量
や交通事情など様々な要因により、日毎に異なっておりま
す。
　戸別収集を実施することで、ごみの収集箇所が増加し、収
集作業も増大しますが、合わせて、収集頻度の見直しや収集
地区割りの細分化を行い、収集作業の効率化や曜日間の平準
化を図ることで、収集作業に係る時間の増加は抑えられる見
込みです。
　戸別収集実施後は、収集経路が変わるため、個々の世帯で
見ると、収集の時間帯に変更がありますが、市内全体の収集
に係る時間は、これまでとあまり変わりないものと考えてお
ります。
　現在、ごみ集積所やそこに出されたごみの管理について
は、ご利用されている方々にて行っていただいており、戸別
収集実施後の出されたごみの管理についても、引き続き、各
世帯にてご協力いただくこととなります。
　そのため、各世帯で、必要に忚じてネットやバケツ、ごみ
箱などをご用意いただき、ご対忚いただければと考えており
ます。
　なお、市では、指定袋の作成に際し、カラスによる荒らし
被害を軽減できる加工を施します。
　また、指定袋に記名欄を設けることを検討しております。
市として、記名を義務付けるものではありませんが、例え
ば、自治会や集合住宅の内部でのルールとして、名前や部屋
番号の記載を求める場合などに、ご利用いただくことを考え
ております。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

94 174

ゴミ焼却場が近くにあり、焼却煤煙が
降ってくる地域に住んでいます。焼却場
の撤去を求めたいところですが、ゴミ焼
却量をまず減らして　この地域の空気汚
染環境の改善・軽減を一刻でも早く進め
ていただきたい。この点から家庭ゴミ有
料化によるゴミ減量化が他市に比べ最後
尾に位置していることは市民の健康を守
る住生活環境を守る視点が欠如していま
す。実行を遅らせた行政は猛省をしてい
ただきたい。有料化による市民負担への
懸念もあるのも認識していますが、焼却
炉を抱えた住民の影響はそれに比べよう
もありません。一日も早くゴミ減量対策
を推進していただきたいと思います。家
庭ゴミ有料化はゴミ減量に有効な方策で
あり、容器包装プラステック用袋の再資
源化とともに実行に賛成します。

　中島町及び近隣住民の皆様におかれましては、多大なご負
担をお掛けしていることは十分に認識しております。
　家庭ごみ有料化を実施し、ごみを減量することで、中島町
及び近隣住民の皆様の負担軽減につながるものと考えており
ます。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

93
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95 175
参
考

目
的
・
効
果

有
料
化

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。

ゴミ有料化、基本的には反対です。
なぜなら、消費が尚更低迷するからで
す。
すでに続く不景気の中、消費は低迷し続
けています。
近隣の街ではすでに有料化になっていま
すが、様子を拝見すると、買い控えが起
こっているように感じます。
今でさえ活気のない小平市なのに、更に
活気が消えるキッカケになります。
ゴミの処理に関しては、お金がかかるこ
とも承知しております。
そもそもふるさと納税なども原因で税収
が減尐していること、所得の低下による
ものなど‥
消費税と一緒で悪循環だと思います。買
えばゴミが出る、だから買わない。消費
税が上がった際にも何度となく体験した
ことだと思います。
買い控えが増加すれば様々なお店の売り
上げが減る。そうするとお店は撤退や倒
産などに追い込まれてしまう。
すると、税収も減る。結局、市町村など
がバックアップする団体しか残らない。
つまり、市が補助金を出す団体。
小平市に限りませんが、小平市内の駅前
などの店舗を見て下さい。空き店舗ばか
りです。
こんな寂しい街に住みたいなぁ、と感じ
ますか？イメージ的には良くないですよ
ね？
全体的にも活気がないのです。空き店舗
の後に入った店舗も
すぐに撤退するのが現状です。
確かにゴミの出し方には問題が多々ある
と思います。
しかしゴミ有料化に伴い、近隣等の街の
消費が低迷していることは、確かだと私
は思います。
好景気な頃には消費税もなく、ゴミの有
料化もなく、賞味期限等もうるさくな
かったと。
増収を考えるならば、再度根本的に考え
ほうが良いと思います。あまりに補助金
や支援金をあげていないか?
まずは各自の家の前に置いてみるなど。
これはゴミ問題と別に、ふるさと納税、
どうにかならないのでしょうか？
今のふるさと納税は、商売化していると
しか思うないです。
市町村レベルで決定できることではあり
ませんが、自分が住んでいる場所に純粋
に納税するというのは、今やおかしいこ
となのでしょうか？ふるさと納税の仕組
みはよく分かりませんが、東京の市町村
にとっては、良いものではなさそうです
ので、議員の皆様より、どんどん異議を
申し立てたほうが良いと考えます。
以上の様々な件、賢明な議員の皆様や職
員の皆様、どうか市民にとってより良い
結果となりますよう、ご検討下さい。
読んでいただき、ありがとうございまし
た。
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96 176

有料化は避けられませんか
生活生ゴミの一定量を無料化する○
他市との区別化○力化を検討された○

【※判別困難な文字は"○"に置き換えて
います】（小平市：追記）

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。
　なお、市では、燃えるごみの内の多くを占めている生ごみ
を減量するため、家庭から出る生ごみを回収し堆肥化する食
物資源循環事業や、食物資源処理機器の購入費補助制度を
行っております。また、段ボールから作るコンポスト講座の
開催や食品ロスの削減の推進など、様々な取組を実施してお
ります。

有
料
化

そ
の
他
実
施
方
法

参
考

177
プラゴミの袋が尐し高い。
東久留米市くらいの価格にしてほしい。

　小平市の家庭ごみ有料化による手数料水準については、ご
みの減量効果、市民の受容性、近隣自治体の水準との均衡の
３点を考慮し、設定しております。
　ごみの減量効果については、手数料が高くなるほど、ごみ
減量効果も高くなる傾向が出ております。市民の受容性につ
いては、平成２９年１月の市民アンケートの結果では、１世
帯当たりの受容可能な負担額について、月額で「３００円以
上５００円未満」との回答が最も多くありました。そこで、
燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓ、容器包装プラスチック
を１円/ℓと仮定し、１世帯当たりの平均的な負担額を試算し
たところ、月額で４６６円となり、多くの市民が受容できる
額となっております。
　また、近隣で近年に家庭ごみ有料化を実施した、国分寺
市、立川市、東大和市、国立市、東久留米市では、小平市と
同様に、月額５００円程度の負担額となるよう手数料を設定
しており、燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓとしておりま
す。容器包装プラスチックについても、東大和市、国立市、
東久留米市が有料としており、国立市、東久留米市が１円/
ℓ、東大和市が２円/ℓとしております。
　以上のことから、小平市では、燃えるごみ・燃えないごみ
を２円/ℓ、容器包装プラスチックを１円/ℓと設定しておりま
す。
　なお、東久留米市の容器包装プラスチックの手数料は、小
平市と同額となっております。

有
料
化

手
数
料
・
負
担
額

参
考

178
プラゴミはつぶしたり切ったりして圧縮
して出していいのか知りたい。

　容器包装プラスチックはかさばりますので、つぶすなど
し、かさを減らしてお出しいただいてかまいません。

そ
の
他

そ
の
他

参
考

98 179

・集合住宅の住民です
　2018年秋頃の説明会（組合員宛）を実
施してほしい
　↓
　この際に分別の件を明確に説明してほ
しい
　特にビルの管理会社（管理人）にも出
席をしてもらう様声をかけます

　市では、制度の内容や新しいごみと資源の出し方などにつ
いての情報が、多くの方に行き届くよう、自治会や尐人数の
集まりなど、地域に出向いての説明を行っております。
　日程を調整し、会場のご手配をいただいた上で、お伺いを
させていただきますので、ぜひご連絡ください。

そ
の
他

出
前
講
座

参
考

97
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99 180

道路清そうをしています
ボランティアゴミの中にビニール袋や、
ライター等もすててあり今は、焼えない
ゴミに分けています
ライタービニール袋など焼えないゴミは
有料袋に入れるのでしょうか

　ボランティア清掃にて回収されたごみについては、透明ま
たは半透明の袋で、正しく分別され、他のごみが混入してい
ない状態で、市で配布するシールをごみ袋に貼り付けて出し
ていただければ、無料にて収集いたします。
　シールの配布については、清掃を行う場所などによって、
所管の部署が異なります。詳しくは、今後、ごみと資源の分
別や出し方のカレンダー・パンフレット、市報などでご案内
いたします。
　なお、ビニール袋については、平成３１年４月からは分別
が変更となり、容器包装プラスチックに分別していただくこ
ととなります。ライターについては、資源として無料で収集
いたします。
　その他、ボランティアごみの分別などについてご不明な点
がありましたら、市までご相談下さい。

有
料
化

対
象
範
囲
・
分
別

参
考

181

◎パンフレットが、大まかで理解できな
かった。
　もっと、こまかな説明がほしかった。
◎意見と説明を求めたが、戸別収集のた
めだけの返答の繰返しで納得できない面
があった（他の方の意見でもそうだ

　市民説明会の配布資料については、説明が長時間に及ぶこ
とを避け、３０分程度で収まるよう、要点を絞ったものとし
ております。
　また、市民説明会での皆様のご質問やご意見への回答は、
実施計画の素案に基づく、説明会時点での市の考え方につい
ての説明を行ったものです。

そ
の
他

説
明
会
・
パ
ブ
コ
メ
実
施
方
法

参
考

182

◎説明パンフレットと市報の記載で無料
の物について原則無料と説明があったが
（今日の説明の仕方では不○）

【※判別困難な文字は"○"に置き換えて
います】（小平市：追記）

　ご意見を参考に、市民の皆様にわかりやすく情報提供を
行ってまいります。

そ
の
他

周
知
・
案
内

反
映

101 183

「企業責任は？」と質問した者です。ご
説明ありがとうございました。
現状改善されていないとのこと、理解し
ました。
2015年に小平市がとっている小売店での
アンケートで、なぜ包装削減しないの?
（＝はかり売り、個別売りしないのか）
という様な質問に「手間がかかるから」
と回答された店舗がありました。
本当ならプラスチックでパッケージされ
たものの方が経費がかかるはずなのに、
小売販売の根底がおかしいと思いまし
た。
今後、量り売りや個別売りのスーパーが
世界で定番となっていくはずなのに、ご
み排出量世界一の日本の小売店に自治体
が「ゴミになるものを作らない」という
意志を持ってほしいと思いました。
（量り売りや個別売りのスーパー）こう
いうのを地域密着スーパーにあっせんし
たりすると、確実に流行すると思いま
す。

　ごみの処理について、製造事業者や販売事業者にも一定の
責任があるという「拡大生産者責任」の考え方に基づき、家
庭ごみ有料化に伴い、小売店などの民間事業者に対し、資源
の店頭回収の拡大や、簡易包装の推進、レジ袋の削減など、
更なるリサイクルが行えるような環境整備に努める働きかけ
を行ってまいります。
　また、市が、３Ｒの推進に関する取り組みを行っている民
間事業者を認定し、広報する仕組みについても検討を行うな
ど、事業者との連携を強化し、協力体制の構築を図ってまい
ります。

有
料
化

拡
大
生
産
者
責
任

反
映
済
み

100
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184

◎収集の時間帯に合せて、出せない場合
（出勤前に出す等）、夏場の臭いが困る
と思います。現在の収積場で問題の無い
地区は、このままで良いと思います。

　ごみ集積所の管理については、利用者の皆様でご協力いた
だいているところもありますが、一方で、十分な管理がされ
ておらず、ごみ出しマナーが守られていなかったり、カラス
などによる被害が発生している集積所も多くあります。ま
た、高齢化の進展により、ごみ集積所へのごみ出しが困難な
世帯が増加することが予想されるとともに、現状では適切な
維持管理がされている集積所でも、転出・転入や高齢化の進
展などライフスタイルの変化によって、将来的に集積所の維
持管理が困難になる可能性があります。
　そのため、継続的に安定した収集体制を構築するため、戸
建住宅については、道路形態など特殊な事情がある場合を除
き、原則すべて、集積所を廃止し、戸別収集を実施いたしま
す。
　戸別収集の具体的なごみの排出場所については、今後、各
世帯の調査を行い、きめ細かに対忚させていただきますの
で、ご協力をよろしくお願いいたします。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

185
◎燃えるゴミの収集回数は今まで通りに
してほしい

　燃えるごみの収集回数はこれまでどおり週２回となりま
す。

そ
の
他

収
集
頻
度

反
映
済
み

186
◎袋は、のびるタイプにして欲しいで
す。ピッとさけてしまうような素材は困
ります。

　指定袋の素材については、メリットやデメリットを見極め
ながら、判断してまいります。

有
料
化

指
定
有
料
袋

参
考

187
◎自治会の集会所に説明に来て欲しいと
思います。

　市では、制度の内容や新しいごみと資源の出し方などにつ
いての情報が、多くの方に行き届くよう、自治会や尐人数の
集まりなど、地域に出向いての説明を行っております。
　日程を調整し、会場のご手配をいただいた上で、お伺いを
させていただきますので、ぜひご連絡ください。

そ
の
他

出
前
講
座

参
考

188
◎容器包装プラスチックのくくりがよく
わからない

　有料化の対象となる「容器包装プラスチック」とは、洗剤
のボトルやお弁当の容器、カップ麺の容器など、プラスチッ
ク製の容器包装であり、それぞれの容器に「プラマーク」が
ついているものを指します。

有
料
化

対
象
範
囲
・
分
別

参
考

103 189

私は年金暮らしです。ごみ有料化は絶対
反対です。私は、S28年から小平町、小
平市と住んでおりますが、税金は60年間
取られておりますが、市に世話になった
事はありません。強いて言えば、市道を
通行させて頂いている事と、ごみを収集
して頂いているのみです
市に取られた税金は、市民税、固定資産
税等で千何百萬も取られています。その
他国税や各保健料を引かれるので、生活
費になる金額は現在の生活護者より尐な
く成ります。市議会議員や市職員の、皆
さんには私達の、大変な生活はわからな
いでしよう。ともかく私は有料化は絶対
反対です

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

102
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104 190

戸建住宅に居住しております。聞く所に
よりますと、戸建住宅の敶地内にある収
集場所は、ゴミの内容により使用する場
合があると聞きましたが、清掃当番の時
の水の運び等、髙令のため大変困難で
す。全てのゴミの収集を個別にしていた
だきたいと思います。よろしくお願い致
します。

　ごみや資源のすべての品目が、戸別収集の対象となりま
す。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

191
計画素案に反対
理由①戸別収集だと収集が大変になる

　戸別収集を実施することで、ごみの収集箇所が増加し、収
集作業も増大しますが、合わせて、収集頻度の見直しや収集
地区割りの細分化を行い、収集作業の曜日間の平準化や効率
化を図ります。

戸
別
収
集

目
的
・
効
果

参
考

192 ②不法投棄がふえる。

　不法投棄については、現状でも発生している問題であり、
発生した場合の対忚は、その場所を所有や管理する方にご協
力いただいており、家庭ごみ有料化実施後においても、同様
にご対忚いただくこととなります。
　市では、警告看板の設置、パトロールなどにより、不法投
棄が発生しないような対策を講じていますが、家庭ごみ有料
化実施後は、不法投棄の増加が懸念されることから、これま
で以上に、対忚を強化し、警察との連携を図ります。

そ
の
他

不
法
投
棄
・
不
適
正
排
出

参
考

193

対案
①有料化には賛成
②ゴミ収集のコストを市民数で割って直
接税として徴収。
（例）単一世帯は一人分、３人世帯は世
帯为が３人分負担、生活保護世帯は人数
に忚じて、生活保護の受給額から徴収す
る

　家庭ごみ有料化は、手数料として、排出量に忚じた額の料
金を徴収することで、ごみ処理に係る費用の負担の公平性
や、ごみ減量意欲の向上を図ることを目的のひとつとしてお
ります。

有
料
化

手
数
料
・
負
担
額

参
考

106 194

・家庭ごみの有料化
・戸別収集実施　　　　に賛成します。
　特に
・ゴミ出しマナーの向上
・集積所の管理の市民の負担のばらつき
解消
・戸別収集で有料化すれば必ずゴミの減
量につながると思います。

　家庭ごみ有料化及び戸別収集にご理解をいただきありがと
うございます。
　ごみの減量を進めていくためには、市民の皆様のご協力が
不可欠ですので、今後とも、ごみ減量にご協力のほどよろし
くお願いいたします。

戸
別
収
集

目
的
・
効
果

参
考

107 195

プラマークのついたマヨネーズチューブ
は燃えないゴミでしたが、どうなります
か？今まで通り燃えないゴミなら４週１
回の回収で匂いが気になりますし、資源
なら洗剤で洗うので大量の水が必要で
す。（ため水はありません）

　汚れが取れない容器包装プラスチックの出し方はこれまで
どおりを予定しておりますが、詳細な分別方法については、
今後、パンフレットを市内全戸への配布などにより、周知い
たします。
　なお、分別については、今後のごみ処理施設の更新を踏ま
えて、武蔵村山市・東大和市との区分の統一化について検討
を進めてまいります。

そ
の
他

収
集
頻
度

参
考

105

53



番
号

枝
番

意見等 検討結果
分
類
１

分
類
２

対
忚

196

・有料化するのはしかたないと思うが値
段の根拠を示してほしい
（他市と同じというのは理由にならな
い）

　小平市の家庭ごみ有料化による手数料水準については、ご
みの減量効果、市民の受容性、近隣自治体の水準との均衡の
３点を考慮し、設定しております。
　ごみの減量効果については、手数料が高くなるほど、ごみ
減量効果も高くなる傾向が出ております。市民の受容性につ
いては、平成２９年１月の市民アンケートの結果では、１世
帯当たりの受容可能な負担額について、月額で「３００円以
上５００円未満」との回答が最も多くありました。そこで、
燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓ、容器包装プラスチック
を１円/ℓと仮定し、１世帯当たりの平均的な負担額を試算し
たところ、月額で４６６円となり、多くの市民が受容できる
額となっております。
　また、近隣で近年に家庭ごみ有料化を実施した、国分寺
市、立川市、東大和市、国立市、東久留米市では、小平市と
同様に、月額５００円程度の負担額となるよう手数料を設定
しており、燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓとしておりま
す。容器包装プラスチックについても、東大和市、国立市、
東久留米市が有料としており、国立市、東久留米市が１円/
ℓ、東大和市が２円/ℓとしております。
　以上のことから、小平市では、燃えるごみ・燃えないごみ
を２円/ℓ、容器包装プラスチックを１円/ℓと設定しておりま
す。

有
料
化

手
数
料
・
負
担
額

参
考

197 ・燃えないゴミを４週１回はムリ！

　燃えないごみの収集頻度については、従来の毎週１回か
ら、４週に１回に変更となりますが、小平・村山・大和衛生
組合にごみを搬入している武蔵村山市と東大和市が、４週に
１回または毎月１回としており、収集頻度を合わせるように
しております。
　また、小平市は、市民１人あたりの燃えないごみの量が、
武蔵村山市や東大和市と比べて非常に多くなっております。
現状、燃えないごみの中に、容器包装プラスチックが多く混
入しており、家庭ごみ有料化による発生抑制や、容器包装プ
ラスチックの全量資源化による分別の徹底により、燃えない
ごみの量を大きく減らしていけるものと考えております。
　そのため、武蔵村山市や東大和市と同様、小平市において
も、４週に１回の収集でご不便なく、ご対忚いただけるもの
と考えております。

そ
の
他

収
集
頻
度

参
考

198

・有料化、分別の見直し、回収周期の見
直し、個別回収の４つを一度にやりたい
のなら　１年程度のトライアルが必要
だ！　意見は尊重すること
理解していない人がほとんどです
個別に説明して回るくらいでないとダメ
です。

　平成３１年４月からは、家庭ごみ有料化及び戸別収集への
移行、軟質の容器包装プラスチックの分別区分の変更、収集
スケジュールの変更など、ごみと資源の出し方が大幅に変更
になります。
　そのため、市報への掲載の他、収集のカレンダーとパンフ
レットが一体となった冊子を作成し、事前に市内全戸に配布
いたします。カレンダーやパンフレットについては、わかり
やすくごみと資源をお出しいただけるよう、内容や表現の見
直しについて検討いたします。
　また、スマートフォンからも手軽に情報が得られるよう、
ごみ分別アプリの更なる活用についても検討いたします。
　その他、新しい制度への移行が円滑に進むよう、地域に出
向いての説明会や各種周知啓発により、市民の皆様にわかり
やすく情報提供を行ってまいります。

そ
の
他

周
知
・
案
内

参
考

199

11月28日、小川西町公民館で、説明の
あったごみ処理案は、単なる一般論で、
各家庭の実行には、参考にならなかっ
た。そこで意見を述べる。
①資料の18ページにあるような３Ｒの英
語カタカナを使うのは止めてほしい。減
量、分別、資源化、環境改善というよう
に日本語がある。

　ご意見を参考に、市民の皆様にわかりやすく情報提供を
行ってまいります。

そ
の
他

周
知
・
案
内

参
考

109

108
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200

②各家庭にとって、敶地内にゴミを出す
ことは大変な醜さをともなうが、ゴミを
出したあと、数時間・半日も放置されて
は、環境改悪になる。それで速やかにゴ
ミ収集車が来るよう、適切な計画時を地
域むけ定めてほしい。

　戸別収集を実施することで、ごみの収集箇所が増加し、収
集作業も増大しますが、合わせて、収集頻度の見直しや収集
地区割りの細分化を行い、収集作業の効率化や曜日間の平準
化を図ることで、収集作業に係る時間の増加は抑えられる見
込みです。
　戸別収集実施後は、収集経路が変わるため、個々の世帯で
見ると、収集の時間帯に変更がありますが、市内全体の収集
に係る時間は、これまでとあまり変わりないものと考えてお
ります。
　なお、収集の時間やルートについては、曜日やごみ量、交
通事情など様々な要因により、日毎に異なる場合があります
ので、地域ごとに時間を定めることは考えておりません。

戸
別
収
集

収
集
時
間

参
考

201

③平成30年のうちに、あらゆる方法で
（ちらし、広報、掲示、市報など）ごみ
の収集について、各家庭の側に立っての
案内と手順を、具体例をもって、説明し
てほしい。（例えば、樹の枝、鉄のフラ
イパン、ガラス品等）

　平成３１年４月からは、家庭ごみ有料化及び戸別収集への
移行、軟質の容器包装プラスチックの分別区分の変更、収集
スケジュールの変更など、ごみと資源の出し方が大幅に変更
になります。
　そのため、市報への掲載の他、収集のカレンダーとパンフ
レットが一体となった冊子を作成し、事前に市内全戸に配布
いたします。カレンダーやパンフレットについては、わかり
やすくごみと資源をお出しいただけるよう、内容や表現の見
直しについて検討いたします。
　また、スマートフォンからも手軽に情報が得られるよう、
ごみ分別アプリの更なる活用についても検討いたします。
　その他、新しい制度への移行が円滑に進むよう、地域に出
向いての説明会や各種周知啓発により、市民の皆様にわかり
やすく情報提供を行ってまいります。

そ
の
他

周
知
・
案
内

参
考

202

④燃えないゴミは、毎週１回の収集から
４週に１回と悪化しているのに、｢見直
し」という取組でごまかして、それで説
明はワザと避けた。

　戸別収集を実施することで、ごみの収集箇所が増加し、収
集作業も増大しますが、合わせて、収集頻度の見直しや収集
地区割りの細分化を行い、収集作業の曜日間の平準化や効率
化を図ります。
　燃えないごみの収集頻度については、従来の毎週１回か
ら、４週に１回に変更となりますが、小平・村山・大和衛生
組合にごみを搬入している武蔵村山市と東大和市が、４週に
１回または毎月１回としており、収集頻度を合わせるように
しております。
　また、小平市は、市民１人あたりの燃えないごみの量が、
武蔵村山市や東大和市と比べて非常に多くなっております。
現状、燃えないごみの中に、容器包装プラスチックが多く混
入しており、家庭ごみ有料化による発生抑制や、容器包装プ
ラスチックの全量資源化による分別の徹底により、燃えない
ごみの量を大きく減らしていけるものと考えております。
　そのため、武蔵村山市や東大和市と同様、小平市において
も、４週に１回の収集でご不便なく、ご対忚いただけるもの
と考えております。

そ
の
他

収
集
頻
度

参
考

203

・運用については地域ごとに柔軟に行っ
てしてほしい。カラスの害が多い地域な
ので、スチール製のケースに入れて、16
世帯で管理してうまくいっている。

　ごみ集積所の管理については、利用者の皆様でご協力いた
だいているところもありますが、一方で、十分な管理がされ
ておらず、ごみ出しマナーが守られていなかったり、カラス
などによる被害が発生している集積所も多くあります。ま
た、高齢化の進展により、ごみ集積所へのごみ出しが困難な
世帯が増加することが予想されるとともに、現状では適切な
維持管理がされている集積所でも、転出・転入や高齢化の進
展などライフスタイルの変化によって、将来的に集積所の維
持管理が困難になる可能性があります。
　そのため、継続的に安定した収集体制を構築するため、戸
建住宅については、道路形態など特殊な事情がある場合を除
き、原則すべて、集積所を廃止し、戸別収集を実施いたしま
す。
　戸別収集の具体的なごみの排出場所については、今後、各
世帯の調査を行い、きめ細かに対忚させていただきますの
で、ご協力をよろしくお願いいたします。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考
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110
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204
・不法投棄に関して、罰則規定を強化し
てほしい

　不法投棄への罰則は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法
律」において定められており、事例によっては、警察と連携
し対忚を行っております。

そ
の
他

不
法
投
棄
・
不
適
正
排
出

参
考

205

1.なぜ、今の時期にごみ有料化なのか？
　　今まで無料が、突然有料。しかも、
他市と同じ価格。
　　無料を続けると、何が問題？

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

206

2.現在、小平市が負担しているごみ処理
の年間費用を教えて下さい。
　…家庭ごみ、粗大ごみについて、個別
に明示して下さい。

　平成２８年度のごみの処理全体に係る経費は、概ね２１億
５千万円となっており、そのうち、粗大ごみの収集運搬経費
は、概ね４千５百万円となっております。
　また、資源の処理全体に係る経費は、概ね５億６千万円と
なっております。

そ
の
他

経
費
・
収
支
見
込
み

参
考
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207

3.今後、有料化により、小平市が負担す
るごみ処理の年間費用を教えて下さい。
　…家庭ごみ、粗大ごみについて、個別
に明示して下さい。
　　家庭ごみ有料化の算出根拠を教えて
下さい。

　収集部門については、家庭ごみ有料化と同時に戸別収集へ
移行することを考えており、戸別収集に移行した場合には、
家庭ごみの収集にかかる経費は１～３割程度増加する見込み
です。
　なお、粗大ごみについては、すでに有料化及び戸別収集に
移行しており、今回の家庭ごみ有料化及び戸別収集への移行
による収集経費への影響はありません。
　中間処理及び最終処理部門については、各施設に搬入する
ごみ量に忚じて、金額が変動いたします。
仮に、他自治体のごみ量に増減がなく、小平市が１０％減量
した場合には、試算上、合わせて４～５千万円程度の減額が
見込まれます。
　小平市の家庭ごみ有料化による手数料水準については、ご
みの減量効果、市民の受容性、近隣自治体の水準との均衡の
３点を考慮し、設定しております。
　ごみの減量効果については、手数料が高くなるほど、ごみ
減量効果も高くなる傾向が出ております。市民の受容性につ
いては、平成２９年１月の市民アンケートの結果では、１世
帯当たりの受容可能な負担額について、月額で「３００円以
上５００円未満」との回答が最も多くありました。そこで、
燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓ、容器包装プラスチック
を１円/ℓと仮定し、１世帯当たりの平均的な負担額を試算し
たところ、月額で４６６円となり、多くの市民が受容できる
額となっております。
　また、近隣で近年に家庭ごみ有料化を実施した、国分寺
市、立川市、東大和市、国立市、東久留米市では、小平市と
同様に、月額５００円程度の負担額となるよう手数料を設定
しており、燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓとしておりま
す。容器包装プラスチックについても、東大和市、国立市、
東久留米市が有料としており、国立市、東久留米市が１円/
ℓ、東大和市が２円/ℓとしております。
　以上のことから、小平市では、燃えるごみ・燃えないごみ
を２円/ℓ、容器包装プラスチックを１円/ℓと設定しておりま
す。

そ
の
他

経
費
・
収
支
見
込
み

参
考

208

4.市民が負担する前に、無駄を省く努力
はしたか？
　その具体的な対忚策を教えて下さい。
　多摩地域26市のうち24市が実施してい
ることが、有料化の言い訳に思える。

　市では、限られた財源を有効に活用するため、長期的な視
野に立った計画的な財政運営や、収入を増やし支出を減らす
様々な取組を推進しております。
　ごみ処理事業については、特にごみの収集運搬に多くの費
用がかかっております。
　市としては、戸別収集の実施による、経費の増加と環境へ
の負荷の抑制を図るため、効率的な収集方法、各品目の収集
頻度の見直しの検討を進めております。
　引き続き、最小の経費で、市民満足度の高い行政サービス
が実施できるよう取組を進めてまいります。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

209
5.粗大ごみの費用はどうなるのか。
　家庭ごみの有料化により、安くできる
のではないか。

　粗大ごみの手数料については、収集運搬や処理にかかる経
費を考慮し、１キロあたり４０円を基準に、品目毎に設定し
ております。
　家庭ごみ有料化に伴う手数料の収入の使い途としては、指
定有料袋の製造や販売委託、戸別収集に要する経費や、ごみ
減量・３Ｒ推進施策のための経費とすることを考えておりま
す。
　そのため、粗大ごみ手数料について、家庭ごみ有料化に
伴って変更する予定はございません。

そ
の
他

そ
の
他

参
考

210
6.懸念事項
　・家庭ごみの有料化により、分別をし
なくなる可能性が大。

　容器包装プラスチックは有料化の対象としておりますが、
手数料は燃えるごみや燃えないごみの半額としております。
また、その他の資源については、有料化の対象に含めており
ません。
　小平市と同様の料金水準を設定している自治体において
は、家庭ごみ有料化の実施により、資源の分別が進んでお
り、小平市においても、同様の効果が得られるものと考えて
おります。

有
料
化

対
象
範
囲
・
分
別

参
考

111
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　・戸別収集により、ごみを出す人のプ
ライバシーを損なう恐れがある。
　　（ごみ袋に名前を記載することがな
いようにする必要がある）

　指定袋については、プライバシーへの配慮については十分
に認識しておりますが、収集時の中身の確認のため、一定程
度の透過性は必要となります。そのため、市では、これまで
ご利用いただいていた袋と同様に、指定袋についても半透明
とすることを考えております。
　また、市では指定袋に記名欄を設けることを検討しており
ますが、市として記名を義務付けるものではありません。例
えば、自治会や集合住宅の内部でのルールとして、名前や部
屋番号の記載を求める場合などにご利用いただくことを考え
てのものです。
　なお、各戸の具体的な排出場所については、調査を行う予
定です。排出場所へのご要望などがある場合には、その際に
個別にご相談ください。また、各戸にてネットやバケツなど
をご用意いただき、出していただいても構いません。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

212
　・戸別収集により、収集費用が増大す
るのでは？

　戸別収集を実施することで、ごみの収集箇所が増加し、収
集作業も増大しますが、合わせて、収集頻度の見直しや収集
地区割りの細分化を行い、収集作業の曜日間の平準化や効率
化及び収集経費の増加の抑制を図ります。

そ
の
他

経
費
・
収
支
見
込
み

参
考

213

7.その他
　・アルミ缶、ペットボトル、古紙は、
業者が買い取りしてくれる。
　　小平市内に買い取り場所を設置し
て、買い取りして欲しい。

　市では、家庭から出される新聞、雑誌、段ボール、ビン、
カンなどの資源物を自治会やマンション管理組合などの地域
団体が集めて、資源回収業者に直接引き渡す自为的なリサイ
クル活動（集団回収）を推進しており、その回収量に忚じて
補助金を交付しております。補助金は団体活動にご活用いた
だけます。
　家庭ごみ有料化の実施後も、継続して行ってまいりますの
で、ぜひご利用ください。

有
料
化

集
団
回
収

参
考

214

下記の点についてお伺いいたします。

前回ご連絡したように、当○○住宅は住
宅地の真ん中に緑地帯があり、年一回の
防災会等の時には消防車が駐車出来るだ
けの広さがあります。現在は各ブロック
ごとに集積所があり、各戸ゴミ出しをし
ています。

緑地帯なので道路と違い車の通行等もな
く美観を損なっていません。

1.     住戸は各自となっいますが、そ
の集積所を利用する場合、事前に貴市に
利用する者、各戸での対忚者の名前の届
け出をしても良いのではないのか。
ゴミ出しの時に鍵を開け、部外者がゴミ
出しを出来ないようにする。

2.     ○○住宅は道路が全て私道で４M
道路で、各自自宅前にゴミ出しをした場
合、自動車の交通障害又美観の上でも障
害が生じる可能性がある。

【※特定の住所地を示すため伏せていま
す】（小平市：追記）

　ごみ集積所の管理については、利用者の皆様でご協力いた
だいているところもありますが、一方で、十分な管理がされ
ておらず、ごみ出しマナーが守られていなかったり、カラス
などによる被害が発生している集積所も多くあります。ま
た、高齢化の進展により、ごみ集積所へのごみ出しが困難な
世帯が増加することが予想されるとともに、現状では適切な
維持管理がされている集積所でも、転出・転入や高齢化の進
展などライフスタイルの変化によって、将来的に集積所の維
持管理が困難になる可能性があります。
　そのため、継続的に安定した収集体制を構築するため、戸
建住宅については、道路形態など特殊な事情がある場合を除
き、原則すべて、集積所を廃止し、戸別収集を実施いたしま
す。
　戸別収集の具体的なごみの排出場所については、今後、各
世帯の調査を行い、きめ細かに対忚させていただきますの
で、ご協力をよろしくお願いいたします。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

111

112
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3.     各自ゴミ出しをした場合、カラ
ス、猫等による食い散らかしによるゴミ
の散乱の発生する可能性はないのか。
過去にそうしたことがあり難儀した。

　現在、ごみ集積所やそこに出されたごみの管理について
は、ご利用されている方々にて行っていただいており、戸別
収集実施後の出されたごみの管理についても、引き続き、各
世帯にてご協力いただくこととなります。
　そのため、各世帯で、必要に忚じてネットやバケツ、ごみ
箱などをご用意いただき、ご対忚いただければと考えており
ます。
　なお、市では、指定袋の作成に際し、カラスによる荒らし
被害を軽減できる加工を施します。

戸
別
収
集

鳥
獣
対
策

反
映

216

4.     もし戸別回収ということになれ
ば現在のゴミ箱等の処理は各自治会でた
いおうするのか。

以上よろしくお願いします。

　現在、地域でご利用いただいているごみ箱等の処理につい
ては、ご利用いただいている方々にてご対忚いただくことと
なります。

戸
別
収
集

集
積
所
の
取
扱

参
考

113 217

ゴミ有料反対!!
私は極力レジ袋や紙袋を辞退しています
が、どうしても必要な時もあって、家に
あります。ゴミを入れる時使っていま
す。
有料になって家にある袋が無駄になっ
て、ゴミがふえます。
でも有料シールを作ってもらいそのシー
ルをはって出せるやり方にすれば使えま
すぜひお願いします。

　为な手数料の徴収方法には、「シール制」と「指定袋制」
があります。シール制には、レジ袋などをごみ袋として使用
できるというメリットがありますが、容量に見合ったシール
を貼ることが難しく、排出容量に見合った料金の徴収が困難
となります。また、シールがはがれてしまう可能性があるこ
となどのデメリットもあります。そのため、市では、家庭ご
み有料化を実施している、全国のほとんどの自治体や多摩地
域の全ての自治体で採用している「指定袋制」を採用いたし
ます。
　なお、有料化の対象となっていない品目については、従来
どおり、レジ袋などをご利用いただけますが、これまでより
も、レジ袋の使用回数は減尐するため、お買い物の際にはマ
イバッグを持参しレジ袋を受け取らないなど、レジ袋の削減
を推進してまいります。

有
料
化

そ
の
他
実
施
方
法

参
考

218
(1)袋の販売ではなく家族の人数分に忚
じて金額を徴収する

　家庭ごみ有料化は、手数料として、排出量に忚じた額の料
金を徴収することで、ごみ処理に係る費用の負担の公平性
や、ごみ減量意欲の向上を図ることを目的のひとつとしてお
ります。

有
料
化

そ
の
他
実
施
方
法

参
考

219
(2)各家庭の収集の場合、わかりにくい
奥の家にでも入って来られますか？

　基本的には、敶地内で、道路からごみを取りやすい場所に
ごみを出していただければと考えております。
　戸別収集の具体的なごみの排出場所については、今後、各
世帯の調査を行い、状況に忚じてきめ細かに対忚させていた
だきます。

戸
別
収
集

実
施
方
法

反
映

220 (3)収集を忘れた場合はどうしますか
　万が一、収集の漏れがあった場合には、収集に伺うよう手
配いたしますので、市までご連絡ください。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

112

114
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戸建住宅の場合
1．現状：団地150世帯10ブロックに分割
し、ブロック毎に団地共有地（私有地）
に金属製ごみ箱に集積している。
　理由：①道路にはみ出ない。②から
す、猫対策③管理は各世帯もち回り④老
齢者コミニケーション促進
　現状通りで了承願いたい。柔軟な対忚
を。※1
　道路車幅：3.6m狭い。
1ブロック戸建（10世帯以上）を集合住
宅に扱い集積所に出す。

　ごみ集積所の管理については、利用者の皆様でご協力いた
だいているところもありますが、一方で、十分な管理がされ
ておらず、ごみ出しマナーが守られていなかったり、カラス
などによる被害が発生している集積所も多くあります。ま
た、高齢化の進展により、ごみ集積所へのごみ出しが困難な
世帯が増加することが予想されるとともに、現状では適切な
維持管理がされている集積所でも、転出・転入や高齢化の進
展などライフスタイルの変化によって、将来的に集積所の維
持管理が困難になる可能性があります。
　そのため、継続的に安定した収集体制を構築するため、戸
建住宅については、道路形態など特殊な事情がある場合を除
き、原則すべて、集積所を廃止し、戸別収集を実施いたしま
す。
　戸別収集の具体的なごみの排出場所については、今後、各
世帯の調査を行い、きめ細かに対忚させていただきますの
で、ご協力をよろしくお願いいたします。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

222

2．有料化等施策実施の運用益はいくら
か？
　運用益を高齢者福祉に活用して欲し
い。

　手数料収入の使い道については、特定財源として、家庭ご
み有料化及び戸別収集に伴う経費や、３Ｒの推進施策に活用
することとしております。
　また、手数料収入額とその使い道などの情報は、定期的に
公開いたします。

そ
の
他

経
費
・
収
支
見
込
み

参
考

116 223

この度の戸別収集大賛成です。
たゞルールを守らないのは、アパートの
住民の方々で（ほとんど）隣接しており
ます私達は迷惑しておる訳です。近くに
○○地为（屋为さんが）住まれていない
ので市の方から改訂案などご通報厳しく
お願いしたいと存じます
いつもお世話になっております
宜しくお願い申し上げます

【※特定の建物名を示すため伏せていま
す】（小平市：追記）

　戸別収集にご理解をいただきありがとうございます。
　戸別収集の実施により、ごみの排出者が明確になることに
よるマナーの向上が期待されますが、適正に出されていない
場合には、ごみ出しマナーや分別についての個別の案内・指
導を徹底いたします。また、分別区分も変更となりますの
で、様々な媒体を用いて、ごみや資源の出し方に関する情報
を周知してまいります。
　集合住宅の所有者や管理人に対しては、入居者のごみ出し
マナー向上に取り組んでいただけるよう、働きかけを行って
まいります。
　なお、市では、指定袋に記名欄を設けることを検討してお
ります。市として、記名を義務付けるものではありません
が、例えば、自治会や集合住宅の内部でのルールとして、名
前や部屋番号の記載を求める場合などに、ご利用いただくこ
とを考えております。

戸
別
収
集

目
的
・
効
果

参
考

117 224

燃えないゴミが４週間に１回、容器包装
プラスチック以外の資源ゴミが２週間に
１回というのはあまりにも尐なすぎ、家
がゴミ屋敶になってしまう。もっと頻度
を上げてもらわないと困る。

　燃えないごみの収集頻度については、従来の毎週１回か
ら、４週に１回に変更となりますが、小平・村山・大和衛生
組合にごみを搬入している武蔵村山市と東大和市が、４週に
１回または毎月１回としており、収集頻度を合わせるように
しております。
　また、小平市は、市民１人あたりの燃えないごみの量が、
武蔵村山市や東大和市と比べて非常に多くなっております。
現状、燃えないごみの中に、容器包装プラスチックが多く混
入しており、家庭ごみ有料化による発生抑制や、容器包装プ
ラスチックの全量資源化による分別の徹底により、燃えない
ごみの量を大きく減らしていけるものと考えております。
　そのため、武蔵村山市や東大和市と同様、小平市において
も、４週に１回の収集でご不便なく、ご対忚いただけるもの
と考えております。
　容器包装プラスチック以外の資源については、比較的保管
が容易なこと、また、今後は拡大生産者責任に基づく、小売
店などの事業者における資源の店頭回収の拡大などを進めて
まいりますので、そちらを積極的にご利用いただくことで、
２週に１回の収集でも、資源が滞留することなくご対忚いた
だけるものと考えております。

そ
の
他

収
集
頻
度

参
考

115
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　ごみ集積所については、地域によっては、地域の皆様のご
協力やご負担により、ごみ出しや管理が適切に行われている
こと、また、地域コミュニティの形成に一部寄与しているこ
とは、市としても十分に認識しております。
　一方で、高齢者や障がい者などの普段のごみ出しが困難と
なっている方への支援が必要となっており、また、多くの地
域において、ごみ出しマナーに関するトラブルの発生やごみ
集積所の管理に係る負担が一部の方に偏っているなどの課題
が生じております。日頃から、市にも数多くの相談や課題の
解決への要望が寄せられており、戸別収集に早く移行して欲
しいといった要望が年々多くなっていると認識しておりま
す。
　そのため、市としては、ごみ集積所の利用に係る課題の解
決を優先し、戸別収集への移行を提案させていただいており
ます。
　また、有料化の対象外の品目をこれまでどおり集積所収集
とした場合には、従来と同様の課題が生じるため、ごみや資
源のすべての品目が、戸別収集の対象となります。

ごみの有料化については一定程度の理解
はする。しかしながら，「小平市家庭ご
み有料化及び戸別収集への移行実施計画
（素案）」の「２ 戸別収集の方法」，
「（４）課題への対忚」，「３集積所の
取り扱い 」の記載内容は「検討する，
努める」に終始し，全く課題対忚となっ
ていない。他市においては集積所を使用
しなくなった結果，開発行為による共有
持分が設定されているものについては，
民有との为張で行政は何もせず放置，つ
いては不法投棄の温床，一部では隣接住
民が駐輪場や物置などに無断転用の常態
となり，他の住民とのトラブル，コミュ
ニティの破壊をもたらしている。市帰
属・所有の集積所でも同様のケースが見
られ，多数ある集積所の管理を市はせず
（できず），行政財産使用許可もないま
ま（普通財産としても維持管理の責任は
市にある）無断使用，市は口頭注意，良
くても文書注意程度で終始している。つ
いては，集積所は公園に接するものは
（公園として整備する前提で）公園に組
み込むなどの例外はあっても良いが，原
則として継続使用するよう強く求める。
具体には有料化する「燃えるごみ」，
「燃えないごみ」及び「容器包装プラス
チック」は個別収集で良いが，それ以外
の廃棄物(例　紙，布など)については集
積所を有効活用すべきである。これによ
り上記の他市事例の発生回避が可能であ
り，収集経費も有料化する以外のものは
増加せず，効率化によりCO2などの発生
抑制が可能となる。万が一に集積所の継
続利用が叶わないのであれば，今回の実
施計画（素案）を（案）に具体化する段
階で，必ず上記課題を解決する市として
の明確な意思，具体的な対策（素案のよ
うな「検討する，努める」といった抽象
的，具体性がない，いい加減な内容を改
める）を記載すること。（注意）意見提
出者の意思として求めるのは１．（有料
化する廃棄物以外の収集について）集積
所の継続利用，２．不可の場合は集積所
の無断転用を阻止する市としての具体対
策の提示です。この２点を省いた「意見
の概要」，「検討結果（回答）」の作成
は決してしないよう求めます。ここまで
記載して恣意的に内容を歪めるようであ
れば，小平市自治基本条例に規定する市
民参加の機会の保証を損なうものです。
その際には，市長への意見書送付，議会
への陳情・請願など別途の対忚を図れと
いう市の考えと捉えることにします。
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私は西東京市にてごみ収集業務に携わっ
ております。西東京市は今年で戸別・有
料化が１０年になりますが、同僚たち
や、何より私自身の業務中に経験した
諸々より熟慮し、小平市の将来を憂う市
民として意見させて頂きます。
結論から申せば、有料化・戸別化の同時
施行には断固反対、有料化は一部賛成、
戸別化も反対、と表明します。
有料・戸別化を行った事でごみの量が減
尐した、と西東京市为催の報告会では発
表されていますが、現場の人間に意見を
聞く限り「ゴミ出しマナー・ごみの異物
混入・ごみ収集量」はかなり悪化してい
る、と言われます。
特に一般家庭の、敶地外にゴミ箱を設置
せず、あるいは老朽化したごみ箱につい
ての管理をごみ収集員に押し付け、下手
をすれば恐喝・脅迫まがいの難癖つけ
や、ごみ出し時間を守らない・時間外収
集をさせる、金を払ってるのだからと
ルールを守らない分別されないゴミ、収
集員や市職員を好き勝手のし放題等々。
尐なくとも戸別化を行いたいのなら、徹
底したごみの排出のルールの厳格化・収
集員市職員の条例に則った保護が必要に
なります。
戸別化の理由に、責任の明確化によるマ
ナー向上とありますが有料化によって絶
対に有り得ません。むしろいわゆる「お
客様は神様」意識が高まり、収集マナー
においてのトラブルが多発します。「街
の美観の維持」なんて戸別に出して、代
わりにカラスに荒らされ収集車の移動量
の増加で渋滞が発生し、「集積所の市民
の負担の公平化」なんて収集員・市職員
が全ての負担増加・市民全員の負担増加
がオチです。ごみ袋の有料化の結果ごみ
の分別・マナーの悪化で結局処理費用・
人件費の増加ではなんの意味もありませ
ん。
これらから「集積所の維持・整備、市民
税の引き上げ、記名化の徹底」を具申さ
せて頂きます。集積所に出す事で戸別化
にするより「周囲・世間の目」に晒され
記名化によって責任の明確化、有料化に
して諸々の悪化を取るより市民税を手早
く上げ集積所を整備・買取・処理施設の
拡充を行ったりし、集積所別に管理や指
導を行う方が減量へとつながるでしょ
う。
ごみ排出困難者については戸別に行えば
よいでしょう。これは西東京では「ふれ
あい収集」として指導などを行っていま
す。
本当は、いつでも使え、大きな不燃ごみ
用の廃棄所、再生資源の貯蔵所がある大
型の集積所が整備されればゴミ出しの現
状は改善すると思うのですが。
御一考のほど、よろしくお願い致しま
す。

　収集作業員及び市職員へのご配慮ありがとうございます。
　多くの地域において、ごみ出しマナーに関するトラブルの
発生や、ごみ集積所の管理に係る負担が一部の方に偏ってい
るなどの課題もあり、市にも数多くの相談や課題の解決への
要望が寄せられており、戸別収集に早く移行して欲しいと
いった要望が年々多くなっていると認識しております。
　そのため、市としては、ごみ集積所の利用に係る課題の解
決を優先し、戸別収集への移行を提案させていただいており
ます。
　家庭ごみ有料化は、手数料として、排出量に忚じた額の料
金を徴収することで、ごみ処理に係る費用の負担の公平性
や、ごみ減量意欲の向上を図ることを目的のひとつとしてお
ります。そのため、増税という形で徴収することは考えてお
りません。
　また、市では指定袋に記名欄を設けることを検討しており
ますが、市として記名を義務付けるものではありません。例
えば、自治会や集合住宅の内部でのルールとして、名前や部
屋番号の記載を求める場合などにご利用いただくことを考え
てのものです。
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227

ごみなかでもプラスチックは私達が好ま
ざるにも関わらず大量のゴミが押し付け
られる。毎週40?もの廃棄物が我が家で
も溜まる。ここに消費者の選択の余地は
ない。しかるに、そのゴミを有料で処分
しろといわれても、いささか、抵抗があ
る。ここはメーカー及び販売店にも義務
を課すべきであろう

　ごみの処理について、製造事業者や販売事業者にも一定の
責任があるという「拡大生産者責任」の考え方に基づき、家
庭ごみ有料化に伴い、小売店などの民間事業者に対し、資源
の店頭回収の拡大や、簡易包装の推進、レジ袋の削減など、
更なるリサイクルが行えるような環境整備に努める働きかけ
を行ってまいります。
　また、市が、３Ｒの推進に関する取り組みを行っている民
間事業者を認定し、広報する仕組みについても検討を行うな
ど、事業者との連携を強化し、協力体制の構築を図ってまい
ります。
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26市のうち22市が移行だからというよう
な姿勢でなく、小平方式というような方
法を編み出だして全国各地に広めるよう
な取り組みをして欲しい。

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。
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反対します。
目的として下記3点の記載がありますが
いずれも実効性が薄いと感じます。ま
た、全般的にゴミ処理にかかるコストを
縮小する努力を行わず住民に追加のコス
ト負担を強いているように感じます。こ
れまで市民税の範疇で賄ってきた処理費
用をなぜ家計が負担しなければいけない
のかの説明が不足しています。

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。
　また、家庭ごみ有料化の実施により、ごみを減量すること
により、ごみの収集や処理にかかる経費が削減できるととも
に、ごみ処理経費の一部を、ごみの排出量に忚じて皆様にご
負担いただくことは、負担の公平性につながるものであると
考えております。
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●意識の変化によるごみの減量や３Ｒの
推進
ゴミの減量についてはともかく、リユー
ス・リサイクルについて論じるのであれ
ばリサイクル率・リユース率について現
在の値と目標とする値を設定し啓蒙を図
るのが先ではないでしょうか。

　小平市一般廃棄物処理基本計画において、リサイクル率に
ついてはモニター指標として年度毎の推移を注視しながら、
ごみ減量への取組を進めております。
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●負担の公平性の確保
小平市の補助金支出先に不明金　朝鮮大
学校系団体が関与

「小平市ごみ減量推進実行委員会」のメ
ンバーは何を負担しどのようにゴミ減量
に寄与しているのでしょうか。
公平性を論じる前に補助金(原資は税金
ですよね)の公平性や使途を確認するの
が先決ではないでしょうか。

【※URLは削除しています】（小平市：
追記）

　小平市ごみ減量推進実行委員会は、ごみ減量とリサイクル
の推進を目的に設立された任意団体で、市内の団体や事業
者、市民の方々にご参加いただいております。
　市から実行委員会へ交付される補助金は、市と共催で実施
するイベントや各種講習会等の経費に充てられており、朝鮮
大学校へ補助金を支出したという事実はございません。
　しかし、本年１０月に実行委員会の会計処理において不正
支出が判明したため、それに関わった委員に対して実行委員
会が返還請求を行い、現在そのすべては弁済されました。市
は引き続き実行委員会の会計処理に問題がないか確認作業を
行っております。
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●ごみ処理に係る経費の削減
現在は可燃ごみ・プラスチックごみを分
けて収集していますが、プラスチックを
リユースしようとすると新たに製造する
よりもコストがかかるのは周知の通りで
す。現在の収集・処分方法等を見直すこ
とにより最適化が図れるのではないで
しょうか。
この項目においても現行の費用、今後の
見込み、有料化を導入した場合の見込み
とその根拠について広く啓蒙すべきで
す。

　容器包装リサイクル法では、容器包装廃棄物を、消費者は
分別しての排出、市町村は分別収集、事業者は再商品化とい
う、３者の役割分担を定め、一体となった容器包装廃棄物の
削減への取り組みを義務づけております。
　そのため市では、容器包装プラスチックを焼却するのでは
なく、分別収集しリサイクルしております。平成３１年４月
からは、小平・村山・大和衛生組合、武蔵村山市及び東大和
市と共同して、容器包装プラスチックとペットボトルの選別
処理を行う「小平・村山・大和衛生組合資源物中間処理施
設」が稼働することに伴い、これまでリサイクルしていな
かったレジ袋やお菓子の包装など軟質のものも含めた、全量
の容器包装プラスチックのリサイクルが可能となります。
　今後とも、ごみの減量と３Ｒの推進のため、容器包装プラ
スチックの資源化を進めてまいりますので、ご協力いただき
ますようお願いいたします。
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戸別収集について希望があります。
私は、○○団地に居住しています。集合
住宅の場合、今までどおり敶地内の集積
所に出す計画となっていますが、階段ご
との収集（10世帯分）を希望します。
その理由は、まさしく戸別収集の理由と
同じです。
ごみ出しマナーの向上
集積所には50世帯のごみが集まり、マ
ナーの悪い方がいても誰なのかわかりま
せん。
高齢者・障害者の負担の軽減
小平団地は高齢化しています。集積所ま
でごみを出し、ころんで骨折した方もい
ます。
美観の向上
今年の元旦の朝、大量のごみを出した方
がいたため、お正月の３日間、道路にご
みが散乱し不快な思いをしました。
集積所管理に関わる負担のばらつきを解
消
私は、集積所に一番近い階段に住んでい
ます。外に出るたび、マナーの悪い方の
出したごみの散乱を目にし、時にはゴミ
袋を自宅から持ってきて散乱したごみを
拾い集めます。

以上の理由で、階段ごとの収集をご検討
いただきたいと思います。現在、古新聞
は階段ごとに収集しています。どうかよ
ろしくお願いいたします。

【※特定の住所地を示すため伏せていま
す】（小平市：追記）

　集合住宅については、１棟あたり１か所の収集との考えか
ら、各棟ごとに集積所を設置していただくことになります。
　集積所を増やすことをご希望の場合には、市までご相談く
ださい。
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なぜ尐子化で労働人口が不足すると言わ
れているのにわざわざ手間のかかる戸別
収集をするのですか？
合理的な理由がわかりません。

　ごみ集積所については、地域によっては、地域の皆様のご
協力やご負担により、ごみ出しや管理が適切に行われている
こと、また、地域コミュニティの形成に一部寄与しているこ
とは、市としても十分に認識しております。
　一方で、多くの地域において、ごみ出しマナーに関するト
ラブルの発生や、ごみ集積所の管理に係る負担が一部の方に
偏っているなどの課題もあり、市にも数多くの相談や課題の
解決への要望が寄せられており、戸別収集に早く移行して欲
しいといった要望が年々多くなっていると認識しておりま
す。
　そのため、市としては、ごみ集積所の利用に係る課題の解
決を優先し、戸別収集への移行を提案させていただいており
ます。
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全量容器包装プラスチックの資源化も、
資源化するほうが焼却処理するよりも
ずっと手間がかかります。コストも余計
にかかる上に資源化することのメリット
が提示されない状態での家庭ごみ有料化
は反対です。

　容器包装リサイクル法では、容器包装廃棄物を、消費者は
分別しての排出、市町村は分別収集、事業者は再商品化とい
う、３者の役割分担を定め、一体となった容器包装廃棄物の
削減への取り組みを義務づけております。
　そのため市では、容器包装プラスチックを焼却するのでは
なく、分別収集しリサイクルしております。平成３１年４月
からは、小平・村山・大和衛生組合、武蔵村山市及び東大和
市と共同して、容器包装プラスチックとペットボトルの選別
処理を行う「小平・村山・大和衛生組合資源物中間処理施
設」が稼働することに伴い、これまでリサイクルしていな
かったレジ袋やお菓子の包装など軟質のものも含めた、全量
の容器包装プラスチックのリサイクルが可能となります。
　今後とも、ごみの減量と３Ｒの推進のため、容器包装プラ
スチックの資源化を進めてまいりますので、ご協力いただき
ますようお願いいたします。
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ごみ有料化に関しましては、全面的に賛
成いたします。

　唯一の懸念といたしまして、有料化後
の集積所の扱いです。
当地区の集積所は、地区住民5件で使用
しておりますが、回田道沿いの歩道に面
しており、マナー違反のごみ投棄が頻発
しています。
都度、集積所に隣接する当家で、違反投
棄されたごみを分別し、収集日まで”保
管”している次第です...。市役所か
ら、ごみ捨て禁止のプレートをいただ
き、掲示しても改善は見られず、現在も
悩みの種です...。
　ごみ有料化以降は、市で集積所の有効
利用を検討されるとありますが、空き地
化した集積所には、不法投棄がさらに増
え、美観、衛生的にも务悪な状態になる
可能性が大きいと考えます。
　集積所は当家の土地（○○)に、コの
字型に食い込む形の１平米に満たないス
ペースです（○○）。このスペースを、
当方に譲渡いただければ、不法投棄防止
の対忚や、利用方法も責任を持って対忚
できます。
　集積所の跡地を、隣接する個人へ譲渡
（希望者へ）することをご検討いただけ
ないでしょうか？（有料にて）

どうぞよろしくお願いいたします。

【※特定の住所地を示すため伏せていま
す】（小平市：追記）

　家庭ごみ有料化にご理解をいただきありがとうございま
す。
　市が所有する集積所については、売却や他の用途への転用
などについて検討し、市有財産を有効に活用するよう努めま
す。
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ゴミ袋有料化により公平性が云々とあり
ましたが、適正量のゴミを出す分は無負
担であるべき（市民税減税などで反映す
ると何かのついでに増税されてうやむや
にされかねない）ですので、必要以上に
出す場合にゴミ袋代を負担（現在でも大
型ゴミなどは個別に負担している）する
仕組みであるべきです。一部の特定家庭
のみ無負担などは公平性を欠きます。

　一定の排出量までは無料とし、それを超えた場合に初めて
有料となる「超過量従量制」については、ごみの減量効果の
持続・リバウンドが生じやすいといった課題があり、採用し
ている自治体は一部に限られます。また、比較的小規模な自
治体での採用が多く、人口１９万人程度の小平市では、指定
袋の無料配布に多大な手間やコストが見込まれます。そのた
め、排出量に単純に比例して手数料をご負担いただく「単純
従量制」を採用しております。
　また、手数料の減免については、社会的な配慮が必要とな
る世帯の経済的負担の軽減を図るために行うものであり、公
平性を欠くものとは考えておりません。
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　また以下の記事がありましたが、市民
の意向（日本国民であれば日本に核兵器
を落とすと脅している国の教えをありが
たがっている団体に血税を入れることに
賛同するはずはありません）を無視した
ことが行われているのに有料化の議論な
どする段階ではありません。彼らが特例
措置など受けず、税金を適正に納め、日
本の発展・存続の為に共に協力する団体
であればこうした批判は受けないはずで
すが、実際には納税免除など「特定の団
体への優遇」が横行している現状があり
ますので、そこをまず改善してくださ
い。
■東京・小平市、朝鮮大学校に補助金
関連団体経由で物品購入

　小平市ごみ減量推進実行委員会は、ごみ減量とリサイクル
の推進を目的に設立された任意団体で、市内の団体や事業
者、市民の方々にご参加いただいております。
　市から実行委員会へ交付される補助金は、市と共催で実施
するイベントや各種講習会等の経費に充てられており、朝鮮
大学校へ補助金を支出したという事実はございません。

そ
の
他

そ
の
他

反
映
し
な
い

239

市民説明会に参加できませんでした。有
料化については反対ではありませんが、
その方法について意見を申し上げます。

１，購入するごみ袋の最低は５リットル
となっていますが、高齢者の一人暮らし
で、生ゴミはごくわずかであり、その他
の燃えないゴミをいっしょにしても、通
常の一回の量は５リットルの袋では大き
すぎます。もっと小さな袋を取り入れる
ことを検討していただきたいと思いま
す。

　指定袋の容量については、多摩地域のほとんどの自治体と
同様に、燃えるごみ・燃えないごみ用袋については、５ℓ、
１０ℓ、２０ℓ、４０ℓの４つのサイズを、容器包装プラス
チック用袋については、１０ℓ、２０ℓ、４０ℓの３つのサイ
ズを作成する予定です。
　５ℓより小さなサイズや、３０ℓサイズなどその他のサイズ
のご要望も頂いておりますが、５ℓより小さいサイズや３０ℓ
サイズについては、多摩地域でも作成している自治体は尐な
く、また３０ℓについては、２種類のサイズを組み合わせて
いただくことで、ご対忚いただくことも可能なため、このよ
うな提案をさせていただいております。
　ただし、指定袋の容量も含めた家庭ごみ有料化の実施内容
については、実施後も定期的に見直しについての検討を行い
ますので、要望が多い場合には、その中で改めて検討を行い
ます。

有
料
化

指
定
有
料
袋

参
考

240

２、戸別収集について
敶地内に集積所を設けるといっても、門
があり鍵をかけている場合はどういう方
法でゴミを収集するのか、具体的な方法
を明示していただきたいと思います。在
宅中であっても防犯上、門に鍵をかけて
います。

　基本的には、敶地内で、道路からごみを取りやすい場所に
ごみを出していただければと考えております。
　戸別収集の具体的なごみの排出場所については、今後、各
世帯の調査を行い、状況に忚じてきめ細かに対忚させていた
だきます。

戸
別
収
集

実
施
方
法

反
映

241

１１月４日（土）、中央公民館におけ
る、ごみ有料化説明会に参加いたしまし
た。
時間内に質問等できませんでしたので
メールいたしました。
有料化になるのは致し方ないことかもし
れませんが、現状より分別が煩雑になる
のはいかがなものでしょうか。

　家庭ごみ有料化及び戸別収集への移行と同時に、容器包装
プラスチックの全量資源化が可能となり、全て資源化するこ
ととなります。
　市民の皆様には、新しいごみや資源の出し方や分別方法に
ついて、広く行き届くよう情報提供を行ってまいります。

有
料
化

対
象
範
囲
・
分
別

参
考

242
「燃えないゴミ」４週に１回は、１か月
に１回、第何週の何曜日に固定するほう
がわかりやすいい。

　燃えないごみの収集頻度を、「４週に１回」ではなく、
「１か月に１回」とした場合には、ご指摘いただいたとお
り、「毎月の第○週目の○曜日」という指定が可能となり、
市民の皆様にもわかりやすいというメリットがありますが、
月によっては、前回の収集から５週間空くことも生じてしま
うというデメリットもあります。そのため、市では、４週間
単位でサイクルする収集スケジュールとすることを考えてお
ります。
　なお、平成３１年４月の家庭ごみ有料化の実施に合わせ
て、収集カレンダーを市内全戸に毎年配布することを考えて
おりますので、収集カレンダーをご参照いただき、収集日及
び品目の確認を行っていただければと考えております。

そ
の
他

収
集
頻
度

参
考127
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243

可能であれば、２３区ゴミ収集方式（ほ
とんどが燃えるゴミ、たとえば靴、カバ
ン類等）分別の簡素化に踏み込んでいた
だければと思います。
高齢化が進む中、高齢者にとってもわか
りやすい簡素な分別方法をぜひ取り入れ
てほしいと思います。

以上です。よろしくお願いいたします。

　小平市で発生したごみは、中島町の小平・村山・大和衛生
組合に搬入し、焼却や破砕といった中間処理を行っておりま
す。また、中間処理後のごみは、日の出町の二ツ塚処分場に
搬入し、焼却灰はエコセメント化処理を、破砕物は埋立処理
を行っております。
　施設を受け入れていただいている中島町や日の出町の住民
への配慮や負担軽減のため、また、二ツ塚処分場を一日でも
長く使い続けられるよう延命化を図るため、資源となるもの
については、品目毎に細かく分別を行い、資源化を徹底する
ことで、ごみ量の削減に努めております。
　今後ともご協力いただきますようお願いいたします。

有
料
化

対
象
範
囲
・
分
別

参
考

128 244

小平市　から
ゴミの無料回収
を　なくしたら
小平市には、全く良い所がない。

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

129 245
まずは
職員　を
循環　させよう

　市職員については、定期的に異動を行っております。
そ
の
他

そ
の
他

反
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246
・プラも有料になりますが、スーパー等
でプラ容器に入れないで販売する様に出
来ないんですか。

　ごみの処理について、製造事業者や販売事業者にも一定の
責任があるという「拡大生産者責任」の考え方に基づき、家
庭ごみ有料化に伴い、小売店などの民間事業者に対し、資源
の店頭回収の拡大や、簡易包装の推進、レジ袋の削減など、
更なるリサイクルが行えるような環境整備に努める働きかけ
を行ってまいります。
　また、市が、３Ｒの推進に関する取り組みを行っている民
間事業者を認定し、広報する仕組みについても検討を行うな
ど、事業者との連携を強化し、協力体制の構築を図ってまい
ります。

有
料
化

拡
大
生
産
者
責
任

反
映
済
み

247
・紙おむつが無料と書いて有りますが、
ペットのトイレシーツも無料ですか。

　紙おむつを有料化の対象から除外することについては、子
育て世帯や介護世帯への支援を目的としており、その他の
ペット用おむつなどを有料化の対象から除外することは考え
ておりません。

有
料
化

対
象
範
囲
・
分
別

参
考

248

・戸別収集で敶地内に置く様になります
が１中通り等は燃えるゴミの収集が月曜
はPM１５時頃に集めに来ますがもっとは
やく収集（午前中）に出来ないんです
か。

　収集時間については、現状、曜日により、あるいはごみ量
や交通事情など様々な要因により、日毎に異なっておりま
す。
　戸別収集を実施することで、ごみの収集箇所が増加し、収
集作業も増大しますが、合わせて、収集頻度の見直しや収集
地区割りの細分化を行い、収集作業の効率化や曜日間の平準
化を図ることで、収集作業に係る時間の増加は抑えられる見
込みです。
　戸別収集実施後は、収集経路が変わるため、個々の世帯で
見ると、収集の時間帯に変更がありますが、市内全体の収集
に係る時間は、これまでとあまり変わりないものと考えてお
ります。

戸
別
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収
集
時
間

参
考
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249
・守れないのはアパートの人が多いので
２階位までは玄関先まで取りに来る事は
出来ないんですか。

　戸別取集は、１棟につき１か所の収集とすることを考えて
おり、集合住宅の各部屋の玄関先まで収集に行くことは考え
ておりません。
　集合住宅の所有者や管理人に対しては、入居者のごみ出し
マナー向上に取り組んでいただけるよう、働きかけを行って
まいります。
　なお、市では、指定袋に記名欄を設けることを検討してお
ります。市として、記名を義務付けるものではありません
が、例えば、自治会や集合住宅の内部でのルールとして、名
前や部屋番号の記載を求める場合などに、ご利用いただくこ
とを考えております。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

250 ・なんで三多摩だけ有料なんですか。
　家庭ごみ有料化は全国の６割以上の自治体で実施しており
ます。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

251

・プラスチック容器はリサイクルになる
ので無料にしてほしい。
　現在よりももっとこまかいものまでプ
ラ容器として回収になるので。

　容器包装プラスチックについて、小平市では、容器包装リ
サイクル法に基づき、分別を行い、資源化を徹底すること
で、ごみの削減に努めておりますが、収集や選別の作業に多
大な経費がかかっていることを踏まえ、リサイクルだけでな
く、使い捨て容器の使用の抑制や、簡易な包装の推進などの
リデュース（発生抑制）も進めていく必要があります。
　また、無料とした場合には、容器包装プラスチックの袋
に、有料である燃えるごみや燃えないごみが多く混入されて
しまう恐れもあります。
　そのため小平市では、容器包装プラスチックを有料化の対
象に含め、手数料については、分別を徹底し、リサイクルを
推進するため、燃えるごみや燃えないごみよりも安価に設定
いたします。

有
料
化

対
象
範
囲
・
分
別

参
考

252
・回収頻度を増して欲しい。もえないゴ
ミの月一回をもっと。

　燃えないごみの収集頻度については、従来の毎週１回か
ら、４週に１回に変更となりますが、小平・村山・大和衛生
組合にごみを搬入している武蔵村山市と東大和市が、４週に
１回または毎月１回としており、収集頻度を合わせるように
しております。
　また、小平市は、市民１人あたりの燃えないごみの量が、
武蔵村山市や東大和市と比べて非常に多くなっております。
現状、燃えないごみの中に、容器包装プラスチックが多く混
入しており、家庭ごみ有料化による発生抑制や、容器包装プ
ラスチックの全量資源化による分別の徹底により、燃えない
ごみの量を大きく減らしていけるものと考えております。
　そのため、武蔵村山市や東大和市と同様、小平市において
も、４週に１回の収集でご不便なく、ご対忚いただけるもの
と考えております。

そ
の
他

収
集
頻
度

参
考

253

・家庭用のネットを検討して欲しい。
　一回目無償、次回から有償など…。
　ネットは今でもカラス等からの効果が
あるので。
※現在も分別には気を付けて出していま
す。

　現在、ごみ集積所やそこに出されたごみの管理について
は、ご利用されている方々にて行っていただいており、戸別
収集実施後の出されたごみの管理についても、引き続き、各
世帯にてご協力いただくこととなります。
　そのため、各世帯で、必要に忚じてネットやバケツ、ごみ
箱などをご用意いただき、ご対忚いただければと考えてお
り、ネットの配布は検討しておりません。
　なお、市では、指定袋の作成に際し、カラスによる荒らし
被害を軽減できる加工を施します。

戸
別
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考

131

130

68



番
号

枝
番

意見等 検討結果
分
類
１

分
類
２

対
忚

254

１　実施の目的
　ごみ処理状況をみると世帯数が伸びて
いるにもかかわらず、ごみ処理量が減っ
ていることから、今まで市が行ってきた
ごみの減量が３Rの推進が着実に図られ
ていると思う。
　これが増えているなら有料化は理解で
きるが、こういう状況にも関わらず家庭
ごみの有料化によるさらなる減量を求め
ることはには無理がある。本当の目的は
何かというと「負担の公平性」が大きい
のではないか。
　さらに、ごみ処理に係る経費の削減と
あるが、経費の内訳が明確にされていな
い。どの程度経費が削減され、市民への
還元はどんなものがあるのかを知りた
い。
負担ばかり押し付けても長続きしない。

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。
　ごみ処理に係る経費については、各施設に搬入するごみ量
に忚じて、金額が変動いたします。仮に、他自治体のごみ量
に増減がなく、小平市が１０％減量した場合には、試算上、
合わせて４～５千万円程度の減額が見込まれます。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

255
　また粗大ごみの有料化の際もそうだっ
たが、駆け込みや不法排出が増えるだけ
である。

　家庭ごみ有料化の実施直前には、一時的にごみの排出量が
増加する事は想定されますが、不法排出が増えるとは考えて
おりません。

そ
の
他

不
法
投
棄
・
不
適
正
排
出

参
考

256

２　実施時期
　１０月１日からが望ましい。
　４月開始では、転入転出の時期となっ
ている。市のどの窓口も相当混んでいる
時期と重なると思うので、市民への周知
が行き渡らないのではないでしょうか？
　有料袋の購入方法などの問合せが多く
なり、丁寧な説明ができないと思う。

　平成３１年４月の小平・村山・大和衛生組合資源物中間処
理施設の稼働に伴い、容器包装プラスチックの全量資源化に
よる分別区分及び収集スケジュールの変更を行う必要があり
ます。
　家庭ごみ有料化及び戸別収集への移行と、分別区分及び収
集スケジュールの変更を、時期をずらして行った場合には、
短期間に連続してごみや資源の出し方が変わることとなり、
市民の皆様の混乱を招く恐れがあるため、同年４月に同時に
行うこととしております。
　窓口が混雑する時期と重なることとなりますが、市民の皆
様からの対忚にしっかりと丁寧に対忚するため、体制を整備
してまいります。

有
料
化

そ
の
他
実
施
方
法

参
考

257

３　容器包装プラスチックを有料にする
理由は
　資源物として取り扱うのであれば、そ
の他の資源と同様に無料にすべきであ
る。
今までは、硬質プラを資源として収集し
ていたにも関わらず、燃やされていた容
器包装プラスチックを含め有料化される
ことには理由がわからない。燃えるごみ
であった軟質ブラが減れば処理経費が削
減されるので、たりるのではないか。そ
もそも軟質プラの重量はとても尐ないの
ではないでしょうか？
　組成分析の結果をみると、容器包装プ
ラスチックの混入率は、可燃が6.3％、
不燃が13.6％となっているが、もし仮に
すべてが資源として回収された場合の回
収量は何トンになるのか？またそれを処
理する能力が資源化施設にあるのかどう
か？
　容器包装プラを分別するよりも、可燃
ごみの中にある紙類を分別する方が減量
に大きくつながると思うのですが。

　容器包装プラスチックについて、小平市では、容器包装リ
サイクル法に基づき、分別を行い、資源化を徹底すること
で、ごみの削減に努めておりますが、収集や選別の作業に多
大な経費がかかっていることを踏まえ、リサイクルだけでな
く、使い捨て容器の使用の抑制や、簡易な包装の推進などの
リデュース（発生抑制）も進めていく必要があります。
　また、無料とした場合には、容器包装プラスチックの袋
に、有料である燃えるごみや燃えないごみが多く混入されて
しまう恐れもあります。
　そのため小平市では、容器包装プラスチックを有料化の対
象に含め、手数料については、分別を徹底し、リサイクルを
推進するため、燃えるごみや燃えないごみよりも安価に設定
いたします。
　平成３１年４月稼働予定の小平・村山・大和衛生組合資源
物中間処理施設では、小平市の分別区分の変更などによる容
器包装プラスチックの増量も想定し、処理能力を設定してお
ります。
　また、現状、燃えるごみの中に雑がみが多く踏まれている
ことを踏まえ、雑がみリサイクルの促進のため、市民の皆様
への周知徹底に努めてまいります。
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258

４　戸別収集の方法
　排出者責任の明確化を図るためとある
が、市内の全世帯の半数は集合住宅に住
み、また収集車が通行できない道路もあ
るため、戸別収集というが半数近くは、
今まで通りの集積所収集となってしまう
のではないでしょうか。
　特に高齢者などの要配慮者にとって
は、集合住宅の場合は、ドアの前まで収
集に行く必要があると思う。されに家の
中からもごみを出せない要配慮者もい
て、ごみ屋敶となっている。

　集合住宅に居住されている世帯は、これまでどおり集積所
収集となります。
　しかしながら、戸別収集の目的は排出者責任の明確化だけ
でなく、集積所へのごみ出しが困難な世帯へのサービスの向
上や、街の美観の向上、また、集積所の管理に係る地域の負
担の軽減があります。
　集合住宅については、家庭ごみ有料化と合わせて戸別収集
を実施することで、ごみの減量や分別の徹底が促され、集積
所の美観の向上や、集積所の管理に係るトラブルも現在より
減尐することが見込まれます。
　また、市では、高齢者や障がい者でごみ出しが困難な方に
対し、ご自宅の玄関先までごみを取りに行く、「ふれあい収
集」を実施しています。家庭ごみ有料化や戸別収集実施後も
引き続き継続しますので、ご希望の方は担当部署にご相談く
ださい。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

259
５　収集頻度の見直し
　収集車が回収に来ない日があるのでは
ないか？

　燃えないごみや資源については、同じ日に収集する品目の
組み合わせは変わりますが、これまで同様、収集がない日は
生じません。

そ
の
他

収
集
頻
度

参
考

260
　地区割りの細分化をするようである
が、収集日がわかるカレンダーを示して
ほしい？

　平成３１年４月からは、家庭ごみ有料化及び戸別収集への
移行、軟質の容器包装プラスチックの分別区分の変更、収集
スケジュールの変更など、ごみと資源の出し方が大幅に変更
になります。
　そのため、市報への掲載の他、収集のカレンダーとパンフ
レットが一体となった冊子を作成し、事前に市内全戸に配布
いたします。カレンダーやパンフレットについては、わかり
やすくごみと資源をお出しいただけるよう、内容や表現の見
直しについて検討いたします。
　また、スマートフォンからも手軽に情報が得られるよう、
ごみ分別アプリの更なる活用についても検討いたします。
　その他、新しい制度への移行が円滑に進むよう、地域に出
向いての説明会や各種周知啓発により、市民の皆様にわかり
やすく情報提供を行ってまいります。

そ
の
他

周
知
・
案
内

参
考

261

　特に問題になるのが、可燃性資源が２
週に１回となっているが、毎週がよい。
なぜなら、雤の日は出すことができない
ので、１か月分以上の紙類が家に溜まる
ことになり、場合によっては可燃ごみと
して出されてしまうことになるのではな
いか？地区の細分化があるため、毎週に
しても搬入先への影響は尐ないと思う。

　収集頻度の見直しは収集作業の効率と収集経費の増加の抑
制を図るため行います。
　雑がみなどの可燃性資源については、かさばらないことや
臭いなどが生じる可能性がないことなどから、降雤の影響を
踏まえても、２週に１回の収集でご不便なく、ご対忚いただ
けるものと考えております。
　また、市では、家庭から出される新聞、雑誌、段ボール、
ビン、カンなどの資源物を自治会やマンション管理組合など
の地域団体が集めて、資源回収業者に直接引き渡す自为的な
リサイクル活動（集団回収）を推進しており、その回収量に
忚じて補助金を交付しております。補助金は団体活動にご活
用いただけます。
　家庭ごみ有料化の実施後も、継続して行ってまいりますの
で、ぜひご利用ください。

そ
の
他

収
集
頻
度

参
考

133 262

「戸別収集」実施あるきの話　聞く耳も
たずで残念
それぞれの説明会での意見を聞き考える
余地があっても…
実施している所でのデメリットで時間、
車、費用がかかるという現状もある!!
有料化して足が出たりしないのか？

　市民説明会での皆様のご質問やご意見への回答は、実施計
画の素案に基づく、説明会時点での市の考え方についての説
明を行ったものです。
　本実施計画の策定にあたっては、その素案に対する、市民
説明会やパブリックコメントにて頂戴した、皆様のご意見を
踏まえながら、市民の皆様のご協力をより得られるようなも
のとしてまいります。
　戸別収集に移行した場合には、家庭ごみの収集経費は１～
３割程度増加する見込みですが、収集の頻度の見直しや地区
割りの細分化を行い、作業の効率化を図ることで、経費の増
加を抑制してまいります。

そ
の
他

説
明
会
・
パ
ブ
コ
メ
実
施
方
法

参
考

132
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134 263
家庭のゴミ発生は、商業施設からの包装
等が原因なので、これの指導その方策が
必要と思われる。

　ごみの処理について、製造事業者や販売事業者にも一定の
責任があるという「拡大生産者責任」の考え方に基づき、家
庭ごみ有料化に伴い、小売店などの民間事業者に対し、資源
の店頭回収の拡大や、簡易包装の推進、レジ袋の削減など、
更なるリサイクルが行えるような環境整備に努める働きかけ
を行ってまいります。
　また、市が、３Ｒの推進に関する取り組みを行っている民
間事業者を認定し、広報する仕組みについても検討を行うな
ど、事業者との連携を強化し、協力体制の構築を図ってまい
ります。

有
料
化

拡
大
生
産
者
責
任

反
映
済
み

264

（おねがい　2点）
・もえないゴミの収集日が、とても尐な
くなるので拠点回収できるところを作っ
てほしい。
　（持っていけば捨てられるところ。）

　燃えないごみの収集頻度については、従来の毎週１回か
ら、４週に１回に変更となりますが、小平・村山・大和衛生
組合にごみを搬入している武蔵村山市と東大和市が、４週に
１回または毎月１回としており、収集頻度を合わせるように
しております。
　また、小平市は、市民１人あたりの燃えないごみの量が、
武蔵村山市や東大和市と比べて非常に多くなっております。
現状、燃えないごみの中に、容器包装プラスチックが多く混
入しており、家庭ごみ有料化による発生抑制や、容器包装プ
ラスチックの全量資源化による分別の徹底により、燃えない
ごみの量を大きく減らしていけるものと考えております。
　そのため、武蔵村山市や東大和市と同様、小平市において
も、４週に１回の収集でご不便なく、ご対忚いただけるもの
と考えております。

そ
の
他

収
集
頻
度

参
考

265
・平成の年号が、そろそろ変わるので、
このように年々にもわたるプロジェクト
は西暦をメインにしてほしい。

　本実施計画（素案）では、和歴と西暦を併記しておりま
す。
　また、今後の資料の作成や皆様への周知にあたっては、混
乱が生じないような表記としてまいります。

そ
の
他

周
知
・
案
内

反
映
済
み

266

・共同集積所の転用について
　共同集積所の転用が遅れると不法投棄
の温床となる。転用開始迄戸別収集に踏
み切るべきでない

　市が所有する集積所については、売却や他の用途への転用
などについて検討し、市有財産を有効に活用するよう努めま
す。

戸
別
収
集

集
積
所
の
取
扱

参
考

267

　アパート経営をしているが大学生が殆
んどである
　指定袋は、スーパ、コンビニの他大学
生協にも置いて欲しい。

　ご意見を参考に、指定袋の取扱店については、現在、粗大
ごみ処理シールを取り扱っている販売店のほか、市内の小売
店、スーパーマーケット及びコンビニエンスストアなどにも
広く依頼してまいります。

有
料
化

指
定
有
料
袋

参
考

268

　また、地方出身の大学生が多いので分
別ルールの徹底の為分別ルール収集日等
のカンバンはその地域専用として欲し
い。

　平成３１年４月以降の新しい収集スケジュールでは、曜日
による収集品目の指定ができなくなるため、収集日などを示
した看板を作成することは考えておりません。
　市では毎年、地区毎の収集カレンダー・パンフレットを配
布いたしますので、そちらをご参照いただき、収集日や品
目、出し方などをご確認いただくことを考えております。

そ
の
他

周
知
・
案
内

参
考

269

・資源化
　回収と資源化の割合を明確にする為実
績データの公開をして欲しい。
　資源化の為分別したことがどのような
成果を上げているのかを知りたいし、公
開する義務があると思う

　市では、ごみ量や資源化量のデータについて、ホームペー
ジなどで公開しておりますので、詳しくはお問い合わせくだ
さい。

そ
の
他

周
知
・
案
内

参
考

135

136
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137 270
戸別収集はいいと思いますが
有料化は子育て世帯にとっては
大きな負担額になるので反対です

　戸別収集にご理解をいただきありがとうございます。
　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、尐しずつごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。
　なお、子育て世帯や介護世帯への支援のため、紙おむつに
ついては、透明または半透明の袋で、他のごみが混入してい
ない状態でお出しいただければ、無料で収集いたします。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

271

周知徹底が最大の課題
　現在専用集積所を設けず、一般集積所
を利用させている集合住宅に対し不動産
会社、集合住宅の所有者及び管理人を対
象に戸別または別枞での説明会が必要。
　またその際には、入居者への細かい指
導を、義務化ある程度の強制力を持たせ
る。

　これまで敶地内に集積所を設けておらず、お住まいの近く
の集積所に排出していた集合住宅については、新たに敶地内
に集積所を設けていただくことになります。
　ご意見を参考に、集合住宅の所有者や管理人に対しては、
入居者のごみ出しマナー向上に取り組んでいただけるよう、
働きかけを行ってまいります。
　なお、市では、指定袋に記名欄を設けることを検討してお
ります。市として、記名を義務付けるものではありません
が、例えば、自治会や集合住宅の内部でのルールとして、名
前や部屋番号の記載を求める場合などに、ご利用いただくこ
とを考えております。

そ
の
他

周
知
・
案
内

参
考

272

社会的配慮が必要な世帯への減免措置
　すでに配慮を受けているのに、それ以
外のさらなる二重三重のサービスは過保
護甘やかし。すべての世帯とは言わない
が、無料だからだとマナー、減量の意識
が薄れるのではないか。
　また低所得にもかかわらず、頑張って
納税している世帯との公平性さが大きく
なる。

　減免世帯に配布する指定袋の枚数及び容量については、平
均的な世帯が、１割程度のごみ減量を行った場合には、全て
賄える程度のものとなっており、対象世帯にも、一定のごみ
減量努力を促す仕組みとしております。
　また、手数料の減免は、社会的な配慮が必要な世帯を対象
に行うものであり、公平性を損なうものとは考えておりませ
ん。

有
料
化

そ
の
他
実
施
方
法

参
考

273

①缶、ビン、ペットボトルはカゴに入れ
て出す方法にして下さい。
　（東大和市そうみたいです）（ビニー
ル袋そのために必要になってしまうの
で）

　カン、ビンについては、各世帯にて敶地内にカゴをご用意
いただき、それに入れてお出しいただいてもかまいません。
　ただし、ペットボトルやスプレー缶、ライター、電池など
のその他の不燃性の資源については透明もしくは半透明の袋
に入れてお出しください。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

274

②雑ガミ（紙ゴミ）紙袋やひもでしばら
ずカゴに入れてゴミ出しは可能ですか？
　できればカゴに入れてゴミ出しＯＫに
して下さい。
　（紙袋ないから）

　雑がみは収集前や運搬時などに風で飛散してしまう恐れが
あるため、紙袋に入れるか、ひもで束ねてお出しください。
　新聞、雑誌や本、段ボールはそれぞれひもで束ねてお出し
いただき、シュレッダーくずは透明もしくは半透明の袋に入
れてお出しください。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考
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275

③本格的に戸別収集を始める平成31年4
月の前に市民及び業者、双方が混乱なく
移行できるよう平成30年9月頃から戸別
収集を始めてほしい。
　（市民がなれて行く形をとってほし
い）

　平成３１年４月の小平・村山・大和衛生組合の３市共同資
源物中間処理施設の稼働に伴い、容器包装プラスチックの全
量資源化による分別区分及び収集スケジュールの変更を行う
必要があります。
　家庭ごみ有料化及び戸別収集への移行と、分別区分及び収
集スケジュールの変更を、時期をずらして行った場合には、
短期間に連続してごみや資源の出し方が変わることとなり、
市民の皆様の混乱を招く恐れがあるため、同年４月に同時に
行うこととしております。
　なお、戸別収集の実施にあたっては、収集運搬事業者とも
連携し、混乱なく移行できるよう十分な準備や、市民の民様
への周知を行ってまいります。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

276

④有料ゴミ袋の大きさが、見るだけだと
わかりづらく、実さいの大きさの袋を世
帯ごと1枚ずつでいいので配布して頂き
ためさせて下さい。それがむずかしいの
ならば、袋の寸法を示してください。又
は、売っている袋「レジ袋バック NO.
～」が何ℓのゴミ袋というように示して
下さい。

　指定袋のサイズについて、皆様がよりイメージしやすくな
るよう、ごみと資源の出し方のパンフレットや市報などで、
寸法をお示しいたします。

有
料
化

指
定
有
料
袋

参
考

277

⑤平成30年4月～市民説明会がおこなわ
れると同時期（4月に）（同じタイミン
グで）に小平市全世帯に分別方法などの
ゴミの出し方を示し、また紙ベースでの
戸別世帯ごとに配布して下さい。市民説
明会の場所地域センターや集会所（都
営）など身近かな所でもお願いしたいで
す。

　新しいごみと資源の分別や出し方についてのカレンダー・
パンフレットは、平成３１年１～２月頃に、市内全戸への配
布を予定しております。
　また、市では、制度の内容や新しいごみと資源の出し方な
どについての情報が、多くの方に行き届くよう、自治会や尐
人数の集まりなど、地域に出向いての説明を行っておりま
す。
　日程を調整し、会場のご手配をいただいた上で、お伺いを
させていただきますので、ぜひご連絡ください。

そ
の
他

周
知
・
案
内

参
考

278

●現在一般集積所になっている場所に戸
別収集開始後はゴミを出さないで下さい
という公のステッカー等の配布などを戸
別収集開始後の数ケ月位前までにお願い
します。

　平成３１年１～２月頃に、４月の戸別収集実施以降が使用
できないことを表示した看板を、市が所有する集積所には設
置し、その他希望者には配布いたします。

戸
別
収
集

集
積
所
の
取
扱

反
映

279
●特に2月～4月頃転入者が多いと思いま
すので書類を渡すだけでなく、徹底が必
要だと思います。

　転入者に対しても、情報が行き届くよう、十分な周知を
行ってまいります。

そ
の
他

周
知
・
案
内

参
考

280

●最初の頃はゴミ回収日のパトロール等
も必要だと思います。レジ袋等はもちろ
ん有料の袋を使っていても自宅以外の旧
集積所等にすてていった物は、中身確認
などで本人を特定するなどして不法投キ
を許さないようにして下さい。

　家庭ごみ有料化及び戸別収集の実施にあたっては、収集運
搬事業者とも連携し、収集漏れが発生しないよう、十分な準
備を行ってまいります。
　また、収集漏れが発生した場合には、すぐに対忚できるよ
う、体制を整備してまいります。
　集合住宅の所有者や管理人に対しては、入居者のごみ出し
マナー向上に取り組んでいただけるよう、働きかけを行って
まいります。
　なお、市では、指定袋に記名欄を設けることを検討してお
ります。市として、記名を義務付けるものではありません
が、例えば、自治会や集合住宅の内部でのルールとして、名
前や部屋番号の記載を求める場合などに、ご利用いただくこ
とを考えております。

そ
の
他

不
法
投
棄
・
不
適
正
排
出

反
映
済
み
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281

集積所の廃止により道路の美観は向上す
ると思います
現在自転車の場合　不用自転車を集合住
宅の駐輪場に忍ばせる（放置する）
日用品（小物）の場合　収集日でない日
に集積所に放置する又は空地に放置する
このようなことは戸別の敶地内に「ごみ
の排出場所」としても変わらないのでは
ないかと考えます。不法投棄への対策と
しては人目を多くすることだと思いま
す。
説明会配布資料P.31「戸別収集のイメー
ジ」図のような道路傍だけでなく奥の住
宅でも注視しやすい位置、道路より奥に
入った「ごみの排出場所」……他人の敶
地を利用しにくい方法を考えることも必
要と思います。

　基本的には、敶地内で、道路からごみを取りやすい場所に
ごみを出していただければと考えております。
　戸別収集の具体的なごみの排出場所については、今後、各
世帯の調査を行い、状況に忚じてきめ細かに対忚させていた
だきます。

そ
の
他

不
法
投
棄
・
不
適
正
排
出

反
映

282
収集運搬に現行の自動車だけでなく小回
りがきく軽自動車の利用も考えて頂きた
いと思います。

　収集作業効率を考慮し、軽自動車の収集運搬車両を導入す
ることは考えておりません。
　狭小道路などの道路事情に忚じて、収集作業員が徒歩で収
集するなどの対忚を考えております。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

142 283

私が居住していますところは、約4年ま
えに42戸が造成された地区です。
この地区は4等分して約10世帯の単位で
ごみの集積場（４か所）が設置されてお
ります。（この集積場は、共有の土地に
なっております。）
今回のゴミ出しの案によりますと、各家
の敶地内に指定された曜日に出すように
なっておりますが、これを従来通りにで
きないでしょうかというのが今回の意見
です。
理由：①集積場は敶地内に設置されてお
り道路にははみ出していない。
　　　②住居によっては、奥まったとこ
ろにあるところもあり近所に迷惑にな
る。
　　　③集積場は、共有の土地でこれを
使用しないということになると無用の長
物になり、取得した時の費用負担の問題
になりかねない。
　　　＊なお植物の伐採などで、ごみが
多くなる日が稀にあるが、この場合植物
のゴミのみを個々の家庭の敶地の前に出
すという方法などを検討したらいいと思
います。
尚、上記の意見は個人的な意見でありこ
の地域の方々と協議したものではありま
せんのであわせてご了承ください。

　ごみ集積所については、地域によっては、地域の皆様のご
協力やご負担により、ごみ出しや管理が適切に行われている
こと、また、地域コミュニティの形成に一部寄与しているこ
とは、市としても十分に認識しております。
　一方で、多くの地域において、ごみ出しマナーに関するト
ラブルの発生や、ごみ集積所の管理に係る負担が一部の方に
偏っているなどの課題もあり、市にも数多くの相談や課題の
解決への要望が寄せられており、戸別収集に早く移行して欲
しいといった要望が年々多くなっていると認識しておりま
す。
　そのため、市としては、ごみ集積所の利用に係る課題の解
決を優先し、戸別収集への移行を提案させていただいており
ます。
　ごみ集積所の管理については、利用者の皆様でご協力いた
だいているところもありますが、一方で、十分な管理がされ
ておらず、ごみ出しマナーが守られていなかったり、カラス
などによる被害が発生している集積所も多くあります。ま
た、高齢化の進展により、ごみ集積所へのごみ出しが困難な
世帯が増加することが予想されるとともに、現状では適切な
維持管理がされている集積所でも、転出・転入や高齢化の進
展などライフスタイルの変化によって、将来的に集積所の維
持管理が困難になる可能性があります。
　そうしたころから、継続的に安定した収集体制を構築する
ため、戸建住宅については、道路形態など特殊な事情がある
場合を除き、原則すべて、集積所を廃止し、戸別収集を実施
いたします。
　戸別収集の具体的なごみの排出場所については、今後、各
世帯の調査を行い、きめ細かに対忚させていただきますの
で、ご協力をよろしくお願いいたします。

戸
別
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集

実
施
方
法

参
考
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・戸別収集は、既存の街区と、これから
造られる街区での運用を分けるべき。
既存街区の場合、街区の入口にごみ集積
所を設置している場合が多く、その利点
は、街区内に収集車が入る必要がなく、
安全が確保される点にある。幼児・小児
も通園・通学の時間とごみ収集の時間は
重なるため、収集車が街区に入ることは
避けるべき。
また、街区内に集積所を設けることと、
各戸の資産価値が連動しているため(土
地の購入はそのような条件を考慮に入れ
て判断されており、土地の価格にも差が
つけられている)、公共政策が資産価値
を変えてしまう状況は、住民としては受
け入れがたいのではないか。
したがい、既存の街区での運用は、これ
までの運用が可能となるルールとすべき
である。

　ごみ集積所の管理については、利用者の皆様でご協力いた
だいているところもありますが、一方で、十分な管理がされ
ておらず、ごみ出しマナーが守られていなかったり、カラス
などによる被害が発生している集積所も多くあります。ま
た、高齢化の進展により、ごみ集積所へのごみ出しが困難な
世帯が増加することが予想されるとともに、現状では適切な
維持管理がされている集積所でも、転出・転入や高齢化の進
展などライフスタイルの変化によって、将来的に集積所の維
持管理が困難になる可能性があります。
　そのため、継続的に安定した収集体制を構築するため、戸
建住宅については、道路形態など特殊な事情がある場合を除
き、原則すべて、集積所を廃止し、戸別収集を実施いたしま
す。
　戸別収集の具体的なごみの排出場所については、今後、各
世帯の調査を行い、きめ細かに対忚させていただきますの
で、ご協力をよろしくお願いいたします。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

285

市民がこの実施計画を理解・納得しない
ままに有料化・戸別収集が開始される
と、結果として、逃れる方法を考え、別
のトラブルが発生するので、市民が気持
ちよく取り組める内容にしていただきた
いです。

ごみ有料化について
・利用者負担額は必要最尐限に止どめて
ほしい。
　安易に有料化することで、今後さらに
ごみ処理の経費がかさんだ時、負担額を
上げることで解決するという発想になっ
てしまう危険性があります。

　小平市の家庭ごみ有料化による手数料水準については、ご
みの減量効果、市民の受容性、近隣自治体の水準との均衡の
３点を考慮し、設定しております。
　ごみの減量効果については、手数料が高くなるほど、ごみ
減量効果も高くなる傾向が出ております。市民の受容性につ
いては、平成２９年１月の市民アンケートの結果では、１世
帯当たりの受容可能な負担額について、月額で「３００円以
上５００円未満」との回答が最も多くありました。そこで、
燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓ、容器包装プラスチック
を１円/ℓと仮定し、１世帯当たりの平均的な負担額を試算し
たところ、月額で４６６円となり、多くの市民が受容できる
額となっております。
　また、近隣で近年に家庭ごみ有料化を実施した、国分寺
市、立川市、東大和市、国立市、東久留米市では、小平市と
同様に、月額５００円程度の負担額となるよう手数料を設定
しており、燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓとしておりま
す。容器包装プラスチックについても、東大和市、国立市、
東久留米市が有料としており、国立市、東久留米市が１円/
ℓ、東大和市が２円/ℓとしております。
　以上のことから、小平市では、燃えるごみ・燃えないごみ
を２円/ℓ、容器包装プラスチックを１円/ℓと設定しておりま
す。
　なお、手数料の改定も含めた制度の見直しについては、小
平市一般廃棄物処理基本計画の見直しに合わせて行います。

有
料
化

手
数
料
・
負
担
額

参
考

286

・あらゆる観点から負担の公平性を考え
てほしい。
　市民の負担を考えると、単純にごみの
多尐による公平性のみでなく、消費税の
ように所得の格差による不公平性が生ま
れます。
　市民が同じような負担感になるよう多
面的な視野を入れて、ならす措置をして
ほしい。

　家庭ごみ有料化は、ごみの排出量に忚じた額をご負担いた
だくことにより、負担の公平性を確保し、ごみ減量意欲の向
上を図ることを、目的の一つとしております。
　なお、生活保護受給世帯や障がい者がいる世帯、児童扶養
手当受給世帯などの社会的配慮が必要な世帯に対し、一定の
条件を満たしている場合には、経済的負担の軽減を考慮し、
所定の枚数の指定袋を交付する方法により、手数料の一部を
減免いたします。

有
料
化

そ
の
他
実
施
方
法

参
考

287

・新聞は今後も、対象から外してほし
い。
　新聞等良質な情報、ニュース、知識
は、的確な判断をするうえで必要不可欠
です。
　負担を避けるために新聞を読まない人
が増えれば、将来的に市民の理解力、考
える力を削ぐことになります。（現在の
ところ、電子版より紙版が勝っていると
思います。）

　新聞はこれまでどおり無料で収集いたします。
有
料
化

対
象
範
囲
・
分
別
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288

戸別収集について
・種類区分の内訳は詳細に、あらゆるば
い体で周知してほしい。
　多種多様なものがあふれている現状で
は、分類が不明なものが多く、個人の判
断になります。それが間違いであれば、
ごみを出した本人に確実に伝わる方法で
周知してほしい。また、そのようになら
ないため、ものの区分を明確にしてくだ
さい。

　平成３１年４月からは、家庭ごみ有料化及び戸別収集への
移行、軟質の容器包装プラスチックの分別区分の変更、収集
スケジュールの変更など、ごみと資源の出し方が大幅に変更
になります。
　そのため、市報への掲載の他、収集のカレンダーとパンフ
レットが一体となった冊子を作成し、事前に市内全戸に配布
いたします。カレンダーやパンフレットについては、わかり
やすくごみと資源をお出しいただけるよう、内容や表現の見
直しについて検討いたします。
　また、スマートフォンからも手軽に情報が得られるよう、
ごみ分別アプリの更なる活用についても検討いたします。
　その他、新しい制度への移行が円滑に進むよう、地域に出
向いての説明会や各種周知啓発により、市民の皆様にわかり
やすく情報提供を行ってまいります。

そ
の
他

周
知
・
案
内

参
考

289

　家庭ごみ有料化、戸別収集賛成です。
平成31年4月からのとの様ですがもっと
早く実施出来ないでしょうか？可燃ごみ
の日は、カラス、猫のごみ荒らしが酷く
困っております。（別添写真）生ごみ、
おむつ、使用済み生理用品が散乱なんて
日常茶飯事。ゴミ出しのマナーも悪い。
前日に出したり、違う日のゴミを出した
り…使用済み生理用品、おむつなど荒ら
されないよう二重の袋に入れるとか目に
つかないように出すなどのマナーが悪く
カラスにやられて散乱。自分が出したご
みが散乱していたら恥ずかしく思わない
のか、と疑問に思います。そういう家庭
は掃除もしません。結局、収集場所に近
い我が家が掃除。収集場所から離れた家
は他人事。新しい分譲開発の地域で自治
会もなく、ごみ掃除当番などもちろんな
いので、この状態が続くのかと諦めてお
りましたので、戸別回収に賛成です。自
宅敶地内でカラスに荒らされるのは、み
なさん嫌でしょうから前日に出すような
こともしなくなるでしょうし、モラルの
悪い家庭は一目瞭然になるので、マナー
低下の抑止力にもなると思います。有料
になることで袋を無駄にしないようしっ
かり出すようにもなると思います。

【※添付写真は載せていません】（小平
市：追記）

　家庭ごみ有料化及び戸別収集にご理解をいただきありがと
うございます。
　平成３１年４月の小平・村山・大和衛生組合資源物中間処
理施設の稼働に伴い、容器包装プラスチックの全量資源化に
よる分別区分及び収集スケジュールの変更を行う必要があり
ます。
　家庭ごみ有料化及び戸別収集への移行と、分別区分及び収
集スケジュールの変更を、時期をずらして行った場合には、
短期間に連続してごみや資源の出し方が変わることとなり、
市民の皆様の混乱を招く恐れがあるため、同年４月に同時に
行うこととしております。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

290
質問です。個別収集となったら、集団収
集場所だったところはどうするのでしょ
うか？

　市が所有する集積所については、売却や他の用途への転用
などについて検討し、市有財産を有効に活用するよう努めま
す。

戸
別
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集

集
積
所
の
取
扱

参
考
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146 291

1.集合住宅のごみ収集について、分別を
守らない住人がいる場合 そのごみの排
出者を　どのように断定するのか？　誰
が断定するのか？

2.すでに　有料化された都市の集合住宅
のごみの収集方法で住民が分別をきちん
と守っているか？　小平市として調査し
たことがあるのか？

3.集合住宅の経営者に負担をかけないよ
うに何か小平市として考えがあるか？

上記　事項についての意見として

集合住宅の居住者に対しては　有料ごみ
袋に部屋番号の記入を義務づけてはどう
か？（排出者責任の明確化による、ご
み、資源の排出マナーの向上）と明記し
てあるので、集合住宅の居住者には　こ
の程度の責任は義務づけてもよいのでは
ないか？

以上　私の意見です。

　戸別収集の実施により、ごみの排出者が明確になることに
よるマナーの向上が期待されますが、適正に出されていない
場合には、ごみ出しマナーや分別についての個別の案内・指
導を徹底いたします。また、分別区分も変更となりますの
で、様々な媒体を用いて、ごみや資源の出し方に関する情報
を周知してまいります。
　集合住宅の所有者や管理人に対しては、入居者のごみ出し
マナー向上に取り組んでいただけるよう、働きかけを行って
まいります。
　なお、市では、指定袋に記名欄を設けることを検討してお
ります。市として、記名を義務付けるものではありません
が、例えば、自治会や集合住宅の内部でのルールとして、名
前や部屋番号の記載を求める場合などに、ご利用いただくこ
とを考えております。

そ
の
他

不
法
投
棄
・
不
適
正
排
出

参
考
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(2)小平市の実施方法
②　個別収集の方法
戸別収集のイメージ　　ごみの排出場所
の図を見ますと場所が道路沿いになって
いますが、戸別収集ならば、家の玄関口
でないと　意味がないのではありません
か？
道路沿いですと　不法投棄される恐れが
あります。特に　車が通り抜けられる道
に面したところは排出場所にふさわしく
ありません。

排出者が明確になることによるゴミ出し
のマナーの向上を目的にするのであれば
玄関口までの収集は有料化の義務ではな
いでしょうか？

この件についても　すでに有料化を導入
している　他都市の状況を調査検討の上
再度実施方法を検討してください。

　基本的には、敶地内で、道路からごみを取りやすい場所に
ごみを出していただければと考えております。
　戸別収集の具体的なごみの排出場所については、今後、各
世帯の調査を行い、状況に忚じてきめ細かに対忚させていた
だきます。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

293

有料化は○、有料化に依って収集して下
さる方への給料がアップする事を第一に
お願い致します。祝日の日も雤の日も私
は収集車にあうと思わず頭が下がりま
す。

　家庭ごみ有料化にご理解をいただきありがとうございま
す。
　収集作業員の給料については、ご意見として頂戴いたしま
す。

そ
の
他

そ
の
他

参
考

294
場所はむしろ集めておられる方に伺って
みては如何ですか。

　基本的には、敶地内で、道路からごみを取りやすい場所に
ごみを出していただければと考えております。
　戸別収集の具体的なごみの排出場所については、今後、各
世帯の調査を行い、状況に忚じてきめ細かに対忚させていた
だきます。
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日頃より市民生活の向上にむけてご尽力
いただきありがとうございます。ゴミの
有料化の意義については理解しました。
ただ子育て世代はどうしてもゴミが生ま
れてしまうのが現状です（ゴミ袋の金額
的負担はとても大きいです…）（紙オム
ツを布オムツに…は負荷を考えると不可
能です）。子育て世代を忚援してもらえ
るのであれば、子供が○才までと限定で
良いのでゴミ袋の無料支給をお願いいた
します。
姉が住んでいる千葉市では出産祝で市か
らゴミ袋をもらえたそうです。有難いで
す。

　子育て世帯や介護世帯への支援のため、紙おむつについて
は、透明または半透明の袋で、他のごみが混入していない状
態でお出しいただければ、無料で収集いたします。
　そのため、指定袋の無料配布については、現時点では検討
しておりません。
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担
額

参
考
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　ごみの処理について、製造事業者や販売事業者にも一定の
責任があるという「拡大生産者責任」の考え方に基づき、家
庭ごみ有料化に伴い、小売店などの民間事業者に対し、資源
の店頭回収の拡大や、簡易包装の推進、レジ袋の削減など、
更なるリサイクルが行えるような環境整備に努める働きかけ
を行ってまいります。
　また、市が、３Ｒの推進に関する取り組みを行っている民
間事業者を認定し、広報する仕組みについても検討を行うな
ど、事業者との連携を強化し、協力体制の構築を図ってまい
ります。

有
料
化

拡
大
生
産
者
責
任

反
映
済
み

150

296

10月27日（金）に上宿公民館で行われた
ゴミ集め方式変更の説明会に出席しまし
た。　その後11月4日（土）に東大和市
の○○（昔の○○跡地）に行った時、
ハッと閃く物を感じました。

　10月27日（金）には、我が自治会から
も○○会長初め数人が参加していまし
た。11月4日（土）に○○を見た時、小
平市でも○○方式を採用したらどうだろ
うかと思いました。
　建物の外に、ズラーッとゴミを捨てる
大きなケースが幾つも並べてあって、
缶、プラスチック、ポリ袋、白色ト
レー、色物トレー、・・・・・他をそれ
ぞれ書いてある。中島市民センターにも
牛乳パックと白いトレーを捨てる籠は
有って、私は昔から良く利用していま
す。あれの拡大版だなあと思いました。
  小平市でも公民館、市民センター、○
○、○○、○○・・・・・等の拠点集積
所を決めて、そこから回収する方式にし
たらどうでしょう。　1軒1軒集めるよ
り、作業員の手間、人件費や、走り回る
車のガソリン代は何十分の１に減るで
しょう。
　但し○○みたいな24時間営業のコンビ
ニは使えません。真夜中のトンデモナイ
時間帯に、怪し気な族が、タバコを吸い
ながら屯しているのを見かけます。放火
でもされたら一大事です。コンビニは瓶
と缶のみは良いと思う。
　私達も新しい有料ゴミ袋を買う必要が
なくなって、中味のゴミだけを捨てれば
よい訳だから、経済的にズッと楽になる
し、ゴミその物が激減しますので、小平
市役所の財政にも大きく貢献します。
しかし集積場所の役所出張所や店舗職員
の手間は増えるだろうなあと察せられま
す。
　拠点集積方式にしたら、私達は買物に
行く序にゴミを持って出掛ける事になり
ます。毎日好きな時に出しに行けますか
ら便利です。　天候、体調等に関係無く
出せますから、老人や障害の有る人にも
都合が良いです。　私自身も平成27年11
月7日から腰椎圧迫骨折で、両手押しの
歩行器を使っている「要支援２」のか弱
い老人です。　現在の様に（何）曜日は
（何）ゴミの日と決められていると、ド
シャ降りや強風の日にも出しに行かなけ
ればならないので苦労しています。
　台所の生ゴミは今まで通りの方式で良
いと思う。家の前に置いたら野良猫や、
放し飼いの家猫共や、カラス達に直ぐ荒
らされます。僅か数秒目を放したら、も
う荒らしにやって来ます。本当に油断も
隙も有りゃしないです。町中が汚くなり
ます。
　11月4日(土）に○○のゴミ集積所を見
た時に閃いた事をかきました。

【※個人名や特定の事業者名は伏せてい
ます】（小平市：追記）
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297

　今１つ思いだした事が有ります。あれ
は何十年前の事だったか、通りの歩道を
歩いていたら、中島町の交叉点で信号待
ちをしていたトラックの窓から、カップ
麺の汁をジャージャーと捨てて、空容器
をポーンと放り投げて走り去って行った
車を見ました。　下を歩いていた若い女
性が「キャーッ」と叫び声を上げて逃げ
て行きました。
　ゴミを捨てるのは、地元の人ではな
く、道路を走っている車の人も居るので
す。　又、いつかは車の窓からドリンク
剤のビンが放り投げられ、ガチャーンと
割れるのも見ました。　本当にドライ
バーのマナーは悪いです。　曜日を守ら
ずゴミ袋をポイ捨てして行くのも、かな
りのヨソ者ドライバーが居ると思いま
す。　今後規定の袋ではなく、従来の袋
で捨てられて行くヨソ者のゴミに『これ
は回収できません。』と警告の貼り紙を
して放っぽらかしにしておく心算です
か？　それでは地元の町内会の人が迷惑
します。
　数カ月前には放置されている粗大ゴミ
（ビール瓶等を6本位立てるケース）数
個を自治会の会費で金券シールを貼っ
て、処理して頂いたことが有ります。
　今後も不心得者の不法投棄は有るだろ
うし、地元自治会の想定外負担は増えそ
うです。困ったものです。

　不法投棄については、現状でも発生している問題であり、
発生した場合の対忚は、その場所を所有や管理する方にご協
力いただいており、家庭ごみ有料化実施後においても、同様
にご対忚いただくこととなります。
　市では、警告看板の設置、パトロールなどにより、不法投
棄が発生しないような対策を講じていますが、家庭ごみ有料
化実施後は、不法投棄の増加が懸念されることから、これま
で以上に、対忚を強化し、警察との連携を図ります。

そ
の
他

不
法
投
棄
・
不
適
正
排
出

参
考

298
・戸別収集になったら、カラスよけの
ネットなどは各家庭に配布されるのか？

　現在、ごみ集積所やそこに出されたごみの管理について
は、ご利用されている方々にて行っていただいており、戸別
収集実施後の出されたごみの管理についても、引き続き、各
世帯にてご協力いただくこととなります。
　そのため、各世帯で、必要に忚じてネットやバケツ、ごみ
箱などをご用意いただき、ご対忚いただければと考えてお
り、ネットの配布は検討しておりません。
　なお、市では、指定袋の作成に際し、カラスによる荒らし
被害を軽減できる加工を施します。

戸
別
収
集

鳥
獣
対
策

参
考

299
回収時間は大まかに言われてもこまる
が、ちゃんと各家庭に分単位で知らせる
ことが出来るのか？

　収集の時間やルートについては、曜日やごみ量、交通事情
など様々な要因により、日毎に異なる場合がありますので、
地域ごとに時間を定めることは考えておりません。。

戸
別
収
集

収
集
時
間

参
考

300
・世田谷区みたいに、プラスチックも燃
えるごみに出せるような処理施設にする
べきだ。

　容器包装リサイクル法では、容器包装廃棄物を、消費者は
分別しての排出、市町村は分別収集、事業者は再商品化とい
う、３者の役割分担を定め、一体となった容器包装廃棄物の
削減への取り組みを義務づけております。
　そのため市では、容器包装プラスチックを焼却するのでは
なく、分別収集しリサイクルしております。平成３１年４月
からは、小平・村山・大和衛生組合、武蔵村山市及び東大和
市と共同して、容器包装プラスチックとペットボトルの選別
処理を行う「小平・村山・大和衛生組合資源物中間処理施
設」が稼働することに伴い、これまでリサイクルしていな
かったレジ袋やお菓子の包装など軟質のものも含めた、全量
の容器包装プラスチックのリサイクルが可能となります。
　今後とも、ごみの減量と３Ｒの推進のため、容器包装プラ
スチックの資源化を進めてまいりますので、ご協力いただき
ますようお願いいたします。

そ
の
他

ご
み
処
理
施
設

参
考

151

150

80



番
号

枝
番

意見等 検討結果
分
類
１

分
類
２

対
忚

152 301

10/30 なかまちテラスにて、資源循環課
長さんより、ゴミ集積所が廃止の後に
は、元の所有者の希望を受けて、返環あ
るいは安価に払い下げる事が可能となる
説明を受けました。
これを受け、この意見書に要望書と写真
を添付し、意見を表明致します

市報にゴミ戸別収集計画が発表される
と、それまでは何も積極管理をしていな
かった自治会が、ネット交換してくれま
した。有難い事ではあるが、当方に相談
して頂ければ、⑪の写真の様にはならな
いと思われ、残念です。その地域にも発
生する問題かと理解しています。又、自
助努力も必要と考え、自为的に維持管理
と環境美化に務めて参りました。戸別収
集により、各戸の責任でゴミ出しを平等
に管理し、忚分負担する事は歓迎しま
す。又、早期の返還が実現する事を希望
致します。

【※添付の要望書及び写真は載せていま
せん】（小平市：追記）

　市が所有する集積所については、売却や他の用途への転用
などについて検討し、市有財産を有効に活用するよう努めま
す。
　個別の集積所の取扱いについては、決まり次第、ご案内い
たします。

戸
別
収
集

集
積
所
の
取
扱

参
考

302

①今回の市民説明会には参加できません
でした。平成31年4月の実施までにまた
再度説明会を開催していただければと思
います。また、説明会の市民の意見の結
果をＨＰだけでなく、冊子等にして市民
に発行してほしいです。

　家庭ごみ有料化及び戸別収集への移行に向けては、平成３
０年度に改めて市民説明会を開催いたします。
　市では、制度の内容や新しいごみと資源の出し方などにつ
いての情報が、多くの方に行き届くよう、自治会や尐人数の
集まりなど、地域に出向いての説明を行っております。
　日程を調整し、会場のご手配をいただいた上で、お伺いを
させていただきますので、ぜひご連絡ください。

そ
の
他

周
知
・
案
内

参
考

303

②現在も実施しているゴミの分別を冊子
だけでなく、子どもや高齢者でもわかる
ように大きいカラーのポスター等を作っ
て頂ければと思います。

　平成３１年４月からは、家庭ごみ有料化及び戸別収集への
移行、軟質の容器包装プラスチックの分別区分の変更、収集
スケジュールの変更など、ごみと資源の出し方が大幅に変更
になります。
　そのため、市報への掲載の他、収集のカレンダーとパンフ
レットが一体となった冊子を作成し、事前に市内全戸に配布
いたします。カレンダーやパンフレットについては、わかり
やすくごみと資源をお出しいただけるよう、内容や表現の見
直しについて検討いたします。ポスターの作成については、
検討しておりません。
　また、スマートフォンからも手軽に情報が得られるよう、
ごみ分別アプリの更なる活用についても検討いたします。
　その他、新しい制度への移行が円滑に進むよう、地域に出
向いての説明会や各種周知啓発により、市民の皆様にわかり
やすく情報提供を行ってまいります。

そ
の
他

周
知
・
案
内

参
考

154 304 金がかかるがやむなし

　家庭ごみ有料化及び戸別収集にご理解をいただきありがと
うございます。
　ごみの減量を進めていくためには、市民の皆様のご協力が
不可欠ですので、今後とも、ごみ減量にご協力のほどよろし
くお願いいたします。

そ
の
他

そ
の
他

参
考

153
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305

（11/4市民説明会に参加しての意見書）
説明後の質問、要望、提案に対する市職
員の態度。
 ①質問、要望に対し解答が为旨をはぐ
らかしている。
 ②提案に対し、市（案）ありきで聞く
耳を持たない態度
市民に寄り添う行政を逸脱している。｢
施策計画」まとめる前市民との意見交換
会を一度開催すべき。消化不良

【※特定の個人への言及は削除していま
す】（小平市：追記）

　市民説明会での皆様のご質問やご意見への回答は、実施計
画の素案に基づく、説明会時点での市の考え方についての説
明を行ったものです。
　市では、制度の内容や新しいごみと資源の出し方などにつ
いての情報が、多くの方に行き届くよう、自治会や尐人数の
集まりなど、地域に出向いての説明を行っております。
　日程を調整し、会場のご手配をいただいた上で、お伺いを
させていただきますので、ぜひご連絡ください。

そ
の
他

説
明
会
・
パ
ブ
コ
メ
実
施
方
法

参
考

306
１．ごみ袋単価設定に疑問あり。価格設
定の根拠の説明なし。

　小平市の家庭ごみ有料化による手数料水準については、ご
みの減量効果、市民の受容性、近隣自治体の水準との均衡の
３点を考慮し、設定しております。
　ごみの減量効果については、手数料が高くなるほど、ごみ
減量効果も高くなる傾向が出ております。市民の受容性につ
いては、平成２９年１月の市民アンケートの結果では、１世
帯当たりの受容可能な負担額について、月額で「３００円以
上５００円未満」との回答が最も多くありました。そこで、
燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓ、容器包装プラスチック
を１円/ℓと仮定し、１世帯当たりの平均的な負担額を試算し
たところ、月額で４６６円となり、多くの市民が受容できる
額となっております。
　また、近隣で近年に家庭ごみ有料化を実施した、国分寺
市、立川市、東大和市、国立市、東久留米市では、小平市と
同様に、月額５００円程度の負担額となるよう手数料を設定
しており、燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓとしておりま
す。容器包装プラスチックについても、東大和市、国立市、
東久留米市が有料としており、国立市、東久留米市が１円/
ℓ、東大和市が２円/ℓとしております。
　以上のことから、小平市では、燃えるごみ・燃えないごみ
を２円/ℓ、容器包装プラスチックを１円/ℓと設定しておりま
す。

有
料
化

手
数
料
・
負
担
額

参
考

307
２．戸建住宅ごみ出しが戸別になる。集
積所要望

　ごみ集積所の管理については、利用者の皆様でご協力いた
だいているところもありますが、一方で、十分な管理がされ
ておらず、ごみ出しマナーが守られていなかったり、カラス
などによる被害が発生している集積所も多くあります。ま
た、高齢化の進展により、ごみ集積所へのごみ出しが困難な
世帯が増加することが予想されるとともに、現状では適切な
維持管理がされている集積所でも、転出・転入や高齢化の進
展などライフスタイルの変化によって、将来的に集積所の維
持管理が困難になる可能性があります。
　そのため、継続的に安定した収集体制を構築するため、戸
建住宅については、道路形態など特殊な事情がある場合を除
き、原則すべて、集積所を廃止し、戸別収集を実施いたしま
す。
　戸別収集の具体的なごみの排出場所については、今後、各
世帯の調査を行い、きめ細かに対忚させていただきますの
で、ご協力をよろしくお願いいたします。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

308
　・収集コストアップ（人・時間増）
コスト削減が目標では

　ごみ集積所については、地域によっては、地域の皆様のご
協力やご負担により、ごみ出しや管理が適切に行われている
こと、また、地域コミュニティの形成に一部寄与しているこ
とは、市としても十分に認識しております。
　一方で、多くの地域において、ごみ出しマナーに関するト
ラブルの発生や、ごみ集積所の管理に係る負担が一部の方に
偏っているなどの課題もあり、市にも数多くの相談や課題の
解決への要望が寄せられており、戸別収集に早く移行して欲
しいといった要望が年々多くなっていると認識しておりま
す。
　そのため、市としては、ごみ集積所の利用に係る課題の解
決を優先し、戸別収集への移行を提案させていただいており
ます。

戸
別
収
集

目
的
・
効
果

参
考

155

82



番
号

枝
番

意見等 検討結果
分
類
１

分
類
２

対
忚

309

　・市（案）では運用益２億円であるな
ら①単価を下げる。②高齢者福祉等市民
に還元すべき。収集業社優遇業者の増益
中心

　手数料収入の使い道については、特定財源として、家庭ご
み有料化及び戸別収集に伴う経費や、３Ｒの推進施策に活用
することとしております。
　また、手数料収入額とその使い道などの情報は、定期的に
公開いたします。

そ
の
他

経
費
・
収
支
見
込
み

参
考

310

・家計への負担が大きいので有料化は困
ります。
・ゴミを減らすのが目的とすれば別の方
法もある。（簡易包装の推進とかパック
減らすとか）

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。
　合わせて、容器包装廃棄物の減量については、ごみの処理
について製造事業者や販売事業者にも一定の責任があるとい
う「拡大生産者責任」の考え方に基づき、小売店などの民間
事業者に対し、資源の店頭回収の拡大や、簡易包装の推進、
レジ袋の削減など、更なるリサイクルが行えるような環境整
備に努める働きかけを行ってまいります。
　他にも、市が、３Ｒの推進に関する取り組みを行っている
民間事業者を認定し、広報する仕組みについても検討を行う
など、事業者との連携を強化し、協力体制の構築を図ってま
いります。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

311
他市でも有料化でゴミはへらないデータ
有る

　各自治体が公表しているごみ量の推移に基づく調査では、
家庭ごみ有料化を実施した自治体のほとんどが、実施以前と
比較して実施後の方がごみは減っており、多摩地域では、全
ての自治体で減量しております。
　そのため、小平市でも、家庭ごみ有料化の実施により、ご
みが減量するものと考えております。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

312
・個別ゴミ出しで街の美化がそこなわれ
る

　街の美観については、現在でも、地域によってはごみ集積
所の十分な管理がなされておらず、ごみ出しマナーが守られ
ていない場合や、カラスなどの被害によりごみが散らかって
しまったままの場合など、景観を損ねている状況がありま
す。
　そのため、戸別収集の実施により、ネットやバケツの利用
も含めて、各世帯が責任を持って出したごみの管理を行うこ
とで、美観の向上につながるものと考えております。

戸
別
収
集

目
的
・
効
果

参
考

313 ・ごみの有料化は賛成。

　家庭ごみ有料化にご理解をいただきありがとうございま
す。
　ごみの減量を進めていくためには、市民の皆様のご協力が
不可欠ですので、今後とも、ごみ減量にご協力のほどよろし
くお願いいたします。

そ
の
他

そ
の
他

参
考

156

157

155
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314

・戸建住宅でゴミ置場（ゴミBOX）とし
ての土地を所有している場合は、集合住
宅と同様の扱いにしてほしい。
・ゴミ置場の土地が不用になってしまう
ようであれば、市で買い取っていただき
たい。（ゴミ置場の土地の税金を毎年納
めている。）
・戸建住宅でゴミ置場としての土地を共
同で所有している場合に、その｛土地
ゴミBOX｝が不要になってしまうのは、
困る。
　私達は17世帯で1つのゴミ置場として
の土地を所有しています。17世帯以下の
集合住宅（アパート）もあり、その場合
は、戸別（個別）収集しないのは不公平
である。
・ゴミの有料化をして、ゴミ削減を呼び
かけ、ゴミの出し方にも注意するようア
ナウンスして、そして、今まで同様共同
のゴミ置場の土地を所有している戸建に
は、今まで通りの方法で、ゴミ出しをさ
せていただきたい。
・小平市上水本町○○を含む17世帯は、
「ゴミ管理委員会」を新築購入時より発
足させて活動してきた。
・1週間ごとに、ゴミ当番をまわし、1ヶ
月ごとに、ゴミ管理委員長、副委員長を
まわしている。

どうか、今まで同様のゴミ置場の土地の
集積を認めていただけるよう、お願い申
し上げます。（有料化は賛成）

【※特定の住所地を示すため伏せていま
す】（小平市：追記）

　日頃から、小平市の清掃事業にご協力を頂きありがとうご
ざいます。
　ごみ集積所の管理については、利用者の皆様でご協力いた
だいているところもありますが、一方で、十分な管理がされ
ておらず、ごみ出しマナーが守られていなかったり、カラス
などによる被害が発生している集積所も多くあります。ま
た、高齢化の進展により、ごみ集積所へのごみ出しが困難な
世帯が増加することが予想されるとともに、現状では適切な
維持管理がされている集積所でも、転出・転入や高齢化の進
展などライフスタイルの変化によって、将来的に集積所の維
持管理が困難になる可能性があります。
　そのため、継続的に安定した収集体制を構築するため、戸
建住宅については、道路形態など特殊な事情がある場合を除
き、原則すべて、集積所を廃止し、戸別収集を実施いたしま
す。
　戸別収集の具体的なごみの排出場所については、今後、各
世帯の調査を行い、きめ細かに対忚させていただきますの
で、ご協力をよろしくお願いいたします。
　なお、住民が所有する集積所の土地を市が購入することは
検討しておりません。

戸
別
収
集

集
積
所
の
取
扱

参
考

158 315

小平市への移住を検討し今年から住んで
みているが有料化するなら、やはり神奈
川県、23区内を前向きに視野に入れなく
ては！

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

159 316 家庭ごみ有料化反対

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

157
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160 317 家庭ごみ有料化反対します

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

161 318 家庭ごみ有料化及び戸別収集は反対です

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。
　ごみ集積所については、地域によっては、地域の皆様のご
協力やご負担により、ごみ出しや管理が適切に行われている
こと、また、地域コミュニティの形成に一部寄与しているこ
とは、市としても十分に認識しております。
　一方で、多くの地域において、ごみ出しマナーに関するト
ラブルの発生や、ごみ集積所の管理に係る負担が一部の方に
偏っているなどの課題もあり、市にも数多くの相談や課題の
解決への要望が寄せられており、戸別収集に早く移行して欲
しいといった要望が年々多くなっていると認識しておりま
す。
　そのため、市としては、ごみ集積所の利用に係る課題の解
決を優先し、戸別収集への移行を提案させていただいており
ます。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

162 319 家庭ゴミ有料化反対

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

163 320
ごみ有料化反対
個人個人が気を付けてゴミを尐なくする
ようにしたい

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考
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164 321

本当に減量につながるのなら有料化もや
むを得ないと思いましたが、小平市はゴ
ミが年々減尐しており、分別も進んでい
るとの説明で有料化の必要ないと考えま
す。市民負担よりも企業の負担も含めて
全体的にゴミを減らし資源を大事にする
世の中に変えていかないと。

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。
　家庭ごみ有料化と合わせて、ごみの処理について製造事業
者や販売事業者にも一定の責任があるという「拡大生産者責
任」の考え方に基づき、小売店などの民間事業者に対し、資
源の店頭回収の拡大や、簡易包装の推進、レジ袋の削減な
ど、更なるリサイクルが行えるような環境整備に努める働き
かけを行ってまいります。
　他にも、市が、３Ｒの推進に関する取り組みを行っている
民間事業者を認定し、広報する仕組みについても検討を行う
など、事業者との連携を強化し、協力体制の構築を図ってま
いります。

有
料
化

拡
大
生
産
者
責
任

参
考

165 322

・有料化は、基本的に反対です。23区は
無料と聞きましたが、何故差があるので
しょうか？
・有料化については市民が本当に納得で
きるまで、市民1人ひとりの声を聞いて
下さい。
・ゴミを減らす問題については、有料無
料とは別に市民に徹底し、モラルを守る
ようにしたいです。

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

166 323

「戸別収集」についての意見書
・戸建住宅でも、今現在の集積所が道路
ではなく、私有地（集積所にだす住宅が
分割購入している土地）の場合は、敶地
内と同じため、戸別収集ではなく、今ま
でと同様の集積所収集にして欲しい。

　ごみ集積所の管理については、利用者の皆様でご協力いた
だいているところもありますが、一方で、十分な管理がされ
ておらず、ごみ出しマナーが守られていなかったり、カラス
などによる被害が発生している集積所も多くあります。ま
た、高齢化の進展により、ごみ集積所へのごみ出しが困難な
世帯が増加することが予想されるとともに、現状では適切な
維持管理がされている集積所でも、転出・転入や高齢化の進
展などライフスタイルの変化によって、将来的に集積所の維
持管理が困難になる可能性があります。
　そのため、継続的に安定した収集体制を構築するため、戸
建住宅については、道路形態など特殊な事情がある場合を除
き、原則すべて、集積所を廃止し、戸別収集を実施いたしま
す。
　戸別収集の具体的なごみの排出場所については、今後、各
世帯の調査を行い、きめ細かに対忚させていただきますの
で、ご協力をよろしくお願いいたします。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

324

始めに。説明会開催数が尐ない。又一回
聞いた丈では理解出来ないし、質問も限
られ不満のまま時間切れとなってしまっ
た。（11/4（土）、鈴木公民館）

　この度、全１２回行いました市民説明会は、実施計画の素
案について、説明を行うとともに市民の皆様のご意見を頂戴
する場として開催したものです。
　家庭ごみ有料化及び戸別収集への移行に向けては、平成３
０年度に改めて市民説明会を開催いたします。
　市では、制度の内容や新しいごみと資源の出し方などにつ
いての情報が、多くの方に行き届くよう、自治会や尐人数の
集まりなど、地域に出向いての説明を行っております。
　日程を調整し、会場のご手配をいただいた上で、お伺いを
させていただきますので、ぜひご連絡ください。

そ
の
他

説
明
会
・
パ
ブ
コ
メ
実
施
方
法

参
考

167
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325

①有料化による、ゴミの減量化に反対で
す。分別やマナーは、地域のコミュニ
ティー活動の努力で向上させて行く事が
大切です。今後も地域で努力します。

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

326
②アパート、マンション等には、独自
に、行政から働きかけて下さい。

　集合住宅の所有者や管理人に対しては、入居者のごみ出し
マナー向上に取り組んでいただけるよう、働きかけを行って
まいります。

そ
の
他

不
法
投
棄
・
不
適
正
排
出

反
映
済
み

327
③収集する作業の方の労力も気遣って下
さい。

　戸別収集を実施することで、ごみの収集箇所が増加し、収
集作業も増大しますが、合わせて、収集頻度の見直しや収集
地区割りの細分化を行い、収集作業の曜日間の平準化や効率
化を図ります。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

328

・有料化でごみの減量が出来るとはおも
えない。
・本来税金ですべき事を「個人の自己責
任」としておしつける社会の有様が多く
なっている。

　各自治体が公表しているごみ量の推移に基づく調査では、
家庭ごみ有料化を実施した自治体のほとんどが、実施以前と
比較して実施後の方がごみは減っており、多摩地域では、全
ての自治体で減量しております。
　そのため、小平市でも、家庭ごみ有料化の実施により、ご
みが減量するものと考えております。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

329 ・説明会が12回とは尐なすぎる。

　この度、全１２回行いました市民説明会は、実施計画の素
案について、説明を行うとともに市民の皆様のご意見を頂戴
する場として開催したものです。
　家庭ごみ有料化及び戸別収集への移行に向けては、平成３
０年度に改めて市民説明会を開催いたします。
　市では、制度の内容や新しいごみと資源の出し方などにつ
いての情報が、多くの方に行き届くよう、自治会や尐人数の
集まりなど、地域に出向いての説明を行っております。
　日程を調整し、会場のご手配をいただいた上で、お伺いを
させていただきますので、ぜひご連絡ください。

そ
の
他

説
明
会
・
パ
ブ
コ
メ
実
施
方
法

参
考

330
・市民はごみ減量化、資源化に努めてい
る。

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考
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331
・大型焼却炉建て替えは必要ない。（企
業のおもわくが見える。

　小平・村山・大和衛生組合のごみ焼却施設については、築
４０年程度経過し老朽化が進んでおり、建て替えを行う必要
があります。

そ
の
他

ご
み
処
理
施
設

参
考

332
・企業にさらにごみ減量化（パケージも
含めて）を要望して下さい。

　ごみの処理について、製造事業者や販売事業者にも一定の
責任があるという「拡大生産者責任」の考え方に基づき、家
庭ごみ有料化に伴い、小売店などの民間事業者に対し、資源
の店頭回収の拡大や、簡易包装の推進、レジ袋の削減など、
更なるリサイクルが行えるような環境整備に努める働きかけ
を行ってまいります。
　また、市が、３Ｒの推進に関する取り組みを行っている民
間事業者を認定し、広報する仕組みについても検討を行うな
ど、事業者との連携を強化し、協力体制の構築を図ってまい
ります。

有
料
化

拡
大
生
産
者
責
任

反
映
済
み

333
・若年層に減量化、分別化を市として
やって。

　平成３１年４月からは、家庭ごみ有料化及び戸別収集への
移行、軟質の容器包装プラスチックの分別区分の変更、収集
スケジュールの変更など、ごみと資源の出し方が大幅に変更
になります。
　そのため、市報への掲載の他、収集のカレンダーとパンフ
レットが一体となった冊子を作成し、事前に市内全戸に配布
いたします。カレンダーやパンフレットについては、わかり
やすくごみと資源をお出しいただけるよう、内容や表現の見
直しについて検討いたします。
　また、スマートフォンからも手軽に情報が得られるよう、
ごみ分別アプリの更なる活用についても検討いたします。
　その他、新しい制度への移行が円滑に進むよう、地域に出
向いての説明会や各種周知啓発により、市民の皆様にわかり
やすく情報提供を行ってまいります。

そ
の
他

周
知
・
案
内

参
考

334
お金の無駄使いの防止
　→有料化による収入とその明確な用途
の金額を公開していく。

　手数料収入の使い道については、特定財源として、家庭ご
み有料化及び戸別収集に伴う経費や、３Ｒの推進施策に活用
することとしております。
　また、手数料収入額とその使い道などの情報は、定期的に
公開いたします。

そ
の
他

経
費
・
収
支
見
込
み

参
考

335

投棄の防止
　→他者所有地等（自所有地以外)へゴ
ミを置くことが罰則行為であることを唱
え、‘不法投棄’に対する認識を高めて
いく。

　不法投棄については、現状でも発生している問題であり、
発生した場合の対忚は、その場所を所有や管理する方にご協
力いただいており、家庭ごみ有料化実施後においても、同様
にご対忚いただくこととなります。
　市では、警告看板の設置、パトロールなどにより、不法投
棄が発生しないような対策を講じていますが、家庭ごみ有料
化実施後は、不法投棄の増加が懸念されることから、これま
で以上に、対忚を強化し、警察との連携を図ります。
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336

　結論から申し上げます。家庭ごみの有
料化は実施しないで下さい。私は、地方
行政にも精通してないし市財政にも疎い
人間です。いわば素人の存在ですので、
生活にもとづく感覚の話になりますが、
有料化は困ります。
　有料化による、ごみ袋の負担額は1つ
で10円～80円です。高すぎるとか安いな
あとかの問題ではないと思います。消費
税に似ていますね。今なら、100円の品
物を買えば、消費税は「たったの8円」
です。でも、ちりも積もればです。年間
には何千円あるいは万単位になります。
導入時は３％でしたが、その後５％→
８％です。近々10％になってしまいそう
ですし、さらにゆくゆくは20％にも、あ
るいはそれ以上になりかねません。取り
やすいところから取るのが消費税です
が、ごみ代も一見平等の顔をして負担を
求めますが、やっぱり負担率ということ
になれば庶民の方がきつく感じるのでは
ないでしょうか。
　ごみの減量化は本来行政の努力でやる
べきであって、市民への経済的負担を求
めることで減量化しようというのは、安
易すぎます。やってはならないことでは
ありませんか。なぜ、そう言うかという
と、行政としては一通りのこと（努力）
はやっているのかもしれませんが、真剣
な努力、ここまでやったのにという血と
汗の吹き出す努力が目に見えないからで
す。

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

337

　有料化は、多摩地域では26市中24市と
のこと。こう言われると、有料化は「時
の流れ」で、逆らうことはできない、も
はや当たり前のことなのかなあ、だった
ら小平市は時代の流れに乗り遅れている
のだから、有料化はやむのえないなあ、
ということになります。しかし、その
「流れ」を誘導しているのが、有料化推
進の「手引き」を示している国の方針だ
そうですので、結局は国の方針に誘導さ
れ、踊らされているのではないでしょう
か。地方自治体としては、国の方針に惑
わされずに、独自に判断して下さい。昨
今、社会保障でも医療でも、公共施設の
借用でも、なんでも住民負担が強まる傾
向があります。そんな世の中ですので、
せめて、ごみの有料化をやめるように、
住民ファーストで考え直していただきた
いと思います。

　家庭ごみ有料化については、国の方針に基づき実施するも
のではなく、多摩地域全体としてごみを減量する必要が生じ
ている中、小平市としてもごみの減量や、ごみ処理施設の周
辺住民への配慮、更新に係る経費の削減などの目的から、実
施するものです。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

338

　長くなる一方ですので、以下は短くし
て断片的項目的に列記することにしま
す。
　▽プラスチックも有料化対象になって
いるようですが、便利な容器であるのは
理解できても、地球環境を考えるとプラ
スチックは問題ですので、その軽減のた
めに、業界や政府に抜本的な対策をとっ
ていただくように、市としての真剣な対
忚をお願いします。

　ごみの処理について、製造事業者や販売事業者にも一定の
責任があるという「拡大生産者責任」の考え方に基づき、家
庭ごみ有料化に伴い、小売店などの民間事業者に対し、資源
の店頭回収の拡大や、簡易包装の推進、レジ袋の削減など、
更なるリサイクルが行えるような環境整備に努める働きかけ
を行ってまいります。
　また、市が、３Ｒの推進に関する取り組みを行っている民
間事業者を認定し、広報する仕組みについても検討を行うな
ど、事業者との連携を強化し、協力体制の構築を図ってまい
ります。
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339

　▽戸別収集と言いますが、集合住宅は
なぜ戸別ではなくて、共同の集積所方式
なのか。その疑問には市として、このよ
うに回答するであろうなあと推測できま
すが、「同じ経済的負担」で、集合住宅
はなぜ戸別ではなくて、共同集積所にご
みを運ぶべきなのか。疑問が残ります。
経済差別・サービス上の差別になるので
はないでしょうか。

　家庭ごみ有料化と合わせて戸別収集を実施することで、集
積所を利用する集合住宅においても、ごみの減量や分別の徹
底が促され、集積所の美観の向上や、集積所の管理に係るト
ラブルも現在より減尐することが見込まれるなど、メリット
のあるものと考えております。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

340

　▽戸別収集実施にともない、不法投棄
対策はどうなるのでしょうか。とくに、
共同集積所の集合住宅では、どんな対策
が考えられているのでしょうか。従来の
ような、不法投棄の野放し状態では、な
ぜ有料化までしたのか疑問が残ります。
逆に有料化によっていっそう不法投棄が
増えるのではとの危惧が増すばかりで
す。

　戸別収集の実施により、ごみの排出者が明確になることに
よるマナーの向上が期待されますが、適正に出されていない
場合には、ごみ出しマナーや分別についての個別の案内・指
導を徹底いたします。また、分別区分も変更となりますの
で、様々な媒体を用いて、ごみや資源の出し方に関する情報
を周知してまいります。
　集合住宅の所有者や管理人に対しては、入居者のごみ出し
マナー向上に取り組んでいただけるよう、働きかけを行って
まいります。
　なお、市では、指定袋に記名欄を設けることを検討してお
ります。市として、記名を義務付けるものではありません
が、例えば、自治会や集合住宅の内部でのルールとして、名
前や部屋番号の記載を求める場合などに、ご利用いただくこ
とを考えております。
　不法投棄については、現状でも発生している問題であり、
発生した場合の対忚は、その場所を所有や管理する方にご協
力いただいており、家庭ごみ有料化実施後においても、同様
にご対忚いただくこととなります。
　市では、警告看板の設置、パトロールなどにより、不法投
棄が発生しないような対策を講じていますが、家庭ごみ有料
化実施後は、不法投棄の増加が懸念されることから、これま
で以上に、対忚を強化し、警察との連携を図ります。

そ
の
他

不
法
投
棄
・
不
適
正
排
出

参
考

　家庭ごみ有料化及び戸別収集への移行
実施計画素案
上記、素案の実施方法、集合住宅に於け
る、新規の収集場所設置の件について、
意見を申し述べます。
①新しく、敶地内に集積所を設けた場
合、例えば、当アパートの住人、もしく
は通りすがりのような不特定者による
ルール無視のごみの不法投棄がなされた
場合、この条例には罰則はなく、不法投
棄されたごみは回収拒否されるとすれ
ば、個人の敶地内の収集場所は現実問題
として、不法に投棄されたごみに占拠さ
れる可能性があります。
いつ、誰が、どのような形で集積所にご
みを投棄するか、1日中、監視しなけれ
ば、このような、ルール違反のごみを投
棄されてしまう虞れがあります。そして
収集拒否されたごみの最終責任を一市民
が負わなければならなくなります。
その場合、多大の経済的、身体的、更に
は、精神的負担を強いられることとな
り、不可避の問題として不公平を生じさ
せます。解決不能になります。この問題
は、小平の法律の御専門の方の発信とし
て、決して、私の杞憂ではなく、実際す
でに起きている事実だとのことです。
条例も又法規ですから、是非とも、ルー
ル違反対して、相当の罰則を、規定すべ
きであると、強く進言致します。

170

171 341

　不法投棄については、現状でも発生している問題であり、
発生した場合の対忚は、その場所を所有や管理する方にご協
力いただいており、家庭ごみ有料化実施後においても、同様
にご対忚いただくこととなります。
　市では、警告看板の設置、パトロールなどにより、不法投
棄が発生しないような対策を講じていますが、家庭ごみ有料
化実施後は、不法投棄の増加が懸念されることから、これま
で以上に、対忚を強化し、警察との連携を図ります。
　不法投棄への罰則は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法
律」において定められており、事例によっては、警察と連携
し対忚を行っております。
　条例においても罰則を設けるかについては、他の自治体で
の事例を参考に、実効性について見極めながら研究してまい
ります。
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②以上の疑問に対して適切な法的指導を
示唆していただく為に11月7日午後4時、
小平警察署の担当官の前で、私の立場を
説明し、相談致しました。
民法と条例、に関する答えを求めて、い
くつか質問を致しました。そして結果、
この問題は、私が思っていた以上に真刻
なものであることが分かりました。そし
て何よりも、住民である私の立場に深い
理解とその解決策を真剣に考え、示唆し
て下さったのです。個人の敶地という私
有財産上に他者のごみが占拠し、その最
終処理責任が生じるという点に於いて、
非常に憂慮して下さいました。そして、
私の立場についてですが、私は現在、賃
借人と賃貸契約に因り、その居住空間
を、居住の目的として、賃貸しておりま
す。法律の定めるところに因り、私は、
賃借人の部屋には一歩も入ることができ
ません。これは当然のことですが、この
度の条例により、かの部屋から私の敶地
上のごみの集積所に例えばルール違反の
ゴミを多量に出された場合、私は一切法
律的にその負担を彼に要求する権利を持
たないのです。これまでの公道或いは私
道に設けられた収積所は、ルール違反が
あっても、その不法投棄のごみは、町内
のごみ当番の処理を超える程のものであ
れば、最終的には、市の管轄として処理
されるでしょう。しかし、これが、個人
の私有地に設置された場合、その所有地
の状態は常に所有者の責任となります。
私有地でありながら、最終的に、責任を
負うことが自然発生する、回収拒否とい
う措置で放置される不法ごみと、個人
が、一切動かすことのできない市の財物
としての資源（ごみ）が私有地内に、集
積所という名のもとに、いわば、自分の
土地上に治外法権的意味を持つ場所が存
在することになるのです。
これほど真刻な問題とは思っていなかっ
たのですが、法的な意味に於いて考えら
れる事実となります。
以上の理由に因り、一個人として、負う
ことのできないこの度の素案に対し、罰
則を規定しない限り容認できないものと
考えております。集合住宅として、当初
から収集の条件が明記されている、規模
の大きな住宅と、弱小アパートとは、自
ずとその存在のし方が変わっているの事
をお考え下さい。
③次に、この問題を、更に公平に扱って
いただくための提案を書かせていただき
たく思います。前述の如く、私方は、小
さな全体でも150㎡程度のアパートでし
かも、賃借人は、現在2人のみです。将
来入居人の予定はありません。この度の
素案には、種々の目的が明記されており
ます。その中に、高齢者、や障害者など
のごみ出し困難な世帯へのサービス向上
と、ごみの負担の平等という御为旨が謳
われております。この2つの精神は誠に
尊いものと思います。私は、本年74歳と
なります。世間では高齢者として扱われ
る年（歳ともなりました。そして、老齢
年金受給前まで、身体障害（慢性膵炎）
1級：2級（病気はどの都度、級が変わり
ます）でした。症状は決して緩解してい
るわけではないのですが、今のところ心
臓、腎臓などに異常（状）がありながら
も一忚日々過ごしております。

171 341

　不法投棄については、現状でも発生している問題であり、
発生した場合の対忚は、その場所を所有や管理する方にご協
力いただいており、家庭ごみ有料化実施後においても、同様
にご対忚いただくこととなります。
　市では、警告看板の設置、パトロールなどにより、不法投
棄が発生しないような対策を講じていますが、家庭ごみ有料
化実施後は、不法投棄の増加が懸念されることから、これま
で以上に、対忚を強化し、警察との連携を図ります。
　不法投棄への罰則は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法
律」において定められており、事例によっては、警察と連携
し対忚を行っております。
　条例においても罰則を設けるかについては、他の自治体で
の事例を参考に、実効性について見極めながら研究してまい
ります。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

91



番
号

枝
番

意見等 検討結果
分
類
１

分
類
２

対
忚

つきましては、この度の为旨に浴する形
で、次のような措置をお願い致したく思
います。
幸いにも、当、私方アパートは通りに面
しており、アパートの各入居人の方の玄
関は、一般の方と同じで、奥まった不便
な集合住宅ではなく、ごみの回集に要す
る手間は、一般家屋の扱いと、変わるも
のではありません。各入居人の方の玄関
前に、各々のごみを出してもらえれば、
自分の玄関先に置いたごみが不法ルール
違反でもし収集拒否されることになれ
ば、心理的苦痛と実際上、不便を感じる
のではないでしょうか。他方、彼らも、
立派な小平市民として納税者のお一人お
一人ですから、ごみをルールに従って収
集される権利があります。彼らの出すご
みが一般家庭から出されるごみと収集方
法に於いて、差別される理由は、ないの
です。その便宜上の問題さえクリアして
いればこれが平等且つ納得の行く解決方
法だと思います。新聞、郵便物、宅配便
など、現在、我アパーに於いては、各自
の玄関まで、配達されております。
司法の場の於いても、例外のない法律は
ないのですから、わが市に於かれまして
も、どうぞ、ケースバイケースで、より
細部まで、配慮のある、温かい措置、対
忚をお願い申し上げます。冗長な文章
を、忍耐をもって、御読み下さいました
事を、感謝申し上げます。
余談になりますが、私がこの小平に在住
するようになりましたのは、兄が早稲田
の法学部に通学するのに便利なこの小平
の地に母がアパートを建て、明治大学に
入学するために上京した時からで、かれ
これもう55年になります。その時のア
パートはもうずっと以前に老朽化し、廃
業しましたが、私は卒業後、新聞社の編
集部員として通勤しておりましたが、ス
トレスから急性膵炎になり、若くして療
養生活を送る身の上となりましたが、家
の前のグリンロードに咲く桜並木はもと
より、季節毎に豊かな自然を見せてくれ
るそのたたずまいに、どれほど慰められ
癒されてきたことでしょう。自然の彩り
豊かで美しい町小平、この小平での平和
で静かな明け暮れが、いつまでも続きま
すように願っております。
私の兄は、早稲田卒業後、日本橋の本社
に長年勤務し、ずっと都内におりました
が、現在は町田市に在住しております。
どうもありがとうございました。

最後にもう一度、この度の条例決定の折
には、是非とも、罰則規定も定められる
事と、私のような弱小家为への個別収集
実現の件。この2件、御考慮下さいます
様、お願い申し上げます。

171 341

　不法投棄については、現状でも発生している問題であり、
発生した場合の対忚は、その場所を所有や管理する方にご協
力いただいており、家庭ごみ有料化実施後においても、同様
にご対忚いただくこととなります。
　市では、警告看板の設置、パトロールなどにより、不法投
棄が発生しないような対策を講じていますが、家庭ごみ有料
化実施後は、不法投棄の増加が懸念されることから、これま
で以上に、対忚を強化し、警察との連携を図ります。
　不法投棄への罰則は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法
律」において定められており、事例によっては、警察と連携
し対忚を行っております。
　条例においても罰則を設けるかについては、他の自治体で
の事例を参考に、実効性について見極めながら研究してまい
ります。
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342

素案を読みましたが、行政側の都合が語
られているだけで、市民の側のメリット
がありませんね。
市民は負担が増えるばかりで満足な見返
りがありません。これでは市民は迷惑な
だけです。市に協力したいと思っても、
これでは協力しにくいです。

説明会に参加してみましたが、会場では
戸別収集への反対意見が多数噴出してま
した。
敶地内に、収集車に入られたくないとい
う人がたくさんいました。
ならば、一律に戸別収集ではなく、せめ
て拠点収集か戸別収集か、どちらかを選
べるようにすべきです。（どうぜ収集担
当は業者なんだし、彼らはプロだから、
はじめはまごついてもすぐ慣れるでしょ
う）

　ごみ集積所の管理については、利用者の皆様でご協力いた
だいているところもありますが、一方で、十分な管理がされ
ておらず、ごみ出しマナーが守られていなかったり、カラス
などによる被害が発生している集積所も多くあります。ま
た、高齢化の進展により、ごみ集積所へのごみ出しが困難な
世帯が増加することが予想されるとともに、現状では適切な
維持管理がされている集積所でも、転出・転入や高齢化の進
展などライフスタイルの変化によって、将来的に集積所の維
持管理が困難になる可能性があります。
　そのため、継続的に安定した収集体制を構築するため、戸
建住宅については、道路形態など特殊な事情がある場合を除
き、原則すべて、集積所を廃止し、戸別収集を実施いたしま
す。
　戸別収集の具体的なごみの排出場所については、今後、各
世帯の調査を行い、きめ細かに対忚させていただきますの
で、ご協力をよろしくお願いいたします。
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収
集
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施
方
法

参
考

343

また、戸別収集だと不法投棄も増える
し、その分収集に手間と時間がかかりま
すよね。
これまでと同じ時間内に済ませようとす
れば、人も車も多く必要になります。
ただでさえ狭い道ばかりの小平市に、今
より多くの収集車が繰り出すことになり
ます。
その分ガソリン消費量も増えるし、ＣＯ
２の排出量も増えます。
エネルギーの無駄遣いになるし、トータ
ルの収集コストも増大しますよね。

　多くの地域において、ごみ出しマナーに関するトラブルの
発生や、ごみ集積所の管理に係る負担が一部の方に偏ってい
るなどの課題もあり、市にも数多くの相談や課題の解決への
要望が寄せられており、戸別収集に早く移行して欲しいと
いった要望が年々多くなっていると認識しております。
　そのため、市としては、ごみ集積所の利用に係る課題の解
決を優先し、戸別収集への移行を提案させていただいており
ます。
　近年に戸別収集を実施している近隣の自治体の事例を見ま
すと、自治体により実施方法に差異があるため、バラつきが
ありますが、収集経費はおおむね１～３割の増加となってお
ります。小平市においても、同程度の増加を見込んでおり、
経費の増加の抑制するるため、収集頻度の見直しや収集地区
割りの細分化を行い、収集作業の効率化を図ってまいりま
す。
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344
その増大分のコストを、「ごみ袋料金」
という形で、市民から調達しようという
ことでしょうか？

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

345

市民の側からすれば、朝の忙しい出勤時
間帯に、今より多くの収集車が住宅地に
入ってこられるのは迷惑です。そのあた
り、市民目線での検討がまだまだ不十分
だと思います。
市民にそれだけの犠牲を強いるならば、
市民とっての明確な見返りを示して下さ
い。
以上、明らかにしたように、戸別収集は
とても見返りとは言えません。

　戸別収集の実施による、ごみを出した方の明確化について
は、負担を強いるものではなく、明確化によるごみ出しマ
ナーの向上につながるものであり、その他、日々のごみ出し
の手間の軽減、美観の向上、集積所の管理に係る負担の軽減
など、メリットがあるものと考えております。
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収集車両の台数は、現状は何台でしょう
か？それを何台に増車するつもりです
か？
収集員は、現状何人で、それを何人に増
員するつもりですか？
以上につき、現状の数値と計画とを明示
してください。

　平成２８年度末時点の収集運搬事業者各社の収集車両台数
の合計は８８台、収集作業員の合計は１３８人となっており
ます。
　戸別収集の実施に向けた収集車両及び作業員の増員につい
ては、新しい収集の地区割りやスケジュールを踏まえて、各
社にて精査しております。
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347

1、説明会に参加いたしました。この方
針には反対いたします。
・有料化が先にありきではなく、これま
での減量化の実績を基本に若年者やア
パートなど集合住宅へのゴミ出し、資源
の分別をしっかりさせ、地域のコミニ
ティ活動を頼りにつとめてゆくこと。
小平市民はよくわかり実施しています。

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。
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目
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348
・資源ゴミの品目をふやすことを市民に
徹底する努力を!!

　小平市で発生したごみは、中島町の小平・村山・大和衛生
組合に搬入し、焼却や破砕といった中間処理を行っておりま
す。また、中間処理後のごみは、日の出町の二ツ塚処分場に
搬入し、焼却灰はエコセメント化処理を、破砕物は埋立処理
を行っております。
　施設を受け入れていただいている中島町や日の出町の住民
への配慮や負担軽減のため、また、二ツ塚処分場を一日でも
長く使い続けられるよう延命化を図るため、資源となるもの
については、品目毎に細かく分別を行い、資源化を徹底する
ことで、ごみ量の削減に努めております。
　平成３１年４月からは、家庭ごみ有料化及び戸別収集への
移行、軟質の容器包装プラスチックの分別区分の変更、収集
スケジュールの変更など、ごみと資源の出し方が大幅に変更
になります。
　そのため、市報への掲載の他、収集のカレンダーとパンフ
レットが一体となった冊子を作成し、事前に市内全戸に配布
いたします。カレンダーやパンフレットについては、わかり
やすくごみと資源をお出しいただけるよう、内容や表現の見
直しについて検討いたします。
　また、スマートフォンからも手軽に情報が得られるよう、
ごみ分別アプリの更なる活用についても検討いたします。
　その他、新しい制度への移行が円滑に進むよう、地域に出
向いての説明会や各種周知啓発により、市民の皆様にわかり
やすく情報提供を行ってまいります。
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349
・現在の収積所はそこに出す人々が、あ
との掃除を交代でよくやり、清潔にして
います。

　ごみ集積所については、地域によっては、地域の皆様のご
協力やご負担により、ごみ出しや管理が適切に行われている
こと、また、地域コミュニティの形成に一部寄与しているこ
とは、市としても十分に認識しております。
　一方で、多くの地域において、ごみ出しマナーに関するト
ラブルの発生や、ごみ集積所の管理に係る負担が一部の方に
偏っているなどの課題もあり、市にも数多くの相談や課題の
解決への要望が寄せられており、戸別収集に早く移行して欲
しいといった要望が年々多くなっていると認識しておりま
す。
　そのため、市としては、ごみ集積所の利用に係る課題の解
決を優先し、戸別収集への移行を提案させていただいており
ます。
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・ごみ袋の購入は子育て世帯(比較的低
所得者)にはきびしく、45ℓの袋など1回
で満ぱいになります。買い物した時もら
うビニール袋を利用することで、減量
（袋などの）も実現できます。消費税導
入（増税）の予定と重なります。

　子育て世帯や介護世帯への支援のため、紙おむつについて
は、透明または半透明の袋で、他のごみが混入していない状
態でお出しいただければ、無料で収集いたします。
　なお、有料化の対象となっていない品目については、従来
どおり、レジ袋などをご利用いただけますが、これまでより
も、レジ袋の使用回数は減尐するため、お買い物の際にはマ
イバッグを持参しレジ袋を受け取らないなど、レジ袋の削減
を推進してまいります。

有
料
化

手
数
料
・
負
担
額

参
考

173

94



番
号

枝
番

意見等 検討結果
分
類
１

分
類
２

対
忚

351
・私達は資源ゴミを月1回収集し、生か
しています。これをもっともっとふやし
ていきたいものです。

　市では、家庭から出される新聞、雑誌、段ボール、ビン、
カンなどの資源物を自治会やマンション管理組合などの地域
団体が集めて、資源回収業者に直接引き渡す自为的なリサイ
クル活動（集団回収）を推進しており、その回収量に忚じて
補助金を交付しております。補助金は団体活動にご活用いた
だけます。
　家庭ごみ有料化の実施後も、継続して行ってまいりますの
で、ぜひご利用ください。
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化

集
団
回
収

参
考

352

1、市の素案は「有料化賛成の一学者
(?)」の意見を参考にされているときゝ
ました。これに反論する資料、学者など
を入れる(意見)をすべきです。一方的す
ぎます。

　本実施計画（素案）では、为に、東洋大学の山谷修作教授
の各種調査結果、公益財団法人東京市町村自治調査会の各種
統計資料を、各図表の出典元としております。
　山谷修作教授の各種調査結果につきましては、最新かつ全
国規模の調査であり、各自治体からのごみ量等についての回
答に基づき、作成されております。
　公益財団法人東京市町村自治調査会の各種統計資料につき
ましても、東京都の多摩・島しょ地域３９自治体に対するご
み量調査を毎年行っており、同様に各自治体からのごみ量等
についての回答に基づき、作成されております。
　そのため、素案に記載している資料やデータにつきまして
は、公平で客観的なものであると認識しております。
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353

1、他の市が有料化しているから、でな
く、減量するモデル市としてりっぱに
やってゆきましょう。無料に。市民負担
はこれ以上ごめんです。

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。
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料
化

目
的
・
効
果

参
考

354

１、 市民にとって一番気がかりな、負
担についての具体化が示されていない。
　① 市民の経費負担がどれだけとなる
のか示されていない。
現状の排出原単位がｇで示されている
が、容積換算し、有料ごみ袋代（円）に
換算して、市民一人当たりの負担金の原
単位（円）を示すべきである。市は、
「市民にこれだけの経費負担増になるが
ごみ削減の為にお願いします」と、言う
べきである。

　本実施計画（素案）では、家庭ごみ有料化を実施した場合
の１世帯あたりの平均負担額は月額４６６円と試算しており
ます。

有
料
化

手
数
料
・
負
担
額

反
映
済
み

355

　② 収集に係る、家庭での具体的な分
別作業が現状よりどれだけ複雑（or簡
素）化されるかの、具体的な説明が欲し
い。

　平成３１年４月に予定されている、小平・村山・大和衛生
組合資源物中間処理施設の稼働により、容器包装プラスチッ
クの全量資源化が可能となります。これまで煩雑であった容
器包装プラスチックの分別が、全て資源化することとなりま
す。

有
料
化

対
象
範
囲
・
分
別

参
考

356
　③ もえるごみ、燃えないゴミが具体
的にどのように変わるのかが聞いている
側はさっぱり分からなかった。

　燃えるごみの分別については、軟質の容器包装プラスチッ
クが平成３１年４月からは容器包装プラスチックに変更とな
ります。
　燃えないごみの分別については変更ありませんが、現在も
数多くの容器包装プラスチックが混入しており、分別・資源
化の徹底のため、市民の皆様への周知を徹底してまいりま
す。

有
料
化

対
象
範
囲
・
分
別

参
考

174

173
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357

２、 減量化の数値目標が示されていな
い。
　① 資料の21ページ、22ページに目的
と効果の数値（示された数値が何で目的
と効果なのかが不明）があるが、何年後
にどれだけ削減したいのか、期間（達成
目標年度）と削減目標値（原単位でー何
ｇ、―何％）が示されていないと、計画
とは言えないです。

　ごみ減量の数値目標については、同時に見直しを行いまし
た「小平市一般廃棄物処理基本計画（改訂）素案」にて定め
ております。

そ
の
他

そ
の
他

参
考

358

３、 有料化に伴う見込み収入額が何に
使われようとしているのかが示されてい
ない。
　① 有料化に伴う収入見込み額および
支出予定額が示されていない。
　② 収入の用途が示されていない。
　③ 収集の煩雑化に伴う収集経費の増
額分があるのか、ないのか示されていな
い。

　市の収入及び支出の見込み額については、現時点での概算
となりますが、収入について、家庭ごみ有料化に伴う手数料
収入が年間４億円程度を見込んでおります。支出について
は、为なものとして、指定袋の作成や管理、販売などに係る
費用が２億円程度、戸別収集の実施による収集運搬経費の増
加が１～３億円程度を見込んでおります。
　手数料収入の使い道については、特定財源として、家庭ご
み有料化及び戸別収集に伴う経費や、３Ｒの推進施策に活用
することとしております。
　また、手数料収入額とその使い道などの情報は、定期的に
公開いたします。

そ
の
他

経
費
・
収
支
見
込
み

反
映

359
以上を明確化してから、もう一度説明会
を開くべきです。

　家庭ごみ有料化及び戸別収集への移行に向けては、平成３
０年度に改めて市民説明会を開催いたします。
　市では、制度の内容や新しいごみと資源の出し方などにつ
いての情報が、多くの方に行き届くよう、自治会や尐人数の
集まりなど、地域に出向いての説明を行っております。
　日程を調整し、会場のご手配をいただいた上で、お伺いを
させていただきますので、ぜひご連絡ください。

そ
の
他

説
明
会
・
パ
ブ
コ
メ
実
施
方
法

参
考

360

ゴミの有料化反対です。
・ゴミが減る＝「有料化の成果」と有料
化推進派は満足
　〃　が減らない＝「成果がない」と…
袋代の値上げと罰則の強化をする
　　　　　　　　　　　　　　　↓
　数値だけを見て、ゴミが減らない問題
を検証せず、市民のせいにするのでは？

　家庭ごみ有料化はあくまでごみ減量施策の一つであり、そ
の他の様々な施策と合わせて、ごみの減量を進めてまいりま
す。
　　手数料の改定などの制度の見直しについては、小平市一
般廃棄物処理基本計画の見直しに合わせて行います。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

361

・食品ロスの問題はあるが…
　ゴミの量とゴミとなる物品の購入は連
動しており、無理やり減らそうとしたら
「消費が減り、税収が減る可能性があ
る」のでは？

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

174

175
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362

・山谷教授？がゴミの不法投棄が減った
…と言ったそうだが、どこから出て来た
話か？根拠が不明。
　有料化している地域で不法投棄（不要
品《テレビなど》、生ゴミなど）をされ
ているのを目にしたことがある。地域に
よっては（立川市など）不法投棄禁止の
看板を畑などに立てて対策しているが、
これはムダなのでは？
　有料地域に住んでいる住民をはじめ、
不法投棄に関しても市民の方がよっぽど
わかっていると思うが…。

　市としても、不適正排出や不法投棄の防止に努めてまいり
たいと考えておりますので、ご協力をお願いいたします。

そ
の
他

不
法
投
棄
・
不
適
正
排
出

参
考

363

・消費者、市民だけにごみ減量を訴えて
もムダ。生産者（スーパーなど）にも協
力を求め減らす努力をしないと、減量に
成功しないのでは？
　市民（消費者）ばかりにごみ減量を促
し、生産者に対して何もしないのは、不
公平ではないか？
・ゴミが出るのは生活している以上、仕
方がない。ゴミを出さない人間はいな
い。
・有料化したら、スーパーやコンビニ、
公園など不法投棄が増える。衛生上、良
くない。
（東村山市内のスーパーや小平市内の
スーパーのゴミ箱は見たことがあります
か？ダイエー、ロピア東村山店などの各
スーパーのゴミ箱に生肉の血がついたま
ま、パックが捨ててあったり、お弁当を
ビニール袋につめ替え、パッケージにタ
レetcがついたまま捨ててる人もいる）
また、お店に負担がかかり、迷惑をかけ
る。

　ごみの処理について、製造事業者や販売事業者にも一定の
責任があるという「拡大生産者責任」の考え方に基づき、家
庭ごみ有料化に伴い、小売店などの民間事業者に対し、資源
の店頭回収の拡大や、簡易包装の推進、レジ袋の削減など、
更なるリサイクルが行えるような環境整備に努める働きかけ
を行ってまいります。
　また、市が、３Ｒの推進に関する取り組みを行っている民
間事業者を認定し、広報する仕組みについても検討を行うな
ど、事業者との連携を強化し、協力体制の構築を図ってまい
ります。

有
料
化

拡
大
生
産
者
責
任

反
映
済
み

364

・ゴミ焼却にはゴミの重量に対して国か
ら交付金が支払われている…と聞いた。
　ゴミ削減の結果、支給金が減り、焼却
炉の運営に支障をきたした地域があると
か？
　この話を聞き、ゴミ問題は終わりが見
えない事柄であり、何が正しいか？正解
がない…と思う。

　「ゴミの重量に対して国から交付金が支払われている」こ
とはございません。

そ
の
他

ご
み
処
理
施
設

参
考

365

・また、分別が進んで可燃ゴミが減って
も
　　　　　　　　　　↓
　ダイオキシンを発生させないために燃
料を入れて燃やす
　　　　　　　　　　↓
　この問題をおきざりにして良いのか？

　小平・村山・大和衛生組合ではダイオキシンなどの発生を
抑制するため、ごみを約８５０度以上の高温で焼却しており
ますが、そのために燃料を投入していることはございませ
ん。

そ
の
他

ご
み
処
理
施
設

参
考

366
・ゴミを有料化したら、ゴミ屋敶が増え
るのでは？

　いわゆるごみ屋敶が発生する理由には、経済的な要因だけ
でなく、収集癖や物への執着などの精神的な要因、自己放任
や周囲からの孤立などの人間関係的な要因など様々なものが
あります。
　家庭ごみ有料化を実施している自治体からは、実施により
ごみ屋敶が増えたとの話は聞いておらず、小平市において
も、実施によりごみ屋敶が増えることはないものと考えてお
ります。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考
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368

　ゴミの分別項目に関してもわかりづら
い。
　　　　　　　　　　↓
（市民と共に分別項目を決めた方がゴミ
減量につながるのでは？）
・有料化しなくて済む方法を市民と考え
た方がゴミ減量や食品ロスの解消にもな
ると思う

　小平市で発生したごみは、中島町の小平・村山・大和衛生
組合に搬入し、焼却や破砕といった中間処理を行っておりま
す。また、中間処理後のごみは、日の出町の二ツ塚処分場に
搬入し、焼却灰はエコセメント化処理を、破砕物は埋立処理
を行っております。
　施設を受け入れていただいている中島町や日の出町の住民
への配慮や負担軽減のため、また、二ツ塚処分場を一日でも
長く使い続けられるよう延命化を図るため、資源となるもの
については、品目毎に細かく分別を行い、資源化を徹底する
ことで、ごみ量の削減に努めております。
　市としても、家庭ごみ有料化及び戸別収集への移行だけで
なく、その他様々なごみ減量施策に取り組み、市民の皆様と
協働して、ごみの減量や３Ｒの推進を進めてまいりたいと考
えておりますので、今後ともご協力いただきますようお願い
いたします。

有
料
化

対
象
範
囲
・
分
別

参
考

175

367

目
的
・
効
果

参
考

・有料化に対して全市民が賛成しなかっ
たら、ゴミは減らないのでは？
・市民のゴミ減量に対する努力が足りな
いのもわかるが、行政の努力も足りな
い。
　全市民＋行政＋企業の話し合いの場を
もつべき。
　（1回だけでなく時間の許す限り何回
もした方がいい）
　（この方が意識が高まり、ゴミが減る
のでは？）
・ゴミを有料化しなくても、減らせる方
法はどこかにあると思う。
　何とか教授とか有識者だのはたしかに
ゴミ問題に詳しいと思うが実際にゴミ捨
てをするのは？
＝　市　民　である
・捨てる側（市民）はゴミすてのメリッ
ト、デメリットは良くわかっているはず
＝何とか教授だの有識者だの専門家の話
ばかりに耳をかさずに市民の声をもっと
聞くべき
　全市民の声をきちんと聞き、反映させ
ないと、ゴミの減量につながらない。
・行政、市民、生産所の三つが協力し、
減量に取りくまないと、有料化してもム
ダ。
・早急にアンケート（全市民、小平に籍
をおく企業全て対象）を取り直し、ゴミ
減量に取りくむべき。
・有料化しなくてもゴミ減量化に成功
し、推持している街コダイラ…として世
界に名をしらしめる努力をした方がゴミ
減量につながる…と思う。
・パブリックコメントに届いた市民の声
は
　各種学校、幼稚園・保育園、スーパー
や駅など全市民が目が届く所全てに掲示
し、各家庭、各企業に印刷して配布。
　　　　　　　　　　↓
　配布先、全てから再びコメントを求め
る
　　　　　　　　　　↓
　これくらいしないとゴミ減量化につな
がらない。
　市民もゴミ減量の意識が高まらない。
　市民の声を大切にしないと反発をまね
くだけで、有料化してもムダ。

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。
　なお、アンケート調査については、平成２８年度に、市内
の２，０００世帯を対象とした「小平市ごみ・資源に関する
アンケート調査」を実施し、市民の皆様の意見を広く聴取し
ております。更には、市民公募の委員を含めた「小平市廃棄
物減量等推進審議会」のご意見も頂戴しながら、この度、
「小平市家庭ごみ有料化及び戸別収集への移行実施計画（素
案）」を策定しております。
　本実施計画（素案）については、市民説明会やパブリック
コメントにより頂戴したご意見を踏まえ、より皆様のご協力
が得られるような計画にしてまいります。
　また、制度の内容などについては、平成３０年度に改めて
市民説明会を開催する他、地域の出向いての説明、パンフ
レットの市内全戸への配布、市報への掲載など、あらゆる媒
体や機会を活用して、市民の皆様に情報が行き届くよう、周
知に努めてまいります。

有
料
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369

・月500円ならゴミ袋代が負担にならな
い…と以前とったアンケート結果が出た
…と言うようなことを説明会で聞いたが
…
　計算したら!!
　　年間　約　１０，０００ 円 ―
　　イチマンエンが負担にならない!!
　一部の住民しか使わないハコモノ（仲
町テラス）に住民税を使うなら、ゴミ処
理に使うべき。
　アンケートをとったのはいつですか？
　増税も間近で老後破綻をする人が増え
ている今、ゴミ袋を有料化していいの
か？
　時が経ち、時代が変わっています。
　景気が良くなった…株価が上昇してい
る…と言われていますが、そんな人はゴ
クゴク一部です。
　　年間　約　１０，０００ 円 ―
は？
　　大 き な　負　担　ですから…
（怒）

　市では、家庭ごみ有料化の目的の一つを、ごみの減量によ
る、ごみの収集や処理に係る経費の削減としております。
　また、家庭ごみ有料化の実施により、ごみ処理経費の一部
を、ごみの排出量に忚じて皆様にご負担いただくことは、負
担の公平性につながるものであると考えております。

有
料
化
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数
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負
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　小平市でもこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、ま
た、あらゆる媒体や機会を活用しての周知や啓発に努めてま
いりました。
　そのため、人口が増加している中でも、ごみの総量及び市
民１人あたりのごみ量は減量しております。
　しかしながら、あらゆる施策を講じて、一層のごみ減量を
進める必要が生じており、家庭ごみ有料化を実施することと
しております。

・横浜市のG30（平成15年1月～平成22年
末）やヨコハマ３Ｒ夢（スリム）を見
習って、有料化にせずゴミ減量に取り組
んだ方が市民のため。
「住民が増えている」にもかかわらず、
ゴミ減量化に成功した横浜市。すばらし
い…と思いませんか？
　Ｇ３０とは？平成22年度におけるゴミ
排出量を平成13年度に対して30％削減す
るプランだそうです。
　リサイクルが可能なゴミは全て資源と
して回収することとし、ゴミ分別の項目
を細かく設定。
　　　　　　　　　　↓
　実施に向けて!!
　早朝、ゴミ集積場所へ「市の職員が出
向き」ゴミ出しをする市民に対して、ゴ
ミ削減へ向け協力をうったえ、説明する
早朝啓発活動を!!
　　　　　　　　　　↓
　2005年度に約3000回
　駅前やスーパー前でのキャンペーン約
300回
　実施前の約3ヶ月間の間に!!15,000回
の住民説明会を行う。
　　　　　　　　　　↓
　その後も…住民説明会、小学校、幼稚
園に出向きゴミ減量を促す出前講座の実
施、地域の様々なイベントへ出向き、ゴ
ミ減量啓発運動のブース出展。
　分別の仕組をクイズ形式にして住民に
参加してもらったり、リサイクルの仕組
をパネル展示する
　　　　　　　　　　↓
　土・日・祝日の休みを振りかえて市の
職員全員が交代で出て啓発活動をした
　　　　　　　　　　↓
結果①…ゴミ減量30％という目標数値を
5年で達成することが出来た。
　　　　　　　　　　↓
結果②…可燃ゴミの減量に伴う2つの焼
却工事の廃止により、建設費用など
1,100億円の経費削減、63トンの二酸化
炭素排出削減の効果が出た。
　この話をきき、
　市民、事業者、行政）の三位一体の協
働が不可欠であり、ゴミを減らす、食品
ロスを減らすということにつながる…と
思いました。
　しつこいようですが…
　人口が増えているのにゴミ減量化に成
功した横浜市を見習って、ゴミ減量化を
進めた方がいい。と思います。何でも国
内だけでなく、マレーシアなど、外国か
らも視察に来るそうです!!
　有料化しなくても、ゴミ減量に成功し
ている地域はあるのです。維持するのは
大変ですが、市民、事業者、行政の三位
一体で協力し、努力すれば減量化につな
がり、段階的にゴミを減らす施策をした
方が効率的でゴミは減るのでは？
 有料化しても街が汚れるだけだと思う
のですが…。

有料化　反 対
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371

上水南公民館で、市の説明を聞きまし
た。満室の参加者で、地元の方々のご意
見と質疑忚答を拝聴しました。
案に対する私の意見を申し述べます。
１、個別収集、有料化の前に、もっと時
間と機会を懸けて、説明・協議や住民間
での検討の時間を持つべきと考えます。
減量には反対する人はいないと思います
が、家庭の経済、年齢や状況変化、地域
での人間関係や協力関係の薄さも改善が
必要な昨今だと思うからです。

　家庭ごみ有料化及び戸別収集への移行については、平成２
６年３月策定の「小平市一般廃棄物処理基本計画」におい
て、重点施策の一つとして位置付け、実施に向けた準備を進
めることとしております。
　平成２８年度には市内２，０００世帯を対象にした市民ア
ンケートを実施し、市民の皆様の意見を広く聴取し、市民公
募の委員を含めた、「小平市廃棄物減量等推進審議会」のご
意見も頂戴しながら、この度、「小平市家庭ごみ有料化及び
戸別収集への移行実施計画（素案）」を策定してところで
す。

そ
の
他

説
明
会
・
パ
ブ
コ
メ
実
施
方
法

参
考

372

２、財政についての説明が尐なく、市の
財政の中でどれくらいの変化が出る予想
なのか？家庭ではどうなのか？が見える
ように説明を充実してほしい。

　本実施計画（素案）では、家庭ごみ有料化を実施した場合
の１世帯あたりの平均負担額は月額４６６円と試算しており
ます。
　市の収入及び支出の見込み額については、現時点での概算
となりますが、収入について、家庭ごみ有料化に伴う手数料
収入が年間４億円程度を見込んでおります。支出について
は、为なものとして、指定袋の作成や管理、販売などに係る
費用が２億円程度、戸別収集の実施による収集運搬経費の増
加が１～３億円程度を見込んでおります。
　上記のような財政などについての説明は、今後、金額が確
定した段階で、市民の皆様に広く周知してまいります。

そ
の
他

経
費
・
収
支
見
込
み

反
映

373

３、ペットボトルやプラスチックは、否
定はしないが、もう増やさない方向を
国・企業を挙げてとるべきではないの
か？いわれて久しいが、現状はどうなの
か、市としても示してほしかった。今後
にも求めたい。
　尐なくともこれらの点で、減量のため
の市民の関心を強め、
その実績を挙げられるようになることが
先行されるべきだと思います。値上げ先
行では、現状変革にならないと思い本案
には反対です。　　以上

　ごみの処理について、製造事業者や販売事業者にも一定の
責任があるという「拡大生産者責任」の考え方に基づき、家
庭ごみ有料化に伴い、小売店などの民間事業者に対し、資源
の店頭回収の拡大や、簡易包装の推進、レジ袋の削減など、
更なるリサイクルが行えるような環境整備に努める働きかけ
を行ってまいります。
　また、市が、３Ｒの推進に関する取り組みを行っている民
間事業者を認定し、広報する仕組みについても検討を行うな
ど、事業者との連携を強化し、協力体制の構築を図ってまい
ります。
　家庭ごみ有料化はあくまでごみ減量施策の一つであり、そ
の他の様々な施策と合わせて、市民の皆様のご協力をいただ
きながら、ごみの減量を進めてまいります。

有
料
化

拡
大
生
産
者
責
任

参
考

374

・収集頻度は現状維持を希望。容器包装
プラスチックの全量し、今よりも資源ご
みが増えるのに収集回数が減るのは理に
かなっていない。

　ごみの処理について、製造事業者や販売事業者にも一定の
責任があるという「拡大生産者責任」の考え方に基づき、家
庭ごみ有料化に伴い、小売店などの民間事業者に対し、資源
の店頭回収の拡大や、簡易包装の推進、レジ袋の削減など、
更なるリサイクルが行えるような環境整備に努める働きかけ
を行ってまいります。
　容器包装プラスチックの以外の資源については収集頻度が
尐なくなりますが、市では、資源はなるべく買ったお店に返
すことによるリサイクルを推進してまいります。

そ
の
他

収
集
頻
度

参
考

176

177
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375

回数を減らすなら持ち込みを可能にする
こと。持ち持ち込みできないのであれ
ば、引っ越しなどでごみが出た場合は臨
時で回収できるようにすること。

　燃えないごみの収集頻度については、従来の毎週１回か
ら、４週に１回に変更となりますが、小平・村山・大和衛生
組合にごみを搬入している武蔵村山市と東大和市が、４週に
１回または毎月１回としており、収集頻度を合わせるように
しております。
　また、小平市は、市民１人あたりの燃えないごみの量が、
武蔵村山市や東大和市と比べて非常に多くなっております。
現状、燃えないごみの中に、容器包装プラスチックが多く混
入しており、家庭ごみ有料化による発生抑制や、容器包装プ
ラスチックの全量資源化による分別の徹底により、燃えない
ごみの量を大きく減らしていけるものと考えております。
　そのため、武蔵村山市や東大和市と同様、小平市において
も、４週に１回の収集でご不便なく、ご対忚いただけるもの
と考えております。
　一部の品目を除く資源は小平市リサイクルセンターへ持ち
込むことができます。詳しくは市までお問い合わせくださ
い。
　引っ越しなどの事情により多量にごみが出る場合には、事
前に市までご相談ください。

そ
の
他

収
集
頻
度

参
考

376
・ゴミ袋の料金の価格設定を数値的根拠
を基に説明してください。

　小平市の家庭ごみ有料化による手数料水準については、ご
みの減量効果、市民の受容性、近隣自治体の水準との均衡の
３点を考慮し、設定しております。
　ごみの減量効果については、手数料が高くなるほど、ごみ
減量効果も高くなる傾向が出ております。市民の受容性につ
いては、平成２９年１月の市民アンケートの結果では、１世
帯当たりの受容可能な負担額について、月額で「３００円以
上５００円未満」との回答が最も多くありました。そこで、
燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓ、容器包装プラスチック
を１円/ℓと仮定し、１世帯当たりの平均的な負担額を試算し
たところ、月額で４６６円となり、多くの市民が受容できる
額となっております。
　また、近隣で近年に家庭ごみ有料化を実施した、国分寺
市、立川市、東大和市、国立市、東久留米市では、小平市と
同様に、月額５００円程度の負担額となるよう手数料を設定
しており、燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓとしておりま
す。容器包装プラスチックについても、東大和市、国立市、
東久留米市が有料としており、国立市、東久留米市が１円/
ℓ、東大和市が２円/ℓとしております。
　以上のことから、小平市では、燃えるごみ・燃えないごみ
を２円/ℓ、容器包装プラスチックを１円/ℓと設定しておりま
す。

有
料
化

手
数
料
・
負
担
額

参
考

377

・ゴミ袋料金の負担増、回収頻度減、分
別の手間増、市民の負担はかなり増加し
ます。制度の検証、見直しはできるだけ
早く(初めは2年か3年)してください。初
回5年後は長すぎです。
・分別施設の運営費、ごみ袋の収入など
ごみの処分について、制度変更前後でど
のように変わったか、ごみの量だけでな
く、コストに関しても詳細に考察してく
ださい。市民の手間増、投入する税金増
なら制度自体を基に戻すことも考えてく
ださい。

　制度の評価については、毎年、小平市廃棄物減量等推進審
議会に報告し、改善点などについて議論いたします。
　見直しについては、小平市一般廃棄物処理基本計画の見直
しに合わせて行います。

有
料
化

そ
の
他
実
施
方
法

参
考

378

・小平市の特徴として現状のごみ袋無料
はインパクトあります。特に若い人達は
気にします。あまりお金をかけず若い人
を呼び込む施策として「ごみ無料回収」
はよいと思います。

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

177
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379

1. 戸別収集について
反対である。
理由
ア　個々の家庭でどんなごみを出したか
分かってしまいプライバシー上の問題が
ある。特定の家庭のごみを持ち去る輩が
出る恐れもある。

　指定袋については、プライバシーへの配慮については十分
に認識しておりますが、収集時の中身の確認のため、一定程
度の透過性は必要となります。そのため、市では、これまで
ご利用いただいていた袋と同様に、指定袋についても半透明
とすることを考えております。
　なお、各戸の具体的な排出場所については、調査を行う予
定です。排出場所へのご要望などがある場合には、その際に
個別にご相談ください。また、各戸にてネットやバケツなど
をご用意いただき、出していただいても構いません。

戸
別
収
集

目
的
・
効
果

参
考

380
イ　収集作業の方の負担が増えコストが
かさむようになる。

　戸別収集を実施することで、ごみの収集箇所が増加し、収
集作業も増大しますが、合わせて、収集頻度の見直しや収集
地区割りの細分化を行い、収集作業の曜日間の平準化や効率
化及び収集経費の増加の抑制を図ります。

そ
の
他

経
費
・
収
支
見
込
み

参
考

381
ハ　路地の奥の家庭等、収集漏れになる
危険性がある。

　戸別収集の実施にあたっては、事前に各世帯の排出場所調
査を行うなど、収集運搬事業者とも連携し、収集漏れが発生
しないよう十分な準備を行ってまいります。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

382

2. 有料化に伴う提言
尐量のごみは無料にするよう提案する。

理由
尐量であれば無料とすることにより、各
家庭が資源とごみをきめ細かく分別する
ようになりごみの量の削減と資源の活用
が見込まれるため。
方法
具体的には5リットルの袋引き換え券を
各家庭に1年分配布する。

　一定の排出量までは無料とし、それを超えた場合に初めて
有料となる「超過量従量制」については、ごみの減量効果の
持続・リバウンドが生じやすいといった課題があり、採用し
ている自治体は一部に限られます。また、比較的小規模な自
治体での採用が多く、人口１９万人程度の小平市では、指定
袋の無料配布に多大な手間やコストが見込まれます。そのた
め、排出量に単純に比例して手数料をご負担いただく「単純
従量制」を採用しております。

有
料
化

手
数
料
・
負
担
額

参
考

383

今まで、八王子市、昭島市と既に有料化
の導入されている市町村に住んでいたた
め左程抵抗はありません。

ただ、有料化するにあたっては
・現在かかっている費用
・有料化に伴い回収される見込みの金額
・改修金額の使途

こういった点が明確にされれば、
市民として許容しうる、許容すべき負担
なのかと思います。

　平成２８年度のごみの処理全体に係る経費は、概ね２１億
５千万円となっており、そのうち、粗大ごみの収集運搬経費
は、概ね４千５百万円となっております。また、資源の処理
全体に係る経費は、概ね５億６千万円となっております。
　家庭ごみ有料化の実施による市の手数料収入については、
現時点での概算となりますが、年間４億円程度を見込んでお
ります。支出については、为なものとして、指定袋の作成や
管理、販売などに係る費用が２億円程度、戸別収集の実施に
よる収集運搬経費の増加が１～３億円程度を見込んでおりま
す。
　手数料収入の使い道については、特定財源として、家庭ご
み有料化及び戸別収集に伴う経費や、３Ｒの推進施策に活用
することとしております。
　また、手数料収入額とその使い道などの情報は、定期的に
公開いたします。

そ
の
他

経
費
・
収
支
見
込
み

反
映

384

また、全てを一律に有料化ではなく、他
の自治体同様に、幼児・高齢者のし尿処
理、家庭で出る枝葉、その他資源回収に
ついては無料で進めるなども必要かと思
います。

　紙おむつ、枝木・落ち葉等、容器包装プラスチックを除く
その他の資源については無料で収集いたします。

有
料
化

対
象
範
囲
・
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別

反
映
済
み
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385

最後に、既に一部境界では近隣自治体か
らのごみ持込があったりもします。集積
所での回収自体問題は無いと思いますの
で、有料化の際に近隣自治体と金額の歩
調を合わせることも必要なのかと思いま
す。

　手数料収入の使い道については、特定財源として、家庭ご
み有料化及び戸別収集に伴う経費や、３Ｒの推進施策に活用
することとしております。
　近隣自治体の水準との均衡については、隣接する７市のう
ち、東村山市が燃えるごみと燃えないごみの手数料を１．８
円/ℓとしており、その他の６市が小平市と同様に２円/ℓとし
ております。

有
料
化

手
数
料
・
負
担
額

反
映
済
み

386

家庭ごみ有料化及び戸別収集移行計画に
ついての意見
１）家庭ごみ有料化の目的は、金銭を支
払うことで「ごみに対する意識を強く持
つようになり減量の効果が出る」という
が：「素案」には「ごみゼロ」という言
葉も出てくる。私も、かなり意識して減
量の努力をしているつもりだが、生活す
る以上は「ごみゼロ」にすることは不可
能だ。

　本実施計画（素案）では、東京都市長会の政策提言（平成
１３年１０月）の説明において「ごみゼロ」という言葉を使
用しておりますが、それらは当該政策提言の題名及び理念を
表すものです。

そ
の
他

そ
の
他

参
考

387

排出量についても、子育て世代、高齢世
代など家族や年齢構成で違ってくる。市
民の置かれた条件で排出量に違いがあっ
て当然だ。高齢世代も子育て世代を通過
して今があるのだ。一番お金がかかる世
代に負担を重くすることなんかないでは
ないか。「負担の公平」という、もっと
もらしい理屈で有料化する必要はない。
一般財源で対忚することで不満を持つ人
が多くいるとは思えない。「公平」は保
てる。

　家庭ごみ有料化は、手数料として、排出量に忚じた額の料
金を徴収することで、ごみ処理に係る費用の負担の公平性
や、ごみ減量意欲の向上を図ることを目的の一つとしており
ます。
　子育て世帯や介護世帯への支援のため、紙おむつについて
は、透明または半透明の袋で、他のごみが混入していない状
態でお出しいただければ、無料で収集いたします。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

388

２）戸別収集について：高齢者のゴミ出
しの困難がなくなる一方、収集作業員の
負担増やごみ出しで築かれた「コミュニ
ティ」がこわれるなど、一長一短があ
る。戸別で収集にしても、一律に「戸
別」としないで柔軟に対忚すべきだ。

　ごみ集積所の管理については、利用者の皆様でご協力いた
だいているところもありますが、一方で、十分な管理がされ
ておらず、ごみ出しマナーが守られていなかったり、カラス
などによる被害が発生している集積所も多くあります。ま
た、高齢化の進展により、ごみ集積所へのごみ出しが困難な
世帯が増加することが予想されるとともに、現状では適切な
維持管理がされている集積所でも、転出・転入や高齢化の進
展などライフスタイルの変化によって、将来的に集積所の維
持管理が困難になる可能性があります。
　そのため、継続的に安定した収集体制を構築するため、戸
建住宅については、道路形態など特殊な事情がある場合を除
き、原則すべて、集積所を廃止し、戸別収集を実施いたしま
す。
　戸別収集の具体的なごみの排出場所については、今後、各
世帯の調査を行い、きめ細かに対忚させていただきますの
で、ご協力をよろしくお願いいたします。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

389

３）環境省や東京市長会が提唱している
からとか、26市のうち24市がやっている
からとかで、横並びになる必要はないの
ではないか。小平らしい取り組みと工夫
で、環境を良くする市民意識の向上を図
り、ごみの減量をやろうではないか。

　家庭ごみ有料化については、多摩地域全体としてごみを減
量する必要が生じている中、小平市としてもごみの減量や、
ごみ処理施設の周辺住民への配慮、更新に係る経費の削減な
どの目的から、実施するものです。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

181 390

自治会でフェンス・屋根付きのごみ集積
所を使用しています。
集積所回収が完全になくなるのであれ
ば、集積所の撤去費用の補助もしくは発
生廃材の回収を検討していただきたく考
えます。

　市が所有するもの以外の集積所の撤去などについては、所
有者のご負担にて行っていただくこととなります。

戸
別
収
集

集
積
所
の
取
扱

参
考

179

180
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391

１．ゴミの有料化は反対です。市民の負
担をさせないでもらいたい。現状のまま
で改善すべきところを改善すれば、ゴミ
の減量化･街の美化は実現できます。

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

392
　ゴミの出し方についてはさらに徹底し
た啓蒙活動を行い、住民の話し合いの場
を設ける。

　平成３１年４月からは、家庭ごみ有料化及び戸別収集への
移行、軟質の容器包装プラスチックの分別区分の変更、収集
スケジュールの変更など、ごみと資源の出し方が大幅に変更
になります。
　そのため、市報への掲載の他、収集のカレンダーとパンフ
レットが一体となった冊子を作成し、事前に市内全戸に配布
いたします。カレンダーやパンフレットについては、わかり
やすくごみと資源をお出しいただけるよう、内容や表現の見
直しについて検討いたします。
　また、スマートフォンからも手軽に情報が得られるよう、
ごみ分別アプリの更なる活用についても検討いたします。
　その他、新しい制度への移行が円滑に進むよう、地域に出
向いての説明会や各種周知啓発により、市民の皆様にわかり
やすく情報提供を行ってまいります。

そ
の
他

周
知
・
案
内

反
映
済
み

393
　生ゴミの堆肥化を各家庭に協力依頼を
すすめる。

　市では、燃えるごみの内の半分近くを占めている生ごみを
減量するために、平成２２年度から、生ごみを「食物資源」
と位置づけ、堆肥化によるリサイクルを目的とした事業を実
施してまいりました。
　３世帯以上のグループにてご登録いただき、週に１回、生
ごみを専用のバケツに分別し、それを収集し、専門業者に引
き渡して堆肥化を行い、市内の公園、学校や農園などで活用
されています。
　この「食物資源循環事業」については、家庭ごみ有料化実
施後も継続して実施いたします。また、食物資源処理機器購
入費補助金制度についても継続して実施し、更なる普及と生
ごみの減量に努めてまいります。

有
料
化

食
物
資
源

反
映
済
み

394
　ゴミ集積場のないアパートには集積場
を作らせ、アパートごとに収集する。住
人への教育に力を入れさせる。

　これまで敶地内に集積所を設けておらず、お住まいの近く
の集積所に排出していた集合住宅については、新たに敶地内
に集積所を設けていただくことになります。
　集合住宅の所有者や管理人に対しては、入居者のごみ出し
マナー向上に取り組んでいただけるよう、働きかけを行って
まいります。

そ
の
他

不
法
投
棄
・
不
適
正
排
出

反
映
済
み

395
　自治会、住民組織への協力依頼をす
る。

　市では、家庭から出される新聞、雑誌、段ボール、ビン、
カンなどの資源物を自治会やマンション管理組合などの地域
団体が集めて、資源回収業者に直接引き渡す自为的なリサイ
クル活動（集団回収）を推進しており、その回収量に忚じて
補助金を交付しております。補助金は団体活動にご活用いた
だけます。
　家庭ごみ有料化の実施後も、継続して行ってまいりますの
で、ぜひご利用ください。

そ
の
他

そ
の
他

反
映
済
み

182

105
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396
　商店、スーパーなどへの過剰包装廃止
の働きかけをする。

　ごみの処理について、製造事業者や販売事業者にも一定の
責任があるという「拡大生産者責任」の考え方に基づき、家
庭ごみ有料化に伴い、小売店などの民間事業者に対し、資源
の店頭回収の拡大や、簡易包装の推進、レジ袋の削減など、
更なるリサイクルが行えるような環境整備に努める働きかけ
を行ってまいります。
　また、市が、３Ｒの推進に関する取り組みを行っている民
間事業者を認定し、広報する仕組みについても検討を行うな
ど、事業者との連携を強化し、協力体制の構築を図ってまい
ります。

有
料
化

拡
大
生
産
者
責
任

反
映
済
み

397
　マイバッグの使用、ペットボトルなど
の買い控えを勧める。

　今後ともあらゆる媒体や機会を活用して、ごみの減量に向
けた周知や啓発に努めてまいります。

そ
の
他

そ
の
他

反
映
済
み

398

２．戸別収集は反対です。
　戸建て住宅、マンション、アパートの
単位で収集する方法がよい。集積場のな
いところには作らせること。
　ゴミは集団管理することがだいじ。住
民自治・住民の交流がだいじ。
　戸別収集による市民負担は絶対反対。

　ごみ集積所の管理については、利用者の皆様でご協力いた
だいているところもありますが、一方で、十分な管理がされ
ておらず、ごみ出しマナーが守られていなかったり、カラス
などによる被害が発生している集積所も多くあります。ま
た、高齢化の進展により、ごみ集積所へのごみ出しが困難な
世帯が増加することが予想されるとともに、現状では適切な
維持管理がされている集積所でも、転出・転入や高齢化の進
展などライフスタイルの変化によって、将来的に集積所の維
持管理が困難になる可能性があります。
　そのため、継続的に安定した収集体制を構築するため、戸
建住宅については、道路形態など特殊な事情がある場合を除
き、原則すべて、集積所を廃止し、戸別収集を実施いたしま
す。
　戸別収集の具体的なごみの排出場所については、今後、各
世帯の調査を行い、きめ細かに対忚させていただきますの
で、ご協力をよろしくお願いいたします。

戸
別
収
集

目
的
・
効
果

参
考

399

３．他市がやっているからやる、のでは
なく、小平市は小平市らしく、無料を貫
いていただきたいです。住民の痛みのわ
かる市政であって欲しいです。（公共施
設の無料化を堅持しているように）

　家庭ごみ有料化については、多摩地域全体としてごみを減
量する必要が生じている中、小平市としてもごみの減量や、
ごみ処理施設の周辺住民への配慮、更新に係る経費の削減な
どの目的から、実施するものです。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

183 400

ごみ減量施策として、有料化は致し方な
いと思いますが、収集方法を「戸別収
集」に固定化するのは見直して頂きたい
と思います。地域によって事情は違いま
す。広く市民の意見を吸い上げて下さ
い。

　ごみ集積所の管理については、利用者の皆様でご協力いた
だいているところもありますが、一方で、十分な管理がされ
ておらず、ごみ出しマナーが守られていなかったり、カラス
などによる被害が発生している集積所も多くあります。ま
た、高齢化の進展により、ごみ集積所へのごみ出しが困難な
世帯が増加することが予想されるとともに、現状では適切な
維持管理がされている集積所でも、転出・転入や高齢化の進
展などライフスタイルの変化によって、将来的に集積所の維
持管理が困難になる可能性があります。
　そのため、継続的に安定した収集体制を構築するため、戸
建住宅については、道路形態など特殊な事情がある場合を除
き、原則すべて、集積所を廃止し、戸別収集を実施いたしま
す。
　戸別収集の具体的なごみの排出場所については、今後、各
世帯の調査を行い、きめ細かに対忚させていただきますの
で、ご協力をよろしくお願いいたします。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

182

106



番
号

枝
番

意見等 検討結果
分
類
１

分
類
２

対
忚

401

今回の案については、絶対に反対です。
1.ごみ袋を有料化するなどの個人に一律
の負担を強いる方策は、悪平等であり裕
福でないものとしては、受け入れられま
せん。施設維持費等が増大するというの
でれば市民税の増税での対忚をしていた
だきたい。

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、家庭ごみ有料化の実施により、ごみを減量すること
で、ごみの収集や処理にかかる経費が削減できるものと考え
ており、更には手数料として排出量に忚じた額の料金を徴収
することで、ごみ処理に係る費用の負担の公平性や、ごみ減
量意欲の向上を図れるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

402

　また個人宅収集については、独居し夜
間労働に従事する者として、前夜からご
みを自宅前に放置しておくことに防犯、
防災および獣害上非常に不安です。むし
ろきちんとした収集所を整備していくほ
うが、市民への便を図る道ではないで
しょうか。

　多くの地域において、ごみ出しマナーに関するトラブルの
発生や、ごみ集積所の管理に係る負担が一部の方に偏ってい
るなどの課題もあり、市にも数多くの相談や課題の解決への
要望が寄せられており、戸別収集に早く移行して欲しいと
いった要望が年々多くなっていると認識しております。
　そのため、市としては、ごみ集積所の利用に係る課題の解
決を優先し、戸別収集への移行を提案させていただいており
ます。

戸
別
収
集

目
的
・
効
果

参
考

403

　また戸別収集が高齢者等に良いという
ことも上がっていますが、そういった方
への介助というのは、この問題とは全く
別で行われるべきであって、ここでこれ
を利点とするのは詭弁だと感じます。

　ごみ集積所の管理については、利用者の皆様でご協力いた
だいているところもありますが、一方で、十分な管理がされ
ておらず、ごみ出しマナーが守られていなかったり、カラス
などによる被害が発生している集積所も多くあります。ま
た、高齢化の進展により、ごみ集積所へのごみ出しが困難な
世帯が増加することが予想されるとともに、現状では適切な
維持管理がされている集積所でも、転出・転入や高齢化の進
展などライフスタイルの変化によって、将来的に集積所の維
持管理が困難になる可能性があります。
　そのため、継続的に安定した収集体制を構築するため、戸
建住宅については、道路形態など特殊な事情がある場合を除
き、原則すべて、集積所を廃止し、戸別収集を実施いたしま
す。

戸
別
収
集

目
的
・
効
果

参
考

404

また集合住宅においては収集所方式を維
持し、戸建て居住者のみ自宅前収集とい
うのも非常に差別的な方針であると思い
ます。

　家庭ごみ有料化と合わせて戸別収集を実施することで、集
積所を利用する集合住宅においても、ごみの減量や分別の徹
底が促され、集積所の美観の向上や、集積所の管理に係るト
ラブルも現在より減尐することが見込まれるなど、メリット
のあるものと考えております。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

405

2.ごみの量が減る、ということについて
も確かに個人から出るごみは若干減るか
もしれませんが、全体量は減らないであ
ろうことは、近隣市町村のスーパー等の
レジのゴミ捨て場が、そこで購入した食
品の袋やトレーなどであふれたりして悲
惨な状態になっていることからも推察で
きます。いままで小平市民として「あん
なみっともない真似をしないでよかっ
た」と思っている気持ちを台無しにしな
いでください。もし本気で全体のゴミの
量を減らしたいのであれば、市内での
ペットボトル飲料販売禁止とか、スー
パーですべての容器に入った食品の販売
禁止などの到底できないことを実行する
必要があると思います。こういったこと
はできないからと言って、減りもしない
ごみのために、市民に悪平等負担を押し
付けるのはやめていただきたいと思いま
す。

　ごみの処理について、製造事業者や販売事業者にも一定の
責任があるという「拡大生産者責任」の考え方に基づき、家
庭ごみ有料化に伴い、小売店などの民間事業者に対し、資源
の店頭回収の拡大や、簡易包装の推進、レジ袋の削減など、
更なるリサイクルが行えるような環境整備に努める働きかけ
を行ってまいります。
　また、市が、３Ｒの推進に関する取り組みを行っている民
間事業者を認定し、広報する仕組みについても検討を行うな
ど、事業者との連携を強化し、協力体制の構築を図ってまい
ります。

有
料
化

拡
大
生
産
者
責
任

参
考

184
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406

　政治的なやるべき事は、東京都に対し
多摩地区が差別的なごみ収集になってい
ることの是正をさせる事(東京湾をごみ
処分場所として使用できるようにさせ
る）ではないでしょうか?

　２３区では、東京二十三区清掃一部事務組合を組織し、共
同してごみ処理を行い、中央防波堤埋立処分場にて埋立処分
を行うことしており、为に日の出町の二ツ塚最終処分場にて
埋立処分を行っている多摩地域との棲み分けを図っておりま
す。
　そうした中で、中央防波堤埋立処分場の残余年数にも限り
があり、利用している住民からの理解を得ることは困難な状
況のため、現実的ではないと考えております。

そ
の
他

ご
み
処
理
施
設

参
考

407

結論として
1.今の収集方式を継続する
2.収集所をより衛生的なものに整備す
る。
3.そのために市民税が増税になるのはや
むなし
4.目標として、東京湾を最終処分場とし
て併用することでの、処分場問題の緩
和。

以上です。

ご意見として頂戴いたします。
そ
の
他

ご
み
処
理
施
設

参
考

408

有料化に反対です。
ごみの減量には繋がるかもしれません
が、他の問題が出てくるのではないで
しょうか。
例えば、有料化により可燃ごみと不燃ご
みを一つの袋で一緒に出す人が増えるな
ど、ごみの分別がいい加減になる事が考
えられます。

　家庭ごみ有料化及び戸別収集をすることで、ごみの減量や
分別の徹底、ごみ出しマナーの向上が図られるものと考えて
ます。

有
料
化

目
的
・
効
果

参
考

409

また、現在小平市のごみ分別パンフレッ
トには「生ごみは新聞紙で包んで出す」
といったカラス対策が書かれています
が、有料になったらゴミ袋が小さい物で
済むように新聞紙で包まないで出す家庭
も増えるのではないでしょうか。
これでは市内の衛生問題に影響が出る可
能性があります。

　現在、ごみ集積所やそこに出されたごみの管理について
は、ご利用されている方々にて行っていただいており、戸別
収集実施後の出されたごみの管理についても、引き続き、各
世帯にてご協力いただくこととなります。
　そのため、各世帯で、必要に忚じてネットやバケツ、ごみ
箱などをご用意いただき、ご対忚いただければと考えており
ます。
　なお、市では、指定袋の作成に際し、カラスによる荒らし
被害を軽減できる加工を施します。

戸
別
収
集

鳥
獣
対
策

参
考

410

他にも、ごみ袋の値段は40リットルで80
円にする予定のようですが、これはあま
りにも高過ぎるのではないでしょうか。
現在、武蔵野市がこの値段で収集してい
るようですが、小平市民と武蔵野市民の
平均所得が同じだとはとても思えませ
ん。

　小平市の家庭ごみ有料化による手数料水準については、ご
みの減量効果、市民の受容性、近隣自治体の水準との均衡の
３点を考慮し、設定しております。
　ごみの減量効果については、手数料が高くなるほど、ごみ
減量効果も高くなる傾向が出ております。市民の受容性につ
いては、平成２９年１月の市民アンケートの結果では、１世
帯当たりの受容可能な負担額について、月額で「３００円以
上５００円未満」との回答が最も多くありました。そこで、
燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓ、容器包装プラスチック
を１円/ℓと仮定し、１世帯当たりの平均的な負担額を試算し
たところ、月額で４６６円となり、多くの市民が受容できる
額となっております。
　また、近隣で近年に家庭ごみ有料化を実施した、国分寺
市、立川市、東大和市、国立市、東久留米市では、小平市と
同様に、月額５００円程度の負担額となるよう手数料を設定
しており、燃えるごみ・燃えないごみを２円/ℓとしておりま
す。容器包装プラスチックについても、東大和市、国立市、
東久留米市が有料としており、国立市、東久留米市が１円/
ℓ、東大和市が２円/ℓとしております。
　以上のことから、小平市では、燃えるごみ・燃えないごみ
を２円/ℓ、容器包装プラスチックを１円/ℓと設定しておりま
す。

有
料
化

手
数
料
・
負
担
額

参
考

184

185
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411

家庭ゴミ戸別収集は不安が多く賛成でき
ない。
下記内容に回答ください。
1.通常ゴミ収集場所にはカラス避け網が
あるが、戸別に与えられるのか。
2.鈴木町はカラスの被害がとても多い
が、戸別に荒らされたら、その始末はだ
れがするのか。
3.会社に勤めていて、早朝から不在。空
巣被害経験しているため、門にも鍵を閉
めている。家の前にゴミを出して、カラ
スの被害は大丈夫か不安だが、対策はあ
りますか？
4.奥の家からゴミを運ぶ際、ゴミを散ら
すことは無いのか。
5.清潔にゴミの片付けができるのか。
日中不在の家に対するゴミの収集をきち
んと説明して欲しい。
防犯、清潔、カラス対策を説明していた
だかなければ、戸別収集は全く考慮出来
ない。

　現在、ごみ集積所やそこに出されたごみの管理について
は、ご利用されている方々にて行っていただいており、戸別
収集実施後の出されたごみの管理についても、引き続き、各
世帯にてご協力いただくこととなります。
　そのため、各世帯で、必要に忚じてネットやバケツ、ごみ
箱などをご用意いただき、ご対忚いただければと考えており
ます。
　なお、市では、指定袋の作成に際し、カラスによる荒らし
被害を軽減できる加工を施します。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

412

いずれにせよ、鍵をかけているので、家
の前にゴミを出す事になります。
清潔な収集を約束出来るのでしょうか。
市内がゴミで散らかる事が無い事を保証
して下さい。

　基本的には、敶地内で、道路からごみを取りやすい場所に
ごみを出していただければと考えております。
　戸別収集の具体的なごみの排出場所については、今後、各
世帯の調査を行い、状況に忚じてきめ細かに対忚させていた
だきます。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

413

ゴミ収集場所がきちんと設置されている
のに戸別にする意味はあるのか。
ゴミ収集の人の負担が大きくなるのでは
ないか。

　ごみ集積所の管理については、利用者の皆様でご協力いた
だいているところもありますが、一方で、十分な管理がされ
ておらず、ごみ出しマナーが守られていなかったり、カラス
などによる被害が発生している集積所も多くあります。ま
た、高齢化の進展により、ごみ集積所へのごみ出しが困難な
世帯が増加することが予想されるとともに、現状では適切な
維持管理がされている集積所でも、転出・転入や高齢化の進
展などライフスタイルの変化によって、将来的に集積所の維
持管理が困難になる可能性があります。
　そのため、継続的に安定した収集体制を構築するため、戸
建住宅については、道路形態など特殊な事情がある場合を除
き、原則すべて、集積所を廃止し、戸別収集を実施いたしま
す。
　戸別収集の具体的なごみの排出場所については、今後、各
世帯の調査を行い、きめ細かに対忚させていただきますの
で、ご協力をよろしくお願いいたします。

戸
別
収
集

目
的
・
効
果

参
考

414
戸別収集ではなく、名前を書くなどの対
策は検討されたのか。

　市では指定袋に記名欄を設けることを検討しております
が、市として記名を義務付けるものではありません。例え
ば、自治会や集合住宅の内部でのルールとして、名前や部屋
番号の記載を求める場合などにご利用いただくことを考えて
のものです。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

186
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415

ごみ有料化の必要性は理解できるが、プ
ラスチックごみまで有料化にするのは、
子育て世代には負担が重すぎる。プラス
チック包装はどんな商品にでも利用され
ているので消費者の努力で減らすことは
難しい。資源化を推進して、国分寺市の
ように無料にしてください。

　容器包装プラスチックについて、小平市では、容器包装リ
サイクル法に基づき、分別を行い、資源化を徹底すること
で、ごみの削減に努めておりますが、収集や選別の作業に多
大な経費がかかっていることを踏まえ、リサイクルだけでな
く、使い捨て容器の使用の抑制や、簡易な包装の推進などの
リデュース（発生抑制）も進めていく必要があります。
　また、無料とした場合には、容器包装プラスチックの袋
に、有料である燃えるごみや燃えないごみが多く混入されて
しまう恐れもあります。
　そのため小平市では、容器包装プラスチックを有料化の対
象に含め、手数料については、分別を徹底し、リサイクルを
推進するため、燃えるごみや燃えないごみよりも安価に設定
いたします。

有
料
化

対
象
範
囲
・
分
別

参
考

416

あと、可燃ごみ減量のため、現在は３名
以上のグループで行っている生ゴミのみ
の収集を個別でも行えるようにしてくだ
さい。よろしくお願いします。

　食物資源循環事業については、収集効率を考慮し、３世帯
以上のグループでのご参加をお願いしております。
　３世帯以上でのご参加が難しい場合には、ご近所のグルー
プの紹介を行っておりますので、市にご相談ください。
　また、生ごみの自家処理の支援として、食物資源（生ご
み）処理機器購入費の補助制度もございますので、そちらも
ご利用ください。

有
料
化

食
物
資
源

参
考

417

戸別収集には疑問があります。第一に収
集に相当な手間がかかり40%程度の経費
増加では収まらないと思います。住宅街
を戸別訪問していくようなもので一体人
手確保は出来るのでしょうか

　戸別収集を実施することで、ごみの収集箇所が増加し、収
集作業も増大しますが、合わせて、収集頻度の見直しや収集
地区割りの細分化を行い、収集作業の曜日間の平準化や効率
化び収集経費の増加の抑制を図ります。

そ
の
他

経
費
・
収
支
見
込
み

参
考

418

第二に集合住宅は何故対象外なのか疑問
です。管理人の有無は自己責任に関係あ
りません。管理人がごみ袋の中まで見て
はいないと思います。集合住宅の世帯数
が相当数あると思いますので、実態はか
なり制度的には抜けて、一部の人達への
負担増加の施策となるようにしか思えま
せん。

　家庭ごみ有料化と合わせて戸別収集を実施することで、集
積所を利用する集合住宅においても、ごみの減量や分別の徹
底が促され、集積所の美観の向上や、集積所の管理に係るト
ラブルも現在より減尐することが見込まれるなど、メリット
のあるものと考えております。

戸
別
収
集

実
施
方
法

参
考

419

第三に、各戸からごみ袋が並んだ状態は
街の美観とはあいいれないと思います。
不在時にカラスに荒され、ゴミ収集され
ず、散乱のままということも十分予想さ
れます。カラス対策も含めて考えて欲し
いと思います。

　現在、ごみ集積所やそこに出されたごみの管理について
は、ご利用されている方々にて行っていただいており、戸別
収集実施後の出されたごみの管理についても、引き続き、各
世帯にてご協力いただくこととなります。
　そのため、各世帯で、必要に忚じてネットやバケツ、ごみ
箱などをご用意いただき、ご対忚いただければと考えており
ます。
　なお、市では、指定袋の作成に際し、カラスによる荒らし
被害を軽減できる加工を施します。
　街の美観については、現在でも、地域によってはごみ集積
所の十分な管理がなされておらず、ごみ出しマナーが守られ
ていない場合や、カラスなどの被害によりごみが散らかって
しまったままの場合など、景観を損ねている状況がありま
す。
　そのため、戸別収集の実施により、ネットやバケツの利用
も含めて、各世帯が責任を持って出したごみの管理を行うこ
とで、美観の向上につながるものと考えております。

戸
別
収
集

鳥
獣
対
策

反
映

187

188
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420

ゴミ有料化について、説明会に行きた
かったのですが、タイミングが合わず、
行けませんでした。
内容的には、資料にあった内容でしょう
か。
必要性については、だいたい納得できま
した。
今まで必要なかった金額が必要になって
しまうのは、残念ですが、
個別回収については、賛成です。

ただ、諸々実施にあたり、疑問点が出て
きました。

・ゴミにかける網は、個別になった場合
でも、必要な場合は、借りれるのか。

　家庭ごみ有料化及び戸別収集にご理解をいただきありがと
うございます。
　現在、ごみ集積所やそこに出されたごみの管理について
は、ご利用されている方々にて行っていただいており、戸別
収集実施後の出されたごみの管理についても、引き続き、各
世帯にてご協力いただくこととなります。
　そのため、各世帯で、必要に忚じてネットやバケツ、ごみ
箱などをご用意いただき、ご対忚いただければと考えてお
り、ネットの配布は検討おりません。
　なお、市では、指定袋の作成に際し、カラスによる荒らし
被害を軽減できる加工を施します。

戸
別
収
集

鳥
獣
対
策

参
考

421

・現在潰せるプラスティックは燃えるゴ
ミだが、今後はプラスティックになると
いうことか。
その場合、ソースや醤油の小袋などもプ
ラスチィックとして回収できるのか。
いままでの説明だと、プラスティック類
は、容器だけでリサイクルセンターの処
理能力を超えてしまうから燃えるごみと
してだすのだという説明だった。
以前と今後との違いも分かるようにして
ほしい。

　容器包装リサイクル法では、容器包装廃棄物を、消費者は
分別しての排出、市町村は分別収集、事業者は再商品化とい
う、３者の役割分担を定め、一体となった容器包装廃棄物の
削減への取り組みを義務づけております。
　そのため市では、容器包装プラスチックを焼却するのでは
なく、分別収集しリサイクルしております。平成３１年４月
からは、小平・村山・大和衛生組合、武蔵村山市及び東大和
市と共同して、容器包装プラスチックとペットボトルの選別
処理を行う「小平・村山・大和衛生組合資源物中間処理施
設」が稼働することに伴い、これまでリサイクルしていな
かったレジ袋やお菓子の包装など軟質のものも含めた、全量
の容器包装プラスチックのリサイクルが可能となります。
　今後とも、ごみの減量と３Ｒの推進のため、容器包装プラ
スチックの資源化を進めてまいりますので、ご協力いただき
ますようお願いいたします。
　汚れが取れない容器包装プラスチックの出し方はこれまで
どおりを予定しておりますが、詳細な分別方法については、
今後、パンフレットを市内全戸への配布などにより、周知い
たします。
　なお、分別については、今後のごみ処理施設の更新を踏ま
えて、武蔵村山市・東大和市との区分の統一化について検討
を進めてまいります。

そ
の
他

ご
み
処
理
施
設

参
考

422

・資料がホームページのどこを見ればい
いのか解りにくい。
あちこちにあり、とてもわかりづらい。
パブリックコメントへのリンクもごみ・
リサイクルの
トップにはない。そもそも有料化の項目
もない。
検索してやっとたどり着けるという状
態。

　ご意見を参考に、今後のホームページ掲載の際は、わかり
やすく工夫を行ってまいります。

そ
の
他

周
知
・
案
内

参
考

189

111
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423

・実施の際、いままで以上に分別方法の
提示をお願いしたい。現状でもわかりづ
らく、アプリにも、なにはなに、という
ものだけ。
市役所に具体的な物を掲示してあったり
したが、市役所に行かないと分からな
い。（しかも4階）
たとえば、ゼリードリンクの容器はどう
なるのかとか。
分別がわからない場合の統一した問い合
わせ先、または手段を明記、または検討
してほしい。
きれい、きたないの基準も解りにくい。
・陶器や廃油の回収が、平日昼間の決
まった時間では、
仕事をしている人は持っていけない。結
局ごみとして出さざるをえなくなるので
はないか。
白トレイのように拠点回収ができないか
検討してほしい。

このような疑問点のほうが多いです。
実施までに、このような疑問点が分かる
ようにしてほしいです。

　平成３１年４月からは、家庭ごみ有料化及び戸別収集への
移行、軟質の容器包装プラスチックの分別区分の変更、収集
スケジュールの変更など、ごみと資源の出し方が大幅に変更
になります。
　そのため、市報への掲載の他、収集のカレンダーとパンフ
レットが一体となった冊子を作成し、事前に市内全戸に配布
いたします。カレンダーやパンフレットについては、わかり
やすくごみと資源をお出しいただけるよう、内容や表現の見
直しについて検討いたします。
　また、スマートフォンからも手軽に情報が得られるよう、
ごみ分別アプリの更なる活用についても検討いたします。
　その他、新しい制度への移行が円滑に進むよう、地域に出
向いての説明会や各種周知啓発により、市民の皆様にわかり
やすく情報提供を行ってまいります。
　陶磁器食器や廃油などのイベント回収については、これま
での状況を踏まえて、今後の日時や会場について検討してま
いります。

そ
の
他

周
知
・
案
内

参
考

424

ごみ有料化は絶対反対です。
高い市民税を払っているのでその中で処
理すべき。
市長選の時に有料化はマニフェストに
入っていなかった。
実施する事を勝手に決めないで選挙で問
うてか市民投票で決めて欲しい。
強引に決めるのは反対！

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。
　以上のことから、住民投票の実施については考えてはおり
ませんが、この度行いました市民説明会やパブリックコメン
トにて頂戴した皆様のご意見を踏まえながら、本実施計画を
市民の皆様のご協力をより得られるようなものとしてまいり
ます。
　なお、家庭ごみ有料化及び戸別収集への移行に向けては、
平成３０年度に改めて市民説明会を開催するとともに、
　市では、制度の内容や新しいごみと資源の出し方などにつ
いての情報が、多くの方に行き届くよう、自治会や尐人数の
集まりなど、地域に出向いての説明を行っております。
　日程を調整し、会場のご手配をいただいた上で、お伺いを
させていただきますので、ぜひご連絡ください。
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戸別収集は全く必要なし、高齢者で障害
者で歩行できない人に限るべき
ほとんどの人はゴミ置場に持っていける
はず。
こうゆう無駄を増やすから有料化しなく
てはいけなくなる。
結局収集の人件費が一番高くつく。時間
もかかるし市民の手間も負担で無駄で
す。
ごみ収集所にゴミ置き入れを置き、時間
外は入れなくすればマナーは守れる。
カラスの被害もなくなる。戸別にすると
ゴミがさらに散らばるので迷惑。
全然美観に繋がらない。わざわざ手渡し
するほどの暇はない。
時間の余裕のある人ばかりではない。
非現実的で結局手渡しできない人は家の
前に何時間も放置でカラスに荒らされる
はず。

ただでさえ取集の時間がすごくまちまち
なので待っていられない。
実行する前に現状の時間を守ってくださ
い。実施したら時間きっちりに来れるの
でしょうか？

戸別収集したぐらいでは減量化に繋がり
ません。
説得力がありません。

市民の管理のばらつきを無くすなら当番
制にすればいいこと。

　ごみ集積所については、地域によっては、地域の皆様のご
協力やご負担により、ごみ出しや管理が適切に行われている
こと、また、地域コミュニティの形成に一部寄与しているこ
とは、市としても十分に認識しております。
　一方で、多くの地域において、ごみ出しマナーに関するト
ラブルの発生や、ごみ集積所の管理に係る負担が一部の方に
偏っているなどの課題もあり、市にも数多くの相談や課題の
解決への要望が寄せられており、戸別収集に早く移行して欲
しいといった要望が年々多くなっていると認識しておりま
す。
　そのため、市としては、ごみ集積所の利用に係る課題の解
決を優先し、戸別収集への移行を提案させていただいており
ます。
　戸別収集を実施することで、ごみの収集箇所が増加し、収
集作業も増大しますが、合わせて、収集頻度の見直しや収集
地区割りの細分化を行い、収集作業の曜日間の平準化や効率
化及び収集経費の増加の抑制を図ります。
　なお、収集の時間やルートについては、曜日やごみ量、交
通事情など様々な要因により、日毎に異なる場合があります
ので、地域ごとに時間を定めることは考えておりません。
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国分寺が有料化してるからといって統一
の必要なし、
経済的負担と購入の手間がかかり生活を
しにくい。
必ず必要な事は税金で賄うべきです。
有料化は合理性からも時間的にも無駄で
す。
絶対に戸別収集とゴミ有料化はやめてく
ださい。

　家庭ごみ有料化については、多摩地域全体としてごみを減
量する必要が生じている中、小平市としてもごみの減量や、
ごみ処理施設の周辺住民への配慮、更新に係る経費の削減な
どの目的から、実施するものです。
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現在、数軒で共有している私有地がゴミ
集積所になっています。
地面に打ち付けるタイプの大きなダスト
ボックスもあり、個人で処分するのは不
可能です。
使わなくなった集積所については、住民
以外の往来が多く不法投棄が懸念されま
すので、ダストボックスの撤去をして頂
きたいです。
また、今後ごみ集積所跡地への不法投棄
が増加した場合は、バリケードをつける
等の対策をとって頂きたいです。
最後に質問になってしまいますが、戸別
収集に変更した後はこの集積所跡地（私
有地）はどうなるのかを教えてほしいで
す。

　市が所有するもの以外の集積所の取り扱いについては、所
有者にご判断いただくものとなり、撤去などを行う場合に
は、所有者のご負担にて行っていただくこととなります。
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先日の説明会はどうもありがとうござい
ました。
私の意見を3点、以下に述べます。

１）料金について

燃えるゴミ・燃えないゴミが１リットル
当たり２円なのは仮に妥当だとしても、
容器包装プラスチックは無料にしてもら
いたい。
容器包装プラスチックを資源として扱う
のあれば市民は材料を提供することにな
る、また、焼却炉の燃料として使うので
あれば重油代金の代わりになるはずだか
ら…。

容器包装プラスチックは、他のゴミに比
べてかさ張る点も十分考慮してほしい。
プラスチックゴミを出す前の晩にハサミ
でプラスチックを切り刻み袋に詰めるよ
うな作業を市民に課すことは、文字通り
非生産的であり、ストレスが増えるだけ
でマイナスであり、後日、必ず不評を買
うことになる。

　容器包装プラスチックについて、小平市では、容器包装リ
サイクル法に基づき、分別を行い、資源化を徹底すること
で、ごみの削減に努めておりますが、収集や選別の作業に多
大な経費がかかっていることを踏まえ、リサイクルだけでな
く、使い捨て容器の使用の抑制や、簡易な包装の推進などの
リデュース（発生抑制）も進めていく必要があります。
　また、無料とした場合には、容器包装プラスチックの袋
に、有料である燃えるごみや燃えないごみが多く混入されて
しまう恐れもあります。
　そのため小平市では、容器包装プラスチックを有料化の対
象に含め、手数料については、分別を徹底し、リサイクルを
推進するため、燃えるごみや燃えないごみよりも安価に設定
いたします。
　なお、容器包装プラスチックについては、つぶすなどし、
かさを減らしてお出しいただければと考えております。
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２）収集サイクルについて

収集サイクルについては、最大でも2週
間に1回は確保してほしい。
私は一人暮らしであり、月に1週間の
ペースで親の介護のために小平市を留守
にする。もし4週間に一回の収集になる
と、タイミングによっては、何か月も片
付かない事になり「ゴミ屋敶」になって
しまう。

一般的に云っても、家の中にゴミを溜め
ておくことは、不衛生であり良いことは
何もない。毎週が無理ならば、最低2週
間に1回は収集してもらいたい。

　燃えないごみの収集頻度については、従来の毎週１回か
ら、４週に１回に変更となりますが、小平・村山・大和衛生
組合にごみを搬入している武蔵村山市と東大和市が、４週に
１回または毎月１回としており、収集頻度を合わせるように
しております。
　また、小平市は、市民１人あたりの燃えないごみの量が、
武蔵村山市や東大和市と比べて非常に多くなっております。
現状、燃えないごみの中に、容器包装プラスチックが多く混
入しており、家庭ごみ有料化による発生抑制や、容器包装プ
ラスチックの全量資源化による分別の徹底により、燃えない
ごみの量を大きく減らしていけるものと考えております。
　そのため、武蔵村山市や東大和市と同様、小平市において
も、４週に１回の収集でご不便なく、ご対忚いただけるもの
と考えております。
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３）焼却炉の建設について

約10年前に某大学院でのゴミ問題の調査
の際に、私が小平市に電話で問い合わせ
たところ、ゴミ総量の８０％以上を焼却
している、との回答があった。
色々な資料（理科年表や諸々の経済資料
など）を基に細かな計算をしても、リサ
イクルの方針だけでは採算が非常に悪い
ことが解った。

三市共同で性能の良い焼却炉を建設し
て、プラスチックごみもどんどん効率よ
く燃料として使用し、炉の発熱から発電
し、電力として回収するのが、お金の面
でも地球環境の面でも最適解だと解っ
た。この点を是非検討してほしい。

法律がどうのという理由で、今の路線を
進めて行くのは問題だと思う。

　小平市で発生したごみは、中島町の小平・村山・大和衛生
組合に搬入し、焼却や破砕といった中間処理を行っておりま
す。また、中間処理後のごみは、日の出町の二ツ塚処分場に
搬入し、焼却灰はエコセメント化処理を、破砕物は埋立処理
を行っております。
　施設を受け入れていただいている中島町や日の出町の住民
への配慮や負担軽減のため、また、二ツ塚処分場を一日でも
長く使い続けられるよう延命化を図るため、資源となるもの
については、品目毎に細かく分別を行い、資源化を徹底する
ことで、ごみ量の削減に努めております。
　また、容器包装リサイクル法では、容器包装廃棄物を、消
費者は分別しての排出、市町村は分別収集、事業者は再商品
化という、３者の役割分担を定め、一体となった容器包装廃
棄物の削減への取り組みを義務づけております。
　そのため市では、容器包装プラスチックを焼却するのでは
なく、分別収集しリサイクルしております。平成３１年４月
からは、小平・村山・大和衛生組合、武蔵村山市及び東大和
市と共同して、容器包装プラスチックとペットボトルの選別
処理を行う「小平・村山・大和衛生組合資源物中間処理施
設」が稼働することに伴い、これまでリサイクルしていな
かったレジ袋やお菓子の包装など軟質のものも含めた、全量
の容器包装プラスチックのリサイクルが可能となります。
　今後とも、ごみの減量と３Ｒの推進のため、容器包装プラ
スチックの資源化を進めてまいりますので、ご協力いただき
ますようお願いいたします。
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「基本方針」と「実施計画（素案）」、
さらに市民説明会からは、家庭ごみの有
料化と戸別収集への移行の根拠を理解す
ることはできませんし、これらの根拠を
見いだすことは難しく、これらの施策に
断乎反対します。施策の撤回、中止を求
めます。
文字数が限られていますので、簡潔にし
ますが、これらの施策の根拠は圧倒的な
市が実施しているのでやらざるを得な
い、即ち「先ず、有料化有りき」から有
料化への論理を組みたてていることで
す。「計画改訂版」にもありますよう
に、これまでの減量は概ね良好とし、有
料化の自治体と比較しても遜色なく、今
後の課題は有料と戸別収集ではなく、ア
ンケート結果にもあるように若者や子育
て世代など集合住宅への啓蒙活動の徹底
です。これらの施策は小平の地域社会に
自己責任社会を持ち込み、自治会活動な
ど地域コミュティ＝参加・協働・自治／
小平自治基本条例を否定する行為であ
り、小平市が長年にわたり培ってきた地
方自治の破壊を意味するものになるで
しょう。当然ですが、集合住宅に住まい
の方々にも個別収集を実施しないのなら
ば、地方自治法２２７条に違反すること
は明白でしょう。

　市ではこれまで、様々なごみ減量施策に取り組み、市民の
皆様にご協力いただき、着実にごみを減量してきました。
　しかしながら、現在、最終処分場の延命措置、ごみ処理施
設更新に伴う施設周辺住民への配慮や費用削減のために施設
規模を小さくする必要があること、また、新しい焼却施設の
更新に伴う、工事期間中の他団体へのごみ処理の支援要請が
不可欠となることなどの課題があり、あらゆる施策を講じ
て、ごみを減量する必要が生じております。
　また、ごみを減量することにより、ごみの収集や処理にか
かる経費が削減できるものと考えております。
　そのため、市では家庭ごみ有料化を実施することで更なる
ごみの減量を図ってまいりたいと考えております。
　なお、地方自治法第２２７条に基づく家庭ごみ有料化の実
施については、判例においても違法性はないと認められてい
るものと認識しております。
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　現状において、多くの子育て世帯や介護世帯において紙お
むつを利用されていることを考慮し、紙おむつを有料化の対
象から除外しております。

有料になるもの　燃えるごみのうち、紙
おむつは原則無料に反対。
理由・環境や費用を考えて布おむつを使
用している家庭に対し不公平
　・紙おむつの利用を助長し、ごみの増
量につながりそう

○乳幼児
１．妊娠時から、布おむつの使用を推奨
しては？
市内の病院で、リースの布おむつを使
用。パパママ教室で使用法の説明。
実例：兵庫県　近畿中央病院

２．市内の保育所で、原則、布おむつを
使用しては？
おむつは、リース利用か、園で下洗い・
保護者が持ち帰って洗濯等、選択肢を用
意
実例：大阪狭山市、兵庫県伊丹市

３．布おむつなら、早く外れた方が楽だ
から、早期のおむつ外しの動機づけにつ
ながり、幼稚園側の負担の軽減につなが
る

幼児教育の大学もあるし、研究対象にし
て科学的知見が得られれば、理解が進む
かもしれない。
私自身、紙おむつの使用が当たり前と
思っていたが、病院で成型布おむつの存
在や使い方を知り、布おむつで3人の子
供を育てた（外出時、就寝時、疲れてい
るときは、紙おむつを使用）。
布おむつを使用して良かったと思う。尐
数派の意見とは思うが…

○高齢者
有料の方が、おむつ利用を、できるだけ
遅くする動機づけになり、自立につなが
りそう。
排尿センサー？等の利用に援助をした方
が、本人や介護者の心理面・身体面・コ
スト面での負担が減る方向にすすみそ
う。今後、増加するかもしれない、おむ
つごみの処理を無料として、お金をかけ
るより、高齢者の排泄の自立期間を長く
するための施策に予算を投じ、企業や大
学と共同研究などをして、排泄の自立の
先進地域を目指す方が、長い目で見る
と、魅力的な自治体だと思う。
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今のゴミ集積所の扱いについて
　戸別収集となった場合、今のゴミ集積
所の扱いはどうなるか？
　自治会内にはゴミ集積所が3ヶ所あ
り、うち2ヶ所は玉川上水沿いに面して
いるため、不法投棄やポイ捨てがたびた
び発生しています。
　戸別収集となったのち、ゴミ集積所を
閉鎖等しないと、戸別収集後も不法投棄
やポイ捨てが発生してしまうことを懸念
しています。

ゴミ集積所を閉鎖する際の費用および作
業負担
　ゴミ集積所を閉鎖する際の費用および
作業はだれが負担するのでしょうか？
　費用および作業の負担をまるまる住民
が負担することがないようご検討いただ
きたい。
　――　助成金やシルバー人材センター
の活用など

ゴミ集積所を閉鎖した後の不法投棄、ポ
イ捨てが発生した際の対処について
　万が一、ゴミ集積所を閉鎖した後にゴ
ミ集積所に不法投棄やポイ捨てがあった
場合、だれが対処するのでしょうか？
　今は、ゴミ集積所を共用しているた
め、不法投棄やポイ捨てにも対処してい
るが、戸別収集となった後も、住民が対
処することになると、賛同を得られない
可能性があります。

　戸別収集の実施に伴い、道路上の集積所は廃止となりま
す。専用の敶地があるもののうち、市が所有する集積所につ
いては、売却や他の用途への転用などについて検討し、市有
財産を有効に活用するよう努めます。
　市が所有するもの以外の集積所の取り扱いについては、所
有者にご判断いただくものとなり、撤去などを行う場合に
は、所有者のご負担にて行っていただくこととなります。
　また、不法投棄への対処も同様に、所有者にて行っていた
だくこととなりますが、悪質な場合などは市にご相談くださ
い。
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ゴミの散乱について
　現状でも、カラスや猫によりゴミが散
乱するケースがあります。
　市より借用しているカラス除けのネッ
トを使用することで、散乱するケースは
減っているため、戸別回収となったあと
も、カラス除けネットの貸し出しなどの
検討をお願いしたい。

　家庭ごみ有料化及び戸別収集にご理解をいただきありがと
うございます。
　現在、ごみ集積所やそこに出されたごみの管理について
は、ご利用されている方々にて行っていただいており、戸別
収集実施後の出されたごみの管理についても、引き続き、各
世帯にてご協力いただくこととなります。
　そのため、各世帯で、必要に忚じてネットやバケツ、ごみ
箱などをご用意いただき、ご対忚いただければと考えてお
り、ネットの配布は検討おりません。
　なお、市では、指定袋の作成に際し、カラスによる荒らし
被害を軽減できる加工を施します。
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ゴミ削減について
　お肉やお魚のトレーをスーパーなどで
回収していたりするが、ゴミを削減する
ために、近隣の市などを含め、回収を
行っている施設の情報（マップ）を提供
いただきたい。
　それ以外にも、ゴミを削減するための
工夫などを発信いただきたい。

　ごみの処理について、製造事業者や販売事業者にも一定の
責任があるという「拡大生産者責任」の考え方に基づき、家
庭ごみ有料化に伴い、小売店などの民間事業者に対し、資源
の店頭回収の拡大や、簡易包装の推進、レジ袋の削減など、
更なるリサイクルが行えるような環境整備に努める働きかけ
を行ってまいります。
　また、市が、３Ｒの推進に関する取り組みを行っている民
間事業者を認定し、広報する仕組みについても検討を行うな
ど、事業者との連携を強化し、協力体制の構築を図ってまい
ります。

そ
の
他

周
知
・
案
内
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映
済
み

436

玉川上水沿いの落ち葉等について
　家庭ゴミ有料化に合わせ、玉川上水沿
いの落ち葉等の清掃の頻度を増やすなど
の検討をお願いしたい。

　玉川上水及び緑道や沿道の管理・清掃については、所管毎
に、市や東京都にて行っております。
　なお、家庭ごみ有料化実施後も、枝木・落ち葉等及びボラ
ンティア清掃により回収されたごみは無料で収集いたしま
す。

そ
の
他

そ
の
他
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437

戸別収集となったことによる新たな問題
について

　戸別収集となったことによる新たな問
題等について、近隣自治体の実例や対策
などがあれば発信いただきたい。
　事前に発信いただければ、戸別回収へ
移行するまでに自治会内で検討、啓蒙で
きると思います。
　例えば、戸別収集になることによる隣
家とのトラブルであるとか、?と同じで
すが、カラスや猫除け方法など

　戸別収集については、すでに数多くの自治体が実施してお
り、先行自治体での事例では、収集作業時間の増加や鳥獣対
策といった課題があると認識しております。
　収集時間については、戸別収集を実施することで、ごみの
収集箇所が増加し、収集作業も増大しますが、合わせて、収
集頻度の見直しや収集地区割りの細分化を行い、収集作業の
効率化や曜日間の平準化を図ることで、収集作業に係る時間
の増加は抑えられる見込みです。
　鳥獣対策については、基本的には、各世帯で必要に忚じて
ネットやバケツ、ごみ箱などをご用意いただき、ご対忚いた
だければと考えておりますが、市でも、指定袋の作成に際
し、カラスによる荒らし被害を軽減できる加工を施します。
　引き続き、先行自治体の事例を参考としながら、市民の皆
様が円滑に戸別収集へ移行できるよう、様々な媒体や機会を
活用して必要な情報について発信してまいります。
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